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医学文化館･開館2周年記念
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▼

中
野
操
編
著
編
纂
㈱

＊
庶
民
芸
術
の
中
に
医
学
史
の
源

泉
を
凝
視
し
た
画
期
的
な
錦
絵
集

⑪
本
番
は
、
医
学
史
に
ご
造
詣
の
深
い
中
野
操
先
生
が
ご
研
究
、

ご
診
療
の
か
た
わ
ら
、
三
十
数
年
に
亘
っ
て
苦
心
収
集
さ
れ
た

医
学
関
係
の
錦
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
約
二
百
点
の
中
か
ら
、
特
に

医
学
に
関
連
の
深
い
逸
品
を
選
び
、
中
野
先
生
み
ず
か
ら
分
蛾
・

編
集
し
、
適
切
な
解
説
を
付
し
た
も
の
で
す
。

②
捕
気
の
錦
絵
、
阪
蛎
や
医
療
に
関
巡
の
あ
る
錦
絵
は
そ
の
性

格
上
流
布
さ
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
い
。
そ
う
し
た
困
難
な
条

件
の
中
で
多
年
に
亙
り
収
築
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
錦
絵
は
ま
さ
に

特
殊
な
収
椣
で
あ
り
、
非
常
に
稀
少
価
仙
の
商
い
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
錦
絵
の
集
大
成
と
言
え
る
本
番
は
、
わ
が
脚
で
初
め

て
の
も
の
で
、
医
学
的
に
も
興
味
深
く
、
ま
た
江
戸
時
代
の
廠

民
生
活
や
風
俗
の
一
面
を
知
る
上
に
も
批
亜
な
も
の
と
言
え
ま

す
。

④
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
書
は
浮
世
絵
、
錦
絵
の
愛
好
家
や
収

典
家
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
医
家
や
江
戸
時
代
の
風
怖
史
、
人

情
史
、
人
事
生
活
史
に
関
心
あ
る
方
々
の
必
読
必
見
の
譜
と
言

う
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

．
Ｉ
ｊ
』
Ｅ
Ａ
巴
Ｐ
哩
凸
‐
し
Ｉ
・
暉
守
ｄ
‐
１
Ｊ
厚
畏
Ｆ
今
げ
き

１
凸
９
１

Ｉ

㈲
日
本
医
学
文
化
保
存
会
／
発
行
金
原
出
版
株
式
会
社

定
価
６
８
，
０
０
０
円

ユ
ニ
ー
ク

懐
中
鏡
お
は
ん
長
右
衛
門
五
渡
亭
国
貞
画

‐
雀
扮
弔
Ｐ
Ｆ
Ｌ
間

や
も
．
１
‐
。
、
酷
ず
母
‐
●
」
電
鼬
年
岡
‐
，
、
験
鷺
晶
Ｊ
患
勿
弗
体
。
①
器
、
‐
罰
も
，
暑
鄙
＃
・
■
ｆ
・
・
‐
‐
ｂ
、

〔
体
裁
〕
Ａ
３
判
一
三
○
頁

原
色
図
版
一
八
七
点

｢
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寺
と
し
て
現
存
す
る
寺
域
が
確
立
し
た
と
い
う
。

（
２
）

『
長
谷
寺
験
記
』
は
、
推
定
鎌
倉
末
期
の
古
写
本
で
長
谷
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
。
本
稿
で
使
用
し
た
験
記
は
、
同
寺
五
重
宝
塔
落
慶
法
要
記
念

長
谷
寺
験
記
（
以
下
は
験
記
と
記
す
）
は
、
序
文
と
上
下
二
巻
か
ら
成
り
、
上
巻
は
一
九
章
下
巻
は
三
三
章
で
で
き
て
い
る
。
各
章
は
、
一
章

に
一
話
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
四
五
章
、
一
章
に
二
’
一
○
話
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
七
章
、
説
話
の
全
数
は
七
○
話
で
あ
る
。
上
下
二

巻
の
区
分
は
、
上
巻
は
法
華
経
普
門
品
の
観
音
ポ
サ
ッ
説
法
の
一
九
法
、
下
巻
は
観
音
ポ
サ
ッ
変
身
の
三
三
種
を
象
っ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容

は
特
に
そ
の
説
法
・
変
現
身
の
意
義
と
は
関
係
し
な
い
。

（
１
）

験
記
は
、
奈
良
前
期
元
正
朝
か
ら
平
安
末
期
高
倉
朝
ま
で
約
三
五
○
年
間
の
説
話
か
ら
成
る
。
長
谷
寺
の
信
仰
は
、
川
田
聖
見
氏
に
よ
れ

ば
、
天
武
天
皇
没
年
の
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
に
寺
院
形
態
が
整
え
ら
れ
、
聖
武
朝
神
亀
三
年
（
七
二
六
）
に
僧
徳
道
の
開
山
を
も
っ
て
新
長
谷

’’
長
谷
寺
験
記
は
、
大
和
泊
瀬
長
谷
寺
十
一

い
の
で
、
そ
の
所
見
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

原
著

は
じ
め
に

長
谷
寺
験
記
に
み
る
治
病
の
利
生

面
観
音
菩
薩
の
霊
験
利
生
記
で
あ
る
。
こ
の
利
生
の
記
述
に
身
体
機
能
に
関
す
る
も
の
が
少
く
な

羅
需
蕊
灌
一
該
躍
誇
畷
和
五
十
五
年
五
月
十
三
自
愛
付

関
根
正

雄
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出
版
の
復
刻
本
で
、
昭
和
二
九
年
発
行
Ａ
五
版
活
字
体
一
三
五
頁
、
校
異
は
前
田
家
尊
経
閣
本
な
ど
五
本
、
校
注
は
大
正
大
学
助
教
授
永
井
義

憲
氏
で
あ
る
。

一
般
に
天
皇
の
疾
患
に
つ
い
て
は
詳
し
く
の
べ
ら
れ
な
い
。
験
記
で
は
、
天
武
・
聖
武
・
清
和
・
醍
醐
の
各
天
皇
の
罹
患
に
「
御
悩
」
「
危

く
象
え
さ
せ
玉
ひ
け
れ
ば
」
等
の
表
現
を
し
て
い
る
。

上
巻
第
二
一
‐
聖
武
天
皇
御
一
期
帰
当
寺
御
得
益
事
」

本
章
の
利
生
は
、
天
皇
在
位
中
の
業
績
と
そ
れ
を
補
佐
し
た
藤
原
房
前
ら
の
繁
栄
と
が
、
本
寺
院
へ
の
帰
依
の
結
果
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

（
マ
マ
）

る
が
、
神
亀
四
年
に
は
治
病
の
利
生
が
あ
っ
た
と
す
る
。
「
去
三
月
廿
日
、
天
皇
ノ
御
悩
ノ
為
二
（
僧
徳
道
ガ
）
当
山
一
一
シ
テ
ニ
尺
六
寸
ノ
十

一
面
観
音
ポ
サ
ッ
像
ノ
造
供
養
セ
シ
カ
等
〈
、
天
皇
不
日
二
平
癒
：
…
・
」
と
で
て
い
る
。

上
巻
第
五
「
文
徳
天
皇
除
清
和
御
悩
始
置
三
綱
」

本
稿
は
、
身
体
機
能
に

Ａ
、
身
体
機
能
の
利
生

験
記
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

保
身
・
経
済
・
婚
姻
・
成
仏
・
そ
の
他

用
語
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
も
の
に
便
宜
上
か
な
を
代
替
し
、
多
出
す
る
仏
尊
名
に
は
略
称
を
使
用
し
た
。

Ｂ
、
生
活
条
件
の
利
生

Ａ
身
体
機
能
の
利
生

１
天
皇
の
疾
患

疾
患
・
事
故
死
・
皮
層
疾
患
・
身
体
障
害
・
不
妊
・
そ
の
他

身
体
機
能
に
関
す
る
事
項
を
抽
出
す
る
た
め
、
験
記
を
次
の
よ
う
に
分
類
し
た
。
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２
延
臣
・
庶
民
の
疾
患

上
巻
第
十
七
「
延
成
朝
臣
不
運
進
仏
師
官
食
被
罰
事
」

こ
の
第
一
話
は
、
永
承
七
年
八
月
（
一
○
五
二
）
本
寺
院
火
災
後
の
再
建
で
工
熟
奉
行
と
な
っ
た
藤
原
延
成
が
、
作
業
す
る
仏
師
た
ち
の
給

食
を
怠
っ
た
た
め
、
そ
の
子
息
が
「
物
狂
い
」
を
起
し
た
説
話
で
あ
る
「
・
…
：
九
月
晦
日
、
十
七
歳
ニ
ナ
ル
子
息
、
俄
ニ
ク
ル
イ
、
口
走
テ
云

上
巻
第
七
一
‐
宇
多
院
除
春
宮
御
悩
建
立
長
勝
寺
事
」
付
美
福
門
院
御
利
生
事

寛
平
九
年
七
月
五
日
「
天
皇
遁
位
則
鮓
ヲ
春
宮
（
醍
醐
天
皇
）
二
讓
ム
ト
ス
ル
ニ
、
其
日
ノ
己
剋
ヨ
リ
春
宮
俄
二
御
霊
悩
ア
リ
…
…
殆
危
ク

見
サ
セ
給
ケ
ル
上
、
御
譲
位
ノ
日
ノ
御
事
也
ケ
レ
、
〈
」
天
皇
は
ひ
ど
く
驚
か
れ
て
遙
か
に
長
谷
寺
に
立
願
さ
れ
る
と
「
禁
中
春
宮
坊
ノ
上
二
白

雲
有
。
其
中
二
姿
〈
見
ズ
シ
テ
、
十
一
面
ノ
大
呪
ヲ
四
五
人
ガ
程
満
テ
物
ヲ
祈
ル
音
有
り
。
其
音
幽
ニ
シ
テ
聞
難
…
：
・
貴
賤
是
ヲ
聞
テ
耳
目
鷲

ス
所
二
、
御
悩
忽
平
癒
シ
麻
膳
本
二
複
ス
」
と
さ
れ
て
い
る
（
付
の
美
福
門
院
の
事
項
は
不
妊
の
項
で
の
べ
る
）
。

代
参
者
は
、
急
い
で
帰
京
し
こ
れ
を
奏
聞
す
る
と
「
彼
夢
想
感
ジ
タ
リ
ヶ
ル
時
剋
、
天
安
二
年
三
月
廿
五
日
寅
刻
ノ
始
二
、
春
宮
（
清
和
）

御
悩
御
ロ
ノ
内
、
甘
露
ヲ
含
ミ
タ
ル
ガ
如
ク
、
甘
ク
香
ハ
シ
ク
シ
テ
、
禁
中
ニ
カ
ホ
リ
テ
ョ
ソ
マ
デ
モ
匂
ヲ
移
シ
・
…
：
御
心
地
ス
ズ
シ
キ
様
ニ

テ
、
速
疾
一
一
御
平
癒
有
リ
ヶ
レ
ゞ
こ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
感
謝
の
千
僧
供
が
開
か
れ
、
こ
の
寺
院
で
は
じ
め
て
三
綱
（
役
僧
）
の
制
度
が
設

清
和
は
文
徳
天
皇
の
第
四
子
で
、
東
宮
の
時
に

参
籠
ス
ベ
キ
由
」
の
勅
が
発
せ
ら
れ
た
。
代
参
が

参
籠
し
た
長
谷
寺
の
夢
告
で
は
「
此
薬
ヲ
以
テ
彼

薫
シ
ク
ュ
、
シ
ゲ
ニ
シ
テ
白
色
ナ
ル
散
薬
也
。
我

（
長
谷
神
護
神
）
は
去
っ
た
。

テ
、
速
疾
一
一
御
平
屋

け
ら
れ
た
と
い
う
。

清
和
は
文
徳
天
皇
の
第
四
子
で
、
東
宮
の
時
に
「
御
悩
ノ
事
有
テ
、
危
ク
見
エ
サ
セ
玉
ヒ
ケ
レ
、
〈
、
太
秦
ノ
広
隆
寺
ノ
薬
師
如
来
二
、
七
日

籠
ス
ベ
キ
由
」
の
勅
が
発
せ
ら
れ
た
。
代
参
が
参
篭
し
た
広
隆
寺
の
夢
告
に
「
長
谷
寺
ノ
観
音
一
一
祈
請
ス
ベ
キ
由
」
と
あ
り
、
あ
ら
た
め
て

籠
し
た
長
谷
寺
の
夢
告
で
は
「
此
薬
ヲ
以
テ
彼
ノ
御
悩
ヲ
治
シ
奉
ル
ベ
シ
ト
云
テ
、
紙
ニ
ッ
、
ミ
タ
ル
薬
ヲ
ア
ケ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
見
し
ゞ
〈
、

シ
ク
ュ
、
シ
ゲ
ニ
シ
テ
白
色
ナ
ル
散
薬
也
。
我
此
ヲ
以
テ
、
彼
御
悩
ノ
所
二
向
テ
服
セ
シ
メ
奉
ル
ベ
シ
」
と
云
っ
て
夢
告
者
の
鍋
倉
の
神

は
去
っ
た
。
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ク
、
我
ハ
是
長
谷
寺
伽
詳

取
ベ
シ
ト
云
テ
、
一
日
，

其
跡
モ
ナ
ク
止
ニ
ヶ
リ
」

下
巻
第
八
「
受
重
病
童
依
師
範
祈
請
速
疾
平
癒
事
」

こ
の
章
の
全
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
験
記
の
な
か
で
、
最
も
短
か
い
文
章
で
あ
る
。

「
嵯
峨
天
皇
ノ
御
宇
二
、
南
都
元
興
寺
ノ
僧
景
善
ト
云
ケ
ル
者
ノ
童
、
俄
二
痛
事
有
リ
ヶ
リ
。
重
病
ニ
テ
愚
ナ
ク
見
エ
ヶ
レ
。
〈
、
ス
、
ヘ
キ
方

ナ
ク
テ
景
善
当
寺
二
参
テ
是
ヲ
祈
リ
ケ
リ
。
病
人
忽
ニ
ロ
走
テ
云
様
、
我
二
物
ヲ
ク
ワ
セ
ョ
、
只
今
俄
二
走
り
来
テ
ホ
ネ
ヲ
、
リ
テ
ノ
ン
ド
モ

カ
ハ
キ
、
腹
モ
空
シ
キ
ニ
ト
云
。
人
間
テ
云
様
、
誰
ニ
テ
ヲ
ハ
ス
ル
ニ
ャ
ト
。
答
云
、
我
〈
長
谷
寺
護
法
善
神
ナ
リ
。
大
悲
ノ
勅
ヲ
蒙
テ
病
者

ヲ
助
ム
ガ
タ
メ
ニ
来
ル
ナ
リ
ト
云
テ
、
一
時
ヲ
ス
ギ
ザ
ル
ニ
、
病
則
止
ヌ
。
是
し
弘
仁
七
年
ノ
冬
ノ
事
ナ
リ
・
」

下
巻
第
十
「
依
大
聖
御
利
生
除
病
延
命
事
」

死
亡
と
承
ら
れ
た
病
者
が
、
死
の
定
業
か
ら
転
生
さ
れ
て
蘇
生
し
た
利
生
で
あ
る
。
飛
鳥
の
里
の
広
継
と
い
う
者
が
「
病
大
事
ニ
シ
テ
死

ス
。
ワ
ヅ
カ
ニ
ム
ネ
零
ハ
カ
リ
ア
タ
、
カ
ナ
リ
。
家
内
ノ
者
皆
心
二
願
ヲ
立
一
ご
長
谷
寺
観
音
に
祈
っ
た
。
「
三
時
計
有
テ
生
返
テ
云
様
、
我
喉

ツ
マ
リ
耳
ヲ
ポ
レ
テ
、
地
ノ
底
ニ
ホ
ト
リ
ナ
ク
深
キ
穴
ヘ
ヲ
チ
入
ホ
ド
ニ
、
我
死
ト
思
テ
心
細
ク
覚
ヅ
ル
ニ
、
一
人
ノ
僧
錫
杖
持
チ
タ
ル
ガ
雲

ノ
中
ヲ
カ
ケ
リ
テ
我
〈
是
長
谷
ノ
者
ナ
リ
。
汝
〈
…
．
：
然
ル
ー
定
業
決
定
シ
テ
死
期
今
日
二
当
ル
。
我
汝
ガ
命
ヲ
延
ト
云
テ
…
：
・
耳
モ
明
二
成

り
心
地
モ
ハ
レ
人
、
ト
シ
テ
生
返
ル
様
二
覚
へ
ツ
ル
程
二
、
ナ
ヲ
喉
ツ
マ
リ
テ
物
イ
ハ
ン
ト
ス
ル
ニ
不
叶
。
件
僧
速
二
是
ヨ
リ
返
ル
篝
ヘ
シ
ト
云

テ
、
ク
ス
シ
ノ
指
二
甘
キ
物
ノ
香
ヲ
付
テ
、
我
ロ
ー
入
給
ト
思
テ
、
ム
セ
タ
ル
様
ニ
ッ
マ
リ
タ
ル
喉
モ
、
ゥ
ル
ヲ
ィ
テ
夢
ノ
覚
ル
様
ニ
ヲ
ポ
ヘ

テ
、
ヨ
ミ
返
リ
タ
リ
ト
一
言
こ
れ
は
、
承
和
元
年
八
月
（
一
○
四
六
）
の
こ
と
と
さ
れ
、
そ
の
あ
と
広
継
は
一
生
涯
口
内
に
香
り
を
感
じ
て
過

し
た
と
い
う
。
「
実
二
定
業
亦
能
転
ズ
、
瀝
哉
」
と
結
末
に
か
い
て
い
る
。

我
ハ
是
長
谷
寺
伽
藍
守
護
ノ
石
精
童
子
也
。
早
ク
我
本
尊
ヲ
造
、
イ
ソ
ギ
衆
生
二
縁
ヲ
結
琴
ハ
シ
メ
ソ
ト
思
二
・
・
…
猶
延
引
雫
ハ
汝
ガ
命
ヲ
召

シ
卜
云
テ
、
一
日
ノ
中
二
五
度
マ
デ
死
入
ル
。
則
、
父
ノ
朝
臣
種
を
二
退
状
ナ
ム
ド
申
サ
レ
ヶ
レ
。
〈
、
日
ノ
中
二
子
息
ノ
物
狂
ハ
シ
サ
モ
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「
・
・
…
・
水
二
流
テ
死
ス
。
則
ハ
セ
ノ
下
、
城
島
ノ
森
二
打
上
ラ
レ
テ
後
、
一
時
許
有
テ
生
返
テ
云
様
。
我
死
テ
三
途
河
ト
ヲ
ポ
シ
キ
所
ヲ
渡

テ
、
向
ノ
岸
二
付
テ
ハ
冥
途
ナ
リ
ト
思
テ
、
下
へ
向
テ
流
行
二
、
童
子
一
入
来
テ
我
手
ヲ
坂
テ
本
岸
へ
引
上
テ
云
〈
ク
、
頂
上
仏
面
ヲ
（
新
シ

ク
造
ツ
タ
本
尊
像
ノ
胎
内
二
）
納
テ
、
衆
生
ノ
結
縁
ヲ
遠
ク
ス
ル
ニ
依
テ
守
護
神
順
リ
ヲ
ナ
ス
。
汝
モ
同
業
也
ト
云
ヘ
ド
モ
大
聖
（
本
尊
）
御
身

近
キ
者
一
一
テ
結
縁
尤
深
シ
。
是
ヨ
リ
泊
瀬
二
返
テ
、
早
ク
本
ノ
頂
上
ヲ
顕
シ
奉
ル
尋
へ
シ
ト
云
ト
思
テ
、
生
返
ヌ
ト
云
・
」

こ
の
蘇
生
は
、
僧
一
乗
を
通
じ
て
、
新
し
く
造
ら
れ
た
本
尊
十
一
面
観
音
像
が
造
像
の
儀
軌
に
違
反
は
し
て
い
な
い
が
、
頂
上
仏
面
の
尊
厳

を
な
お
ざ
り
に
し
た
罪
を
、
夢
告
に
よ
っ
て
ヌ
セ
の
童
子
」
が
通
告
し
た
の
で
あ
る
。
十
一
面
観
音
像
の
宝
冠
に
付
け
ら
れ
た
十
一
体
の
仏

面
は
、
玄
弊
訳
の
十
一
面
経
に
よ
れ
ば
、
正
面
の
三
は
慈
悲
相
を
現
わ
し
、
左
の
三
は
眼
怒
、
右
の
三
は
白
牙
、
後
の
一
は
悪
を
暴
く
大
笑
、

そ
し
て
頂
上
の
一
は
仏
の
面
す
な
わ
ち
如
来
相
を
現
わ
し
て
仏
法
十
一
面
の
中
心
を
成
す
。
災
害
か
ら
奇
蹟
で
焼
け
残
っ
た
頂
上
仏
面
を
新
し

い
本
尊
の
宝
冠
に
付
け
よ
う
と
し
た
ら
、
「
仏
師
子
細
ヲ
申
二
依
一
ご
そ
れ
が
新
像
の
胎
内
に
納
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
罪
が
下
級
役
僧

の
同
業
を
方
便
と
し
て
、
溺
水
・
蘇
生
の
手
段
に
使
わ
れ
た
。
「
長
谷
内
、
驚
テ
本
ノ
頂
上
ヲ
坂
出
テ
、
新
仏
ニ
ス
ェ
ヵ
ェ
奉
テ
後
、
長
谷
内

が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
第

の
溺
水
と
蘇
生
の
説
話
で
あ
る
。

の
同
業
を
方
便
と
し
て
、
溺
坐

ノ
煩
上
止
ニ
ヶ
リ
」
と
あ
る
。

３
事
故
死

上
巻
第
十
「
度
々
炎
上
有
前
表
後
霊
本
尊
振
威
事
」

こ
の
章
は
、
正
暦
か
ら
嘉
保
ま
で
の
約
一
五
○
年
間
に
五
回
の
火
災
が
長
谷
寺
に
あ
っ
て
、
し
ば
し
ば
火
災
の
な
か
に
霊
現
の
あ
っ
た
こ
と

の
く
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
第
四
話
で
、
永
承
七
年
（
一
○
五
二
）
の
火
災
後
に
洪
水
と
山
崩
れ
が
泊
瀬
に
あ
っ
た
。
本
寺
の
雑
仕
僧
の
一
乗

下
巻
第
廿
六
「
入
当
山
逆
人
死
去
遁
地
獄
業
再
還
え
ん
ぶ
提
事
」

大
和
か
る
の
里
の
邪
見
な
る
男
、
河
内
の
山
で
鹿
狩
り
を
し
た
と
き
、
荒
寺
を
こ
わ
し
て
鹿
肉
を
煮
て
く
っ
た
。
長
谷
寺
御
堂
の
柱
材
を
、
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４
皮
層
疾
患
（
悪
瘡
・
獺
な
ど
）

験
記
で
は
、
皮
層
に
関
係
す
る
重
篤
な
疾
患
に
、
悪
瘡
・
瘡
・
七
日
瘡
・
癩
・
癩
病
の
名
称
が
で
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
現
在
の
病
名
の
分
類

に
、
正
確
に
該
当
さ
せ
る
資
料
は
見
当
ら
な
い
。

下
巻
第
九
「
従
五
位
下
大
江
広
澄
夜
程
除
悪
瘡
事
」

平
安
京
の
大
江
広
澄
が
「
弘
仁
八
年
三
月
ノ
始
ノ
比
、
背
二
悪
瘡
出
テ
、
七
所
マ
デ
破
乱
タ
リ
。
人
間
ノ
薬
カ
ナ
ウ
ベ
キ
所
二
非
ズ
、
而
二

人
教
ヘ
テ
云
ク
、
長
谷
観
音
バ
カ
リ
ャ
助
ヶ
給
ベ
キ
、
若
ャ
助
ヶ
玉
フ
ベ
キ
ャ
信
ヲ
至
シ
テ
遙
二
香
花
ヲ
備
へ
、
心
ヲ
至
テ
祈
ト
云
。
則
遠
所

ヨ
リ
祈
ム
事
モ
、
志
少
ニ
ニ
タ
リ
ト
テ
、
輿
ニ
ヵ
、
シ
人
一
一
タ
ス
ヶ
ラ
レ
テ
自
参
ズ
。
一
日
一
夜
心
ヲ
ツ
ク
シ
テ
祈
奉
ル
ー
、
看
病
ノ
者
ノ
夢

二
、
御
帳
ノ
内
ヨ
リ
童
子
来
テ
、
ス
ワ
ウ
ノ
色
ナ
ル
薬
ヲ
紙
一
一
付
テ
、
背
二
覆
ト
見
テ
夢
サ
メ
ヌ
。
人
不
思
議
ノ
思
ヲ
ナ
シ
、
速
疾
ノ
得
益
ヲ

ゾ
尊
ミ
ヶ
ル
」
こ
れ
は
、
こ
の
章
の
記
述
の
ほ
と
ん
ど
全
文
で
あ
る
。
夢
告
が
病
者
自
身
に
与
え
ら
れ
ず
、
看
護
者
の
方
へ
与
え
ら
れ
て
い

男
の
里
か
ら
切
り
出
し
て
運
ぶ
の
に
彼
は
労
役
に
従
っ
た
。
作
業
巾
に
突
然
に
死
ん
だ
。
し
か
し
３
日
経
っ
て
か
ら
彼
は
蘇
生
し
て
云
っ
た
。

「
我
死
シ
テ
漫
々
ダ
ル
暗
キ
所
ヲ
ト
ブ
事
矢
ヲ
射
ガ
如
シ
…
…
堕
ベ
キ
地
獄
既
一
一
近
付
テ
・
…
・
童
子
一
人
ト
ビ
来
テ
手
ヲ
取
テ
引
返
シ
テ
共
二

炎
魔
宮
一
一
行
テ
、
此
者
ヲ
我
一
一
与
ェ
給
ヘ
ト
云
。
炎
王
罪
ヲ
勘
テ
…
…
逆
罪
遁
ゞ
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
ト
云
」
長
谷
の
童
子
と
え
ん
ま
王
と
は
、
議
論

を
つ
づ
け
る
が
、
木
を
引
い
て
長
谷
寺
に
入
っ
た
結
縁
が
、
え
ん
ま
王
を
あ
き
ら
め
さ
せ
て
、
彼
は
蘇
生
で
き
た
。
そ
の
あ
と
も
長
谷
寺
に
住

ん
で
観
音
に
仕
え
た
と
い
う
。
堀
川
朝
の
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。

事
故
死
は
、
上
巻
第
十
七
の
第
二
話
に
も
あ
り
、
本
寺
本
尊
像
用
材
の
供
川
に
反
対
し
た
男
が
、
突
然
の
落
木
で
圧
死
し
て
い
る
。
同
じ
く

第
三
話
で
も
、
柱
材
運
搬
で
麦
畑
を
荒
ら
さ
れ
た
男
が
、
腹
を
た
て
て
用
材
に
傷
を
つ
け
た
の
で
、
突
然
に
発
病
し
三
日
で
狂
死
す
る
。
こ
の

両
者
に
は
、
利
生
は
当
然
に
な
く
て
蘇
生
し
て
い
な
い
。

る
0
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上
巻
第
十
五
「
除
子
息
病
難
於
当
寺
始
建
立
登
廊
事
」

後
一
条
院
の
御
宇
に
、
奈
良
春
日
神
社
の
社
司
の
正
預
で
中
臣
信
清
と
い
う
も
の
が
い
た
。
大
切
な
嫡
男
信
近
の
足
に
「
蛇
眼
丁
ト
云
七
日

ノ
瘡
出
来
テ
、
日
既
一
一
四
日
二
及
ビ
ヶ
レ
ド
モ
、
弥
増
シ
テ
医
術
モ
不
叶
、
仏
神
モ
助
給
ハ
ズ
」
と
い
う
状
態
に
な
っ
た
。

父
の
信
清
は
、
春
日
神
社
に
祈
っ
て
、
い
か
に
し
て
当
春
日
神
社
の
氏
子
（
子
信
近
）
を
一
人
失
わ
せ
給
う
の
か
と
歎
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

傍
ら
に
い
た
巫
子
に
春
日
明
神
が
遇
り
つ
い
て
、
云
う
に
は
「
…
…
定
業
〈
無
力
事
也
。
但
汝
此
ヲ
持
テ
長
谷
一
一
参
テ
歎
申
セ
ト
テ
、
サ
ヵ
キ

ノ
枝
ノ
四
寸
計
リ
ナ
ル
ガ
葉
二
シ
付
タ
ル
ヲ
ロ
ノ
中
ヨ
リ
取
り
出
シ
」
て
授
け
た
。

信
清
は
、
そ
れ
を
持
参
し
て
長
谷
寺
に
参
籠
す
る
と
「
参
テ
三
日
ト
云
ケ
ル
長
元
二
年
九
月
五
日
観
音
堂
ノ
東
ノ
大
戸
ヨ
リ
烏
一
ツ
ト
ビ
入

テ
、
彼
榊
ノ
葉
ヲ
取
テ
、
西
ノ
大
戸
ヨ
リ
ト
ビ
出
テ
行
方
ヲ
不
知
。
其
日
病
者
モ
六
日
当
テ
、
今
〈
医
モ
捨
去
り
．
．
…
・
只
母
ナ
リ
ヶ
ル
者
ト
妻

（
マ
マ
）

女
ナ
ム
ド
七
八
人
死
ヲ
待
テ
守
り
居
タ
リ
ヶ
ル
程
二
、
病
者
内
〈
隠
没
シ
テ
ワ
ル
キ
ト
云
へ
§
〈
、
膝
ノ
間
一
一
カ
キ
出
テ
、
足
ヲ
、
ハ
ス
ダ
レ
ョ
リ

外
ニ
フ
ミ
出
シ
テ
侍
、
ヘ
リ
ヶ
ル
ヲ
、
南
ノ
方
ヨ
リ
烏
一
シ
縁
ノ
上
一
一
ト
ビ
来
テ
病
者
ヲ
シ
、
キ
テ
、
五
寸
余
ノ
小
蛇
ヲ
一
ス
ヂ
、
腫
物
ノ
中
ヨ

リ
引
出
シ
テ
、
ハ
タ
ラ
キ
ケ
ル
ヲ
ク
ワ
ヘ
テ
、
南
ヲ
指
テ
飛
去
。
病
者
半
時
許
死
入
テ
則
醒
悟
シ
、
終
一
一
別
事
ナ
ク
平
癒
シ
…
…
」

信
清
は
こ
れ
を
大
い
に
悦
ん
で
、
長
谷
寺
に
百
僧
供
を
も
っ
て
供
養
し
、
あ
わ
せ
て
堂
前
の
坂
に
「
九
十
九
間
ノ
登
廊
」
を
寄
進
し
た
。
こ

れ
が
長
暦
三
年
五
月
八
日
（
一
○
三
九
）
の
こ
と
で
、
現
存
す
る
長
谷
寺
登
り
廊
下
の
原
型
で
あ
る
と
い
う
。

下
巻
第
六
「
双
岡
右
大
臣
清
原
夏
野
速
除
癩
病
事
」

恒
武
天
皇
の
と
き
、
の
ち
に
右
大
臣
に
な
っ
た
清
原
夏
野
は
二
○
歳
で
あ
っ
た
。
彼
に
「
癩
病
付
テ
、
面
二
悪
キ
瘡
ア
マ
ダ
出
来
テ
、
ト
ヵ

ク
シ
ケ
レ
共
、
医
術
モ
及
毒
ハ
ズ
神
験
モ
カ
ナ
ハ
リ
ザ
リ
ヶ
レ
。
〈
、
当
寺
二
参
テ
・
…
：
此
御
前
ニ
テ
若
カ
ナ
ハ
ズ
〒
〈
速
二
命
ヲ
メ
セ
ト
祈
請
シ
ヶ

ル
程
二
、
七
日
満
ズ
ル
延
暦
廿
年
九
日
十
八
日
ノ
夜
ノ
寅
ノ
時
許
ノ
夢
一
一
、
内
陣
ヨ
リ
童
子
一
入
来
テ
、
汝
ガ
病
〈
業
一
一
テ
タ
ャ
ス
ク
転
ジ
ガ

タ
シ
ト
云
へ
ド
モ
、
我
大
聖
ノ
勅
ヲ
ウ
ケ
テ
、
汝
ガ
病
ヲ
ツ
ク
ロ
ウ
ベ
シ
ト
云
テ
、
童
子
舌
ヲ
長
ク
出
、
遍
身
ヲ
ネ
ブ
リ
マ
ハ
ス
ト
思
テ
、
打

ヲ
ド
ロ
キ
ニ
ケ
ル
。
面
モ
ハ
レ
人
、
卜
覚
テ
、
漸
ヨ
ク
ナ
リ
ヌ
…
．
：
」
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こ
の
章
の
第
五
話
と
第
六
話
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
顔
色
の
変
化
と
癩
の
記
述
が
あ
る
。
両
項
と
も
に
、
長
谷
寺
に
参
籠
し
た
際
の
事
故
が
の

べ
ら
れ
て
い
る
。
参
籠
の
動
機
に
つ
い
て
の
記
述
、
発
病
の
要
因
と
な
る
業
因
は
の
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

第
五
話
は
、
近
江
高
島
の
庄
司
の
俊
縄
な
る
も
の
が
、
永
長
元
年
正
月
十
八
日
（
一
○
四
八
）
、
長
谷
寺
に
参
籠
し
て
急
か
に
火
柱
に
遇
っ

た
。
こ
の
火
柱
は
周
囲
の
人
灸
に
は
見
え
な
か
っ
た
が
「
貌
ノ
色
変
ジ
、
心
地
損
ジ
テ
本
尊
ヲ
拝
見
ス
ル
コ
ト
叶
ハ
ズ
、
人
二
助
ケ
ラ
レ
テ
本

（
マ
マ
）

複
ス
。
又
御
堂
二
参
レ
バ
如
先
、
返
し
ゞ
〈
本
復
ス
。
如
此
ス
ル
コ
ト
三
ヶ
度
」
と
あ
る
。
こ
の
あ
と
俊
縄
は
高
野
山
に
常
住
し
、
本
寺
院
に
も

度
を
参
詣
し
て
、
つ
い
に
往
生
の
素
懐
を
と
げ
た
と
い
う
。

第
六
話
は
、
河
内
石
河
の
松
丸
と
い
う
男
が
、
承
徳
元
年
十
一
月
晦
（
一
○
九
七
）
、
本
寺
に
参
籠
し
て
本
尊
を
拝
礼
す
る
た
め
に
土
壇
に
近

づ
く
と
、
急
に
火
柱
が
立
っ
て
拝
礼
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
「
炎
ノ
舌
タ
来
リ
テ
貌
一
一
当
リ
ケ
レ
＄
ハ
ア
ッ
カ
リ
ケ
ル
。
ア
ナ
ア
ッ
ト
云

テ
臥
倒
レ
タ
ル
ヲ
、
参
詣
ノ
人
々
集
テ
ミ
レ
バ
、
其
貌
焼
ホ
コ
ロ
ビ
テ
終
｝
一
獺
（
カ
タ
イ
）
ト
ナ
リ
、
又
満
堂
ノ
者
火
ヲ
（
見
ズ
ト
云
ヘ
ド

モ
、
時
ノ
程
一
一
貌
ノ
損
レ
タ
ル
ヲ
見
テ
：
…
・
其
罪
何
事
ト
モ
不
知
」
人
灸
は
不
思
議
と
思
っ
た
と
か
坐
れ
て
い
る
。
あ
と
の
始
末
の
こ
と
が
か

上
れ
て
い
な
い
の
で
、
心
因
性
と
か
内
因
性
と
か
の
原
因
を
想
像
す
る
ほ
か
は
な
い
。

常
に
現
世
来
世
を
長
谷
寺
に
祈
っ
て
立
身
を
極
わ
め
、
五
六
歳
で
没
し
た
と
い
う
。

こ
の
疾
患
の
病
原
が
も
し
も
癩
菌
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
治
癒
は
奇
蹟
と
承
る
ほ
か
は
な
い
。
現
在
の
常
識
か
ら
し
て
ら
い
菌
以
外
の
病

原
性
微
生
物
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
皮
層
の
保
清
の
条
件
が
加
わ
る
か
ら
、
奇
蹟
と
の
糸
は
云
い
切
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
の
あ
と
夏
野
は
、

５
身
体
障
害

下
巻
第
十
二
「
皇
大
后
藤
原
氏
依
大
聖
助
除
生
症
事
」

仁
明
朝
の
承
和
九
年
（
八
四
二
）
に
、
藤
原
高
子
は
北
家
の
系
な
る
藤
原
長
良
の
娘
と
し
て
生
れ
た
。

上
巻
第
十
七
（
前
出
）

彼
女
は
、
幼
年
時
に
言
語
障
害
が
あ
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っ
た
が
、
長
谷
寺
観
音
の
利
生
を
得
て
そ
れ
が
全
治
し
、
成
長
し
て
は
栄
達
を
き
わ
め
た
。

「
…
…
御
舌
短
ク
シ
テ
七
歳
二
成
セ
給
マ
デ
、
心
ヨ
ク
物
モ
仰
セ
ラ
レ
ザ
リ
ヶ
リ
。
嘉
祥
元
年
ノ
秋
ノ
比
、
御
乳
母
ナ
リ
ヶ
ル
女
房
、
此
姫

君
ヲ
具
奉
テ
当
寺
二
参
籠
シ
テ
祈
請
申
ケ
ル
ニ
、
七
日
満
ル
夜
、
同
時
ニ
メ
ノ
ト
姫
君
ト
ノ
夢
二
、
内
陣
ヨ
リ
墨
染
ノ
衣
着
シ
給
ヘ
ル
僧
来
テ

云
。
舌
ノ
鼻
二
至
レ
ル
ハ
正
直
高
貴
ノ
相
ナ
リ
ト
テ
、
姫
君
ノ
御
口
二
手
ヲ
指
入
テ
、
御
舌
ヲ
鼻
二
付
程
、
ヒ
キ
出
シ
玉
フ
ト
見
テ
御
夢
サ
メ

ニ
ケ
レ
＋
ハ
、
御
舌
鼻
ニ
イ
タ
リ
テ
長
ク
成
テ
、
物
ヲ
仰
セ
ラ
ル
、
事
モ
、
殊
サ
ラ
ナ
ビ
ャ
ヵ
ニ
御
座
マ
シ
ヶ
レ
・
〈
、
後
ニ
ハ
清
和
天
皇
ノ
后
二

立
テ
、
陽
成
天
皇
ノ
御
母
ト
シ
テ
・
・
・
：
。
。
実
二
当
寺
ノ
利
生
二
非
翁
〈
何
ヵ
、
ウ
マ
レ
付
ノ
御
ヵ
タ
ワ
モ
ナ
ヲ
ラ
セ
給
ベ
キ
ャ
・
」

こ
の
障
害
は
、
現
在
の
舌
下
小
帯
短
縮
症
で
あ
る
。
こ
の
小
帯
が
外
力
で
切
断
さ
れ
れ
ば
、
舌
の
運
動
は
自
由
と
な
り
訓
練
さ
れ
て
、
言
語

障
害
は
治
癒
す
る
。
治
療
法
が
信
仰
行
動
と
結
合
さ
れ
て
成
立
し
て
い
る
。

上
巻
第
六
一
‐
唐
朝
馬
頭
夫
人
得
端
正
成
守
護
神
事
」

唐
の
皇
帝
僖
宗
の
第
四
夫
人
の
異
貌
が
、
奇
蹟
的
に
美
貌
に
変
っ
た
利
生
で
あ
る
。
「
是
、
文
宗
皇
帝
ノ
孫
、
玄
成
太
子
ノ
御
娘
也
。
宿
習

ニ
ャ
有
ケ
ム
。
顔
長
ク
シ
テ
、
鼻
ノ
姿
頗
ル
馬
二
似
リ
ヶ
レ
ド
モ
、
心
二
情
ヶ
深
ク
、
由
シ
ァ
ル
様
二
云
二
付
テ
、
優
二
思
ヒ
ヶ
ル
ニ
ャ
、
帝

王
誠
心
無
ク
時
メ
カ
セ
玉
テ
、
サ
ル
後
カ
タ
ワ
有
ト
ハ
知
食
ナ
ガ
ラ
、
カ
タ
ヘ
ノ
后
達
ヨ
リ
猶
マ
ヂ
ヵ
ク
シ
テ
ナ
サ
レ
ヶ
ル
ヲ
、
数
多
ノ
御
方

ニ
ャ
有
ケ
ム
ｃ
顔
長
ク
シ
｜
元

王
試
心
無
ク
時
メ
カ
セ
玉
テ
、

々
一
シ
心
二
嫉
ミ
ァ
ヒ
玉
テ
。

夫
人
が
こ
の
よ
う
な
環
境
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
、
ほ
か
の
九
○
○
余
人
の
后
達
は
、
意
地
悪
く
七
日
七
夜
の
花
見
の
宴
を
計
画
し
た
。
夫

人
は
何
分
に
も
そ
れ
に
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
自
分
の
顔
か
た
ち
が
は
っ
き
り
顕
れ
な
い
よ
う
な
方
法
は
な
い
か
と
医
師
に
相
談

し
た
。
医
師
は
「
御
生
し
付
ノ
御
カ
タ
ハ
ヲ
ゞ
〈
、
薬
ノ
及
ブ
ベ
キ
ニ
非
ズ
」
と
手
を
拱
き
、
ひ
そ
か
に
千
年
を
経
て
い
る
と
い
う
素
神
仙
人
を

呼
び
出
し
た
。
こ
の
仙
人
の
知
識
か
ら
、
夫
人
は
日
本
の
長
谷
寺
に
祈
請
す
る
こ
と
と
し
た
。

「
則
、
教
ノ
如
ク
道
場
ヲ
構
へ
、
誠
ヲ
至
テ
祈
請
ス
ル
ニ
、
七
日
七
夜
ヲ
フ
ル
暁
、
夢
ト
モ
ナ
ク
幻
ト
モ
ナ
キ
ニ
東
方
ヨ
リ
奇
ゲ
ナ
ル
貴
僧

．
．
…
紫
雲
二
乗
ジ
テ
、
手
二
香
シ
キ
水
瓶
ヲ
持
来
テ
、
顔
ニ
ソ
ソ
グ
ト
思
二
、
心
歓
喜
シ
テ
大
聖
ノ
利
生
二
預
リ
ヌ
ト
思
テ
、
鏡
ヲ
以
テ
顔
ヲ

L一
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彼
は
納
得
し
て
本
山
に
も
ど
り
、
生
涯
を
法
花
修
行
に
専
念
し
つ
い
に
弥
勒
ポ
サ
ッ
に
救
わ
れ
て
成
仏
し
た
。
動
物
転
生
の
説
話
は
仏
話
に

多
い
が
、
験
記
で
は
こ
の
例
だ
け
で
あ
る
。
験
記
に
し
ば
し
ば
出
る
先
業
の
転
化
は
、
こ
の
例
で
は
皮
虐
の
色
の
黒
い
わ
け
が
解
っ
た
ら
歎
く

な
か
れ
と
し
、
と
そ
つ
天
往
生
の
利
生
は
達
成
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

長
谷
寺
に
参
籠
し
て
、
自
分
の
宿
習
の
何
か
を
祈
請
し
た
。
長
保
三
年
八
月
廿
日
（
一
○
○
一
）
の
夜
、
貴
女
が
夢
告
に
顕
わ
れ
て
告
げ
た

「
汝
ガ
先
身
〈
黒
色
ノ
牛
ト
シ
テ
、
近
江
大
津
浦
二
有
テ
」
あ
る
日
両
足
に
け
が
を
し
て
、
法
華
経
修
業
僧
に
助
け
ら
れ
た
。
そ
れ
で
毎
日
法

華
経
を
詞
す
る
声
が
耳
に
入
り
「
其
功
カ
ニ
依
テ
汝
畜
生
ヲ
転
ジ
テ
人
身
ヲ
受
ク
…
．
：
黒
牛
ノ
余
業
ア
リ
テ
身
色
（
ナ
ホ
）
黒
シ
。
今
生
ノ
仮

ノ
身
ヲ
歎
ク
事
ナ
カ
レ
」
と
訓
え
ら
れ
た
。

見
謬
ハ
、
端
厳
ナ
ラ
ビ
ナ
ク
、
コ
ビ
面
二
万
ヅ
ノ
愛
ミ
テ
リ
。
一
期
其
顔
薫
ジ
、
所
二
匂
ヲ
写
ス
。
三
ケ
日
ヲ
経
テ
件
ノ
会
二
交
ル
ー
、
上
下
コ

ゾ
リ
テ
此
ヲ
モ
テ
ナ
ス
…
…
」
夫
人
は
感
謝
し
て
、
乾
符
三
年
（
八
七
六
）
に
貴
重
な
一
○
種
の
仏
具
を
長
谷
寺
に
送
っ
た
。
現
在
、
こ
の
な

か
の
「
灯
が
い
」
が
一
個
本
寺
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

馬
頭
夫
人
は
、
そ
の
没
後
、
長
谷
寺
の
守
護
神
に
な
っ
て
い
る
。
元
慶
五
年
三
月
（
八
八
一
）
の
頃
、
大
和
十
市
郡
土
師
の
時
躬
の
幼
女

が
、
長
谷
寺
に
参
籠
し
た
と
き
「
其
子
俄
二
死
ス
。
則
二
時
許
有
テ
生
返
ル
。
彼
馬
頭
夫
人
此
幼
子
ニ
ッ
キ
テ
（
上
件
ノ
事
ヲ
二
示
シ
テ
）

我
今
日
ヨ
リ
永
ク
此
山
二
住
シ
テ
護
法
善
神
ト
ナ
ル
ベ
シ
ト
云
」
夫
人
が
こ
の
日
に
没
し
た
こ
と
は
、
大
安
寺
の
僧
恵
尋
が
渡
唐
し
て
確
認
で

き
た
と
さ
れ
る
。
現
在
、
長
谷
寺
鐘
楼
前
に
馬
頭
夫
人
社
が
残
っ
て
い
る
。

下
巻
第
廿
一
「
祈
黒
色
宿
因
僧
知
其
先
業
生
と
そ
つ
天
事
」

本
章
は
皮
膚
の
色
が
異
常
に
黒
か
っ
た
僧
が
、
貴
女
の
夢
告
で
、
そ
の
ま
上
の
皮
層
で
み
ろ
く
浄
土
へ
成
仏
で
き
た
は
な
し
で
あ
る
。
一
条

院
の
と
き
、
高
野
山
の
安
勝
と
い
う
僧
は
、
法
華
経
の
読
荊
に
勝
れ
て
い
た
。
し
か
し
「
其
身
黒
事
、
猶
シ
漆
ヲ
ヌ
ル
ガ
如
シ
」
と
い
う
の

で
、
趾
ぢ
て
人
と
の
交
際
を
避
け
た
。

上
巻
第
十
（
前
出
）
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第
五
話
に
盲
の
開
眼
が
あ
る
。
嘉
保
元
年
（
一
○
九
五
）
庶
民
の
盲
の
男
が
、
長
谷
寺
火
災
に
焼
け
残
っ
た
本
尊
頂
上
仏
面
を
参
拝
に
来
て

開
眼
で
き
た
説
話
で
あ
る
「
…
．
：
参
ル
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
目
シ
イ
テ
頂
上
仏
ヲ
拝
ス
ル
事
ナ
シ
。
是
ヲ
悲
テ
心
ヲ
至
シ
掌
ヲ
合
テ
。
：
…
マ
ド
ロ
ミ

タ
ル
夢
二
紫
ノ
衣
モ
キ
玉
ル
高
僧
、
瓶
水
ヲ
持
テ
我
目
ヲ
洗
、
青
ム
カ
デ
紙
ニ
ッ
、
、
、
、
テ
、
授
給
卜
見
テ
、
驚
キ
見
マ
ワ
セ
ゞ
〈
目
明
カ
ニ
成

ヌ
・
」
本
文
の
「
青
ム
カ
デ
」
は
、
験
記
校
注
者
永
井
氏
は
、
「
仰
向
セ
テ
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
。

下
巻
第
州
三
「
祈
滅
罪
生
善
僧
転
重
軽
受
得
菩
提
事
」

承
安
三
年
（
二
七
三
）
長
谷
寺
に
参
籠
し
た
僧
が
俄
か
に
盲
と
な
っ
た
。
父
が
摂
津
住
吉
の
漁
夫
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
殺
生
罪
が
原
因

だ
と
考
え
寺
内
に
滞
在
し
て
奉
仕
に
勤
め
た
。
「
次
ノ
年
十
一
月
十
八
日
寅
時
ノ
夢
二
、
内
陣
ヨ
リ
ュ
、
シ
ゲ
ナ
ル
僧
、
松
ノ
葉
ヲ
以
テ
来
テ

云
様
、
汝
深
ク
滅
罪
ヲ
祈
ル
。
大
聖
ノ
御
方
便
二
依
テ
過
現
所
造
ノ
悪
趣
ノ
定
業
ヲ
転
ジ
テ
、
一
廻
ガ
程
盲
目
二
成
シ
ッ
ル
ハ
是
転
重
軽
受

也
。
…
…
松
ノ
葉
ヲ
以
テ
目
ヲ
ナ
デ
、
枕
二
捨
給
ト
思
テ
打
驚
ヌ
。
見
レ
、
〈
幻
二
松
葉
枕
二
有
り
…
…
」
こ
う
し
て
開
眼
で
き
た
。
こ
の
ひ
と

の
盲
は
、
長
谷
寺
に
来
て
発
病
し
、
一
カ
年
長
谷
寺
に
と
ど
ま
っ
て
開
眼
の
利
生
が
授
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

云
様
、
汝
深
ク

也
。
…
…
松
ノ

の
盲
は
、
長
谷

上
巻
第
十
七

こ
の
章
の
第
十
話
で
ば
、
山
城
の
男
が
、
母
親
に
対
し
不
孝
な
行
い
が
あ
っ
た
の
で
、
当
寺
に
参
籠
中
に
盲
を
発
し
て
出
家
し
た
説
話
で
あ

る
。
開
眼
で
き
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。

６
不
妊
（
授
児
）

こ
の
部
は
、
い
わ
ゆ
る
マ

た
項
目
と
に
分
け
ら
れ
る
。

上
巻
第
四
「
貞
範
祈
観
寺

紀
内
膳
正
国
守
は
、
医
一

「
貞
範
祈
観
音
生
長
谷
雄
卿
興
家
門
事
」

閨
守
は
、
医
家
で
あ
っ
て
医
家
の
失
策
か
ら
、
医
を
廃
し
た
。
そ
の
子
の
貞
範
は
継
嗣
が
生
れ
ず
、
一
門
も
短
命
で
あ
っ
た
。
継

（
授
児
）

い
わ
ゆ
る
子
授
け
で
あ
っ
て
、

鍾望
H1」

出
一ノ

継
胴
の
出
生
を
祈
る
項
目
と
、
長
谷
寺
へ
祈
っ
て
授
け
ら
れ
た
出
生
児
の
生
活
の
利
生
を
の
べ

一

、
ノ
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鳥
羽
院
の
美
福
門
院
得
子
は
、
妊
娠
し
た
の
で
笠
占
に
判
定
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
胎
児
は
女
子
で
あ
る
と
き
め
た
。
保
安
四
年
十
一
月
十
八
日

（
一
二
一
三
）
、
長
谷
寺
に
参
籠
し
て
男
子
出
生
を
祈
請
し
た
。
当
夜
の
夢
告
に
、
長
谷
長
勝
寺
の
阿
閤
梨
成
海
が
現
れ
て
「
御
懐
妊
ノ
姫
宮
ヲ

雫
〈
、
此
山
ノ
ヲ
ク
滝
蔵
山
二
一
人
ノ
尼
有
り
、
日
天
子
ト
嫁
ギ
高
貴
ノ
男
子
ヲ
生
ズ
。
是
二
必
取
更
奉
ル
ベ
シ
」
と
告
げ
た
。
同
五
年
五
月
十

八
日
に
得
子
は
若
宮
を
出
生
し
た
。
こ
の
若
宮
は
後
年
の
近
衛
院
で
あ
る
。

下
巻
第
十
一
「
善
相
公
幼
少
時
於
当
寺
示
因
縁
事
」

善
相
公
（
一
二
善
清
行
）
の
父
は
、
貴
船
明
神
の
崇
り
を
受
け
て
継
嗣
が
な
か
っ
た
。
母
佐
伯
氏
が
貴
船
明
神
に
参
寵
し
た
と
こ
ろ
、
貴
船
社

の
巫
女
に
神
渥
り
が
あ
り
「
我
ガ
帰
敬
ノ
本
尊
長
谷
観
音
二
申
セ
」
と
伝
え
た
。
あ
ら
た
め
て
、
長
谷
寺
に
参
籠
し
承
和
十
四
年
八
月
十
六
日

（
八
四
七
）
無
事
に
男
子
が
誕
生
し
た
。
こ
の
清
行
は
の
ち
に
、
参
議
・
宮
内
卿
な
ど
に
立
身
し
五
代
の
朝
廷
に
出
仕
し
た
。

下
巻
第
州
一
「
参
籠
当
寺
祈
子
者
忽
得
孝
養
息
女
事
」

近
衛
院
の
と
き
、
近
江
大
津
浦
の
俊
茂
は
、
継
嗣
が
出
生
せ
ず
長
谷
寺
に
参
籠
し
た
。
一
女
を
得
た
が
、
あ
と
生
活
が
窮
乏
し
た
。
こ
の
女

児
九
歳
の
と
き
、
父
母
の
た
め
進
ん
で
大
津
浦
の
人
買
船
に
身
を
売
っ
た
。
こ
の
船
は
間
も
な
く
難
破
し
て
、
そ
の
少
女
は
比
叡
下
坂
本
浦
に

打
ち
あ
げ
ら
れ
た
。
父
母
が
与
え
た
小
箱
を
持
っ
て
い
た
が
、
開
け
て
ゑ
る
と
い
つ
し
か
砂
金
八
百
両
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。
「
…
…
所
ノ
沙

汰
人
共
、
事
ノ
由
来
ヲ
間
テ
大
聖
ノ
御
方
便
ニ
ゾ
侍
ラ
ン
ト
テ
彼
ノ
少
者
ノ
父
二
与
ヘ
ヶ
レ
《
ご
こ
れ
に
よ
っ
て
一
家
は
再
び
富
裕
を
と
り
も

ど
し
、
少
女
は
成
長
し
て
京
の
宮
人
の
所
へ
出
仕
で
き
た
。

嗣
を
求
め
て
長
谷
寺
に
参
籠
す
る
と
、
夢
告
の
童
子
が
顕
れ
て
、
紀
の
一
族
は
兵
乱
に
加
り
殺
生
が
少
な
か
ら
ず
、
特
に
貞
範
に
は
妊
婦
殺
害

の
罪
が
あ
り
「
児
ヲ
与
エ
ン
ト
ス
ル
ニ
不
叶
」
「
唯
汝
ガ
祈
請
懇
ナ
リ
、
我
、
汝
ガ
子
卜
成
ム
」
と
い
っ
て
、
童
子
は
彼
の
膝
の
上
に
座
し

た
。
そ
の
妻
は
す
ぐ
に
妊
娠
し
て
男
子
を
出
生
し
た
。
成
人
し
て
紀
長
谷
雄
と
な
り
詩
文
家
と
し
て
一
家
を
成
し
た
。

た
。
そ
の
妻

上
巻
第
七

（
前
出
）
後
段

L､
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Ｂ
生
活
的
条
件
の
利
生

一
般
に
霊
現
記
は
、
生
活
的
条
件
に
関
す
る
利
生
の
ほ
う
が
、
身
体
利
生
の
数
よ
り
も
多
い
。
験
記
も
、
全
項
目
七
○
の
う
ち
三
九
項
目
が

こ
れ
で
あ
る
。
説
話
の
内
容
が
複
雑
で
あ
る
た
め
概
し
て
長
文
を
費
し
て
い
る
。
但
し
、
身
体
利
生
に
よ
っ
て
生
活
利
生
を
得
た
説
話
は
、
こ

れ
に
計
上
し
て
い
な
い
。
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

の
大
祖
。
皇
妃
で
美
福
門
院

大
蔵
小
野
好
古
な
ど
で
あ
る
。

２
燈
移

生
活
の
富
裕
化
と
い
う
利
生
で
、
大
和
・
近
江
・
河
内
に
在
住
し
た
庶
民
が
多
い
。
特
別
の
例
で
、
下
巻
第
二
の
奈
良
大
安
寺
の
僧
弁
窓
の

利
生
は
、
負
担
し
た
修
多
羅
供
の
費
用
を
借
銭
し
た
説
話
で
、
日
本
霊
異
記
に
あ
る
僧
弁
宗
の
物
語
り
と
殆
ど
同
文
で
あ
る
。
下
巻
第
廿
七
で

は
、
参
籠
し
て
将
来
の
生
活
安
定
を
祈
っ
た
貧
し
い
女
房
が
、
夢
告
の
僧
に
勧
め
ら
れ
て
隣
人
の
薄
衣
を
盗
み
、
そ
の
機
縁
に
よ
り
利
生
を
ぅ

る
説
話
で
盗
み
の
行
為
が
認
容
さ
れ
て
い
る
。

３
熊
加

験
記
の
い
わ
ゆ
る
縁
結
び
は
四
例
が
あ
る
。
一
般
に
長
い
文
章
で
の
く
ら
れ
慰
特
に
下
巻
第
廿
四
の
第
二
話
は
複
雑
で
あ
る
。
皇
妃
の
姫
に

生
れ
た
女
性
が
私
生
児
を
う
ん
で
捨
子
し
た
。
そ
れ
を
拾
っ
た
養
父
は
、
実
は
私
生
児
の
実
父
で
あ
っ
た
。
私
生
児
は
成
人
し
て
大
納
言
の
位

に
昇
進
す
る
が
、
な
お
実
父
と
生
母
と
を
求
め
て
長
谷
寺
に
参
籠
す
る
。
そ
こ
で
か
つ
て
の
姫
の
乳
母
で
、
自
分
を
捨
て
る
こ
と
を
い
い
つ
け

ら
れ
た
ひ
と
に
会
う
。
そ
こ
か
ら
大
納
言
の
所
願
は
か
な
え
ら
れ
る
。
本
章
は
、
す
べ
て
高
貴
の
人
た
ち
の
話
だ
か
ら
、
名
前
も
時
代
も
秘
す

１
こ
い
員
ノ
０

１
傷
兵

社
会
的
地
位
の
向
上
と
身
分
の
保
全
と
で
あ
る
。
登
場
す
る
人
物
は
、
天
皇
位
で
天
武
・
聖
武
・
光
仁
・
清
和
・
醍
醐
・
鳥
羽
。
中
国
で
梁

大
祖
。
皇
妃
で
美
福
門
院
・
唐
の
馬
頭
夫
人
。
貴
族
は
、
地
方
官
僚
も
含
め
て
、
吉
備
真
備
・
藤
原
房
前
・
菅
原
道
真
・
藤
原
頼
通
・
大
宰

保
身

経
済

婚
姻
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一
例
も
な
い
。

験
記
で
は
、
こ
れ
ら
の
達
成
に
夢
告
の
手
段
を
使
っ
た
も
の
が
、
身
体
利
生
に
八
一
％
、
生
活
利
生
に
七
二
％
あ
っ
て
と
も
に
比
率
が
高

い
。
夢
告
は
、
信
仰
が
利
生
を
発
生
さ
せ
る
技
術
と
し
て
大
切
な
役
割
り
を
演
じ
て
い
る
。
大
乗
仏
教
で
設
定
さ
れ
た
ボ
サ
ッ
は
、
衆
生
の
レ

ベ
ル
ま
で
降
下
し
て
き
て
衆
生
を
指
導
す
る
行
動
を
と
る
の
で
、
信
仰
と
し
て
効
果
が
大
き
い
。
直
接
に
衆
生
の
身
体
に
触
れ
る
と
す
る
行
為

に
は
、
一
層
に
効
果
が
明
瞭
と
な
り
、
現
代
の
治
療
と
軌
を
同
じ
に
す
る
よ
う
に
な
る
。
白
色
散
薬
の
使
用
（
上
巻
第
五
）
、
皮
層
清
拭
塗
薬

（
下
巻
第
六
・
上
巻
第
九
）
、
瘡
異
物
の
摘
出
（
上
巻
第
十
五
）
、
仮
死
者
の
刺
激
剤
（
下
巻
第
十
）
、
舌
下
小
帯
切
断
（
下
巻
第
十
二
）
な
ど
は
こ
れ
で

長谷寺験記利生項目

’ ｜身体利生 生活利生夢

そ
め
他
－
２
２
４
３
２
“
挫

成
仏
》
１

婚
姻
一
２
２
４

経
済
２
２
１
１
６

保
身
１
２
１
２
２
３
ｕ

（
小
計
）
２
９
７
４
２
１
６
証

そ
の
他
１
１
２

不
妊
２
１
１
１
５

身
体
障
害
４
１
２
７

瘡
ら
い
２
１
１
４

事
故
死
４
４

疾
患
１
２
３
３
９‐’
１

告
者
一
仏
神
童
子
僧
峠
嘩
津
碓
肉
親
聖
物
詮
詠
一
計

そ
の
他

成
仏

婚
姻

経
済

保
身

＄,|計

計

一旦ﾆニー

315

５
６
７
４
２
４
７

１
１
１

６
９
３
２
２
３
１１

２
４

２
４
３
１

ワ
召
フ
ゴ

'39170

総
括
・
考
察

験
記
の
全
項
を
総
括
す
る
と
上
の
表
の
如
く
で
あ
る
。

こ
の
験
記
の
利
生
は
身
体
条
件
（
身
体
利
生
）
に
関
す
る

も
の
が
比
較
的
に
多
く
、
全
項
目
中
四
四
％
の
三
一
項
目
に

あ
る
。
特
殊
な
事
例
で
は
、
言
語
障
害
や
皮
膚
色
の
異
常
べ

あ
る
。
盲
の
開
眼
に
は
、
発
生
の
あ
と
一
カ
年
の
生
活
規
正

に
入
っ
て
漸
く
治
癒
し
た
例
が
あ
る
。
聾
に
関
す
る
も
の
は

４
成
仏

成
仏
達
成
は
仏
教
の
基
本
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
仏
典
に
よ

る
成
仏
の
説
話
で
な
く
、
人
の
生
活
態
度
の
な
か
で
往
生
が

達
成
さ
れ
る
。
そ
れ
で
僧
の
生
活
を
の
べ
た
も
の
が
多
い
。

下
巻
で
は
阿
弥
陀
如
来
の
利
生
が
加
っ
て
い
る
。
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あ
る
。
信
仰
の
治
療
と
し
て
は
進
歩
し
て
い
る
。

夢
告
で
注
目
さ
れ
る
も
の
に
、
験
記
は
異
床
同
夢
の
描
写
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
上
巻
第
十
第
一
話
で
、
長
谷
寺
の
火
災
が
夢
告
で
予
報
さ

れ
て
い
る
。
天
慶
七
年
正
月
九
日
（
九
四
四
）
堂
坊
が
炎
上
す
る
四
日
前
の
正
月
五
日
夜
に
、
太
秦
広
隆
寺
の
寺
僧
一
四
人
が
同
時
に
同
じ
夢

告
を
う
け
て
い
る
。
「
当
時
（
寺
）
ノ
観
音
婦
女
ノ
身
ヲ
現
ジ
テ
、
彼
等
ノ
薬
師
如
来
二
語
云
ク
。
我
往
昔
ヨ
リ
此
国
和
州
長
谷
寺
二
有
テ
広

ク
衆
生
ヲ
度
ス
。
今
月
ヨ
リ
十
五
ケ
月
ノ
間
、
暫
他
方
一
一
遷
ム
ト
思
。
願
〈
如
来
我
還
来
ヲ
待
テ
、
我
一
一
代
リ
テ
衆
生
ヲ
度
シ
給
ベ
シ
ト
云
。

御
帳
中
一
一
音
有
テ
如
来
答
云
ク
、
何
二
依
テ
カ
此
国
ヲ
捨
テ
没
シ
給
う
ゞ
へ
シ
卜
云
。
…
…
」
こ
の
長
谷
観
音
と
広
隆
寺
如
来
と
の
問
答
は
、
僧

た
ち
が
同
時
に
夢
の
中
で
聞
い
た
。
も
し
験
記
が
予
報
の
前
表
を
確
実
に
す
る
た
め
、
特
定
多
数
の
僧
を
作
意
的
に
え
ら
ん
だ
と
す
れ
ば
、
ね

つ
造
の
罪
は
き
わ
め
て
大
で
あ
る
が
、
複
数
の
僧
た
ち
に
異
床
同
夢
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
夢
告
の
本
質
に
ふ
れ
る
問
題
で
あ
る
。
同
様
な
例

は
下
巻
第
十
二
で
、
藤
原
高
子
が
乳
母
と
同
時
に
同
じ
夢
告
を
与
え
ら
れ
て
い
る
（
余
談
で
あ
る
が
筆
者
は
昭
和
二
年
漕
艇
競
技
の
長
期
合
宿
で
、
就

寝
中
二
人
の
漕
手
が
同
じ
砲
音
を
聞
い
て
飛
び
起
き
た
の
を
見
た
。
残
暑
の
午
后
二
時
頃
で
舵
手
は
起
き
て
い
た
）
。

（
３
）

夢
告
の
起
る
機
構
は
、
神
秘
の
も
の
で
未
だ
解
明
さ
れ
な
い
。
古
く
善
見
律
毘
婆
沙
巻
十
二
に
、
夢
に
四
種
あ
り
、
第
三
の
「
天
人
夢
」
と

は
‐
「
若
し
善
知
識
の
天
人
現
る
れ
ぱ
善
夢
に
し
て
、
人
を
し
て
善
を
得
せ
し
む
」
と
で
て
い
る
。
こ
れ
に
夢
告
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
か
如
何

は
、
先
輩
の
か
た
が
た
の
教
示
を
乞
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
験
記
の
な
か
で
ゑ
ら
れ
る
こ
と
は
、
夢
告
が
瀝
依
と
全
く
同
質
に
扱
わ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
伝
達
の
機
序
と
そ
れ
で
生
じ
る
利
生
と
が
全
く
同
質
の
効
果
を
現
わ
し
て
い
る
。
上
巻
第
十
五
の
春
日
神
社
巫
子
と
下

巻
第
十
一
貴
船
神
社
巫
子
と
は
、
明
神
の
声
を
も
っ
て
通
告
し
て
い
る
。
愚
依
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
狐
つ
き
な
ど
が
精
神
病
学
で
記
載
さ

巻
第
十
言

れ
て
い
る
。

人
間
の
定
業
は
、
小
乗
仏
教
で
は
ほ
と
ん
ど
動
か
し
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。
験
記
の
観
音
ポ
サ
ッ
は
、
わ
り
あ
い
に
容
易
に
定
業
を
転
化
さ

せ
て
い
る
。
下
巻
第
廿
六
の
鹿
狩
り
の
男
の
犯
罪
が
、
童
子
の
論
伏
で
地
獄
送
り
の
決
定
を
破
却
さ
れ
た
り
、
上
巻
第
十
二
の
密
通
し
た
新
羅

（
１
）

王
妃
の
死
刑
が
、
童
子
の
救
助
活
動
で
防
止
さ
れ
た
り
、
著
し
い
免
罪
の
利
生
が
あ
る
。
川
田
聖
見
氏
は
、
長
谷
寺
の
利
生
は
楽
観
的
で
あ
る
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長
谷
寺
観
音
は
、
他
の
寺
社
の
如
来
・
観
音
。
明
神
な
ど
と
利
生
と
交
流
す
る
も
の
が
多
い
。
交
流
は
き
わ
め
て
円
滑
に
採
用
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
連
絡
は
教
理
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
夢
告
・
愚
依
に
よ
っ
て
互
い
に
指
示
し
て
い
る
。
信
仰
者
が
、
は
じ
め
他
の
仏
尊
に
祈
請
し
、

指
示
に
よ
っ
て
あ
ら
た
め
て
長
谷
寺
に
祈
請
す
る
も
の
に
、
唐
の
素
神
仙
人
（
上
巻
第
六
）
・
鞍
馬
貴
船
明
神
（
下
巻
第
十
一
）
。
近
江
石
山
観

音
（
同
第
廿
）
な
ど
の
指
示
が
染
ら
れ
た
。
こ
れ
と
逆
に
、
長
谷
観
音
が
夢
告
の
指
示
で
、
他
の
仏
尊
の
利
生
を
得
る
よ
う
に
委
託
す
る
も
の

に
、
広
隆
寺
薬
師
如
来
（
前
記
）
と
伯
州
大
山
の
僧
を
生
駒
転
法
輪
寺
承
ろ
く
三
尊
（
下
巻
第
廿
三
）
へ
委
託
す
る
二
例
が
あ
る
。

験
記
に
は
、
国
境
を
越
え
た
信
仰
者
が
少
く
な
い
。
身
体
利
生
で
は
、
前
述
の
唐
僖
宗
の
馬
頭
夫
人
や
新
羅
王
妃
の
説
話
が
こ
れ
で
あ
る
。

生
活
利
生
で
は
、
梁
大
祖
の
国
都
獲
得
（
上
巻
第
九
）
や
唐
僧
堯
恵
の
成
仏
（
同
第
十
三
）
が
こ
れ
で
あ
る
。
そ
の
他
に
は
遣
唐
留
学
生
吉
備
の

真
備
の
王
難
（
上
巻
第
一
）
も
、
在
唐
中
に
起
っ
て
長
谷
寺
利
生
に
救
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
、
夢
告
の
手
段
が
国
境
を
超
え
て
成
立
し
て

い
る
。も

と
よ
り
仏
教
は
、
国
境
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
。
経
典
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
国
訳
が
あ
り
、
各
国
で
教
理
を
か
た
め
る
。
長
谷
寺
は
法
華

経
を
主
体
と
し
普
門
品
を
所
依
と
す
る
。
現
在
は
新
義
真
言
の
豊
山
派
総
本
山
で
あ
る
が
、
新
義
真
言
が
導
入
さ
れ
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
験
記

成
立
の
あ
と
で
あ
る
。
し
か
し
新
長
谷
寺
成
立
の
は
じ
め
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
雑
密
の
影
響
は
強
か
っ
た
。
古
く
定
額
寺
に
加
え
ら
れ
、
古
代
後

期
に
は
、
平
安
京
貴
賎
の
信
仰
が
特
に
篤
か
っ
た
。
蜻
蛉
日
記
や
源
氏
物
語
に
象
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
験
記
が
こ
の
よ
う
な
信
仰
の
も
と

に
、
夢
告
を
駆
使
し
て
授
け
る
利
生
を
主
体
と
す
る
の
は
興
味
深
い
。

む
す
び
の
こ
と
ば

長
谷
寺
験
記
は
、
身
体
条
件
の
利
生
に
古
代
後
期
の
信
仰
の
実
態
を
忠
実
に
伝
え
て
い
る
。
そ
の
利
生
の
技
術
は
、
祈
請
者
の
定
業
を
容
易

に
転
化
し
、
夢
告
に
よ
っ
て
祈
請
の
目
的
を
成
就
さ
せ
る
も
の
が
多
い
。
利
生
の
範
囲
は
幅
広
く
他
の
寺
社
仏
神
と
交
流
す
る
。

と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
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○
ご
函
四
の
①
白
①
居
四
〆
①
邑
冨
》
群
の
○
四
ｍ
の
、
呉
詞
巴
揖
①
○
口
の
函
①
巴
旨
い

ず
望

戸
自
口
笛
○
ｍ
園
侭
胃
ｚ
国

国
路
①
‐
号
冒
〆
の
昌
震
岳
①
四
口
ｇ
の
昌
降
○
ご
具
合
胃
目
弓
脚
ｏ
巳
○
巨
堕
も
○
乏
月
具
国
農
①
‐
号
国
〕
四
口
１
①
ぐ
①
ロ
‐
註
Ｃ
ａ
屍
騨
冒
冒
○
口
弓
三
』

昌
国
旨
の
臼
８
，
例
具
さ
烏
冒
昌
昌
の
胃
匙
言
的
四
目
Ｑ
＄
８
ｍ
命
吻
具
四
月
①
Ｑ
ｏ
８
目
も
胃
５
口
．

弓
胃
胃
砂
罫
侭
厨
房
ご
い
い
弓
房
《
昏
昏
計
①
呂
昌
園
す
ぐ
尻
目
目
○
口
．
望
四
身
８
日
》
日
局
昌
掲
８
３
駁
５
９
胃
皇
⑦
夙
冒
８
｝
〕
名
宮
口
の
器
“

①

弄
岸
風
『
昌
号
①
四
画
盟
日
罵
号
①
①
ぐ
房
．
国
５
ｍ
①
胃
⑦
島
切
３
い
の
》
（
愚
ロ
日
脚
〕
８
号
目
目
。
伝
匡
言
匹
目
①
協
勧
岸
旦
冒
品
日
秒
口
２
回
目
ｇ
ｏ
昏
①
風

、

で
脚
言
の
ロ
扇
①
酉
母
○
屋
ぐ
命
一
冒
四
串
肖
艶
唖
①
ｉ
Ｑ
⑦
吋
四
の
ｐ
ロ
⑦
ｘ
○
ず
騨
旨
顕
⑦
』
胃
①
門
で
。
夛
之
①
房
．
一
之
芦
彦
庁
壷
○
ｍ
⑦
○
局
許
写
①
○
骨
｝
〕
③
門
弄
⑦
Ｒ
昌
胃
〕
］
①
堕
斡
口
旦
の
｝
］
国
昌
の
印
二
〕
局
○
二
館
一
目

号弓S文
（
本
稿
は
昭
和
五
五
年
三
月
、
日
本
医
史
学
会
例
会
に
出
題
し
、
あ
と
若
干
の
追
加
を
し
た
。
稿
末
に
あ
た
り
酒
井
シ
ヅ
先
生
の
ご
教
導
を
深
く
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。
）

献長
谷
寺
竹
内
寛
子
・
川
田
聖
見
淡
紅
社

長
谷
寺
験
記
宝
塔
落
慶
記
念
会
同
出
版

善
見
律
毘
婆
沙
律
部
十
八
国
訳
一
切
経

昭
和
五
五
年

昭
和
二
九
年

大
東
出
版
昭
和
八
年

（
総
合
太
田
病
院
高
等
看
護
学
院
学
院
長
）

目
斤
駒
○
○
○
目
冒
ロ
ー
厨
彦
⑦
、

卜

弓
○
吋
堅
厨
ぐ
①
骨
彦
①

仔
壷
⑦
胃
、
○
○
ｐ
Ｈ
ご
芦
口
口
吻
．

、
四
○
｝
〕
色
己
寺
①
凰
暫
〔
》
○
１
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は
じ
め
に

現
存
す
る
中
国
最
古
の
医
書
と
し
て
知
ら
れ
る
『
黄
帝
内
経
』
は
極
め
て
問
題
の
多
い
書
物
で
あ
る
。
『
素
問
』
と
『
霊
枢
』
と
に
分
巻
さ

れ
た
と
い
う
本
書
は
、
そ
の
成
立
事
情
及
び
伝
承
の
過
程
が
定
か
で
は
な
く
、
現
行
本
に
は
錯
簡
や
後
人
の
寅
入
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
本
言

は
あ
る
時
期
に
そ
れ
ま
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
鍼
術
を
中
心
と
す
る
技
法
と
医
学
理
論
と
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
全
体
的
な
内
容
上
の

統
一
を
欠
き
、
各
篇
の
先
後
、
内
容
の
新
旧
も
い
ま
だ
明
ら
か
で
な
い
。
さ
ら
に
具
体
的
な
内
容
に
お
い
て
も
数
多
く
の
不
可
解
な
箇
所
や
問

題
と
す
べ
き
事
柄
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
諸
問
題
は
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
さ
れ
、
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
に
お
け
る
関
心
の
所
在
は
『
黄
帝
内
経
』
が
神
話
伝
説
上
の
古
帝
王
の
一
人
で
あ
る
黄
帝
の
名
を
冠
し
、
大
部
分
の
篇
が
黄
帝
と
臣
下

の
岐
伯
ら
六
人
の
名
医
達
と
の
対
話
形
式
で
綴
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
古
代
中
国
に
は
黄
帝
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
神
話

伝
説
が
存
し
、
黄
帝
を
信
奉
す
る
一
派
の
思
潮
が
流
行
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
と
医
学
と
の
関
わ
り
を
考
察
し
な
が
ら
『
黄
帝
内
経
』
の
成
立
事

情
に
一
見
解
を
示
す
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

は
じ
め
に
現
行
本
『
黄
帝
内
経
』
の
名
称
と
論
述
形
式
を
め
ぐ
っ
て
本
稿
で
問
題
と
す
る
事
柄
を
明
確
に
し
、
続
い
て
黄
帝
伝
説
及
び
黄
老

は
じ
め
に
現
行
本
二
塁
市
内
経
』
の
〃

思
想
の
考
察
へ
と
移
る
こ
と
に
し
よ
う
。

黄
帝
と
医
学

Ｉ
『
黄
帝
内
経
』
の
成
立
事
情
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

雛
韓
蕊
潅
一
計
蕊
謂
昭
和
五
十
五
年
一
月
八
口
愛
付

丸

山

敏
秋

（18） 396



と
こ
ろ
で
従
来
『
黄
帝
内
経
』
は
『
漢
書
』
芸
文
志
（
以
下
『
漢
志
』
と
略
記
）
に
著
録
さ
れ
て
い
る
「
『
黄
帝
内
経
』
十
八
巻
」
の
こ
と
で

あ
り
、
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
『
素
問
』
『
霊
枢
』
が
そ
れ
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
通
説
に
は
少
な
か
ら
ぬ
疑

義
が
存
す
る
。
従
来
の
見
解
は
晋
の
皇
甫
説
が
『
黄
帝
甲
乙
経
』
の
自
序
の
中
で
、

七
略
芸
文
志
の
黄
帝
内
経
十
八
巻
を
按
ず
る
に
、
今
、
鍼
経
九
巻
、
素
問
九
巻
有
り
。
二
九
十
八
巻
、
即
ち
内
経
也
。

と
言
い
、
さ
ら
に
唐
の
王
沐
が
『
鍼
経
』
を
『
霊
枢
』
と
言
い
換
え
た
（
王
泳
註
本
『
素
問
』
序
）
こ
と
に
基
づ
く
。
皇
氏
の
見
解
は
巻
数
の
一

致
を
見
る
も
の
の
、
『
漢
志
』
に
は
『
素
問
』
や
『
鍼
経
』
（
『
霊
枢
』
）
の
名
は
な
く
、
劉
氏
『
七
略
』
よ
り
皇
氏
に
至
る
約
二
百
五
十
年
間
に

お
け
る
伝
承
過
程
は
不
明
で
あ
り
、
明
確
な
根
拠
を
欠
い
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
定
論
を
下
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
か
か
る
疑
義
が

本
稿
に
お
け
る
主
要
な
問
題
点
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
論
述
を
進
め
る
（
本
稿
で
用
い
る
『
黄
帝
内
経
』
な
る
書
名
は
現
行
本
『
素
問
』
『
霊
枢
』

の
合
巻
を
指
す
も
の
と
し
、
『
漢
志
』
の
同
名
の
書
に
つ
い
て
は
以
下
八
ｖ
を
用
い
て
一
応
区
別
す
る
）
。

さ
て
『
漢
志
』
に
よ
れ
ば
医
書
は
方
技
略
に
属
さ
れ
て
い
る
。
方
技
略
は
天
文
・
勝
数
・
箸
亀
等
を
集
め
た
数
術
略
に
次
ぐ
、
『
漢
志
』
最

末
尾
に
位
置
し
、
医
経
・
経
方
・
房
中
・
神
遷
の
四
部
よ
り
成
る
。
八
黄
帝
内
経
ｖ
は
医
経
の
部
に
配
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
医
書
は
劉
氏

父
子
の
目
に
は
神
遷
家
の
書
と
同
類
の
一
種
奇
怪
な
も
の
と
映
っ
て
い
た
様
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
注
目
し
た
い
こ
と
は
、
八
黄
帝
内
経
ｖ
を
は
じ
め
と
し
て
方
技
略
三
十
六
家
中
八
家
の
書
名
に
八
黄
帝
Ｖ
の
名
が
冠
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
漢
志
』
に
は
他
に
も
諸
子
略
道
家
部
の
『
黄
帝
四
経
』
な
ど
、
兵
家
略
・
数
術
略
等
に
も
黄
帝
を
冠
し
た
書
名
が
散
見

一
、
『
黄
帝
内
経
』
の
名
称
Ｌ

『
黄
帝
内
経
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
一

一
致
し
た
見
解
を
見
る
が
、
既
存
の
資
州

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

『
黄
帝
内
経
』
の
名
称
と
論
述
方
式

（
１
）

》
経
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
古
来
諸
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
一
部
の
篇
を
除
い
て
は
前
漢
に
成
立
し
た
と
の
ほ
ぼ

解
を
見
る
が
、
既
存
の
資
料
の
み
か
ら
で
は
正
確
な
成
立
時
期
の
判
定
は
難
し
い
。
ま
た
各
篇
の
内
容
に
は
漢
以
前
の
も
の
が
含
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さ
れ
る
。
残
念
な
が
ら
そ
れ
ら
の
大
部
分
が
亡
供
し
て
い
る
今
日
で
は
内
容
を
知
り
得
な
い
が
、
は
じ
め
に
も
述
べ
た
通
り
、
古
代
に
お
い
て

黄
帝
を
信
奉
し
た
一
群
の
人
々
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
書
物
は
彼
ら
の
手
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
黄
帝
伝

説
及
び
黄
老
思
想
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
こ
と
と
し
て
、
次
に
『
黄
帝
内
経
』
に
お
け
る
論
述
の
形
式
に
着
目
し
よ
う
。

現
在
広
く
流
布
し
て
い
る
『
素
間
』
は
唐
代
に
王
沐
が
編
次
し
た
所
謂
『
次
註
本
』
を
底
本
と
し
、
北
宋
の
仁
宗
皇
帝
の
勅
を
受
け
て
林
億

等
が
校
定
し
た
テ
キ
ス
ト
（
『
宋
本
』
）
を
、
さ
ら
に
明
の
顧
従
徳
が
模
刊
し
た
『
顧
本
』
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
二
十
四
巻
八
十
一
篇
よ

り
成
る
現
行
本
は
刺
法
・
本
病
の
二
篇
を
欠
き
、
明
ら
か
に
王
沐
の
偽
作
と
思
わ
れ
る
所
謂
八
運
気
七
篇
Ｖ
を
含
み
、
各
篇
の
分
合
．
順
次
も

王
沐
が
編
ん
だ
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
原
本
の
態
が
失
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
留
意
し
た
上
で
現
行
本
『
素
問
』
の
論
述
形
式
の
大
き
な
特

色
と
な
っ
て
い
る
黄
帝
と
臣
下
の
名
医
達
と
の
問
答
形
式
を
眺
め
て
承
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

上
記
九
篇
を
除
い
た
七
十
二
篇
中
、
十
一
篇
が
問
答
形
式
を
採
っ
て
い
な
い
（
②
⑩
⑳
⑳
⑫
⑯
⑨
⑱
⑲
⑮
⑲
ｌ
数
字
は
篇
の
順
次
を
示
す
）
。
厳
密

に
言
え
ば
生
気
通
天
論
第
三
も
問
答
形
式
と
は
言
い
難
い
の
で
計
十
二
篇
で
あ
る
。
末
尾
の
第
二
十
三
’
四
巻
中
の
七
篇
は
、
黄
帝
と
雷
公
と

の
問
答
、
大
半
の
五
十
三
篇
は
黄
帝
と
岐
伯
と
の
問
答
よ
り
成
る
。
黄
帝
と
岐
伯
と
の
問
答
で
は
黄
帝
が
間
者
、
岐
伯
が
答
者
で
あ
る
の
に

対
し
、
雷
公
と
の
問
答
で
は
立
場
が
逆
転
し
て
黄
帝
が
答
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

で
は
『
霊
枢
』
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
本
書
は
古
来
『
鍼
経
』
『
九
霊
経
』
或
い
は
『
九
嘘
霊
枢
』
な
ど
い
く
つ
か
の
名
称
で
呼
ば
れ
、
宋

代
の
校
定
も
経
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
伝
来
の
過
程
は
『
素
問
」
以
上
に
明
ら
か
で
は
な
い
。
十
二
巻
八
十
一
篇
よ
り
成
る
現
行
本
の
論
述
形

式
を
見
る
と
、
黄
帝
と
臣
下
と
の
問
答
形
式
を
採
っ
て
い
な
い
も
の
十
三
篇
（
③
⑦
⑨
⑬
⑯
⑳
Ｉ
⑳
⑰
）
、
岐
伯
と
の
問
答
五
十
二
篇
、
伯
高
と

（
２
）

の
問
答
九
篇
、
少
師
・
少
命
・
雷
公
と
の
問
答
各
四
篇
で
あ
る
。
岐
伯
と
の
問
答
が
大
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
前
者
と
同
様
だ
が
、
前
者
に

は
登
場
し
な
か
っ
た
伯
高
・
少
師
・
少
前
が
現
わ
れ
て
い
る
。
雷
公
の
場
合
は
や
は
り
黄
帝
が
答
者
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
黄
帝
が

間
者
な
の
で
あ
る
が
、
中
に
は
岐
伯
が
黄
帝
に
問
い
、
黄
帝
が
總
緩
答
え
る
と
い
う
件
も
あ
る
。

以
上
が
現
行
本
『
黄
帝
内
経
』
の
各
篇
を
通
じ
て
見
た
問
答
形
式
の
概
要
で
あ
る
。
『
素
間
』
の
場
合
、
現
行
本
に
は
王
沐
以
前
の
南
北
朝
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頃
に
全
元
起
な
る
人
物
が
註
釈
を
施
し
た
全
元
起
註
本
『
素
問
』
の
、
現
行
本
と
や
や
異
な
る
巻
第
と
篇
名
が
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
も
参
照

し
な
が
ら
現
行
本
『
素
問
』
及
び
『
霊
枢
』
の
問
答
形
式
を
仔
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
両
書
各
篇
の
内
容
の
新
旧
を
判
定
す
る
上
で
興
味
深

い
が
、
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。

（
３
）

最
近
山
田
慶
児
氏
は
『
黄
帝
内
経
』
の
成
立
を
論
じ
、
そ
の
中
で
や
は
り
こ
の
問
答
形
式
に
着
目
し
て
い
る
。
山
田
氏
の
考
え
は
次
の
通
り

で
あ
る
。
『
漢
志
』
方
技
略
医
経
の
部
に
は
八
黄
帝
内
経
ｖ
十
八
巻
と
並
ん
で
、
お
な
じ
く
八
外
経
ｖ
三
十
七
巻
、
八
扁
鵲
内
経
ｖ
九
巻
、
お

な
じ
く
八
外
経
ｖ
十
二
巻
、
八
白
氏
内
経
ｖ
三
十
八
巻
、
お
な
じ
く
八
外
経
ｖ
三
十
六
巻
、
そ
れ
に
八
秀
篇
ｖ
二
十
五
巻
が
著
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
害
が
黄
帝
・
扁
鵲
・
白
氏
と
い
う
或
る
特
定
の
人
物
名
を
冠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
代
中
国
に
は
彼
ら
を
始
祖
と
仰
ぐ
医
の

学
派
が
あ
り
、
『
黄
帝
内
経
』
は
い
わ
ば
黄
帝
学
派
の
論
文
集
成
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
さ
ら
に
本
書
の
問
答
形
式
よ
り
黄
帝
学
派
の
中
に
も

い
く
つ
か
の
分
派
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
、
問
答
の
答
者
の
名
を
採
っ
て
黄
帝
派
・
岐
伯
派
・
伯
高
派
・
少
命
派
・
少
師
派
と
呼
ぶ
そ
れ
ら

の
中
で
は
黄
帝
派
が
最
初
に
形
成
さ
れ
、
次
に
少
師
派
が
興
り
（
初
期
二
派
）
、
や
が
て
岐
伯
派
・
伯
高
派
・
少
命
（
後
期
三
派
）
派
に
乗
り
超
え

あ
く
ま
で
仮
説
で
あ
る
と
い
う
こ
の
見
解
は
、
こ
れ
ま
で
暗
昧
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
中
国
古
代
医
学
史
を
照
ら
す
も
の
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。
だ
が
そ
の
学
派
形
成
説
に
対
し
て
は
Ⅲ
題
点
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
八
内
経
医
学
Ｖ
で
最
も
重
要
な
診
断
法
で
あ
る
脈
診
法
に
は

人
迎
脈
口
診
・
三
部
九
候
診
・
尺
寸
診
（
六
部
定
位
診
）
の
三
種
か
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
必
ず
し
も
問
答
形
式
よ
り
見
た
各
分
派
の
別
と
結
び

つ
か
な
い
な
ど
、
内
容
と
の
連
関
の
問
題
か
今
後
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
指
摘
さ
れ
よ
う
。

脈
診
に
つ
い
て
さ
ら
に
言
え
ば
、
か
つ
て
丸
山
昌
朗
氏
は
『
史
記
』
倉
公
伝
の
記
載
に
基
づ
い
て
、
三
部
九
候
診
と
人
迎
脈
口
診
と
を
黄
帝

流
の
も
の
、
寸
尺
診
を
扁
鵲
流
の
も
の
と
考
え
、
『
素
問
」
に
は
両
者
が
雑
居
し
て
い
る
こ
と
を
『
漢
志
』
の
八
黄
帝
内
経
ｖ
と
『
素
問
』
と

（
４
）

が
別
個
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
論
拠
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
山
田
説
で
は
素
・
霊
二
書
よ
り
古
い
テ
キ
ス
ト
と
し
て
『
太
素
』
を
用
い
、
そ
れ

を
八
黄
帝
内
経
ｖ
の
原
型
に
最
も
近
い
も
の
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
両
者
を
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
見
な
す
こ
と
に
は
既
に
指
摘
し
た
如

ら
れ
て
い
っ
た
。
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頓
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
神
霊
、
弱
く
し
て
能
く
言
い
、
幼
く
し
て
恂
斉
、
長
じ
て
敦
敏
、
成
り
て
聡
明
な
人
物
で
あ
っ
た
。
当
時
は
神
農
氏
の

世
が
衰
え
、
諸
候
が
互
い
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
百
姓
を
暴
虐
し
て
い
た
。
そ
こ
で
軒
峨
黄
帝
は
武
器
を
取
っ
て
諸
候
を
征
し
、
神
農
氏
の
子
孫

と
阪
泉
の
野
に
三
度
戦
っ
て
勝
利
を
得
、
ま
た
最
も
力
の
あ
っ
た
豈
尤
を
啄
鹿
の
野
に
敗
っ
て
禽
殺
し
た
。
こ
う
し
て
彼
は
天
下
を
平
ら
げ
、

黄
帝
と
い
う
神
話
伝
説
上
の
帝
王
は
古
代
中
国
に
お
い
て
如
何
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
黄
帝
の
名
が
諸
文
献
の
中
に
登
場
す

る
の
は
そ
れ
ほ
ど
古
く
は
な
く
、
『
国
語
』
（
魯
語
上
、
晋
語
四
）
や
『
左
伝
』
（
昭
公
十
七
年
）
の
記
事
な
ど
が
最
も
古
い
も
の
と
言
え
よ

う
。
黄
帝
伝
説
よ
り
見
た
黄
帝
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
①
歴
史
上
の
優
れ
た
帝
王
と
し
て
の
面
と
、
②
超
人
間
的
・
神
秘
的
な
面
と
に
大
別
出
来

る
。
ま
ず
①
に
つ
い
て
代
表
的
な
『
史
記
』
五
帝
本
紀
の
黄
帝
像
を
示
そ
う
。

『
史
記
』
に
お
い
て
五
帝
は
、
黄
帝
・
順
煩
・
帝
馨
・
帝
堯
・
帝
舜
の
順
に
置
か
れ
て
い
る
。
黄
帝
は
少
典
の
子
で
、
姓
は
公
孫
、
名
は
軒

（
５
）

く
問
題
が
あ
ろ
う
。
石
原
明
氏
は
『
漢
志
』
著
録
の
八
白
氏
内
経
ｖ
八
外
経
ｖ
の
白
氏
と
は
岐
伯
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

白
氏
Ⅱ
岐
伯
を
断
定
し
得
る
だ
け
の
確
か
な
資
料
は
見
当
ら
な
い
が
、
卜
文
や
金
石
文
に
お
い
て
伯
と
白
と
が
互
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実

（
６
）

で
あ
り
、
『
黄
帝
内
経
』
の
内
容
の
雑
駁
さ
か
ら
推
し
て
、
こ
の
推
測
は
意
外
に
正
鵠
を
得
た
も
の
で
あ
る
様
に
思
わ
れ
る
（
も
と
よ
り
岐
伯

の
言
葉
が
す
べ
て
白
氏
派
の
説
で
あ
る
と
言
う
の
で
は
な
い
が
）
。

す
な
わ
ち
丸
川
・
石
原
両
氏
の
見
解
よ
り
す
れ
ば
、
『
黄
帝
内
経
』
と
呼
ば
れ
る
素
・
悪
二
沖
は
八
黄
帝
内
経
ｖ
と
は
別
個
の
、
黄
帝
流
・

扁
鵠
流
・
白
氏
流
な
ど
諸
医
説
を
総
合
集
大
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

上
記
諸
説
の
当
否
を
こ
こ
で
判
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
『
黄
帝
内
経
』
の
大
部
分
が
黄
帝
と
臣
下
の

名
医
達
と
の
問
答
形
式
よ
り
成
り
、
そ
の
大
半
が
岐
伯
と
の
問
答
で
占
め
ら
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
次
に
視
点
を
換
え
て
本
書
の
編
墓
に
従

事
し
た
者
の
思
想
的
潮
流
を
為
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
、
古
代
の
黄
帝
伝
説
及
び
黄
老
思
想
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

二
、
黄
帝
伝
説
と
医
学お

さ
な

わ
か

ひ
と
と
な
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師
兵
を
備
え
、
名
臣
を
得
て
万
国
を
統
治
し
、
さ
ら
に
百
穀
草
木
を
播
き
、
鳥
獣
虫
蛾
を
淳
化
し
、
水
火
材
物
を
節
用
す
る
な
ど
、
理
想
的
な

政
治
を
施
し
た
。
彼
に
は
土
徳
の
瑞
が
現
わ
れ
た
の
で
黄
帝
と
号
し
た
と
い
う
。

（
７
）

五
帝
本
紀
の
こ
れ
ら
の
記
載
は
司
馬
遷
が
そ
れ
ま
で
の
諸
伝
説
を
も
と
に
し
て
作
っ
た
も
の
で
、
極
め
て
現
実
的
な
帝
王
像
が
描
か
れ
て
い

る
。
『
素
問
』
の
上
古
天
真
論
第
一
で
は
、
冒
頭
に
上
記
傍
線
部
に
ほ
ぼ
一
致
し
た
黄
帝
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。
か
く
の
如
き
現
実
的
な
理

想
的
帝
王
と
し
て
の
黄
帝
に
は
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
物
に
名
を
付
け
（
『
国
語
』
魯
語
上
）
、
陰
陽
を
生
じ
（
『
准
南
子
一
説
林
訓
）
、
日
月
星
辰
を
労

羅
し
た
（
五
帝
本
紀
）
、
と
い
う
始
祖
・
始
元
的
性
格
も
付
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
ま
た
黄
帝
に
は
、
仙
人
の
如
き
超
人
的
能
力
を
有
し
た
帝
王
で
あ
る
こ
と
を
吹
聴
し
た
神
秘
的
な
説
話
も
多
い
。
た
と
え
ば
、

黄
帝
、
之
（
道
）
を
得
て
以
て
雲
天
に
登
る
。

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
『
太
平
御
覧
』
巻
七
九
に
引
く
『
詩
含
神
霧
」
や
『
河
図
挺
佐
輔
』
と
い
っ
た
緯
害
に
は
、
黄
帝
の
生
誕
の
異
常

さ
や
、
治
世
時
に
現
わ
れ
た
数
々
の
奇
瑞
が
物
語
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
方
士
の
徒
に
よ
っ
て
、
封
禅
を
行
い
、
仙
術
を
体
得
し
て
不
死
と
な

り
、
昇
天
し
た
黄
帝
の
話
が
『
史
記
』
孝
武
本
紀
・
封
禅
書
に
見
え
る
。
黄
帝
は
ま
た
先
の
記
述
（
五
帝
本
紀
）
に
あ
っ
た
様
に
、
五
行
説
の

立
場
か
ら
土
徳
を
備
え
た
帝
王
と
も
見
ら
れ
て
い
た
。
『
霊
枢
』
陰
陽
二
十
五
人
篇
に
は
、

士
形
の
人
、
上
宮
に
比
す
。
上
古
の
黄
帝
に
似
た
り
。
其
の
人
為
る
や
黄
色
、
円
面
大
頭
・
…
：

わ
た

（
黄
帝
）
然
し
て
後
に
東
海
を
済
り
、
江
内
に
入
り
、
緑
図
（
河
図
）
を
取
り
、
西
し
て
積
石
（
山
の
名
）
を
済
り
、
流
砂
（
砂
漠
）
を

渉
り
、
毘
需
に
登
り
、
是
に
於
て
中
国
に
還
帰
し
て
以
て
天
下
を
平
ら
か
に
す
。

い
た

（
黄
帝
）
竜
に
乗
り
、
雲
を
戻
し
、
以
て
天
地
の
紀
、
幽
明
の
故
に
順
う
。

（
『
大
戴
礼
』
五
帝
徳
）

（
『
新
書
』
修
政
語
上
）

（
『
荘
子
』
大
宗
師
）
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と
記
さ
れ
、
蒼
帝
・
赤
帝
・
白
帝
・
黒
帝
と
共
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
様
に
古
代
中
国
の
黄
帝
像
に
は
歴
史
上
の
優
れ
た
帝
王
で
あ
る
面
と
、
超
人
間
的
な
能
力
を
有
し
た
神
秘
的
な
帝
王
で
あ
る
面
と
が
あ

（
８
）

る
。
漢
代
に
は
両
者
が
潭
然
と
し
た
黄
帝
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
他
書
に
譲
る
。

こ
れ
ら
の
黄
帝
伝
説
を
道
家
の
人
々
が
積
極
的
に
受
容
し
て
黄
老
思
想
の
盛
行
を
賀
し
、
彼
等
が
『
黄
帝
内
経
』
の
編
纂
に
か
か
わ
っ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
後
に
述
べ
る
通
り
で
あ
る
。
そ
の
前
に
黄
帝
伝
説
そ
の
も
の
の
中
に
黄
帝
と
医
学
と
を
結
び
つ
け
る
要
因
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
が
当
然
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
筆
者
は
黄
帝
と
竜
と
の
神
話
伝
説
的
関
連
に
見
出
す
。

黄
帝
伝
説
に
は
極
め
て
多
く
竜
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
黄
帝
と
竜
は
深
い
関
連
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

①
黄
帝
が
竜
に
乗
っ
て
飛
ん
だ
話
（
先
の
五
帝
徳
な
ど
）
。

②
黄
帝
が
豈
尤
と
の
戦
い
で
応
竜
の
力
を
用
い
た
話
（
「
山
海
経
』
大
荒
北
経
な
ど
）
。

③
黄
帝
の
土
徳
の
奇
瑞
と
し
て
黄
竜
が
現
わ
れ
た
話
（
『
唯
南
子
』
天
文
訓
、
『
史
記
』
封
禅
書
）

（
９
）

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
史
記
』
天
官
害
で
は
「
軒
雌
、
黄
竜
体
」
と
一
一
一
一
口
い
、
『
論
衡
」
骨
相
篇
や
「
春
秋
元
命
苞
』
に
黄
帝
は
竜
顔

で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
神
話
伝
説
で
は
あ
る
神
が
自
己
の
本
体
を
乗
り
物
と
す
る
こ
と
は
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
こ

（
皿
）

と
か
ら
黄
帝
の
本
体
は
竜
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
竜
と
は
何
か
。

竜
（
ｚ
鼬
函
脚
）
己
圖
的
。
昼
）
は
古
来
神
話
伝
説
、
美
術
工
芸
の
典
型
的
モ
チ
ー
フ
と
し
て
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
彩
し
く
登
場
す
る
。
蛇
体
で
四

肢
を
有
し
、
眼
光
鋭
く
、
角
や
篝
を
備
え
た
竜
の
姿
は
さ
ま
ざ
ま
な
蟻
ハ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
示
し
て
画
象
・
文
様
に
描
か
れ
て
い
る
。

中
国
古
代
の
竜
は
『
説
文
』
に
よ
れ
ば
「
鱗
虫
之
長
」
で
あ
り
、
「
能
幽
能
明
、
能
細
能
巨
、
能
短
能
長
、
春
分
而
登
天
、
秋
分
而
潜
淵
」

な
る
動
物
と
記
さ
れ
、
『
大
戴
礼
』
で
は
「
鱗
虫
之
精
者
」
（
曽
子
天
円
）
と
言
う
。
こ
の
竜
は
雷
雲
を
呼
び
、
水
を
致
す
な
ど
、
数
々
の
霊

力
を
持
つ
動
物
と
し
て
畏
怖
崇
敬
さ
れ
、
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
点
、
西
洋
の
竜
が
多
く
狂
暴
邪
悪
な
怪
獣
と
し
て
怖
れ
ら
れ
撃

退
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。
竜
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
大
蛇
・
星
象
・
竜
巻
・
雷
光
な
ど
諸
説
あ
る
が
定
論
は
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シ
ヤ
ー
マ
ソ

（
皿
）

さ
て
竜
と
医
或
い
は
疾
病
と
の
密
接
な
関
係
を
明
瞭
に
示
す
文
献
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
竜
が
巫
の
信
仰
対
象
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

あ
ま
ご
い

及
び
巫
は
害
や
除
災
の
祈
祷
と
共
に
、
周
知
の
如
く
巫
医
と
も
称
さ
れ
、
医
療
に
も
携
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
森
安

太
郎
氏
の
次
の
様
な
論
考
は
興
味
深
い
。
森
氏
は
『
史
記
』
天
官
書
の
蒼
竜
な
る
星
象
を
再
現
し
、
蒼
竜
復
原
図
を
案
出
し
て
い
る
が
、
そ
の

中
の
星
に
ぐ
胃
嗣
①
○
座
の
元
、
自
国
詞
シ
座
の
氏
な
る
名
の
星
が
あ
る
。
充
・
氏
に
つ
い
て
天
官
書
に
は
「
充
…
…
主
疾
」
「
氏
・
…
：
主
疫
」

つ
か
さ
ど

と
あ
り
、
共
に
疾
疫
を
主
る
星
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
竜
が
疾
疫
を
退
治
す
る
霊
力
を
有
す
と
の
信
仰
か
ら
、
「
フ
セ
グ
」

（
狸
）

「
．
《
ハ
ム
」
の
意
味
を
持
つ
兀
・
底
の
二
星
が
撰
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
出
来
る
。

簡
略
で
は
あ
る
が
以
上
の
こ
と
か
ら
黄
帝
ｌ
竜
ｌ
医
（
疾
病
）
の
関
係
を
窺
う
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
意
味
に
つ
い
て
の
私
見
は
後
に
述
べ

る
こ
と
と
し
て
、
次
に
黄
老
思
想
の
考
察
に
移
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ﾅr・
〃ｰ

、へ

し、11
0曹

上
述
の
如
く
、
黄
帝
伝
説
は
そ
れ
ほ
ど
古
い
も
の
で
は
な
い
が
、
戦
国
末
ｌ
漢
初
の
人
々
に
黄
帝
は
よ
く
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
当
時

の
百
家
争
鳴
の
思
想
界
に
お
い
て
、
儒
教
が
堯
・
舜
よ
り
始
ま
る
歴
史
を
立
て
て
通
用
し
て
い
た
の
に
対
抗
し
、
各
学
派
が
堯
・
舜
以
前
の
古

帝
王
を
掲
げ
、
始
祖
と
し
て
信
奉
し
た
こ
と
は
自
然
の
成
り
ゆ
き
で
あ
る
。

世
俗
の
人
、
多
く
古
を
尊
び
て
今
を
賤
し
む
。
故
に
道
を
為
す
者
、
必
ず
之
を
神
農
・
黄
帝
に
託
し
、
而
る
後
能
く
説
を
入
る
。

の
言
葉
は
そ
の
事
情
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

黄
帝
は
所
謂
道
家
と
称
さ
れ
る
人
々
に
受
容
さ
れ
た
。
そ
れ
は
当
時
の
黄
帝
伝
説
と
道
家
思
想
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え

る
。
だ
が
ま
た
道
家
の
黄
帝
受
容
は
一
朝
に
し
て
為
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
道
家
の
主
要
典
籍
た
る
『
荘
子
』
に
明
ら
か
で
あ
る
。

三
、
黄
老
思
想
と
医
学

（
『
准
南
子
」
修
務
訓
）
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さ
て
戦
国
末
Ｉ
漢
初
に
は
八
黄
帝
書
Ｖ
な
る
も
の
が
流
行
し
、
老
子
と
並
ん
で
黄
帝
が
、
主
と
し
て
道
家
・
法
家
の
間
で
尊
ば
れ
て
い
た
。

八
黄
帝
書
Ｖ
の
類
は
『
漢
志
』
や
『
階
耆
』
経
籍
志
に
相
当
数
の
そ
れ
ら
し
き
書
名
が
見
え
る
が
、
現
在
ま
で
ほ
と
ん
ど
伝
え
ら
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
諸
文
献
に
「
黄
帝
書
巳
…
・
・
」
「
黄
帝
日
・
…
：
」
と
し
て
散
在
す
る
黄
帝
に
仮
託
し
た
言
辞
に
よ
っ
て
、
八
黄
帝
書
Ｖ
の
内
容
を

（
巧
）

垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
ら
を
集
め
た
内
山
氏
の
論
考
よ
り
す
れ
ば
、
大
部
分
が
短
章
形
式
よ
り
成
る
（
そ
れ
ら
が
比
較
的
古
い
時
代
に

作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）
諸
文
の
内
容
は
、
君
主
の
在
り
か
た
や
政
治
方
策
的
意
味
を
持
つ
も
の
が
多
く
、
次
い
で
道
家
の
主
要
概
念
で
あ

る
「
道
」
「
無
」
．
」
を
問
題
と
し
た
も
の
、
処
世
・
養
生
を
説
く
も
の
、
さ
ら
に
農
家
の
言
ら
し
き
も
の
も
見
え
る
。
そ
れ
ら
は
必
ず
し

（
妬
）

も
す
べ
て
が
道
家
言
で
は
な
い
が
、
極
め
て
道
家
的
傾
向
が
強
く
、
現
在
本
『
老
子
』
と
出
入
す
る
章
句
ま
で
見
ら
れ
る
。
八
黄
帝
書
Ｖ
の
こ

の
傾
向
は
漢
初
に
盛
行
し
た
黄
老
思
想
の
そ
れ
に
通
ず
る
と
言
っ
て
差
し
つ
か
え
な
い
。

（
繕
性
）

（
皿
）

な
ど
、
黄
帝
に
対
し
て
は
批
判
的
言
辞
が
多
い
。
ま
た
黄
帝
は
い
ま
だ
道
を
体
得
し
て
い
な
い
段
階
の
者
と
し
て
、
広
成
子
や
牧
童
に
再
拝
稽

首
し
て
道
を
問
う
寓
話
も
見
え
る
（
在
宥
、
徐
無
鬼
）
。

こ
の
様
に
『
荘
子
』
に
現
わ
れ
た
黄
帝
は
、
信
奉
の
対
象
と
し
て
の
始
祖
的
性
格
を
備
え
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
同
じ
く
道
家
と
称
さ
れ

て
は
い
て
も
『
老
子
』
と
『
荘
子
』
で
は
や
や
思
想
傾
向
を
異
に
し
、
両
者
を
併
せ
て
尊
ぶ
様
に
な
っ
た
の
は
塊
晋
以
降
で
あ
る
こ
と
は
周
知

こ
の
様
に
．

て
は
い
て
も
夛

の
通
り
で
あ
る
。

わ
ず
ら

『
荘
子
」
に
は
道
を
体
得
し
て
雲
天
に
登
っ
た
黄
帝
（
大
宗
師
）
や
、
万
物
の
祖
に
浮
遊
し
、
物
に
累
わ
さ
れ
な
い
体
道
者
の
在
り
か
た
を
神

農
・
黄
帝
の
道
と
呼
ぶ
記
載
（
山
木
）
も
見
え
る
が
、

む
か
し

昔
者
黄
帝
始
め
て
仁
義
を
以
て
人
の
心
を
櫻
せ
り
。

お
さ

徳
ま
た
下
衰
し
、
神
農
・
黄
帝
に
及
ん
で
始
め
て
天
下
を
為
む
。
是
の
故
に
安
な
れ
ど
も
順
な
ら
ず
。

（
在
宥
）
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、
、
、
、

黄
老
な
る
言
葉
か
黄
帝
と
老
子
の
併
称
で
あ
る
こ
と
は
、
「
陳
丞
相
平
、
少
時
本
好
黄
帝
老
子
之
術
」
（
『
史
記
』
陳
丞
相
世
家
）
、
「
賢
之

純
者
黄
老
是
也
。
黄
者
黄
帝
、
老
者
老
子
也
」
（
『
論
衝
』
自
然
篇
）
な
ど
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
黄
老
の
語
は
漢
代
よ
り
前
の
文
献
に
は
ほ
と

℃
、

、
、

、
、
、
、

ん
ど
見
え
ず
、
韓
愈
が
「
周
道
冥
孔
子
没
、
火
干
秦
、
黄
老
子
漢
」
（
『
原
道
』
）
と
述
べ
た
如
く
、
漢
代
以
降
に
現
わ
れ
た
も
の
と
言
っ
て
よ

い
。
『
史
記
』
に
は
田
餅
・
慎
到
。
接
子
・
環
淵
が
黄
老
の
術
を
学
び
（
孟
子
筍
卿
列
伝
）
申
子
・
韓
非
の
学
が
黄
老
に
基
簿
つ
く
（
老
子
韓
非
列
伝
）

（
Ⅳ
）

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
金
谷
氏
の
指
摘
通
り
、
司
馬
遷
が
漢
初
に
盛
ん
で
あ
っ
た
黄
老
思
想
が
上
記
諸
子
の
説
と
符
合
す
る
こ
と
か
ら

黄
老
の
名
を
以
て
解
釈
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
『
史
記
』
で
は
そ
の
ほ
か
に
黄
老
の
学
（
術
）
を
学
ん
だ
者
と
し
て
、
曹
参
・
陳

平
．
田
叔
・
王
生
・
汲
瀦
・
責
太
后
・
文
帝
な
ど
多
数
の
名
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
秦
末
漢
初
に
活
躍
し
た
貴
族
階
級
の
人
糞
に
黄
老
の
学

（
術
）
は
愛
好
さ
れ
て
い
た
様
で
あ
る
。

（
肥
）

黄
老
の
学
（
術
）
を
鼓
吹
し
た
黄
老
派
は
、
漢
初
の
道
家
思
潮
の
い
く
つ
か
の
派
別
の
中
で
最
も
有
力
な
一
派
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
起
源
は
河
上
丈
人
な
る
仙
人
に
始
ま
る
と
い
う
が
、
も
と
よ
り
伝
説
に
す
ぎ
な
い
。
黄
老
派
の
主
張
の
特
質
は
、
第
一
に
彼
ら
が
無
為
清
静

を
標
傍
す
る
一
種
の
政
術
を
唱
え
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
観
念
的
・
形
而
上
学
的
思
索
に
耽
り
、
脱
俗
・
隠
逸
を
旨
と
す
る
傾
向
の
も
の
と

は
異
な
り
、
『
老
子
』
に
見
ら
れ
る
政
治
へ
の
積
極
的
な
関
心
を
現
実
・
実
践
の
場
で
表
明
し
た
も
の
と
言
え
る
。

第
二
の
特
質
は
、
処
世
・
養
生
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
漢
の
文
帝
の
丞
相
と
し
て
策
謀
に
長
け
た
陳
平
が
、
青
年
時
代
よ
り

黄
帝
・
老
子
の
術
を
好
み
、
保
身
に
汲
々
と
し
て
い
た
事
跡
（
陳
丞
相
世
家
）
、
ま
た
高
祖
の
功
臣
で
あ
っ
た
張
良
が
晩
年
に
は
多
病
を
理
由
に

政
界
を
離
れ
、
赤
松
子
（
上
古
の
仙
人
）
の
遊
び
に
従
っ
て
畔
穀
・
導
引
・
軽
身
に
努
め
た
話
（
留
候
世
家
）
は
そ
れ
を
物
語
る
。
張
良
の
養
生

術
は
神
仙
術
に
近
い
も
の
を
感
ず
る
が
、
そ
こ
に
は
こ
と
さ
ら
に
不
老
不
死
を
求
め
た
形
跡
は
な
い
。
黄
老
派
の
養
生
術
が
神
仙
家
と
結
合
し

て
ゆ
く
の
は
武
帝
期
以
降
で
あ
ろ
う
。

さ
て
黄
老
派
の
人
之
と
医
家
と
の
深
い
連
関
を
伝
え
る
資
料
は
見
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
『
黄
帝
内
経
』
の
養
生
説
の
内
容
を
通
し
て
両
者

の
関
わ
り
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
こ
で
次
に
養
生
説
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
前
に
近
年
湖
南
省
長
沙
馬
王
推
第
二
一
号
漢
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で
は
続
い
て
黄
帝
内
経
の
養
生
説
を
見
て
ゆ
こ
う
。
中
国
伝
統
医
学
に
お
い
て
予
防
医
学
と
し
て
の
養
生
は
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て

い
る
。
そ
れ
は
こ
の
医
学
が
自
然
界
と
人
体
と
の
相
関
関
係
に
お
い
て
生
理
・
病
理
現
象
を
捉
え
、
病
因
を
外
因
（
疾
病
を
引
き
起
こ
す
外
界
の

（
躯
）

気
）
よ
り
内
因
（
不
養
生
よ
り
起
こ
る
人
体
中
の
気
血
の
ア
ン
琴
ハ
ラ
ン
ス
）
に
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。

「
黄
帝
内
経
』
の
養
生
説
は
「
素
問
』
の
上
古
天
真
論
と
四
気
調
神
大
論
の
二
篇
に
顕
著
で
あ
る
。
両
篇
は
同
じ
く
養
生
を
説
く
こ
と
を
主

眼
と
し
て
い
る
が
、
傾
向
は
や
や
異
な
る
。
後
者
が
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
界
の
在
り
か
た
と
そ
れ
に
適
応
し
た
生
活
態
度
を
説
い
て
い
る
の

に
対
し
、
前
者
は
上
古
の
人
と
当
今
の
人
と
の
生
活
態
度
を
対
比
し
て
述
べ
、
上
古
の
そ
れ
を
在
る
べ
き
模
範
と
し
て
説
い
て
い
る
。

（
邪
）
な
ら
、
、
、
、

夫
れ
上
古
の
聖
人
の
教
ゆ
る
や
、
下
皆
之
を
為
う
。
虚
邪
賊
風
之
を
避
く
る
に
時
あ
れ
ど
も
括
淡
虚
無
な
れ
ば
真
気
之
に
従
い
、
精
神
内

墓
よ
り
出
土
し
た
、
当
時
の
黄
老
思
想
を
伝
え
る
帛
耆
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

一
九
七
三
年
に
出
土
し
た
あ
ま
た
の
帛
聿
目
は
、
古
代
中
国
の
思
想
・
文
化
史
を
解
明
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
周
知
の

（
的
）

如
く
『
黄
帝
内
経
』
の
原
型
を
示
唆
す
る
医
学
に
関
し
た
数
篇
の
帛
書
も
含
ま
れ
、
既
に
い
く
つ
か
の
考
察
が
試
象
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
指

摘
し
た
い
の
は
、
出
土
し
た
帛
聿
曰
『
老
子
』
の
甲
本
乙
本
と
呼
ば
れ
る
二
種
の
テ
キ
ス
ト
の
乙
本
の
、
前
部
に
附
属
し
て
い
た
四
篇
の
巻
前
古

（
別
）

供
書
で
あ
る
。
『
経
法
』
『
十
大
経
』
『
称
』
『
道
原
」
の
篇
題
を
有
す
る
そ
れ
ら
四
篇
の
内
容
は
や
や
雑
駁
で
あ
る
が
、
漢
初
の
黄
老
思
想

を
伝
え
る
文
献
と
し
て
、
亡
供
し
た
『
漢
志
』
著
録
の
『
黄
帝
四
経
』
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
論
議
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
当
否
は
と
も

か
く
、
注
目
す
べ
き
は
四
篇
の
中
の
『
十
大
経
」
の
論
述
形
式
が
、
多
く
黄
帝
と
臣
下
の
問
答
、
或
い
は
臣
下
同
志
の
対
話
形
式
を
採
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
『
黄
帝
内
経
』
の
特
質
を
な
す
黄
帝
と
臣
下
と
の
問
答
形
式
に
匹
敵
す
る
古
文
献
は
現
在
の
と
こ
ろ
こ
の
『
十
大
経
』
以
外

に
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
様
な
ス
タ
イ
ル
で
綴
ら
れ
た
聿
日
が
黄
老
派
の
間
で
流
行
し
て
お
り
、
『
黄
帝
内
経
』
も
そ
れ
を
範

と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
十
大
経
』
の
内
容
は
道
家
・
法
家
・
兵
法
家
の
思
想
を
汲
ん
だ
言
が
主
流
を
占
め
て
お
り
、
医
学
に
関
す
る
も
の
は

（
劃
）

な
い
が
、
気
や
陰
陽
を
伝
え
た
箇
所
や
『
素
問
』
の
著
至
教
諭
と
近
似
し
た
文
章
の
見
え
る
こ
と
な
ど
、
『
黄
帝
内
経
』
と
の
共
通
し
た
思
想

的
地
盤
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
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い
ず
く
、
、
、
、
、
、

に
守
る
。
病
安
よ
り
か
来
ら
ん
。
是
を
以
て
志
閑
に
し
て
欲
少
な
く
、
心
安
ら
か
に
し
て
催
れ
ず
、
形
労
し
て
倦
ま
ず
、
気
従
い
て
以
て

う
ら
や

順
な
り
。
各
々
そ
の
欲
す
る
に
従
い
て
皆
願
う
所
を
得
。
故
に
其
の
食
を
美
と
し
、
其
の
服
を
任
じ
、
其
の
俗
を
楽
し
み
て
高
下
相
慕
ま

、

ず
。
其
の
民
を
故
に
朴
と
日
う
。
是
を
以
て
嗜
欲
も
そ
の
目
を
労
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
淫
邪
も
そ
の
心
を
惑
わ
す
こ
と
能
わ
ず
。
愚
智
賢

、

不
肖
、
物
を
催
れ
ず
。
故
に
道
に
合
す
。

こ
の
一
文
の
み
を
見
て
も
上
古
天
真
論
の
養
生
説
が
如
何
に
道
家
思
想
を
汲
ん
だ
も
の
で
あ
る
か
が
解
る
で
あ
ろ
う
。
「
括
淡
虚
無
」
「
志
閖
」

「
心
安
」
「
少
欲
」
「
朴
」
等
々
の
道
家
特
有
の
語
を
ち
り
ば
め
た
こ
の
文
は
、
そ
の
ま
ま
道
家
の
理
想
的
人
格
者
（
聖
人
）
の
在
り
か
た
を
示

す
名
文
と
言
え
よ
う
。
上
古
天
真
論
に
は
ま
た
真
人
・
至
人
・
聖
人
・
賢
人
の
在
り
か
た
を
段
階
的
に
区
別
し
て
叙
述
し
、
養
生
の
理
想
態
を

示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
道
家
的
聖
人
像
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
（
本
文
略
）
。
聖
人
に
つ
い
て
、
陰
陽
応
象
大
論
で
は
、

（
鯉
）

聖
人
は
無
為
の
事
を
為
し
、
循
淡
の
能
を
楽
し
み
、
欲
す
る
に
従
い
て
虚
光
の
守
に
快
志
す
。
故
に
寿
命
元
窮
、
天
地
と
終
る
。
此
れ
聖

と
言
い
、
四
気
調
神
大
論
で
は
四
時
陰
陽
の
推
移
に
順
応
し
た
聖
人
の
身
に
奇
病
が
無
い
と
述
べ
て
い
る
。
や
は
り
い
ず
れ
も
明
瞭
に
道
家
思

想
に
依
拠
し
た
叙
述
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

具
体
的
な
四
季
の
養
生
法
は
同
篇
に
指
示
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
要
は
、

必
ず
四
時
に
順
い
て
寒
暑
に
適
し
、
喜
怒
を
和
し
て
居
処
に
安
ん
じ
、
陰
陽
を
節
し
て
剛
柔
を
調
う
。
是
の
如
け
れ
ば
仮
邪
生
ぜ
ず
、
長

と
言
い
尽
く
す
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
自
然
界
の
変
化
推
移
に
順
応
し
、
感
情
を
和
し
、
平
安
な
生
活
を
送
る
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ

が
佶
淡
虚
無
、
無
為
無
欲
な
る
聖
人
の
境
地
に
通
ず
る
と
い
う
考
え
か
た
が
「
黄
帝
内
経
』
の
養
生
説
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
「
寿

命
無
窮
」
「
長
生
久
視
」
と
い
っ
た
言
葉
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
と
さ
ら
に
不
老
不
死
を
求
め
る
姿
勢
は
な
く
、
神
仙
的
養
生
説
と
は
異
質

人
の
治
身
也
。

生
久
視
す
。

（
『
霊
枢
』
本
神
）
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③
本
書
は
古
来
『
漢
志
』
著
録
の
同
名
の
書
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
を
証
明
す
る
根
拠
は
希
薄
で
あ
る
。
『
漢

志
』
に
見
え
る
『
白
氏
内
経
』
の
白
氏
と
は
岐
伯
を
指
す
も
の
と
も
考
え
ら
れ
（
石
原
説
）
、
丸
山
氏
の
主
張
を
も
考
え
併
せ
る
と
、
『
黄
帝
内

経
』
と
は
黄
帝
・
岐
伯
・
扁
鵲
と
い
っ
た
人
物
を
始
祖
と
し
て
形
式
さ
れ
た
諸
医
学
を
集
成
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

④
黄
帝
と
古
医
学
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
た
め
に
古
代
中
国
の
黄
帝
伝
説
と
黄
老
思
想
に
着
目
し
た
。
黄
帝
伝
説
に
お
い
て
黄
帝
は
現
実

①
『
黄
帝
内
経
』
は
黄
帝
の
名
を
冠
し
た
名
称
、
及
び
大
部
分
が
黄
帝
と
臣
下
と
の
問
答
よ
り
成
る
形
式
か
ら
、
そ
の
成
立
に
は
黄
帝
を

信
奉
す
る
一
群
の
人
狗
が
大
き
く
関
与
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

②
本
書
の
問
答
形
式
を
検
討
し
て
ぷ
る
と
、
黄
帝
の
相
手
に
岐
伯
を
中
心
と
し
た
幾
人
か
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
こ
と
は
古
代
中
国
に
黄

帝
の
名
を
掲
げ
る
い
く
つ
か
の
医
学
派
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
ら
諸
学
派
の
形
成
過
程
（
山
田
説
の
如
き
）

は
に
わ
か
に
定
め
難
い
。

で
あ
る
。
ま
た
『
荘
子
』
の
如
き
観
念
的
・
超
俗
的
な
養
神
的
養
生
説
と
も
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。

か
か
る
養
生
説
は
道
家
の
中
で
も
『
老
子
』
の
主
意
を
汲
ん
だ
、
お
そ
ら
く
黄
老
派
の
そ
れ
に
近
い
も
の
と
言
え
よ
う
。
周
紹
賢
氏
は
『
黄

帝
内
経
』
を
黄
帝
書
の
代
表
と
見
な
し
て
、
『
老
子
』
の
清
静
寡
欲
説
と
黄
帝
の
養
生
延
年
説
と
が
合
し
て
黄
老
の
学
が
生
ま
れ
た
と
述
べ
て

（
泌
）

い
る
。
現
在
の
資
料
か
ら
そ
こ
ま
で
断
定
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
が
、
『
黄
帝
内
経
』
の
養
生
説
は
黄
老
派
の
そ
れ
を
よ
く
伝
え
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
そ
し
て
か
か
る
養
生
の
面
に
関
心
を
示
し
た
人
々
の
手
に
よ
っ
て
『
黄
帝
内
経
』
の
編
纂
が
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
既
に

論
じ
た
こ
と
か
ら
も
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

の
如
く
で
あ
る
ｃ

結
語

上
来
黄
帝
を
め
ぐ
っ
て
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
『
黄
帝
内
経
』
の
成
立
事
情
に
関
す
る
考
察
を
試
ゑ
た
。
そ
れ
ら
を
要
約
的
に
示
せ
ば
以
下
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的
な
歴
史
上
の
優
れ
た
帝
王
と
し
て
の
面
と
、
仙
人
の
如
く
超
人
間
的
な
力
を
有
す
る
神
秘
的
な
面
と
が
存
す
る
。
神
話
的
に
は
黄
帝
の
本
体

は
竜
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
黄
帝
が
医
家
の
始
祖
と
し
て
信
奉
さ
れ
る
所
以
と
観
取
し
得
る
。

⑤
漢
初
に
盛
行
し
た
道
家
の
流
れ
を
汲
む
黄
老
派
と
『
黄
帝
内
経
』
と
の
関
わ
り
が
深
い
こ
と
は
、
近
年
出
土
し
た
『
十
大
経
』
の
論
述

形
式
や
『
黄
帝
内
経
』
の
養
生
説
の
内
容
か
ら
知
ら
れ
る
。
『
黄
帝
内
経
』
の
成
立
に
黄
老
派
の
人
々
が
大
き
く
関
与
し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違

⑤
漢
初
に
盛
迄

形
式
や
『
黄
帝
内
勾

い
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
考
察
内
容
を
も
と
に
筆
者
の
考
え
を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
み
た
い
。

黄
帝
に
関
す
る
神
話
伝
説
よ
り
黄
帝
の
本
体
が
竜
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
に
黄
帝
が
医
家
の
始
祖
と
な
り
得
る
可
能
性
を
認
め
た
が
、
竜
は
必

ず
し
も
黄
帝
に
ぱ
か
り
付
随
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
黄
帝
の
場
合
に
比
し
て
そ
の
度
合
は
少
な
い
が
、
三
皇
五
帝
の
神
話
伝
説
に
は
少
な

か
ら
ず
竜
が
現
わ
れ
る
。
特
に
農
家
の
祖
と
さ
れ
る
炎
帝
神
農
は
神
竜
に
感
じ
て
生
誕
し
た
と
言
わ
れ
、
「
始
嘗
百
草
、
始
有
医
薬
」
（
准
南

子
修
務
訓
）
と
、
明
瞭
に
医
療
と
の
関
係
を
示
す
伝
説
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
後
の
本
草
家
に
始
祖
と
仰
が
れ
た
。
神
農
の
名
を
冠
し
た
書
名

は
『
漢
志
』
に
い
く
つ
か
見
え
、
本
草
薬
物
療
法
に
関
し
た
書
を
著
録
し
た
方
技
略
経
方
の
部
に
は
『
神
農
黄
帝
食
禁
』
な
る
書
名
も
見
え

る
・
こ
の
こ
と
か
ら
漢
代
（
或
い
は
そ
れ
以
前
）
に
は
既
に
神
農
を
始
祖
に
置
き
、
本
草
薬
物
療
法
を
行
う
一
派
が
存
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

同
様
に
黄
帝
を
始
祖
に
置
く
医
学
派
需
そ
ら
く
鍼
術
を
主
流
と
し
ち
も
存
在
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
医
学
派
は
道
家
の
黄
老
思
想

と
相
俟
っ
て
理
論
的
に
も
整
備
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
上
述
の
如
く
黄
老
思
想
に
お
い
て
医
学
が
扱
わ
れ
た
形
跡
は
な
く
、
黄
老

派
と
は
別
に
黄
帝
を
始
祖
に
置
く
医
学
派
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
両
者
が
結
合
し
た
、
と
考
え
る
こ
と
が
自
然
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
『
漢
志
』
著
録
の
書
名
よ
り
、
黄
帝
派
の
ほ
か
に
も
扁
鵲
・
白
氏
（
岐
伯
？
）
と
い
っ
た
名
医
を
始
祖
と
す
る
医
学
派
の
存
在
が
認
め
ら

れ
る
。
上
記
③
の
推
測
を
考
え
併
せ
る
と
、
黄
老
思
想
と
結
合
し
た
黄
帝
派
の
医
学
は
、
後
に
扁
鵠
派
・
白
氏
派
の
諸
説
を
も
適
取
併
呑
し
て

現
在
ま
で
『
黄
帝
内
経
』
と
称
さ
れ
て
き
た
『
素
問
』
「
霊
枢
』
の
原
型
が
編
纂
さ
れ
た
の
で
は
な
い
て
あ
ろ
う
か
。

るる
00
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さ
ら
に
推
測
を
加
え
れ
ば
、
黄
老
思
想
の
政
術
面
は
漢
の
武
帝
に
よ
る
中
央
集
権
体
制
の
確
立
と
儒
教
主
義
の
教
化
に
よ
っ
て
消
沈
し
、
処

世
・
養
生
の
面
の
象
が
残
存
す
る
様
に
な
っ
た
。
『
後
漢
書
』
に
見
え
る
黄
老
に
関
す
る
記
事
に
政
術
面
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
の
は
そ
の
事

情
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
漢
初
の
貴
族
階
級
に
愛
好
さ
れ
た
黄
老
思
想
は
変
質
し
、
主
と
し
て
下
層
階
級
の
者
に
受
け
継
が
れ
神
仙
家
と
も
結

託
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『
黄
帝
内
経
』
の
成
立
事
期
は
そ
の
こ
ろ
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
武
帝
以
後
（
お
そ
ら
く
『
七
略
』
以
後
）
後
漢
に

か
け
て
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
の
論
述
の
糸
で
は
甚
だ
早
急
に
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
こ
の
私
見
に
つ
い
て
は
、
今
後
大
方
の

批
判
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
さ
ら
に
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

へへへ

11109
ゼーー

（
８
）
楊
寛
「
中
国
上
古
史
導
論
」
（
『
古
史
弁
』
第
七
冊
所
収
）
、
銭
穆
『
黄
帝
』
（
東
大
図
書
公
司
民
国
六
七
）
、
森
三
樹
三
郎
『
中
国
古
代
神

話
』
、
森
安
太
郎
「
黄
帝
伝
説
」
（
『
黄
帝
伝
説
』
所
収
）
、
御
手
洗
勝
「
黄
帝
伝
説
に
つ
い
て
」
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
七
’
一
昭
四
二
）
、

鉄
井
慶
紀
「
黄
帝
伝
説
に
つ
い
て
」
（
『
支
那
学
研
究
』
三
四
号
昭
四
四
）
な
ど
。

〔
註
〕

（
１
）
詳
細
は
多
紀
元
胤
『
医
籍
考
』
、
陳
邦
賢
『
中
国
医
学
史
』
、
張
心
徴
「
偽
書
通
考
」
な
ど
参
照
。

（
２
）
衛
気
行
篇
は
最
初
に
岐
伯
に
対
し
て
問
い
が
為
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
答
え
及
び
次
の
問
答
も
伯
高
で
あ
る
た
め
、
初
め
の
岐
伯
は
誤
り
と
見
た
。

（
３
）
弓
黄
帝
内
経
』
の
成
立
」
（
『
思
想
』
六
六
二
号
、
一
九
七
九
）
。

（
４
）
「
診
脈
の
発
生
と
そ
の
種
別
に
つ
い
て
」
（
『
鍼
灸
医
学
と
古
典
の
研
究
』
一
九
七
七
所
収
）
。

（
５
）
「
内
経
解
題
」
（
丸
山
昌
朗
『
素
問
の
栞
』
巻
末
所
収
）
。

（
６
）
白
川
静
『
説
文
新
義
』
巻
八
参
照
。

（
７
）
類
似
の
記
載
は
『
大
戴
礼
』
五
帝
徳
・
帝
繋
、
『
周
易
』
繋
辞
下
、
『
惟
南
子
』
兵
略
訓
、
『
呂
氏
春
秋
』
応
同
篇
な
ど
数
多
く
の
文
献
に
見
え

上
記
、
森
（
安
太
郎
）
、
御
手
洗
、
鉄
井
各
氏
の
論
文
を
参
照
。

竜
の
伝
説
に
関
す
る
研
究
は
多
い
が
、
次
の
諸
論
は
詳
し
い
。
出
石
誠
彦
「
竜
の
由
来
に
つ
い
て
」
（
『
支
那
神
話
伝
説
の
研
究
』
所
収
）
、
森
三
樹

三
郎
前
掲
害
、
笹
間
良
彦
『
竜
ｌ
神
秘
と
伝
説
の
全
容
』
（
刀
剣
春
秋
新
聞
社
）
、
森
豊
『
竜
』
（
六
興
出
版
）
。

る
C『

太
平
御
覧
』
巻
七
九
引
。
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、
Ｊ
坐
ノ

〆
ハ
ム
」

（
妬
）
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⑮
）
山
田
前
掲
論
文
、
赤
堀
昭
「
新
出
土
資
料
に
よ
る
中
国
医
薬
古
典
の
見
直
し
」
（
『
漢
方
の
臨
床
』
創
立
二
十
五
周
年
記
念
号
、
昭
五
三
）
、
同

「
『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』
と
『
素
問
』
ｌ
『
素
問
』
の
成
立
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
二
五
’
三
昭
五
四
）
な
ど
。

罰
）
こ
の
四
篇
は
一
九
七
四
年
に
『
文
物
』
（
十
期
）
に
紹
介
さ
れ
、
七
六
年
に
は
数
篇
の
研
究
論
文
を
加
え
て
『
昌
王
堆
洩
墓
帛
朽
経
法
』
し
て
文

へへへへへへへ

18171615141312
習ン、_ノ曹嘗画一

こ
の
指
摘
は
前
掲
書
巻
末
の
「
附
八
老
子
ｖ
乙
本
巻
前
古
快
朽
与
其
官
古
籍
引
文
対
照
表
」
に
あ
る
。

拙
稿
「
八
素
間
医
学
Ｖ
の
思
想
ｌ
中
国
伝
統
医
学
の
基
本
的
考
え
か
た
」
（
『
倫
理
思
想
研
究
』
四
号
一
九
七
九
）
参
照

現
在
本
は
「
夫
上
古
聖
人
之
教
下
也
、
皆
謂
之
：
．
…
」
と
あ
る
が
、
新
校
正
の
引
く
全
元
起
註
本
及
び
『
太
素
』
『
千
金
方
』
に
従
っ
て
訓
み
か
え

物
出
版
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た

そ
の
ほ
か
天
運
・
至
楽
・
田
子
方
・
繕
性
・
徐
無
鬼
の
各
篇
に
見
え
る
。

内
山
俊
彦
「
漢
初
黄
老
思
想
の
考
察
」
㈲
。
（
『
山
口
大
学
文
学
会
誌
』
十
三
’
一
、
十
四
’
一
昭
四
七
’
八
）

武
内
義
雄
『
老
子
原
始
』
第
四
（
『
武
内
義
雄
全
集
』
七
三
’
四
頁
）
参
照
。

金
谷
治
『
秦
漢
思
想
史
研
究
』
一
七
二
頁
。

『
史
記
』
に
よ
れ
ば
黄
老
と
は
別
に
道
家
・
道
徳
老
子
と
い
っ
た
諸
派
が
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
（
金
谷
前
掲
書
、
一
五
二

森
安
太
郎
「
黄
帝
伝
説
」

森
安
太
郎
「
数
と
巫
と
竜
」
（
前
掲
書
所
収
）

た
0

頁
O

ｰ

『
千
金
方
」
で
は
能
を
味
に
作
る
。

『
道
家
与
神
仙
』
（
台
湾
中
華
害
局
民
国
六
三
）
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PcoplewhoadheredtoHuangTi.

InthemythsandlegendsofancicntChina,therearemanystoriesthatpointoutthecloserelationbetweenHunagTiand

adragon・Adragonwasworshippedbysharmanandthcydidmedicaltreatmentatthattime・Sowenndonercasonwhy

HLlangTiwasadheredtoasasymbolinthcmedicaIschool.

Nei-chinghasalsoacloserelationtothethoughtofHuangLao(黄老),whowasi,1fashionintheearlyperiodofthe

Han(漢)dynasty.Forinstancetllcstatement'sibrmofShieh-ta-ching(十大経),ibundintheHanTombatMa-wang-tui

(馬王堆),issimilartothatofNei-ching.AndthctheoryoncLIltivatinglifbofNei-chingisgreatlyinHuencedbythethought

ofHuangLao.

FromancienttimesNei-chinghasbeenidcntifiedwiththebook,hasthesamenameandwritteninl=lan-shu-i-wen-chien

(漢書芸文志),ButthisviewhasnosuHicientevidencc.I,1ancienttimesthercwcrcsomemedicalschools,whereHuangTi,

PaiChieh(白氏)orPicnChueh(届鵲)wereadheredassymbols.IthinkNei-chingwascompiledcollectingtheessence

oftheseschool'stheorybythepeoplewhobelongedtotheHuangLaoschool.
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梓
し
て
か
ら
、
明
治
二
十
七
《

が
公
刊
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

以
下
と
し
た
。

（
１
）

青
森
県
に
師
範
学
校
が
開
校
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
に
遅
れ
る
こ
と
四
年
後
の
明
治
九
年
十
一
月
で
、
青
森
新
町
の
旧
藩
倉
庫
を
仮
校
舎
と
し

た
。
そ
し
て
「
青
森
県
師
範
学
校
」
が
正
式
の
名
称
で
、
弘
前
分
校
を
亀
甲
町
の
こ
れ
も
旧
藩
倉
庫
内
に
設
け
た
。

明
治
十
一
年
に
は
中
学
科
が
増
設
さ
れ
、
翌
十
二
年
に
は
新
校
舎
が
落
成
し
た
。
同
時
に
附
属
小
学
校
も
開
設
さ
れ
、
そ
の
体
制
が
ほ
ぼ
整

つ
う
秀
卜
０

２

（
２
）

昭
和
四
年
に
発
表
さ
れ
た
氏
原
佐
蔵
の
「
明
治
維
新
前
後
の
衛
生
書
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
五
年
緒
方
惟
準
が
「
新
生
新
諭
」
上
下
二
巻
を
上

し
て
か
ら
、
明
治
二
十
七
年
一
月
松
本
順
が
「
通
俗
衛
生
小
言
」
を
発
行
し
た
約
二
十
年
の
間
に
合
計
約
十
五
種
の
衛
生
に
関
す
る
啓
蒙
書

１

明
治
五
年
五
月
、
文
部
省
は
東
京
に
師
範
学
校
を
設
立
し
、
翌
六
年
師
範
学
校
校
則
を
制
定
し
、
入
学
者
の
年
齢
を
二
○
歳
以
上
三
十
五
歳

こ
の
頃
青
森
県
師
範
学
校
か
ら
「
養
生
抄
言
」
と
題
す
る
養
生
書
が
発
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

藤
田
利
勝
の
「
養
生
抄
言
」
》一

V､-－

つ

い
｝
し

耀
蕊
蕊
謹
一
該
準
謂
昭
和
五
十
四
年
十
月
十
七
国
受
付

松
木
明

知

（35）413



表
紙
に
は
「
養
生
抄
言
完
」
黒

月
印
刷
」
と
三
行
印
刻
さ
れ
て
い
る
℃

３

さ
て
青
森
県
師
範
学
校
か
ら
発
行
さ
れ
た
衛
生
書
は
氏
原
氏
に
よ
れ
ば
「
養
生
抄
言
」
と
題
す
る
一
冊
本
で
、
明
治
十
一
年
十
二
月
、
東
京

山
中
市
兵
衛
方
か
ら
発
行
さ
れ
た
活
字
本
で
あ
っ
た
と
い
う
。

「
あ
っ
た
と
い
う
」
と
記
し
た
の
は
、
本
書
が
青
森
県
内
の
図
書
館
に
架
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
閲
覧
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
国
会
図
書
館
に
も
架
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
本
吉
の
「
第
二
版
」
と
も
称
す
べ
き
一
書
が
弘
前
市
図
書
館
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
に
前
述
し
た
青
森
県
師
範
学
校
の
一
書
も
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

因
み
に
「
衛
生
」
と
い
う
語
は
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
の
造
語
で
な
く
、
す
で
に
文
化
九
年
に
本
井
了
承
は
「
長
命
衛
生
論
」
と
題
す
る
三

冊
本
を
上
梓
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
当
古
く
か
ら
普
及
し
て
い
た
言
葉
で
あ
ろ
う
。

幕
末
一
時
杉
田
元
端
が
訳
本
「
健
全
学
」
を
著
わ
し
た
が
、
こ
の
新
訳
語
「
健
全
学
」
は
余
り
普
及
し
な
か
っ
た
。

４

「
養
生
抄
言
」
は
紙
装
の
木
版
一
冊
本
で
、
大
き
さ
は
縦
二
十
六
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
十
五
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
昭
和

二
十
六
年
十
一
月
に
弘
前
図
書
館
後
援
会
か
ら
弘
前
市
立
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

表
紙
に
は
「
養
生
抄
言
完
」
の
題
妻
が
付
さ
れ
て
い
る
。
裏
表
紙
に
は
「
青
森
県
師
範
学
校
編
輯
養
生
抄
言
完
明
治
十
二
年
十
二

本
文
は
紙
数
二
十
七
枚
、
五
十
四
頁
で
あ
る
。
一
頁
に
九
行
印
刻
さ
れ
て
い
る
。

第
一
頁
に
「
養
生
抄
言
青
森
県
師
範
学
校
藤
田
利
勝
」
と
あ
る
か
ら
藤
田
利
勝
の
著
と
知
ら
れ
る
。

奥
附
に
は
「
官
許
明
治
十
二
年
七
月
二
十
二
日
翻
刻
御
届
」
と
あ
り
、
翻
刻
人
は
「
青
森
県
南
津
軽
郡
藤
崎
村
三
百
八
十
六
番
地
神
彦
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ま
た
「
売
捌
所
」
と
し
て
中
津
軽
郡
弘
前
和
徳
町
百
五
十
一
番
地
青
森
県
秋
元
源
吉
」
方
で
あ
る
旨
記
し
て
あ
る
。

本
書
の
内
容
は
第
一
回
か
ら
第
七
回
と
総
論
か
ら
成
っ
て
い
る
。

第
一
回
は
第
一
頁
か
ら
十
五
頁
ま
で
で
、
主
と
し
て
労
働
や
運
動
に
つ
い
て
言
及
し
、
「
身
体
を
健
康
に
保
ん
と
奈
ら
ぱ
養
生
を
欠
く
べ
か

ら
ず
。
養
生
の
仕
方
は
万
事
に
気
を
附
け
何
事
を
す
る
に
も
か
る
は
ず
染
な
事
を
せ
ず
慎
み
た
し
な
み
て
自
分
の
身
の
強
弱
と
年
齢
の
少
長
に

応
じ
、
ほ
ど
よ
く
精
神
と
身
体
を
使
ふ
く
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
と
く
に
こ
の
回
で
は
身
体
を
動
す
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

第
二
回
は
、
第
十
五
頁
か
ら
第
二
十
五
頁
ま
で
あ
り
、
滋
養
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
「
我
青
森
県
下
は
本
州
の
北
に
在
て
緯
度
の
割
合
よ

り
も
寒
冷
な
る
故
に
肉
食
を
以
て
健
康
を
保
つ
に
宜
し
」
と
記
し
て
お
り
、
肉
食
の
中
で
も
牛
肉
が
最
適
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

中
で
も
興
味
を
引
く
の
は
、
食
物
を
建
素
物
と
燃
素
物
に
分
け
て
い
る
こ
と
で
、
建
素
物
は
骨
や
筋
肉
を
補
給
す
る
と
あ
る
か
ら
蛋
白
質
の

こ
と
で
、
燃
素
物
は
体
内
の
空
気
と
燃
焼
す
る
と
あ
る
か
ら
、
炭
水
化
物
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
脂
肪
の
こ
と
は
記
載
は
な
く
未
だ
理
解
さ
れ
て

三
郎
」
で
あ
る
。

第
三
回
は
第
二
十
六
頁
か
ら
第
二
十
九
頁
ま
で
の
四
頁
で
あ
る
。
節
制
す
る
こ
と
が
養
生
に
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

第
四
回
は
第
三
十
五
頁
か
ら
第
三
十
六
頁
ま
で
で
、
空
気
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
空
気
は
体
に
入
っ
て
燃
素
物
と
合
し
て
焚
え
て
血
を

清
潔
に
し
、
体
内
各
部
よ
り
汚
濁
物
を
運
び
、
新
陳
代
謝
を
行
う
。
炭
酸
を
含
む
空
気
は
悪
い
空
気
で
、
時
と
し
て
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
と

し
て
い
る
。
コ
レ
ラ
も
悪
い
空
気
の
た
め
発
生
す
る
と
し
て
い
る
。

と
く
に
厳
冬
の
青
森
県
で
は
、
家
族
皆
一
室
に
閉
居
し
、
炉
辺
の
側
に
起
居
す
る
の
は
衛
生
に
良
く
な
く
一
応
注
意
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

第
五
回
は
、
第
三
十
六
頁
か
ら
第
四
十
一
頁
ま
で
で
居
室
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
居
室
と
い
っ
て
も
間
取
り
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の

で
あ
る
。

こ
と
で
、
燃
素
物
は
体
内
の
由

い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
六
回
は
、
第
四
十
一
頁
か
ら
第
四
十
七
頁
ま
で
で
、
清
潔
な
衣
服
を
着
用
す
べ
し
と
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
風
の
児
童
服
は
四
肢
を
露
出
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５

前
述
し
た
如
く
、
本
書
は
明
治
十
二
年
七
月
に
出
版
を
願
い
出
て
許
可
さ
れ
、
同
年
十
二
月
に
完
成
を
見
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
そ
の
原
稿
は
明
治
十
一
年
か
ら
明
治
十
二
年
の
前
半
に
か
け
て
完
成
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

著
者
の
藤
田
利
勝
に
つ
い
て
は
余
り
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

明
治
九
年
五
月
参
事
塩
谷
良
翰
は
、
県
下
の
各
区
長
、
戸
長
と
に
、
本
県
に
も
師
範
学
校
を
設
立
す
る
こ
と
を
謀
り
、
当
時
東
京
外
国
語
学

校
教
員
で
あ
っ
た
藤
田
を
「
師
範
学
校
教
諭
」
と
し
て
雇
い
入
れ
た
。

同
年
十
一
月
に
開
校
し
た
時
の
職
員
は
左
の
通
り
で
あ
っ
た
。

し
て
健
康
に
悪
い
た
め
、
決
し
て
冬
期
に
着
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
の
は
興
味
あ
る
◎

第
七
回
は
、
第
四
十
七
頁
か
ら
第
五
十
頁
ま
で
、
沐
浴
が
養
生
に
極
め
て
益
あ
り
、
と
く
に
夏
に
は
朝
夕
二
回
浴
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。

最
後
は
第
五
十
頁
か
ら
第
五
十
三
頁
ま
で
で
、
総
論
つ
ま
り
総
括
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、
海
辺
に
居
住
す
る
も
の
や
山
中

に
住
居
す
る
も
の
に
対
す
る
注
意
で
あ
る
。

最
後
に
春
は
三
、
四
、
五
月
、
夏
は
六
、
七
、
八
月
、
秋
は
九
、
十
、
十
一
月
、
冬
は
十
二
、
一
、
二
月
で
あ
る
と
し
、
月
の
大
小
を
知
る

に
は
左
の
語
を
暗
記
せ
よ
と
し
て
い
る
の
は
、
当
時
の
生
徒
の
し
。
ヘ
ル
を
知
る
上
で
肝
心
な
事
柄
で
あ
ろ
う
。

四
年
目
に
一
日
を
増
す

第
五
十
四
頁
は
「
養
生
抄
言
終
」
と

正
三
五
、
八
十
や
十
二
月

日
数
三
十
一
日
と
知
れ

二
月
は
い
つ
も
二
十
八
日
に
し
て

と
あ
る
の
承
で
あ
る
。
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終
課
程
の
第
一
級
の
科
目
と

商
工
農
大
意
一
週
六
時

右
の
「
養
生
法
」
を
教
授
し
た
の
唾

斉
」
か
ら
上
梓
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

嘱
託
校
長
兼
教
諭
藤
田
利
勝

監
事
兼
教
員
鈴
木
信
正

監
事
兼
訓
導
土
岐
八
郎

同
鹿
内
喜
典

教
員
兼
教
員
対
馬
運
作

棟
方
角
馬

事
務
係
天
城
政
容

藤
田
利
勝
が
中
心
と
な
っ
て
明
治
九
年
十
一
月
に
作
製
し
た
「
青
森
県
師
範
学
校
予
科
教
則
」
に
は
、
第
三
級
か
ら
第
一
級
ま
で
あ
り
、
最

課
程
の
第
一
級
の
科
目
と
そ
の
教
科
書
は
左
の
如
く
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
衛
生
新
論
」
が
教
科
書
と
し
て
実
際
に
使
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
が
残
る
。
藤
田
が
教
則
を
作
製
す
る
時
点
に
お
い
て
、
と
に

養
生
法
一
週
三
時
衛
生
新

算
術
一
週
六
時
諸
比
例

史
学
一
週
六
時
西
村
氏
の
万
国
史
略

養
生
法
一
週
三
時
衛
生
新
論

作
文
一
週
三
時
記
論
説

才
学
大
意
交
際
篇
世
渡
ノ
杖

の
「
養
生
法
」
を
教
授
し
た
の
は
藤
田
利
勝
で
あ
ろ
う
。
教
科
書
と
し
て
示
さ
れ
た
「
衛
生
新
論
」
は
、
明
治
五
年
緒
方
惟
準
が
「
適
を

商
業
編
工
業
編
泰
西
農
学
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６

青
森
県
で
最
初
に
出
版
さ
れ
た
衛
生
学
関
係
の
書
冊
で
あ
る
「
養
生
抄
言
」
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

本
書
は
元
来
青
森
師
範
学
校
長
で
あ
っ
た
藤
田
利
勝
が
教
科
書
と
し
て
明
治
十
一
年
十
二
月
に
東
京
で
活
字
本
と
し
て
上
梓
し
た
も
の
が
、

第
一
版
と
考
え
ら
れ
る
が
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。
し
か
し
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
翌
十
二
年
十
二
月
改
め
て
同
名
の
題
を
付
け
て
本
県
で
出

版
さ
れ
た
こ
の
一
第
二
版
と
思
わ
れ
る
一
本
に
つ
い
て
本
稿
で
紹
介
し
た
。
本
書
が
本
県
の
衛
生
思
想
の
普
及
に
与
る
と
こ
ろ
が
極
め
て
大
き
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

か
く
「
養
生
法
」
の
教
科
書
を
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
仮
り
に
緒
方
の
「
衛
生
新
論
」
を
挙
げ
て
お
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

明
治
に
入
っ
て
か
ら
こ
の
時
ま
で
、
わ
が
国
で
刊
行
さ
れ
た
衛
生
関
係
の
本
は
右
の
他
に
横
瀬
文
彦
、
阿
部
弘
園
訳
「
西
洋
養
生
論
」
明
治

六
年
、
小
林
義
直
訳
「
四
民
須
知
養
生
浅
説
」
明
治
八
年
、
山
本
義
俊
訳
「
飯
食
物
養
生
新
書
」
明
治
八
年
四
月
、
近
藤
鎮
三
郎
訳
「
母
親
の

心
得
」
明
治
八
年
十
一
月
、
松
山
棟
庵
、
森
下
岩
楠
訳
「
初
学
人
身
窮
理
」
明
治
九
年
六
月
の
五
冊
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

し
か
し
実
際
は
「
衛
生
新
論
」
は
、
主
と
し
て
医
師
や
医
学
生
に
対
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
師
範
学
生
徒
の
教
科
書
と
し
て
か
な
り

難
解
で
あ
り
、
生
徒
が
理
解
で
き
な
い
た
め
、
改
め
て
理
解
し
や
す
い
教
科
書
を
藤
田
利
勝
が
記
述
し
、
明
治
十
一
年
に
東
京
で
出
版
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
翌
明
治
十
二
年
末
に
地
元
で
出
版
し
た
の
が
、
現
在
弘
前
市
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

「
養
生
抄
言
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
明
治
の
初
年
に
師
範
学
校
と
し
て
本
書
の
如
き
衛
生
関
係
の
書
冊
を
公
刊
し
た
の
は
青
森
県
の
象
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
青
森
市
史
第
一
巻
教
育
篇
青
森
市
昭
和
二
十
九
年
十
月

（
２
）
氏
原
佐
蔵
明
治
維
新
前
後
の
衛
生
書
中
外
医
事
新
報
二
五
五
号
昭
和
四
年
一
月

参
考
文
献

（40） 418



''writtenbyToshikatsuFujitaOn :!Yojo-Shogen
by

AkitomoMATSUKI

ToshikatsuFUjita,ateacherofTokyoSchoolofForeignLanguages,wasappointedschoolmasterofAomorinormalschool
inl876.

InDecemberofl878,twoyearsaftcrl'isappointmcnt,hewroteatextbookonhygicneentitled"YQjo-Shogen''anditwas

printedbylchibeiYamanakainTokyo.

Thisfirsteditionhasbeenmissing,however,theauthorcouldfindasecondeditionofthebookinHirosakiCityLibrary.

Thesecondeditionisawoodblockprintingof54pageswithoutillustraLionsand26cmbyl5.2cminsize.Itwaspublished
inDccemberof1879.

q

Thecontentsinclude,theimportanceofphysicalcxercisc,nutrition,moderatiOn,roomventilation,roomarrangementplan-

ning,clothing,bathingandgeneralcomments.

（
『
鄙
）

、
【
『



お
玉
ヶ
池
種
痘
所
の
蘭
学
の
拠
点
と
し
て
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
人
の
お
お
く
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
開
設
を
め
ぐ

（
１
）

る
こ
、
三
の
問
題
に
つ
い
て
は
さ
き
に
報
告
し
た
。
す
な
わ
ち
安
政
四
年
に
伊
東
玄
朴
、
戸
塚
静
海
ら
が
、
大
槻
俊
斎
宅
に
集
会
し
て
、
種
痘

所
設
立
の
相
談
を
開
始
し
た
の
は
、
従
来
い
わ
れ
て
い
る
八
月
よ
り
も
二
ケ
月
さ
か
の
ぼ
る
六
月
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
の
拠
金
者
の
一
人
、
太

田
東
海
の
履
歴
書
に
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
又
ひ
ろ
く
流
布
さ
れ
て
い
る
拠
金
者
名
簿
に
は
江
戸
在
住
の
蘭
方
医
八
二
名
の
名
が
染
え
る
が
、

実
は
戸
塚
静
甫
を
く
わ
え
て
八
三
名
が
正
し
い
数
字
で
あ
る
こ
と
も
の
べ
た
。

本
論
で
は
川
路
左
衛
門
尉
聖
謨
と
斎
藤
源
蔵
が
、
設
立
に
あ
た
っ
て
は
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
の
べ
た
い
と
お
も
う
。

（
２
）

「
江
戸
種
痘
所
始
末
」
に
は
、
そ
の
冒
頭
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

お
玉
ヶ
池
種
痘
所
開
設
を
め
ぐ
っ
て

川
路
聖
謨
に
つ
い
て

は
じ
め
に

そ
の
二
Ｉ
川
路
聖
謨
と
斎
藤
源
蔵

騏
霜
蕊
轌
一
該
跨
謂
昭
和
五
十
五
年
五
月
二
十
四
日
黄
付

深
瀬
泰
日

一
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安
政
丁
巳
年
八
月
大
槻
俊
斎
宅
へ
集
会

伊
東
玄
朴
戸
塚
静
海
竹
内
玄
同

林
洞
海
箕
作
院
甫
三
宅
艮
斎

井
二
其
外
社
中
四
五
輩
斎
藤
源
蔵

種
痘
所
取
建
の
義
相
談
の
上
神
田
元
誓
願
寺
前
川
路
左
衛
門
尉
屋
敷
借
地
の
事
申
入
承
知

伊
東
玄
朴
ら
が
種
痘
所
設
立
を
協
議
し
た
結
果
、
そ
の
場
所
と
し
て
川
路
聖
謨
が
拝
領
し
た
屋
敷
内
を
か
り
う
け
る
こ
と
に
き
ま
っ
た
わ
け
て

あ
る
。
そ
こ
で
玄
朴
は
聖
謨
に
借
地
の
件
を
申
し
い
れ
、
そ
れ
を
う
け
て
聖
謨
は
み
ず
か
ら
の
名
に
お
い
て
種
痘
所
開
設
の
願
聿
目
を
幕
府
に
提

出あ
し る

た'3，．
0，－ダプー

当
時
川
路
聖
謨
は
勘
定
奉
行
勝
手
方
の
首
座
で
あ
っ
た
。
勘
定
奉
行
は
三
奉
行
の
一
人
に
か
ぞ
え
ら
れ
、
幕
府
の
枢
要
な
職
務
で
あ
る
の

で
、
こ
の
よ
う
な
顕
官
の
一
人
を
、
設
立
社
中
の
メ
ソ
、
ハ
ー
で
は
な
い
に
し
て
も
、
そ
れ
に
準
ず
る
立
場
に
す
え
た
こ
と
は
、
こ
の
事
業
が
出

願
の
時
期
か
ら
す
で
に
成
功
を
約
束
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
一
言
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
論
文
は
ほ
と

ん
ど
み
ら
れ
ず
、
た
だ
『
東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
』
に
お
い
て
「
川
路
が
・
・
・
…
外
国
事
情
や
洋
学
に
理
解
あ
る
人
で
あ
っ
た
」
と
の
べ
た
あ

（
４
）

と
、
「
そ
の
よ
う
な
機
縁
で
、
川
路
聖
謨
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
願
書
を
差
し
出
し
た
」
と
簡
単
に
ふ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
幕
末
の
開
明
政
治

家
と
し
て
、
川
路
聖
謨
の
名
が
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
た
め
、
至
極
当
然
の
こ
と
と
う
け
と
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

安
政
四
年
六
月
、
大
槻
俊
斎
宅
に
会
合
し
た
蘭
方
医
は
一
○
名
前
後
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
幕
府
と
直
接
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
た
の

は
、
蕃
聿
自
調
所
教
授
職
の
肩
書
を
も
っ
た
箕
作
院
甫
た
だ
一
人
で
あ
る
。
玄
朴
ら
が
す
ぐ
れ
た
蘭
方
医
と
し
て
江
戸
に
そ
の
名
が
し
れ
わ
た
っ

て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
翌
年
（
安
政
五
年
）
、
将
軍
家
定
が
危
篤
に
お
ち
い
っ
た
と
き
に
、
急
暹
奥
医
師
に
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
で
も
よ
く
わ
か
る

（
５
）

が
、
当
時
そ
の
身
分
は
一
介
の
開
業
医
で
あ
り
、
佐
賀
藩
の
お
抱
え
医
師
に
す
ぎ
な
い
。

（
６
）

『
洋
学
先
哲
碑
文
』
に
の
る
「
故
洋
学
教
授
箕
作
先
生
碑
」
に
よ
る
と
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筒
井
、
川
路
の
両
名
が
長
崎
に
お
も
む
く
に
あ
た
っ
て
、
通
詞
と
し
て
の
任
務
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
豊
富
な
海
外
知
識
（
と
く
に
ロ
シ
ア

方
面
の
知
識
は
一
頭
地
を
ぬ
い
て
い
た
と
い
わ
れ
る
）
を
も
っ
た
ゞ
フ
レ
ン
と
し
て
、
箕
作
院
甫
に
同
行
を
も
と
め
た
。
こ
の
長
崎
行
は
筒
井
が
首
席

格
で
あ
っ
た
が
、
か
れ
は
西
丸
留
守
居
と
い
う
閑
職
か
ら
起
用
さ
れ
、
七
六
歳
を
か
ぞ
え
る
老
齢
で
あ
っ
た
の
で
、
交
渉
の
主
役
が
川
路
に
あ

（
７
）
（
９
）

っ
た
こ
と
は
、
川
路
の
『
長
崎
日
記
』
や
玩
甫
の
『
西
征
紀
行
』
に
よ
っ
て
も
し
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
翌
安
政
元
年
に
下
田
に
お
け
る
ロ
シ
ア
と
の
和
親
条
約
締
結
に
さ
い
し
て
、
筒
井
、
川
路
が
か
の
地
に
お
も
む
い
た
と
き
も
、
院
甫

が
同
行
し
て
い
る
。
川
路
と
玩
甫
の
関
係
は
主
従
と
い
う
よ
り
は
、
海
防
と
列
国
と
の
和
親
通
商
に
心
を
く
だ
く
同
志
と
い
っ
た
方
が
適
切
な

関
係
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
関
係
が
成
立
し
、
こ
れ
が
後
年
、
院
甫
の
蕃
書
調
所
教
授
職
就
任
へ
と
つ
な
が
る
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
ら
ぱ

両
者
の
関
係
が
う
ま
れ
た
の
は
い
つ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

（
８
）

大
久
保
利
謙
は
こ
れ
を
長
崎
出
張
の
時
期
と
し
て
い
る
。

川
路
の
手
付
と
な
る
ま
で
院
甫
と
川
路
は
何
ら
交
渉
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
…
…
川
路
は
す
で
に
海
防
掛
と
し
て
外
交
事
務
に
関
係

が
あ
っ
た
か
ら
、
天
文
方
の
訳
官
の
院
甫
の
名
は
知
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
…
…
長
崎
出
張
で
は
じ
め
て
川
路
と
交
渉
を
も
っ
た
も

マ
マ

安
政
癸
丑
俄
羅
斯
国
使
節
来
長
崎
幕
府
遣
筒
井
川
路
二
公
往
接
之
先
生
奉
命
従
行
其
明
年
再
来
下
田
以
定
条
約
先
生
皆
与
其
議

と
あ
る
。
嘉
永
六
年
一
○
月
、
ロ
シ
ア
の
使
節
．
フ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
長
崎
に
来
航
し
、
和
親
通
商
を
も
と
め
た
と
き
、
幕
府
は
筒
井
政
憲
と
川
路

聖
謨
を
派
遣
し
て
、
応
接
談
判
に
あ
た
ら
せ
た
。
開
明
派
の
老
中
阿
部
正
弘
は
、
筒
井
、
川
路
、
岩
瀬
忠
震
、
永
井
尚
志
、
堀
利
忠
等
を
登
用

し
て
、
新
し
い
世
界
情
勢
に
対
処
す
る
態
勢
を
と
と
の
え
て
い
た
が
、
彼
ら
は
老
中
の
期
待
に
こ
た
え
う
る
能
力
と
見
識
を
充
分
も
ち
あ
わ
せ

て
い
た
・

（
９
）

し
か
し
院
甫
が
川
路
に
随
行
し
て
長
崎
に
お
も
む
い
た
と
き
の
日
誌
『
西
征
紀
行
』
に
よ
る
と
、

四
時
前
、
倉
賀
野
に
抵
り
、
司
農
に
謁
し
、
談
井
西
洋
禁
の
事
に
及
ひ
、
關
書
の
価
を
減
し
、
天
下
に
公
布
す
る
の
策
を
諭
す
。
（
二

の
と
思
わ
れ
る
。
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月
二
日
）

川
路
公
に
謁
す
。
公
曰
く
、
莪
人
に
接
す
る
は
、
重
任
な
れ
ば
、
夢
寝
忘
る
る
こ
と
能
は
す
な
と
、
語
頗
る
機
密
に
渉
る
（
二
月
八
日
）
。

其
説
は
耶
蘇
教
の
書
十
部
計
を
旙
訳
せ
し
め
て
、
廟
堂
の
人
一
見
し
給
は
は
、
吟
氏
教
の
是
非
は
明
か
な
る
へ
し
と
い
へ
と
、
こ
れ
は
行

は
れ
さ
る
よ
し
に
て
、
耶
蘇
教
に
確
異
あ
る
こ
と
な
と
、
頻
り
に
弁
せ
ら
れ
け
る
（
二
月
二
五
日
）
。

な
ど
相
当
つ
っ
こ
ん
だ
会
話
が
か
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
し
る
。
院
甫
が
川
路
に
し
た
が
っ
て
長
崎
行
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
が
嘉
永
六
年
一
○
月

二
○
日
、
江
戸
を
出
発
し
た
の
が
一
○
月
三
○
日
で
あ
る
。
は
じ
め
て
交
渉
を
も
っ
て
か
ら
、
わ
ず
か
一
○
日
乃
至
一
ヶ
月
た
ら
ず
の
間
に
、

こ
の
よ
う
な
会
話
が
か
わ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
が
た
く
、
心
か
ら
許
し
あ
っ
た
間
柄
で
あ
っ
た
れ
ぱ
こ
そ
、
長
崎
へ
の
旅
の
途
次

で
、
心
情
を
吐
露
し
た
意
見
の
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

天
保
年
間
、
渡
辺
華
山
を
中
心
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
蛮
社
グ
ル
ー
。
フ
を
構
成
し
て
い
た
の
は
、
親
藩
、
譜
代
の
為
政
者
層
の
開
明
的
分
子

と
、
幕
府
の
開
明
派
官
僚
に
ぞ
く
す
る
知
識
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
勘
定
吟
味
役
の
川
路
も
こ
れ
に
く
わ
わ
っ
て
い
た
の
で
、
一
時
は
目

付
鳥
井
耀
蔵
の
嫌
疑
を
う
け
た
が
、
証
拠
不
十
分
の
た
め
幸
に
も
連
座
を
ま
ぬ
が
れ
て
い
る
。

こ
の
時
、
玩
甫
が
同
藩
の
侍
医
、
野
上
玄
博
、
島
崎
鳩
卿
に
よ
せ
た
書
簡
が
あ
る
。

元
来
此
度
説
訴
人
有
之
。
三
宅
侯
用
人
渡
辺
登
高
野
長
英
被
召
取
。
…
：
・
就
て
は
西
学
社
中
の
も
の
大
か
た
一
応
は
御
尋
も
可
有
之
杯

と
、
眉
を
ひ
そ
め
居
候
処
、
此
度
小
弟
天
文
台
出
役
被
仰
付
、
社
中
一
統
安
心
い
た
し
候
・

こ
の
書
簡
と
と
も
に
、
高
野
長
英
が
と
ら
え
ら
れ
た
と
き
に
、
院
甫
は
自
宅
の
板
塀
に
迷
路
を
つ
く
っ
て
捕
吏
に
そ
な
え
た
こ
と
や
、
門
人
に

（
ｕ
）

「
高
野
が
樽
ら
れ
た
時
オ
レ
は
大
変
あ
わ
て
た
」
と
語
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
蛮
社
と
の
関
係
を
積
極
的
に
し
め
す
事
実
で
は
な
い
が
、
何
ら

か
の
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と
を
お
も
わ
せ
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
さ
き
の
書
簡
の
末
尾
に
、
「
華
山
、
長
英
両
人
も
全
く
無
実
の
事
に

て
」
と
の
べ
、
事
件
発
覚
わ
ず
か
一
ケ
月
後
の
書
簡
で
、
正
し
い
判
断
を
く
だ
し
て
い
る
の
は
、
確
度
の
高
い
情
報
を
に
ぎ
っ
て
い
た
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
蛮
社
社
中
の
一
員
で
あ
っ
た
川
路
と
は
、
何
ら
か
の
交
渉
が
存
在
し
た
、
と
考
え
る
の
も
あ
な
が
ち
無
理
な
こ
と
で
は
な
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川
路
は
蕃
書
調
所
の
設
立
に
つ
い
て
建
議
し
た
一
人
で
あ
り
、
の
ち
に
蕃
害
翻
訳
御
用
を
命
ぜ
ら
れ
、
外
国
語
に
堪
能
な
玩
甫
も
あ
げ
ら
れ

（
⑫
）

て
教
授
職
に
就
任
し
た
。
院
甫
を
推
薦
し
た
の
は
頭
取
古
賀
謹
一
郎
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
さ
き
の
長
崎
で
の
院
甫
の
活
躍
が
川
路
ら

御
用
掛
の
脳
裏
に
つ
よ
く
き
ざ
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

院
甫
は
庖
瘡
や
種
痘
に
た
い
し
て
つ
と
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
が
、
安
政
四
年
の
種
痘
所
設
立
の
発
議
の
こ
ろ
は
、
蕃
書
調
所
の
教
授
と
し

て
も
っ
ぱ
ら
蕃
言
和
解
の
御
用
む
き
に
専
念
し
て
い
て
、
医
術
か
ら
は
と
お
ざ
か
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
院
甫
が
種
痘
所
設
立

発
起
人
の
一
人
に
く
わ
え
ら
れ
た
の
は
、
川
路
と
の
関
係
を
よ
り
密
に
す
る
役
割
を
あ
た
え
ら
れ
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
川
路
に
種
痘
所

の
シ
ン
パ
に
な
っ
て
も
ら
い
、
願
書
に
署
名
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
阯
甫
の
力
を
か
り
る
こ
と
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
き
わ
め
て
高
度
な
政
治
的
配
慮
を
意
図
し
た
の
は
、
伊
東
玄
朴
を
お
い
て
他
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

『
西
説
内
科
撰
要
』
（
寛
政
四
年
）
は
蘭
医
宇
田
川
玄
随
の
訳
著
で
あ
る
が
、
漢
方
の
↓
多
紀
元
簡
が
序
文
を
よ
せ
て
い
る
。
こ
の
時
代
は
内

科
は
漢
方
、
外
科
は
蘭
方
と
い
う
よ
う
に
、
お
の
お
の
そ
の
分
を
ま
も
っ
て
侵
す
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
両
者
の
間
に
確
執
は
存
在
し
な
か

っ
た
。
だ
が
天
保
年
間
に
な
っ
て
玄
朴
ら
が
公
然
と
蘭
医
学
を
唱
え
て
、
内
科
、
外
科
の
両
科
に
わ
た
っ
て
治
療
を
お
こ
な
っ
て
実
績
を
つ
む

に
つ
れ
て
、
元
簡
と
そ
の
子
元
堅
は
、
蘭
医
の
圧
迫
を
は
か
る
た
め
幕
府
を
う
ご
か
し
て
關
方
医
学
の
禁
止
を
発
令
さ
せ
た
。
と
き
に
玄
朴

（
蝿
）
・

は
、
そ
の
夜
元
簡
の
邸
に
ゆ
き
、
束
脩
を
お
さ
め
て
門
人
の
礼
を
つ
く
し
て
、
あ
ら
た
め
て
外
科
医
と
称
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
機
を
ぷ
る
に
敏
、
目
的
の
た
め
に
は
手
段
を
え
ら
ば
ぬ
強
引
さ
を
身
に
つ
け
た
玄
朴
こ
そ
、
川
路
を
自
己
の
陣
営
に
ひ
き
い
れ
た
軍
師
で
あ

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

老
中
阿
部
正
弘
、
堀
田
正
睦
に
重
用
さ
れ
た
川
路
は
、
そ
の
後
次
第
に
幕
府
の
重
職
を
歴
任
し
て
ゆ
く
。
さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
に
安
政
四

年
六
月
に
は
、
勘
定
奉
行
と
し
て
、
又
海
防
掛
と
し
て
、
老
中
と
と
も
に
幕
閣
の
一
員
と
し
て
、
幕
政
に
大
き
な
発
言
権
を
も
つ
存
在
に
な
っ

て

い

た
○

１
０

１
Ｖ
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玄
朴
の
政
治
性
は
、
種
痘
所
火
災
後
の
再
建
時
に
さ
ら
に
あ
ら
わ
に
ゑ
ら
れ
る
。
安
政
五
年
五
月
七
日
に
開
所
の
は
こ
び
と
な
っ
た
種
痘
所

（
Ｍ
）

は
、
そ
の
半
年
後
、
二
月
一
五
日
の
夜
明
け
に
神
田
相
生
町
か
ら
発
し
た
火
災
に
よ
っ
て
類
焼
し
て
し
ま
う
。
火
災
後
と
い
え
ど
も
、
種
痘

は
一
日
も
や
す
む
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
玄
朴
宅
と
俊
斎
宅
を
臨
時
の
種
痘
所
と
し
て
業
務
を
つ
づ
け
た
。
そ
の
後
本
来
な
ら
ば
旧
地
で

あ
る
川
路
の
拝
領
地
に
再
建
す
べ
き
と
こ
ろ
、
あ
え
て
旧
地
を
え
ら
ば
ず
、
大
御
番
内
田
主
殿
頭
組
白
井
謙
太
郎
と
小
普
請
組
初
鹿
野
河
内
守

（
猫
）

組
山
本
嘉
兵
衛
の
屋
敷
を
借
り
う
け
、
再
建
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。

川
路
は
安
政
五
年
正
月
、
老
中
堀
田
正
陸
と
と
も
に
日
米
修
好
通
商
条
約
の
勅
許
を
こ
う
た
め
上
洛
し
た
が
、
目
的
を
は
た
さ
ず
、
失
意
の

う
ち
に
江
戸
に
か
え
り
、
す
で
に
大
老
に
就
任
し
て
い
た
井
伊
直
弼
に
よ
っ
て
五
月
六
日
に
は
西
丸
留
守
居
に
左
遷
さ
れ
て
し
ま
う
。
種
痘
所

再
建
は
川
路
が
す
で
に
勘
定
奉
行
を
解
任
さ
れ
、
失
脚
し
た
の
ち
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
川
路
の
拝
領
地
を
再
度
か
り
い
れ
る
こ
と
を
遠
慮
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
井
伊
に
よ
っ
て
奥
医
師
に
あ
げ
ら
れ
た
玄
朴
は
、
井
伊
に
よ
っ
て
左
遷
の
う
き
め
を
み
た
川
路
の
旧
地
に
は
あ
え
て
ち
か
づ

（
照
）

か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
白
井
、
山
本
の
両
名
は
、
玄
朴
と
と
く
に
関
係
は
な
く
、
た
だ
玄
朴
邸
に
近
い
と
い
う
理
由
だ
け
で
あ
ろ
う
。

高
野
長
英
が
養
父
玄
斎
の
許
し
を
え
て
、
笈
を
お
う
て
江
戸
に
の
ぼ
っ
た
の
は
文
政
三
年
（
一
八
二
○
）
の
春
で
あ
る
。
江
戸
に
つ
い
て
ま

づ
旅
装
を
と
い
た
の
が
、
日
本
橋
堀
留
町
の
神
崎
屋
源
蔵
の
家
で
あ
っ
た
。
神
崎
屋
源
蔵
は
長
英
と
お
な
じ
水
沢
の
出
身
で
、
斎
藤
氏
を
称

し
、
早
く
か
ら
江
戸
に
で
て
薬
舗
を
ひ
ら
き
、
蘭
方
医
の
間
で
名
の
と
お
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
間
口
わ
ず
か
三
間
半
の
薬
種
商
な
が
ら
、
安

（
Ⅳ
）

房
、
上
総
は
お
ろ
か
郡
山
か
ら
遠
く
奥
州
路
ま
で
取
引
を
し
て
い
た
と
い
う
。
一
度
ひ
き
う
け
た
こ
と
は
身
体
を
は
っ
て
も
や
り
と
げ
る
と
い

う
義
侠
心
に
と
ん
だ
男
で
あ
る
。
玄
斎
と
は
古
く
か
ら
の
知
り
あ
い
で
、
か
な
り
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
の
で
、
長
英
の
有
力
な
後
援
者
と
な

な
い
。

斎
藤
源
蔵
に
つ
い
て

発
起
人
の
最
後
に
斎
藤
源
蔵
な
る
人
物
が
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
が
、
管
見
す
る
と
こ
ろ
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
言
及
す
る
文
献
は
ほ
と
ん
ど
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（
湖
）

富
士
川
勝
に
よ
れ
ば
、
初
代
源
蔵
は
「
江
戸
洋
薬
ノ
鷺
ク
ノ
鼻
祖
」
で
あ
る
と
い
う
。
長
英
、
三
英
、
俊
斎
な
ど
の
蘭
方
医
を
経
済
的
に
支

援
し
、
そ
の
た
め
彼
ら
は
大
を
な
す
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
源
蔵
が
目
先
の
利
益
に
の
糸
目
を
う
ば
わ
れ
て
、
こ
れ
ら
蘭
医
を
支
援
し
た
の
で

は
な
い
こ
と
は
、
彼
の
人
柄
か
ら
か
ん
が
え
て
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
洋
薬
を
あ
つ
か
う
と
い
う
、
時
代
を
先
ど
り
し
た
見
識
が
あ
っ
た
れ
ぱ

こ
そ
、
お
お
く
の
蘭
医
に
心
か
ら
の
支
援
を
あ
た
え
た
と
柔
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
胡
）

っ
た
の
で
あ
る
。
長
英
は
長
崎
遊
学
に
さ
い
し
て
、
旅
用
金
と
し
て
一
両
の
金
を
都
合
つ
け
て
も
ら
っ
た
。
長
崎
に
お
い
て
も
源
蔵
の
縁
に
よ

（
岨
）

っ
て
、
平
戸
の
松
浦
侯
が
所
蔵
す
る
蘭
書
を
自
由
に
閲
覧
す
る
機
会
を
う
る
こ
と
が
で
き
た
。

長
英
も
源
蔵
の
後
援
に
た
い
し
て
は
感
謝
の
念
を
い
だ
い
て
お
り
、
学
な
っ
て
長
崎
か
ら
江
戸
に
か
え
る
途
次
で
、
数
回
の
消
息
を
つ
た
え
て

（
即
）

い
る
。
そ
の
一
つ
に
、
源
蔵
宅
も
類
焼
し
た
文
政
一
二
年
三
月
の
江
戸
大
火
の
さ
い
の
見
舞
状
が
の
こ
っ
て
い
る
。
江
戸
に
家
塾
を
ひ
ら
い
た

（
虹
）

の
ち
は
、
そ
の
穂
蓄
を
か
た
む
け
て
種
々
な
薬
品
の
製
法
を
伝
授
し
た
の
で
、
源
蔵
も
お
お
い
に
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

（
塊
）

神
崎
屋
源
蔵
の
世
話
を
う
け
た
の
は
、
高
野
長
英
ば
か
り
で
は
な
い
。
小
関
三
英
も
然
り
、
大
槻
俊
斎
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。

大
槻
俊
斎
が
高
橋
尚
斎
の
紹
介
で
手
塚
良
仙
光
照
の
門
に
入
り
、
医
学
を
お
さ
め
た
が
、
神
崎
屋
源
蔵
の
世
話
を
う
け
て
書
籍
の
購
入
な
ど

（
認
）

に
非
常
な
便
宜
を
え
た
、
と
関
場
不
二
彦
は
の
べ
て
い
る
。
俊
斎
が
長
崎
に
遊
学
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
師
の
良
仙
が
学
資
を
給
し
た
こ
と
は

ひ
ろ
く
承
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
際
源
蔵
の
支
援
も
あ
っ
た
と
か
ん
が
え
る
こ
と
は
無
理
で
は
な
い
。

天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
俊
斎
が
高
島
秋
帆
か
ら
痘
痂
を
う
け
て
、
浅
草
蔵
前
の
伊
勢
屋
幾
次
郎
に
接
種
し
て
よ
い
結
果
を
え
た
。
富
士

（
型
）

川
辨
は
こ
れ
を
江
戸
に
お
け
る
牛
痘
接
種
の
は
じ
ま
り
だ
と
の
べ
て
い
る
が
、
実
状
は
人
痘
接
種
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
論
議
を
し
ば

（
妬
）

ら
く
お
く
と
し
て
、
こ
の
伊
勢
屋
幾
次
郎
は
初
代
源
蔵
の
姉
の
児
、
す
な
わ
ち
甥
に
あ
た
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
源
蔵
の
後
援
に
た
い

す
る
感
謝
の
あ
ら
わ
れ
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
恥
）

初
代
神
崎
屋
源
蔵
は
天
保
八
年
九
月
二
八
日
に
五
六
歳
で
没
し
た
。
そ
の
墓
所
は
浄
土
宗
霊
巌
寺
（
東
京
都
江
東
区
白
河
町
一
丁
目
三
ノ
ー
三
一
）

（
”
）

に
あ
る
。
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ら
い
て
い
た
が
、
薬
症

（
瓠
）

え
て
い
る
。
こ
の
よ
屍

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

高
野
長
運
は
、
一
定

種
痘
所
建
設
発
議
の
席
に
つ
ら
な
っ
た
の
は
す
べ
て
藺
方
医
で
あ
っ
た
。
源
蔵
だ
け
が
医
師
で
は
な
い
。
源
蔵
が
江
戸
で
名
だ
た
る
洋
薬
舗

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
い
ま
、
彼
の
役
割
は
お
の
づ
か
ら
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
源
蔵
は
俊
斎
ら
の
計
画
に
心
か
ら
賛
意
を
あ
ら
わ
し
、
財

政
面
か
ら
の
援
助
を
申
し
で
た
の
で
あ
る
。
拠
金
者
八
三
名
の
名
簿
の
中
に
彼
の
名
前
が
見
出
せ
な
い
と
の
反
論
は
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
た
い
し

て
は
藺
方
医
た
ち
の
こ
の
事
業
に
か
け
た
純
粋
な
気
持
を
ふ
承
に
じ
る
愚
を
さ
け
る
た
め
、
源
蔵
自
身
が
あ
え
て
辞
退
し
た
と
み
て
よ
い
、
と

種
痘
所
復
興
に
さ
い
し
て
の
浜
口
梧
陵
の
義
侠
に
つ
い
て
は
、
山
崎
佐
が
詳
細
に
の
べ
て
い
る
。

種
痘
所
の
復
興
及
び
そ
の
内
容
の
充
実
は
、
主
と
し
て
艮
斎
（
三
宅
…
筆
者
註
）
の
熱
心
な
る
奔
走
と
、
梧
陵
の
義
侠
と
に
よ
る
と
こ
ろ

頗
る
大
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
従
来
こ
の
点
が
看
過
さ
れ
て
ゐ
る
遺
憾
が
あ
る
：
…
．

（
鋤
）

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
斎
藤
源
蔵
に
も
い
い
う
る
こ
と
で
あ
る
。
源
蔵
が
設
立
資
金
を
拠
出
し
た
と
し
る
し
た
記
録
は
寓
目
す
る
か
ぎ

り
皆
無
で
あ
る
が
、
当
初
よ
り
協
議
に
参
加
し
た
事
実
は
、
資
金
援
助
者
と
目
し
て
も
誤
り
で
な
い
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
設
立
資
金
と
し

て
あ
つ
ま
っ
た
五
八
○
余
両
の
う
ち
、
な
に
が
し
か
は
源
蔵
の
浄
財
で
あ
ろ
う
。

高
野
長
英
は
長
崎
遊
学
中
、
初
代
源
蔵
か
ら
、
松
浦
侯
に
つ
か
え
る
松
原
見
朴
は
、
か
つ
て
江
戸
に
お
い
て
山
田
大
円
と
名
の
っ
て
医
を
ひ

ら
い
て
い
た
が
、
薬
価
四
八
両
を
未
払
い
の
ま
ま
江
戸
を
た
ち
の
い
て
い
る
の
で
こ
れ
を
と
り
た
て
て
学
資
に
あ
て
て
ほ
し
い
、
と
の
書
簡
を

（
瓠
）

え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
を
ふ
ま
え
て
推
測
す
れ
ば
、
種
痘
所
設
立
に
あ
た
っ
て
源
蔵
が
調
達
し
た
金
額
は
百
両
を
く
だ
る
こ
と
は
な
か

二
代
目
神
崎
屋
源
蔵
も
同
じ
心
意
気
の
人
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
俊
斎
が
種
痘
所
設
立
を
発
議
す
る
や
、
そ
の
最
初
の
会
合
か
ら
参
加

し
て
、
江
戸
藺
方
医
達
の
多
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
種
痘
所
建
設
の
謀
を
支
援
し
た
。
す
な
わ
ち
斎
藤
源
蔵
と
は
二
代
目
神
崎
屋
源
蔵
な
の
で
あ

ブ

C
O

（
羽
）

い
え
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。

マ
マ

（
犯
）

二
代
目
「
源
造
は
長
英
入
獄
以
来
急
に
官
を
怖
れ
故
意
に
長
英
と
遠
ざ
か
ら
ん
と
す
る
に
至
っ
た
」
と
の
べ
、
水
沢
町
誌
に
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（
鍋
）

も
同
様
の
記
載
が
あ
っ
て
、
長
英
に
た
い
す
る
態
度
が
初
代
と
は
こ
と
な
っ
て
き
わ
め
て
冷
淡
に
な
っ
た
こ
と
を
非
難
し
て
い
る
が
、
た
と
え

無
実
の
罪
と
は
い
え
獄
に
つ
な
が
れ
て
い
る
と
い
う
長
英
の
立
場
を
か
ん
が
え
れ
ば
、
源
蔵
の
態
度
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
も

っ
て
蘭
学
者
一
般
に
た
い
す
る
態
度
も
同
様
で
あ
っ
た
と
承
る
こ
と
は
当
を
え
て
い
な
い
し
、
二
代
目
源
蔵
が
種
痘
所
設
立
に
あ
た
っ
て
な
ん

ら
の
合
力
も
し
な
か
っ
た
と
い
う
証
左
に
は
な
ら
な
い
。

種
痘
所
建
設
に
あ
た
っ
て
斎
藤
源
蔵
が
し
め
し
た
心
意
気
か
ら
、
再
建
時
に
力
を
つ
く
し
た
浜
口
梧
陵
と
同
様
、
た
だ
利
益
の
桑
を
追
究
す

る
商
人
で
は
な
く
、
諸
人
の
生
活
向
上
に
そ
の
財
を
提
供
す
る
の
を
い
と
わ
ぬ
立
派
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
し
る
こ
と
が
で
き
る
。

稿
を
終
る
に
あ
た
り
、
ご
指
導
、
ご
校
閲
い
た
だ
い
た
小
川
鼎
三
教
授
、
酒
井
シ
ヅ
講
師
に
感
謝
す
る
。
本
稿
の
要
旨
は
日
本
医
史
学
会
例

会
（
昭
和
五
五
年
五
月
二
七
日
）
に
お
い
て
発
表
し
た
。

（
１
）
深
瀬
泰
旦
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
開
設
を
め
ぐ
っ
て
日
本
歴
史
三
八
八
号
七
九
頁
一
九
八
○

（
２
）
欠
名
江
戸
種
痘
所
始
末
中
外
医
事
新
報
三
八
八
号
三
八
頁
明
治
二
九

（
３
）
「
江
戸
種
痘
所
始
末
」
に
よ
る
と
そ
の
願
書
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

拝
領
屋
敷
の
内
貸
地
の
義
に
付
御
内
意
奉
伺
候
害
付

神
田
元
誓
願
寺
前
我
拝
領
屋
敷
の
内
松
平
肥
前
守
家
来
伊
東
玄
朴
義
借
地
仕
度
段
申
聞
候
に
つ
き
肥
前
守
家
来
へ
間
合
候
処
相
違
も
無
之
趣
に
つ
き

由
緒
御
座
候
間
貸
造
し
可
申
と
奉
存
候
右
の
場
所
に
於
て
諸
人
救
助
の
為
め
蘭
方
医
師
共
出
張
種
痘
施
行
致
し
候
趣
に
つ
き
内
意
奉
伺
候
以
上

安
政
四
巳
年
八
月
川
路
左
衛
門
尉

川
路
は
牛
痘
法
が
長
崎
に
つ
た
わ
っ
た
こ
と
を
し
っ
て
か
ら
、
そ
の
施
術
の
有
効
性
に
つ
い
て
つ
よ
い
関
心
を
し
め
し
、
自
分
の
家
族
や
親
戚
な
ど

に
も
、
接
種
を
う
け
る
よ
う
す
す
め
て
い
た
。
牛
痘
法
に
た
い
す
る
正
し
い
認
識
が
、
種
痘
所
設
立
に
さ
い
し
て
、
む
し
ろ
積
極
的
に
快
よ
く
出
願

の
署
名
を
ひ
き
う
け
て
く
れ
る
結
果
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
種
痘
所
設
立
を
川
路
に
つ
げ
た
の
は
大
槻
俊
斎
で
あ
っ
た
、
と
川
路
寛
堂
は
の
べ

て
い
る
（
川
路
寛
堂
『
川
路
聖
謨
之
生
涯
』
六
一
五
頁
）
。

（
４
）
東
京
大
学
医
学
部
創
立
百
年
記
念
会
東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
東
京
昭
四
二
四
九
頁

参
考
文
献
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（
５
）
伊
東
玄
朴
は
佐
賀
藩
、
戸
塚
静
海
は
薩
摩
藩
、
竹
内
玄
同
は
越
前
丸
岡
藩
、
林
洞
海
は
小
倉
藩
、
三
宅
艮
斎
は
佐
倉
藩
、
大
槻
俊
斎
は
仙
台
藩
の
藩

へへへへへへへへへへへ

161514131211109876
ゞ一一ピン一一一レーン

へへへへへへへ へ

2423222120191817
四一一一 一曹 曹一

医
で
あ
る
。

北
沢
正
誠

川
路
聖
謨

大
久
保
利
謙

箕
作
玩
甫

呉
秀
三

同
右
害
一

大
久
保
利
謙
前
掲
論
文

佐
藤
栄
七
日
本
洋
学
編
年
史
錦
正
社
東
京
昭
四
○
五
二
四
頁

山
崎
佐
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
日
本
医
史
学
雑
誌
一
三
三
○
号
一
八
六
頁
昭
一
九

再
建
の
場
所
に
つ
い
て
は
諸
書
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
い
ま
は
山
崎
の
前
掲
論
文
に
よ
っ
た
。

『
川
路
聖
謨
之
生
涯
』
（
川
路
寛
堂
編
明
治
三
六
年
六
一
五
頁
）
に
は

然
る
に
、
幾
ば
く
も
な
く
し
て
、
右
の
種
痘
館
を
設
立
せ
し
邸
地
は
、
幕
府
に
て
所
用
あ
る
に
つ
き
、
差
出
せ
よ
と
の
命
に
接
し
け
る
ゆ
ゑ
、
聖

謨
は
已
む
な
く
、
そ
の
命
に
応
じ
て
、
之
を
奉
れ
り
。

と
あ
っ
て
、
再
建
時
に
は
す
で
に
川
路
の
手
を
は
な
れ
て
い
た
と
お
も
わ
れ
る
記
述
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
。

高
橋
碩
一
洋
学
思
想
史
論
新
日
本
出
版
社
東
京
一
九
七
二
二
五
七
頁

高
野
長
運
高
野
長
英
伝
第
二
増
訂
版
岩
波
書
店
東
京
昭
四
七
一
六
四
頁

同
右
書
二
五
四
頁

山
川
章
太
郎
小
関
三
英
と
そ
の
書
翰
（
七
）
中
外
医
事
新
報
一
二
六
五
号
一
○
三
頁
昭
一
四

関
場
不
二
彦
西
医
学
東
漸
史
話
下
巻
吐
鳳
堂
書
店
東
京
昭
八
三
九
八
頁

富
士
川
勝
日
本
医
学
史
形
成
社
東
京
昭
四
七
五
九
四
頁

同
右
書
一
八
三
頁

同
右
書
二
一
二
頁

洋
学
先
哲
碑
文
蘭
学
者
伝
記
資
料
青
史
社
東
京
昭
五
五
八
九
頁

長
崎
日
記
・
下
田
日
記
平
凡
社
東
京
昭
四
三

官
学
者
・
幕
吏
と
し
て
の
箕
作
院
甫
蘭
学
資
料
研
究
会
編
箕
作
院
甫
の
研
究

西
征
紀
行
東
大
史
料
編
纂
掛
大
日
本
古
文
書
幕
末
外
国
関
係
文
書
附
録
之
一

箕
作
院
甫
思
文
閣
京
都
大
正
三
（
昭
四
六
複
刻
）
二
三
頁

二

頁

思
文
閣
京
都
昭
五
三
五
九
頁

大
正
二
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33323130
ゞし習嘗
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へへへ

272625
警一軍

皀
局
目
○
日
２
５
国
島
昏
⑦
①
吻
国
ず
房
宮
口
命
日
具
夢
①
○
日
目
画
租
時
の
ぐ
四
８
貝
〕
胃
５
口
目
津
日
画
ご
冒
胃
崖
○
四
ｒ
－
ｇ
①
ａ
＆
ず
冠
昌
○
日
自
己
与
豆
胃
言
い

号
①
国
四
日
①
具
目
○
号
旨
置
愚
観
画
乏
磐
言
冒
胃
丘
房
①
ざ
四
ｓ
品
冒
駕
昌
号
の
弓
○
冒
鴨
葛
四
号
○
唱
昌
胃
⑦
○
昌
昏
③
§
且
月
旦
５
口
昏
尾
昏
具
白
目
鳥
目
目
．

国
】
⑦
亘
四
ａ
旨
い
具
〆
画
葛
ど
勗
昌
四
日
の
乏
麗
９
８
日
亘
睦
〕
＆
ず
菅
⑦
⑦
日
己
○
冒
冨
巳
豊
冒
夛
吾
○
乏
麗
鼬
ｏ
昌
一
冒
具
且
乏
罠
〕
尻
斡
乏
昌
．
冨
旨
巨
冨
員
〕

●
●
》

罫
多
○
｝
圖
旦
唱
昌
⑦
８
ｚ
”
鴨
麗
江
》
芝
巨
戸
尻
目
く
ど
ニ
８
鼻
己
画
風
］
ロ
号
の
旨
再
目
貫
５
国
斡
冒
〕
品
ｇ
樟
２
５
口
昌
言
画
く
．
弔
巨
ご
里
旨
旨
易
別
．
胃
名
毘
昌
①

山
崎
佐
前
掲
論

高
野
長
運
前
掲
害

同
右
害
四
八
四
頁

後
藤
広
水
沢
町

初
代
神
崎
屋
源
蔵
は
「
幼
よ
り
商
家
｝
一
成
長
シ
書
ヲ
読
ミ
文
ヲ
玩
フ
事
ヲ
能
セ
ズ
然
共
曽
テ
西
洋
医
学
二
志
ア
リ
諸
先
生
ノ
講
席
一
一
侍
座
其
説
ヲ
聴

ク
事
多
年
始
一
一
人
身
内
景
ノ
梗
概
ヲ
領
シ
之
ヲ
実
物
二
照
合
シ
次
二
薬
品
〈
動
物
植
物
山
物
ノ
性
能
ヲ
索
リ
テ
詳
密
｝
一
シ
其
鏥
煉
二
関
ス
ル
諸
品
ハ

カ
ヲ
尽
シ
テ
之
ヲ
考
究
シ
既
二
其
階
梯
ヲ
得
タ
」
人
物
で
あ
っ
た
（
大
槻
如
電
新
撰
洋
学
年
表
天
保
三
年
）
。
こ
の
よ
う
な
西
洋
医
学
へ
の
関

心
が
、
そ
の
子
二
代
源
蔵
に
も
う
け
つ
が
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

富
士
川
瀞
大
槻
俊
斎
先
生
中
外
医
事
新
報
三
八
一
号
五
三
頁
明
治
二
九

高
野
長
運
前
掲
書
四
八
四
頁

森
銑
三
花
井
虎
一
の
墓
所
一
覧
森
銑
三
著
作
集
第
九
巻
中
央
公
論
社
東
京
昭
四
九
三
一
○
頁

深
川
霊
巌
寺
に
源
蔵
の
墓
所
を
た
づ
ね
た
が
、
そ
の
所
在
に
つ
い
て
は
あ
き
ら
か
に
し
え
な
か
っ
た
。

富
士
川
満
前
掲
論
文

○
画
建
房
甸
○
宮
口
・
画
は
ｇ
〕
呉
昏
の
○
国
日
四
ｍ
ｍ
時
①
ぐ
ｍ
ｏ
ｇ
ご
胃
ざ
国
固
鴎
時
員
国
壗
ご

Ｉ
顧
再
噌
弓
○
豊
国
富
国
尻
目
国
営
“
ａ
の
ｇ
ｇ
留
冒
Ｉ

水
沢
町
誌
水
沢
町
役
場
昭
六
三
六
六
頁

前
掲
論
文

一
八
七
頁

園
男
巨
図
画
国
ロ
展
シ
、
国
夛
戸
己

（
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
）
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本
邦
初
の
い
わ
ゆ
る
特
志
解
剖
は
デ
ー
ニ
ッ
ッ
に
よ
る
心
肥
大
患
者
の
局
部
解
剖
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
（
明
治
八
年
二
月
一
千
日
）
。
こ
れ
は

（
２
）

剖
検
記
事
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
様
子
は
新
間
で
か
の
岸
田
吟
香
（
記
者
）
に
よ
り
報
じ
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
（
東
京
日
日
、
一
八
七
五
・
二
・

（
３
）

二
五
）
。
も
っ
と
も
デ
ー
ニ
ッ
ッ
は
す
で
に
明
治
六
年
十
一
月
（
一
八
七
三
）
脚
気
兼
間
歌
熱
病
患
者
の
全
身
解
剖
を
ホ
フ
マ
ン
と
行
っ
て
い
る
。

（
４
）

当
時
の
一
大
疾
患
で
あ
る
脚
気
に
は
関
心
を
払
い
、
の
ち
警
視
第
五
病
院
に
移
っ
て
か
ら
「
鉄
蛋
水
」
を
さ
か
ん
に
用
い
て
い
る
。
内
服
、
と

（
５
）

く
に
注
射
は
「
大
二
効
験
ア
ル
」
と
い
う
。
鉄
蛋
水
（
固
い
９
画
一
目
目
目
日
）
と
は
卵
白
の
鉄
剤
で
あ
る
。
（
彼
は
す
で
に
「
脚
気
ノ
ー
病
ハ
必

ス
身
体
滋
養
ノ
妨
碍
二
因
ス
ル
者
ナ
ル
ヘ
シ
故
二
須
ラ
ク
滋
養
療
法
ヲ
施
ス
ヲ
以
テ
緊
要
ト
ス
」
。
日
本
で
専
ら
「
赤
小
豆
ヲ
喫
食
セ
シ
ム
ル

１

（
１
）

前
報
に
お
い
て
デ
ー
’
一
シ
シ
（
デ
ー
’
－
－
シ
、
デ
イ
’
一
ク
、
デ
イ
ニ
ッ
ッ
、
デ
ェ
ネ
ッ
、
デ
’
一
ツ
ト
、
ド
ー
’
一
シ
、
ド
イ
ニ
ッ
ッ
、
ド
ニ
ッ

ッ
、
電
尼
都
）
の
事
績
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
佐
賀
に
滞
在
中
の
記
録
が
見
出
さ
れ
た
の
で
、
今
回
そ
れ
ら
を
中
心
に
若
干
の
追

加
と
前
報
の
勘
違
い
を
直
し
て
お
き
た
い
。

か
え
っ
て
誤
り
を
重
ね
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
方
の
御
教
示
を
お
願
い
す
る
。

御
雇
教
師
ゥ
イ
ル
ヘ
ル
ム
。
デ
ー
ニ
ヅ
ヅ
（
二
）

2

耀
蕊
灘
鱈
蒸
暗
溌
昭
和
五
十
五
年
五
月
二
十
八
同
愛
付

小
関
恒
雄
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（
６
）

ト
此
豆
ノ
脚
気
症
二
効
用
ア
ル
ハ
全
ク
其
穀
物
中
二
多
量
ノ
滋
養
分
ア
レ
ハ
ナ
リ
」
と
地
方
病
や
伝
染
病
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
）

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
か
ら
大
流
行
の
コ
レ
ラ
に
つ
い
て
も
治
療
、
予
防
、
啓
蒙
に
活
躍
し
た
（
図
１
）
。
本
病
を
「
急
性
中
毒
病
」
と
し

な
が
ら
も
「
此
毒
〈
一
種
ノ
生
活
力
ヲ
保
有
セ
ル
有
機
物
」
と
見
当
づ
け
て
い
る
。
（
す
な
わ
ち
、
「
唯
中
毒
二
由
テ
発
ス
其
毒
〈
虎
列
刺
病

者
ノ
排
泄
物
例
之
大
便
吐
物
等
二
在
り
‐
」
。
従
っ
て
「
大
便
中
二
含
有
シ
タ
ル
毒
ヲ
撲
滅
壷
へ
キ
ハ
第
一
ノ
急
務
ナ
リ
」
。
消
毒
薬
は
「
石
炭

酸
」
、
死
者
は
「
火
葬
」
、
着
衣
も
．
処
二
焼
灰
ス
。
へ
シ
」
と
い
う
。
避
病
院
設
置
も
説
く
。
）

（
８
．
９
．
ｍ
）

デ
ー
ニ
ッ
ッ
は
ま
た
、
フ
ォ
ー
ル
ズ
と
と
も
に
築
地
居
留
人
の
コ
レ
ラ
患
者
の
治
療
等
に
当
っ
て
い
る
。
明
治
十
年
彼
ら
は
「
衛
生
ノ
社
」

を
結
び
、
居
留
地
に
侵
入
し
た
コ
レ
ラ
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
（
当
時
、
治
外
法
権
の
外
国
人
の
検
疫
、
隔
離
な
ど
面
倒
な
問
題
だ
っ
た
の

｡一I④■一

戸T-,‘
－－、－

－－

扇ばＩ
１
１
ｌ

可
寸
日
屯
『

潭
許

■
卜
Ｐ
ｑ
Ｆ
Ｏ

■
“
１
鼻

嶢
》

ｆ
Ｌ
，
一
一

｜
I

』
唯
証
河
浦
ハ
唯
中
毒
二
由
テ
登
ス
共
毒
ハ
虎
列
刺
病

者
ノ
排
泄
物
例
之
大
便
吐
物
等
｝
一
在
り
虎
列
刺
病
ノ

四
方
一
一
甚
延
ス
ル
ハ
大
便
唾
０
ス
ル
チ
以
チ
大
便
中

｝
）
含
有
シ
タ
ル
毒
テ
瀧
滅
ス
ペ
キ
ハ
第
一
ノ
急
務
チ

リ
又
虎
列
刺
病
者
ノ
着
シ
タ
ル
衣
服
犀
等
ハ
皆
悉
ク

火
｝
一
投
シ
テ
焼
畿
ズ
ペ
シ
何
ト
ナ
ソ
ハ
虎
列
刺
病
者

ノ
排
泄
物
之
レ
ニ
附
著
ス
ル
者
プ
レ
ハ
ナ
リ
淌
誰
梨

１
シ
テ
渋
尿
中
｝
一
往
漉
訊
ペ
キ
毛
ノ
ハ
緑
蕊
是
ソ
ナ

ー
ｌ
・
岾
Ⅱ
▼
。
■
Ｊ
Ｏ
Ｃ
．
．
。
，
ｉ
ｇ
・
凸
ｌ
‐
卿
‐
‐
‐
‐
一
一
‐
‐
１
皇
１
ｆ
守
１
０
１
Ⅱ
。
■
・
Ｄ
Ｉ
Ｊ
、
Ｅ
▲
９
４
１
１
６
Ⅱ
摺
り
、
寸
口
。
ｊ
■
０
■
ｆ
■
凸
，
‐
ａ
１
ｊ
５
１
１
６
１
０
８
Ⅱ
Ⅱ
仙
仙
い
ぶ
郡
Ⅱ
Ⅱ
川
部
“
岬
》
一
‐
副
‐
馴
一
い
一
仙
叫
Ⅱ
棚
卸
Ⅷ
那
叫
岬
叫
Ⅱ
い
Ⅱ
艸
仰
岼
岬

ｒ
属
園
Ｈ

Ｇ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
Ｉ
ｌ

氏
虎
列
刺
痂
豫
防
法
沸
義

１
１
１
１
Ⅱ
ｌ
ｒ
，
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
』一

１
一
一

上
」
「
居
留
地
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
築
地
一
円
諸
人
ノ
構

頁罰
内
人
家
其
他
検
査
差
支
ナ
キ
ノ
許
可
ヲ
得
度
」
働

録
き
か
け
て
い
る
。
ま
た
明
治
十
二
年
（
一
八
七

識
九
）
、
当
局
は
デ
ー
ニ
ッ
ッ
ら
に
処
置
を
任
せ
、

一
フ

「
外
国
人
宅
中
ニ
ア
ル
者
外
国
人
日
本
人
ノ
別
ナ

レコ

ク
虎
列
刺
ノ
徴
候
ヲ
以
テ
感
染
シ
タ
ル
時
〈
速
ニ

ツ

ッ
築
地
健
康
社
ノ
医
師
ホ
ー
ル
ス
氏
デ
ニ
ッ
ッ
氏
ノ

ー
（
８
）

内
へ
報
知
ス
ヘ
シ
」
と
各
国
領
事
を
通
し
広
告
し

一
プー

て
い
る
。
）

図

当
時
、
衛
生
行
政
は
警
察
が
取
締
っ
て
い
た
か

ら
、
当
然
デ
ー
ニ
ッ
ッ
の
発
言
は
大
き
な
力
が
あ

で
、
つ
い
て
は
「
各
国
公
使
領
事
ノ
助
力
相
願
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都
合
に
よ
り
」
解
約
さ
れ
た
と
あ
る
。
）

（
８
・
加
）

警
視
庁
を
辞
し
、
前
か
ら
関
係
し
て
い
た
フ
ォ
ー
ル
ズ
の
健
康
社
に
居
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
ど
ん
な
身
分
、
待
遇
で
あ
っ
た
か
不
明

で
あ
る
。

３

（
翅
）
（
蝿
）

明
治
六
年
七
月
（
一
八
七
三
）
警
視
庁
は
裁
判
医
学
教
師
を
物
色
し
て
い
た
。
当
時
横
浜
在
住
の
フ
ラ
ン
ス
人
モ
ー
ゼ
に
白
羽
の
矢
を
立
て

（
裁
判
）
医
学
校
を
つ
く
る
計
画
だ
っ
た
。
し
か
し
機
熟
さ
ず
、
モ
ー
ゼ
獲
得
も
学
校
も
沙
汰
止
拳
と
な
っ
た
。
そ
し
て
二
年
後
（
明
治
八
年
）

（
皿
）

裁
判
医
学
校
創
設
、
デ
ー
ニ
ッ
ッ
兼
傭
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
（
な
お
、
こ
の
学
校
で
の
講
義
録
『
断
訟
医
学
』
が
明
治
十
二
年
出
版
さ
れ
た

が
、
そ
れ
以
前
に
も
デ
ー
ニ
ッ
ッ
講
義
『
裁
判
医
学
』
が
刷
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
明
治
八
’
十
二
年
の
間
の
印
刷
で
あ
ろ
う
。
）

し
か
し
こ
の
学
校
も
明
治
十
一
年
四
月
廃
止
（
東
京
大
学
へ
の
吸
収
）
と
な
り
、
デ
ー
ニ
ッ
ッ
は
警
視
庁
一
厘
期
間
が
明
治
十
二
年
六
月
ま
で

（
咽
）

な
の
に
、
同
年
二
月
に
解
雇
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
「
不
粛
ノ
事
ア
ル
ヲ
以
テ
条
約
二
照
シ
ニ
ケ
月
間
ノ
給
料
ヲ
付
シ
」
、
解
雇
し
た
。
（
「
不

粛
ノ
事
」
と
は
文
脈
か
ら
デ
ー
ニ
ッ
ッ
に
何
か
落
度
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
と
れ
る
。
し
か
し
二
カ
月
分
給
料
を
支
払
う
と
い
う
こ
と
は
、
継
傭

（
蝿
）

時
の
条
約
書
第
八
条
「
雇
期
限
中
警
視
庁
二
於
テ
不
得
已
ノ
事
件
ア
リ
雇
ヲ
止
ム
ル
ト
キ
ハ
其
翌
日
ヨ
リ
後
二
ケ
月
分
ノ
給
料
」
を
支
払
う
と

い
う
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
新
聞
記
事
（
朝
野
、
一
八
七
九
・
二
・
三
ハ
）
な
が
ら
「
デ
ー
ニ
ッ
ク
氏
は
本
年
七
月
迄
御
雇
期
限
の
処
同
局
の
御

（
７
）
（
８
）

っ
た
ろ
う
。
警
視
庁
は
彼
の
建
議
、
講
義
に
沿
っ
た
布
達
を
次
為
と
発
し
て
い
る
。
（
消
毒
薬
を
「
硫
酸
鉄
水
」
か
ら
「
石
炭
酸
」
に
切
換
え

て
い
る
な
ど
そ
の
一
例
で
あ
る
。
）
こ
れ
ら
見
解
は
当
時
の
識
者
の
到
達
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
彼
の
独
創
と
い
う
の
で
は
な
い
が
、
彼
の

（
ｕ
）

こ
の
方
面
の
評
価
が
も
っ
と
な
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
山
崎
の
大
著
す
ら
殆
ど
触
れ
て
い
な
い
。

脚
気
や
コ
レ
ラ
の
病
因
は
当
時
解
明
ま
で
も
う
一
歩
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
デ
ー
ニ
ッ
ッ
の
考
え
は
正
鵠
を
射
て
い
た
と
い
え
よ

戸
、
ノ
○
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４

こ
の
度
、
佐
賀
県
立
図
書
館
に
デ
ー
ニ
ッ
ッ
関
係
耆
綴
の
あ
る
を
知
っ
た
。
表
紙
に
「
明
治
十
三
年
傭
外
国
人
一
一
係
ル
書
類
庶
務
課
」

と
あ
る
百
三
十
丁
ほ
ど
の
仮
綴
で
あ
る
。
ト
ビ
ラ
（
相
当
）
に
「
外
務
課
佐
賀
公
立
病
院
教
師
独
逸
国
人
デ
ー
ニ
ッ
ッ
一
件
」
と
あ
る
。

（
佐
賀
は
当
時
長
崎
県
佐
賀
郡
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
は
長
崎
県
の
明
治
十
二
年
八
月
’
十
六
年
十
一
月
の
間
の
一
件
書
類
綴
で
あ
る
。
長
崎

県
か
ら
分
れ
て
佐
賀
県
と
な
っ
た
明
治
十
六
年
に
移
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
）
大
半
が
庶
務
上
、
と
く
に
旅
行
手
続
の
書
類
で
あ
る
。
以

下
、
こ
れ
ら
を
中
心
に
佐
賀
で
の
事
績
を
追
っ
て
み
た

一~｡』-‐｡－当ﾛ

こ
の
よ
う
な
時
期
に
長
崎
県
佐
賀
病
院
か
ら
招
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。i

l

’|I
8月，教師雇入定約図2明治12年

明
治
十
二
年
八
月
四
日
（
一
八
七
九
）
長
崎
港
に
着

き
、
一
両
日
中
に
佐
賀
に
赴
い
た
（
西
海
新
聞
、
一
八

七
九
・
八
・
七
）
。
型
の
ご
と
く
「
教
師
雇
入
定
約
」

（
面
）

（
明
治
十
二
年
八
月
）
を
結
ぶ
（
図
２
）
。
第
一
条
「
長
崎

県
佐
賀
病
院
江
独
逸
国
医
プ
ロ
ヘ
ッ
ソ
ル
、
ド
ク
ト

ル
、
テ
ー
’
一
シ
シ
氏
ヲ
医
学
教
師
ト
シ
テ
佐
賀
到
着
ノ

日
ヨ
リ
向
六
ヶ
月
間
相
雇
候
事
」
、
給
料
三
百
円
（
第

三
条
）
、
第
五
条
「
治
療
及
上
伝
習
ノ
定
務
〈
凡
ソ
日

二
六
時
間
ト
ス
」
な
ど
計
十
二
条
よ
り
な
る
。
（
本
綴

に
よ
れ
ば
雇
期
は
明
治
十
二
年
八
月
八
日
’
十
三
年
二
月
七

い
。

／F＝局、
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日
間
旅
行
し
て
い
る
。
）

手
が
わ
か
る
と
、
デ

デ
ー
ニ
ッ
ッ
は
明
治
十
三
年
二
月
（
一
八
八
○
）
一
日
帰
国
し
た
が
同
年
十
月
佐
賀
に
戻
っ
た
。
十
一
月
一
日
よ
り
三
カ
年
、
月
給
五
百

円
、
他
は
前
回
と
ほ
ぼ
同
じ
条
件
で
あ
る
。
明
治
十
三
、
十
四
年
ご
ろ
は
彼
の
再
渡
を
め
ぐ
っ
て
「
通
行
免
状
」
や
一
‐
居
留
地
外
寄
留
免
状
」

下
附
願
に
関
し
、
外
務
省
、
長
崎
県
、
佐
賀
郡
役
所
間
の
頻
繁
な
文
通
が
あ
る
。
明
治
十
四
年
四
月
、
デ
ー
ニ
ッ
ッ
は
池
田
専
助
院
長
私
雇
で

は
あ
る
が
公
立
病
院
雇
で
あ
る
か
ら
「
官
雇
」
と
柔
な
さ
れ
、
「
各
地
旅
行
」
な
ど
が
少
し
は
制
限
緩
和
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
さ
っ
そ
く
同
年

四
月
二
日
、
公
用
に
つ
き
「
通
行
御
免
状
願
」
を
出
し
て
い
る
。
熊
本
県
熊
本
区
病
院
へ
病
院
一
覧
を
兼
ね
院
長
面
話
の
た
め
、
で
あ
る
。

（
外
務
課
で
は
外
務
省
に
伺
を
立
て
た
。
そ
の
旅
行
が
病
気
養
生
の
た
め
な
ら
県
令
保
証
し
て
願
出
る
こ
と
、
公
用
な
ら
県
令
が
仮
免
状
を
出

し
て
許
可
す
る
こ
と
、
と
指
令
し
て
い
る
。
そ
の
こ
ろ
す
で
に
電
信
が
使
わ
れ
て
は
い
た
が
裁
許
ま
で
約
十
日
か
か
り
、
四
月
十
五
日
よ
り
三

明
治
十
三
年
二
月
（
一
八
八
○
）
満
期
と
な
る
が
、
「
病
院
教
師
条
約
二
付
伺
」
が
出
さ
れ
、
該
院
は
コ
時
衰
頽
ノ
兆
ヲ
呈
シ
候
得
共
該

教
師
雇
入
爾
来
漸
次
二
面
目
ヲ
改
メ
隣
郡
〈
勿
論
他
県
ヨ
リ
陸
続
ト
シ
テ
日
二
数
百
名
前
後
ヲ
争
上
来
院
候
義
専
ラ
同
人
治
療
之
巧
績
ト
尽
力

ト
ー
依
り
候
儀
二
有
之
随
テ
該
院
維
持
ノ
基
礎
相
立
隆
興
得
テ
期
ス
可
ク
人
民
ノ
信
認
亦
日
二
厚
キ
ヲ
加
へ
候
景
況
二
付
雇
続
」
を
し
た
い
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

日
と
な
っ
て
い
る
。
）
時
に
デ
ー
’
一
シ
シ
四
十
一
歳
で
あ
る
。

明
治
十
二
年
十
月
「
佐
賀
及
小
城
郡
之
内
村
々
へ
」
遊
猟
願
、
同
年
十
一
月
「
有
田
皿
山
陶
器
見
物
」
願
を
長
崎
県
外
務
課
に
伺
っ
て
い
る

が
、
同
課
は
「
遊
歩
規
程
」
外
と
い
う
こ
と
で
断
っ
た
り
、
上
部
へ
の
伺
を
指
示
し
て
い
る
。
は
た
し
て
許
可
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
本
綴
の
限

り
で
は
不
明
で
あ
る
。

5

デ
ー
ニ
ッ
ッ
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
各
地
へ
旅
行
し
て
い
る
。
明
治
十
四
年
八
月
お
よ
び
十
二
月
、
長
崎
へ
休
暇
や
在
留
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友
人
に
用
向
の
た
め
家
族
連
れ
で
旅
行
し
て
い
る
。
明
治
十
六
年
九
月
か
ら
六
カ
月
間
、
佐
賀
、
神
埼
、
小
城
、
東
松
浦
、
杵
島
の
五
郡
聯
合

部
へ
臨
診
施
療
（
家
族
は
病
気
保
養
）
の
た
め
随
時
有
効
の
免
状
下
附
を
願
出
て
い
る
。
（
佐
賀
病
院
は
上
記
五
郡
の
聯
合
公
立
で
あ
る
か
ら

五
郡
内
の
患
者
を
治
療
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
時
々
臨
時
巡
回
施
療
、
ま
た
重
症
劇
病
の
場
合
一
々
通
行
願
を
出
す
の
は
不
便
か
つ
間
に
合
わ
な

い
た
め
と
す
る
。
）
幸
い
外
務
省
の
許
可
を
得
た
。

当
時
、
柄
崎
（
武
雄
）
、
嬉
野
、
小
浜
、
温
泉
（
雲
仙
）
の
四
カ
所
の
温
泉
に
限
り
旅
行
手
続
を
容
易
に
し
外
国
人
入
浴
を
便
な
ら
し
め
て

い
た
（
明
治
十
二
年
「
外
国
人
温
泉
入
浴
免
許
一
件
」
）
。
す
る
と
デ
ー
’
一
シ
シ
は
比
較
的
容
易
に
現
佐
賀
県
の
大
半
郡
部
や
上
記
温
泉
地
に
往
来
可

い
た
（
明
治
十
二
年
「
外
目

能
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

デ
ー
ニ
ッ
ッ
は
こ
れ
ら
機
会
、
特
典
を
利
用
し
て
ク
モ
類
の
採
集
に
励
ん
で
い
る
（
市
場
、
採
集
と
飼
育
、
三
七
巻
一
号
、
一
九
七
五
）
。
と
く

に
明
治
十
四
’
十
八
年
（
一
八
八
一
’
八
五
）
の
間
、
佐
賀
お
よ
び
近
傍
（
尿
画
乏
脚
冨
目
〕
〆
Ｏ
Ｂ
も
園
》
喝
ロ
ロ
。
厨
日
脚
な
ど
）
、
そ
の
他
雲
仙
、
長

崎
（
明
治
十
五
年
八
月
）
、
久
留
米
近
傍
目
日
脚
目
自
画
（
今
村
か
）
、
唐
津
（
明
治
土
ハ
年
八
月
、
十
七
年
八
月
）
、
呼
子
（
同
十
七
年
八
月
）
、
国
日
の
豊
日
脚
》

（
蝿
）

〆
巨
且
冒
脚
な
ど
各
地
で
採
集
し
て
い
る
。
（
の
ち
こ
れ
ら
採
集
品
は
国
ｑ
駕
号
の
侭
陣
普
’
卿
且
（
届
ｇ
）
に
よ
り
記
載
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
採

集
地
、
採
集
年
月
日
と
前
述
旅
行
先
、
日
程
と
は
記
録
の
限
り
で
は
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
標
本
は
各
地
旅
行
の
際
、
彼
自
身
採
集
し

た
も
の
と
い
え
よ
う
。
）
彼
の
旅
行
の
真
意
が
こ
れ
ら
採
集
の
た
め
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
ほ
ど
の
熱
中
ぶ
り
で
あ
る
。
か
く
て
デ
ー
ニ
ッ

ッ
が
北
西
九
州
か
ら
得
た
ク
モ
は
約
三
百
種
に
及
ん
で
い
る
。
（
現
在
日
本
産
の
種
数
は
約
八
百
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
一
地
方
か
ら
本
邦
産
の

四
割
近
く
も
採
集
し
た
と
い
う
こ
と
は
驚
く
べ
き
精
進
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
彼
自
身
の
記
載
を
含
む
多
数
の
新
種
が
あ
り
、
彼
へ

（
岨
）

の
献
呈
や
採
集
地
に
因
ん
だ
命
名
が
多
く
み
ら
れ
る
。
）
か
く
し
て
佐
賀
は
デ
ー
ニ
ッ
ッ
に
よ
り
日
本
の
ク
モ
学
（
凹
国
。
ｇ
ｏ
］
・
噂
）
の
発
祥
の

地
と
な
っ
た
。
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も
ち
ろ
ん
デ
ー
ニ
ッ
ッ
は
公
立
佐
賀
病
院
「
医
師
」
で
あ
る
。
「
院
中
医
学
校
あ
り
生
徒
百
五
十
人
教
師
は
（
略
）
テ
ー
ニ
ッ
ッ
氏
な
り
専

（
狐
）

ら
生
徒
に
解
剖
学
を
授
く
る
よ
し
人
民
も
大
ひ
に
そ
の
技
を
信
ず
」
。
病
院
は
「
佐
賀
地
方
数
郡
の
協
議
費
を
以
て
維
持
さ
る
所
に
し
て
（
略
）

昨
十
四
年
一
週
年
間
施
治
患
者
は
凡
そ
三
千
一
首
人
に
し
て
現
在
（
本
年
五
月
）
患
者
入
院
人
員
は
凡
そ
百
名
に
及
び
外
来
患
者
は
日
々
平
均

三
十
人
な
り
」
。
「
医
学
校
は
同
く
協
議
費
を
以
て
維
持
」
さ
れ
、
入
校
生
徒
五
十
四
名
、
通
学
生
徒
百
五
十
余
名
で
あ
る
（
西
海
新
聞

一
八
八
二
・
五
・
一
○
）
。
病
院
は
「
頗
る
盛
大
に
至
り
入
院
患
者
も
陸
続
来
っ
て
治
療
を
乞
へ
り
教
師
デ
ー
子
シ
氏
は
中
を
評
判
宜
し
く
殊
に

外
療
に
妙
を
得
ら
れ
氏
の
為
め
に
治
療
を
得
し
者
幾
百
人
な
る
を
知
ら
ず
」
（
同
紙
、
一
八
八
二
・
三
・
三
○
）
。
た
と
え
ば
、
明
治
十
五
年
九
月
、

明
治
十
六
年
十
月
（
一
八
八
二
一
）
、
さ
ら
に
雇
継
二
カ
年
（
明
治
十
八
年
九
月
ま
で
。
た
だ
し
十
月
と
も
あ
る
）
、
給
料
五
百
円
と
あ
る
。
こ
の
た
め

同
年
十
一
月
「
雇
外
国
人
居
留
地
外
寄
留
」
願
が
型
の
ご
と
く
県
令
経
由
外
務
省
へ
出
さ
れ
て
い
る
。
時
に
デ
ー
ニ
ッ
ッ
四
十
五
年
、
妻
三
十

（
別
）

五
年
、
娘
九
年
、
男
五
年
、
住
所
は
公
立
病
院
内
（
佐
賀
郡
水
ケ
江
町
）
で
あ
る
。

明
治
十
六
年
佐
賀
は
長
崎
県
よ
り
分
県
し
た
た
め
、
佐
賀
県
へ
「
外
務
課
ノ
部
県
政
引
渡
演
説
害
」
（
明
治
十
六
年
）
を
も
っ
て
引
継
が
れ

て
い
る
。
デ
ー
ニ
ッ
ッ
に
関
し
て
は
「
佐
賀
公
立
病
院
教
師
ト
シ
テ
独
乙
国
医
師
デ
ー
ニ
ッ
ッ
氏
明
治
十
二
年
八
月
以
降
雇
入
相
成
居
候
二
付

右
関
係
書
類
悉
皆
及
御
引
継
候
事
」
と
、
佐
賀
県
に
引
渡
さ
れ
て
い
る
。

本
綴
は
こ
こ
で
終
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
本
綴
は
長
崎
県
よ
り
引
渡
さ
れ
た
ま
ま
の
も
の
で
あ
り
、
分
県
後
の
聿
日
類
は
つ
け
足
さ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
デ
ー
ニ
ッ
ッ
一
件
書
類
と
し
て
は
明
か
に
欠
け
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
佐
賀
に
お
け
る
デ
ー
ニ
ッ
ッ
の
動
静
を
知
る
上

で
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ワ
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下
脚
内
躁
蝮
蛇
咬
傷
患
者
来
院
、
す
で
に
創
部
以
下
黒
色
死
蝉
臭
気
発
す
、
デ
ー
’
一
シ
シ
大
腿
骨
下
端
よ
り
切
断
し
四
十
日
で
完
治
し
た
。
咬

（
醜
）

傷
救
急
法
と
し
て
腐
蝕
安
母
尼
亜
液
な
き
場
合
は
速
か
に
「
渋
柿
汁
」
を
塗
擦
す
る
法
を
奨
め
て
い
る
。
ま
た
明
治
十
六
年
一
月
、
卵
巣
腫
喚

の
疑
い
の
患
者
を
検
し
子
宮
外
妊
娠
と
診
断
、
開
腹
し
て
児
体
別
出
を
な
す
。
手
術
が
適
切
だ
っ
た
の
と
石
炭
酸
に
よ
る
入
念
な
消
毒
も
与

（
配
）

（
別
）

明
治
十
六
年
十
月
（
一
八
八
三
）
、
医
学
校
は
甲
種
医
学
校
に
昇
格
し
た
。
当
然
裁
判
医
学
の
講
義
が
必
修
と
な
る
が
、
デ
ー
ニ
ッ
ッ
が
実
際

行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
記
録
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。
多
く
の
教
科
書
、
年
表
な
ど
に
彼
が
明
治
十
三
年
「
佐
賀
病
院
生
に
裁
判
医
学
を

（
鰯
）

教
授
す
」
の
旨
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
は
安
藤
か
ら
の
引
用
で
あ
ろ
う
か
。
（
こ
の
学
校
は
ど
う
や
ら
一
年
ぐ
ら
い
で
乙
種
に

格
下
げ
さ
れ
た
ら
し
い
（
『
佐
賀
県
教
育
五
十
年
史
』
一
九
二
七
）
。
明
治
二
十
一
年
に
は
廃
校
に
な
っ
て
い
る
。
）
ま
た
デ
ー
ニ
ッ
ッ
が
警
視
庁
雇

か
ら
転
じ
た
こ
と
は
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
彼
に
法
医
学
上
の
要
請
（
解
剖
、
鑑
定
、
講
演
な
ど
）
が
全
く
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く

い
。
彼
に
勝
る
専
門
家
が
こ
の
地
に
居
っ
た
は
ず
も
な
い
。
し
か
し
管
見
の
限
り
で
は
法
医
学
上
の
事
績
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。

彼
は
明
治
十
七
年
四
月
（
一
八
八
四
）
創
設
の
「
佐
賀
私
立
衛
生
会
」
に
係
っ
た
が
、
こ
の
会
は
も
ち
ろ
ん
「
大
日
本
私
立
衛
生
会
」
（
明
治

（
妬
・
訂
）

十
六
年
創
立
）
の
支
部
に
相
当
し
、
機
関
誌
「
佐
賀
私
立
衛
生
会
雑
誌
」
（
明
治
十
七
年
十
二
月
創
刊
）
を
刊
行
し
た
。

り
、
無
事
退
院
で
き
た
。

明
治
十
六
年
十
月
（
一
八
八
三
）
、
医
学
校
は
甲

行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
記
録
を
見
出
せ
か

教
授
す
」
の
旨
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お
子

賂
下
ず
さ
れ
た
ら
し
い
（
『
佐
賀
県
教
育
五
十
年
史
』

い
よ
い
よ
明
治
十
八
年
十
一
月
（
一
八
八
五
）
、
デ
ー
’
一
シ
シ
は
佐
賀
を
去
る
（
佐
賀
新
聞
、
一
八
八
五
・
二
・
一
二
）
。
雇
継
を
断
っ
た
事
情

（
鍋
）

の
一
つ
に
息
子
ど
坤
巳
（
七
才
）
の
就
学
の
こ
と
な
ど
も
あ
っ
た
ろ
う
。

帰
国
し
て
、
当
時
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
居
っ
た
コ
ッ
ホ
に
就
く
。
丁
度
、
北
里
柴
三
郎
が
留
学
し
て
く
る
。
北
里
は
一
八
八
九
年
、
気
腫
疽
菌

（
羽
）

（
閃
凹
易
。
与
国
且
ｇ
ｏ
筐
巨
唖
）
を
発
見
す
る
が
、
こ
の
原
図
は
デ
ー
’
一
シ
シ
が
描
い
て
や
っ
て
い
る
。

（
鋤
）
（
瓢
）

帰
国
後
の
事
績
は
い
ず
れ
稿
を
改
め
る
が
、
一
生
を
貫
い
て
い
る
の
は
博
物
学
徒
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
日
本
人
の
脳
や
人
種
論
か
ら
蚊

8
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文
献
お
よ
び
註

（
１
）
小
関
恒
雄
御
雇
教
師
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ー
ニ
ッ
ッ
日
本
医
史
学
雑
誌
一
三

（
２
）
永
坂
周
二
心
臓
病
体
解
剖
医
院
雑
誌
一
号
一
’
一
三
頁
一
八
七
五

（
３
）
小
池
新
脚
気
病
病
屍
解
剖
筆
記
医
事
新
聞
三
○
号
一
七
’
一
八
頁
一

（
４
）
デ
ー
ニ
ッ
ッ
が
日
本
の
脚
気
に
つ
い
て
冨
声
．
ｇ
ｏ
葛
“
シ
月
匡
ぐ
七
一
巻
に
発
表
し
た

は
ウ
エ
ル
ニ
ヒ
（
一
八
七
七
）
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
５
）
。
③
昌
冒
〕
葛
．
酌
己
号
①
局
国
の
弓
ｇ
自
侭
冒
艮
シ
画
乏
①
口
回
目
閃
く
○
口
固
い
①
昌
画
与
巨
冒
旨
胃
）

法
実
験
説
医
事
新
聞
五
号
一
○
’
一
七
一
八
七
八

．
‐
・
肌
咄
噌
咄
細
り
当
旺
咽
哺
．
．
鄙
‐
・
‐
‐
、
‐
‐
碑
よ
・
型
搦
驚
型
澗
哨
祷
踊
踊
塒
頻
寝
卸
困
画
画
郵
■
■
■
■
唾
田
■
■
■
■
■
頭
寓
軸
鯉
周
唖
罰
‐

本
研
究
に
当
り
前
報
に
挙
げ
た
諸
先
生
は
じ
め
小
川
鼎
三
、
添
川
正
夫
、

酒
井
シ
ヅ
、
鶴
丸
廣
長
、
鍵
山
栄
、
印
９
．
侭
．
牙
畠
］
煙
号
（
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
）
、
ｇ
ｏ
昌
晨
⑦
５
画
昌
巨
（
コ
ッ
ホ
研
究
所
）
の
諸
先
生
の
御
教
示
を
得

た
。
ま
た
佐
賀
、
長
崎
両
県
立
図
書
館
各
位
の
お
世
話
に
な
っ
た
。

本
論
文
の
大
要
は
第
六
十
四
次
日
本
法
医
学
会
総
会
（
長
崎
、
一
九
八
○
）
で
発
表
し
た
。

図3恥 デーニッツ．文献（32）より

や
ダ
ニ
の
研
究
に
及
び
、
八
カ
国
語
を
自
由
に
読
む
博
識
と
才
知
の

（
犯
・
認
）

人
で
あ
っ
た
。
彼
は
ど
の
分
野
で
も
第
一
級
の
業
績
を
残
し
た
が
、

い
わ
ゆ
る
冒
昌
①
『
て
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
発
見
史
上
の
派
手

な
仕
事
は
な
い
。
ま
た
滞
日
中
も
実
力
者
で
あ
り
な
が
ら
専
門
（
職

場
）
が
転
々
と
変
り
、
た
と
え
ば
内
科
学
教
授
に
終
始
し
た
ベ
ル
ッ

の
よ
う
な
名
声
も
得
て
い
な
い
。
彼
の
子
孫
（
一
族
）
の
消
息
も
今

の
と
こ
ろ
わ
か
っ
て
い
な
い
。

図
３
に
晩
年
の
デ
ー
’
一
シ
シ
を
掲
げ
る
。

二

三

巻
一
八
八
○

（
『
東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
』

呼
尽
●
旨
．
室
旨
．
乏
唖
〔
》
胃
．
。
〕
岳
的
認
？
認
Ｐ
房
己
．
脚
気
療

三
四
九
’
三
六
一
頁
一
九
七
七

（
１
）

一
九
六
七
）
と
い
う
が
、
こ
れ
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（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
、
）

（
ｕ
）

（
⑫
）

（
過
）

（
皿
）

へへへへ

18171615
ｰｰｰし

（
鋤
）

（
四
）

里
見
義
一
郎
脚
気
論
考
異
医
事
新
聞
二
九
号
一
’
一
二
頁
一
八
八
○

デ
ー
ニ
ッ
ッ
講
『
虎
列
刺
病
予
防
法
並
治
法
講
義
』
警
視
局
一
八
七
七
。
な
お
、
中
外
医
事
新
報
一
六
六
’
一
六
八
号
一
八
八
七

「
東
京
警
視
本
署
達
全
書
」
明
治
十
年
、
十
二
年

八
十
島
信
之
助
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
オ
ー
ル
ズ
覚
え
書
犯
罪
学
雑
誌
二
四
巻
六
九
’
七
六
頁
一
九
五
八

東
京
医
事
新
誌
七
五
号
二
一
’
一
三
頁
一
八
七
九

山
崎
佐
『
日
本
疫
史
及
防
疫
史
』
克
誠
堂
一
九
三
一

小
関
恒
雄
警
視
庁
裁
判
医
学
校
略
史
犯
罪
学
雑
誌
四
六
巻
五
七
’
六
五
頁
一
九
八
○

モ
ー
ゼ
と
は
ど
ん
な
人
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
明
治
三
年
大
学
東
校
で
短
期
間
な
が
ら
病
理
科
を
担
当
し
た
と
い
う
マ
ッ
セ
ａ
・
冒
騨
唖
自
切
）
の
こ

と
だ
ろ
う
か

小
関
恒
雄
デ
ー
ニ
ッ
ッ
講
『
断
訟
医
学
』
の
刊
行
年
犯
罪
学
雑
誌
四
五
巻
二
○
三
’
二
○
四
頁
一
九
七
九
。
な
お
、
前
報
で
本
書
の
出

版
を
明
治
十
一
年
と
し
た
が
、
十
二
年
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
本
書
が
本
邦
初
の
法
医
学
「
教
科
書
」
で
は
あ
る
が
「
法
医
学
書
」
で
は
な

く
な
る
。
ま
た
前
報
で
明
治
十
一
年
の
デ
ー
｝
一
シ
シ
講
義
記
事
を
本
邦
初
の
「
法
医
学
論
文
」
と
し
た
。
し
か
し
単
な
る
「
紹
介
記
事
」
な
ら
す
で

に
明
治
六
年
、
伊
藤
謙
の
訳
文
（
文
園
雑
誌
、
二
号
、
一
八
七
三
）
が
あ
る
（
小
関
、
犯
罪
学
雑
誌
、
四
七
巻
投
稿
中
）
。

内
務
省
警
保
局
『
警
視
庁
史
稿
』
一
九
二
九

「
太
政
類
典
」
第
二
編
明
治
九
年
四
月

「
日
付
」
は
起
案
、
受
理
、
決
裁
な
ど
ま
ち
ま
ち
な
の
で
、
以
下
は
っ
き
り
し
た
も
の
を
除
き
「
月
」
ま
で
に
留
め
た
。

前
報
で
関
日
の
吾
冒
凹
を
「
福
岡
県
姫
島
」
と
し
た
が
、
少
く
と
も
本
綴
に
該
地
へ
行
っ
た
記
録
は
な
い
。
（
或
は
行
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
）
『
佐

賀
県
の
地
名
』
（
一
九
八
○
）
に
よ
れ
ば
、
昔
呼
子
沖
の
加
部
島
を
「
姫
島
」
、
そ
の
沖
の
加
唐
島
を
「
賀
良
島
」
と
も
呼
ん
だ
と
い
う
。
も
し
そ

う
だ
と
す
れ
ば
国
目
①
い
冨
冒
圏
》
圏
一
息
目
騨
は
唐
津
、
呼
子
の
延
長
に
当
り
具
合
が
よ
い
が
、
少
々
曲
解
す
ぎ
よ
う
か
。
な
お
松
本
（
一
九
七
七
）

は
デ
ー
ニ
ッ
ッ
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
、
採
集
再
現
を
試
み
て
い
る
（
採
集
と
飼
育
、
三
九
巻
二
号
）
。

た
と
え
ば
、
唇
８
旨
ｂ
ミ
ミ
且
》
今
昌
冒
己
言
罵
農
園
）
崖
ざ
ミ
罵
謹
島
》
置
譽
豊
ミ
言
蒼
§
畠
〕
雪
辱
ミ
言
ミ
昌
罫
ミ
碁
営
畠
昌
〉
啓
電
言
ミ
。
言
震
ミ
言

己
９
．
①
〔
陸
目
且
寧
匡
隻
喜
色
自
彊
言
Ｑ
ｐ
ｏ
骨
、
．
〕
ｇ
ミ
ミ
ミ
罫
き
ぎ
ミ
ミ
ミ
。
ｐ
ｇ
ｍ
．
な
ど
。
な
お
八
木
沼
、
国
立
科
博
研
報
、
一
三
巻

四
号
一
九
七
○
、
市
場
、
佐
賀
北
高
紀
要
、
一
号
一
九
七
五
、
二
号
一
九
七
六

明
治
十
六
年
九
月
の
記
録
に
「
佐
賀
郡
中
町
十
一
番
地
」
と
も
あ
る
。

（63）441



ａ
）
彼
は
、
日
本
民
族
は
混
合
人
種
か
ら
な
る
と
主
張
し
た
（
一
八
七
五
）
。
ゞ
ヘ
ル
ツ
の
説
（
一
八
八
三
）
に
先
ん
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
人
の

起
源
を
マ
レ
ー
族
と
モ
ン
ゴ
リ
ア
族
の
混
合
し
た
も
の
と
し
、
そ
の
モ
ン
零
コ
リ
ア
族
は
お
そ
ら
く
二
種
あ
っ
て
一
つ
は
ア
イ
ヌ
で
あ
る
と
す
る
。

ｅ
（
》
目
Ｎ
》
冒
旨
．
号
、
号
．
⑦
。
“
．
ｚ
鼻
・
‐
ぐ
。
岸
．
○
胃
・
》
只
忽
“
＄
‐
凸
〕
届
計
．
寺
田
和
夫
『
日
本
の
人
類
学
」
一
九
七
五
）

（
犯
）
ｚ
巨
言
農
？
。
・
国
・
国
”
目
白
§
っ
爵
ョ
．
乏
岸
。
旨
□
ｇ
胃
〕
霞
庸
鼠
旦
。
喝
）
切
閉
？
い
日
》
岳
届
．

（
粥
）
江
崎
悌
三
日
本
昆
虫
学
史
話
①
昆
虫
二
三
巻
二
一
○
’
二
一
四
頁
一
九
五
五

（
鋤
）

へへへ

292827
習一 一

／~、／一、／ー、／国、／ー、／一、

26，2524232221
ｰｰ軍ゼーン

医
事
新
聞
三
七
号
六
’
七
頁
一
八
八
一

田
口
誠
之
瞑
蛇
咬
傷
ノ
ー
奇
療
法
医
事
新
聞
七
一
号
一
三
’
二
二
頁
一
八
八
二

子
宮
外
妊
娠
ノ
施
術
治
験
医
事
新
聞
七
六
号
二
八
’
三
一
頁
一
八
八
三

好
生
館
史
編
纂
委
員
会
『
好
生
館
史
」
佐
賀
県
立
病
院
好
生
館
一
九
七
九

安
藤
卓
雨
我
国
裁
判
医
学
の
起
原
及
発
達
国
家
医
学
会
雑
誌
五
七
号
一
八
’
二
五
一
八
九
二

こ
の
雑
誌
は
数
号
で
廃
刊
と
な
っ
た
。
こ
の
雑
誌
に
デ
ー
ニ
ッ
ッ
の
講
義
が
掲
域
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
管
見
し
え
な
か
っ
た
。
な
お
「
佐
賀

私
立
衛
生
会
規
則
」
は
参
照
で
き
た
（
野
中
万
太
郎
氏
蔵
）
。
こ
れ
の
日
付
は
明
治
十
七
年
二
月
と
な
っ
て
い
る
。

デ
ー
ニ
ッ
ッ
氏
口
演
医
事
新
聞
二
三
号
一
八
’
二
二
一
八
八
四

前
報
で
ど
津
ａ
を
佐
賀
生
れ
か
と
書
い
た
が
、
明
治
十
年
か
十
一
年
東
京
で
生
れ
た
こ
と
に
な
る
。

侭
冒
協
８
〕
ｍ
・
韓
国
国
謁
・
）
醇
閉
１
日
》
月
旦
．
戸
畠
呂
．
な
お
『
北
里
柴
三
郎
伝
』
（
一
九
三
二
）
一
七
四
頁
に
、
デ
ー
ニ
ッ
ッ
が
描
い
て
や

っ
た
の
は
破
傷
風
菌
（
一
八
八
九
）
で
あ
る
と
書
い
て
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
蜀
鼠
烏
堅
撮
影
の
写
真
が
載
っ
て
い
る
。

日
本
人
の
脳
重
量
を
初
め
て
量
り
、
平
均
一
三
三
七
瓦
（
斬
首
刑
屍
、
色
）
を
得
た
。
（
ロ
ｇ
旨
“
冨
旨
島
“
８
．
①
①
い
，
ｚ
具
・
‐
ぐ
巳
戸
○
い
〔
．
．
』

（
①
）
酌
③
岸
１
ｍ
『
》
胃
、
『
吟
。
）

（
新
潟
大
学
医
学
部
）
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WilhelmDOnitz;OneofthePioneersofAnatomy,Forensic
MedicineandHygieneinJapan(Part2)

by

TsuneoKOSEKI

ThispaperdealschieHywithD6nitz'sworksonberiberiandcholerabesideshiscollectionofspiders,etc.,fbllowing

Koseki'spaperwhichappearedinvol.23,no.3ofthisjournal,1977.

Explanationsoffigures:Fig．1．ThefirstpageofD6nitz's@CTheLectureBookonPreventionandTreatmentof、Cho‐

lera(1877)";Fig.2.Thcprotocolofthetreatyinl879withtheSagaHospitalfbremploymentofafbrcigninstructor(one

oftheoHicialdocumentsaboutD6nitzasaGermaninstructoratthcSagaHospital,1879-1883);Fig.3.W.D6nitz's

portraitinhislatelife(selectedfi､omPαγ""0JOgJ）,vol、5,no.4,1912).

（
ぬ
④
）

の
司
寺
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戸
塚
静
海
は
天
保
十
四
年
に
薩
摩
藩
島
津
家
の
江
戸
詰
藩
医
と
な
っ
て
、

斉
興
、
斉
彬
の
二
代
に
仕
え
た
。
幕
府
奥
医
師
と
し
て
召
抱
え
ら
れ
た
の

は
、
安
政
五
年
で
斉
彬
の
死
後
で
あ
る
。
こ
の
二
文
書
の
一
、
「
安
政
四
年

巳
年
薩
州
宰
相
様
御
容
体
書
」
は
、
老
候
斉
興
（
六
十
七
歳
）
が
安
政
四
年

五
、
六
月
の
候
に
風
邪
と
胃
腸
の
病
に
罹
っ
た
折
の
容
体
書
で
あ
り
、
そ
の

二
、
「
安
政
六
年
未
年
戸
塚
静
海
薩
州
方
依
頼
国
許
迄
出
立
被
仰
付
候
件

巨
細
言
」
は
、
斉
興
（
六
十
九
歳
）
が
国
許
鹿
児
島
で
危
篤
に
陥
っ
た
際
、

薩
藩
か
ら
幕
府
に
診
療
の
た
め
静
海
を
薩
摩
迄
招
聰
し
た
い
と
願
出
で
た
事

件
の
顛
末
書
で
あ
る
。
こ
の
願
出
の
背
景
に
は
、
静
海
が
嘗
っ
て
同
藩
の
藩

医
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
当
時
大
奥
に
あ
っ
て
権
勢
を
振
っ
て
い
た
、
先
代
家

定
の
未
亡
人
、
天
璋
院
が
島
津
一
族
の
出
で
あ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。
こ
の
文

書
で
は
、
薩
藩
の
使
者
は
招
聰
申
入
れ
の
当
初
か
ら
、
斉
興
は
既
に
「
事
切

れ
」
、
即
ち
死
亡
し
て
い
る
旨
の
内
談
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
招
聰
は
手

数
、
名
目
の
承
の
こ
と
、
即
ち
、
単
に
、
格
式
上
の
こ
と
と
述
べ
て
い
る
。

読
史
総
覧
に
よ
れ
ば
、
斉
興
の
残
日
は
九
月
十
二
日
で
あ
る
。
遠
国
薩
摩
か

ら
の
早
馬
の
所
要
日
数
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
十
月
七
日
に
な
っ
て
か
か
る

願
出
を
し
た
こ
と
に
、
当
時
の
因
襲
の
深
さ
が
思
い
や
ら
れ
る
次
第
で
あ

る
。
こ
の
二
文
書
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
公
爵
島
津
家
編
輯
所
の

島
津
斉
興
関
係
二
文
書

戸
塚
武
比
古

十
一
行
罫
紙
に
な
さ
れ
た
写
本
に
よ
る
。
写
本
の
末
尾
の
記
載
に
よ
っ
て
、

本
書
は
久
保
春
海
所
蔵
原
本
を
大
正
十
五
年
に
写
本
さ
れ
た
こ
と
が
判
る
。

原
本
は
現
在
久
保
家
に
は
な
い
。
第
二
次
大
戦
の
と
き
の
文
書
疎
開
の
際
の

手
落
に
よ
っ
て
行
方
不
明
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
．

本
書
を
印
刷
に
付
す
る
に
当
っ
て
①
現
在
使
用
さ
れ
て
い
な
い
漢
字
は
現

用
の
も
の
に
改
め
た
。
②
変
体
カ
ナ
は
方
、
に
、
而
を
除
い
て
ヒ
ラ
ヵ
ナ
に

改
め
、
カ
タ
カ
ナ
は
そ
の
儘
に
し
た
。
③
句
読
点
、
返
り
点
を
附
し
た
。

本
文
書
の
発
表
を
許
諾
さ
れ
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
対
し
深
謝
い
た

し
ま
す
。

安
政
四
巳
年
薩
州
宰
相
様
御
容
躰
書

（
１
）

宰
相
様
御
容
体
閨
五
月
十
四
日
御
床
払
後
、
御
気
前
益
御
宜
敷
、
毎
日
御
表

へ
被
し
為
し
入
、
御
食
料
井
一
一
御
両
便
共
、
大
抵
御
平
常
体
二
被
し
為
し
在
候
得

共
、
御
疲
労
未
御
病
前
一
一
御
復
不
レ
被
し
為
し
遊
奉
レ
診
候
而
己
二
被
し
為
い
在
候

得
共
、
今
暫
く
御
病
後
御
養
生
被
し
烏
し
遊
、
滋
養
健
胃
之
剤
奉
二
調
上
一
候
・
其

後
御
容
体
左
之
通
り
。

十
五
日
晴
前
日
御
同
様
。

十
六
日
晴
御
同
様
．

（
２
）
（
３
）

十
七
日
雨
御
同
様
。
是
日
御
稽
古
能
御
覧
被
し
遊
、
渋
谷
右
も
御
前

様
被
し
為
し
入
候
。
終
日
御
機
嫌
能
、
夜
一
一
入
、
少
々
御
平
臥
之
御
様
子
二
伺

上
候
。十

八
日
雨
御
同
様
。

十
九
日
曇
御
同
様
。

廿
日
雨
甚
敷
余
程
冷
気
御
同
様
。

廿
一
日
曇
御
風
邪
一
二
Ⅲ
、
寒
熱
被
し
為
し
在
候
。
全
く
昨
日
風
雨
之
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処
、
涼
風
軒
へ
被
し
為
し
入
、
御
浴
湯
被
レ
遊
、
御
浴
後
一
一
テ
御
帰
殿
被
し
為
し
在

候
処
、
御
蒸
気
閉
塞
方
右
寒
熱
御
発
作
、
再
感
之
御
気
味
合
一
一
奉
レ
診
候
。

発
表
剤
加
密
列
接
骨
木
花
蜀
葵
花

右
三
味
泡
出
調
上
。

廿
二
日
晴
諸
症
御
解
散
。
御
食
料
〈
御
減
少
二
被
し
為
し
在
候
得
共
、

御
二
度
共
随
分
被
二
召
上
一
候
・

廿
三
日
曇
朝
五
シ
半
頃
ヨ
リ
悪
寒
、
暫
時
一
一
御
発
熱
、
昼
頃
御
解
散

被
恢
為
し
在
候
。
全
く
問
歌
熱
御
再
感
之
御
症
｝
一
テ
、
御
軽
き
方
二
奉
レ
診
候
。

右
已
前
強
く
悪
感
、
戦
傑
等
〈
不
し
被
し
為
し
在
候
。
依
し
是
御
薬
左
之
通
調
上
。

御
煎
薬
法
茅
根
蒲
公
英
精
麦
礪
砂

右
煎
汁
二
而
左
之
泡
剤
泡
出
。

御
泡
剤
加
密
列
接
骨
木
花
榿
皮
健
質
亜
那

右
泡
出
調
上
。

廿
四
日
曇
朝
ヨ
リ
御
平
和
・
御
食
料
御
三
食
共
少
を
シ
、
被
し
召
上
一
、

御
機
嫌
〈
御
宜
敷
被
し
為
し
入
候
得
共
、
御
脈
梢
衰
、
御
舌
上
御
乾
燥
被
し
為
し

遊
候
。
乍
レ
去
御
渇
〈
不
し
被
し
為
し
在
候
。

廿
五
日
暗

廿
六
日
御
同
様
。
朝
ヨ
リ
御
発
作
被
し
為
し
在
候
。
乍
レ
去
此
程
は
已
前

（
４
）

之
如
く
寒
熱
之
間
永
く
無
二
御
座
一
候
。
昼
頃
合
取
早
御
宜
敷
、
御
胸
下
御
胸

痒
も
格
別
不
し
被
し
為
し
在
候
。
御
二
度
之
御
食
可
也
被
二
召
上
一
候
・
御
大
使

（
？
）

御
秘
結
勝
二
被
し
為
し
在
候
二
付
、
間
日
一
一
朝
之
内
下
剤
丸
子
一
貼
被
二
召
上
一

候
・

廿
七
日
晴
御
発
作
後
御
腹
痛
、
御
停
滞
之
御
容
体
二
て
、
昼
後
御
粘

液
沢
山
、
御
食
物
交
リ
御
吐
逆
被
し
為
し
在
、
其
後
御
下
利
も
度
を
被
し
為
し
在

候
。
夕
刻
迄
一
一
御
吐
両
度
、
御
下
利
六
度
被
し
為
し
在
候
。
夕
刻
ヨ
リ
御
薬
加

減
、
左
之
法
調
上
。

沙
列
布
半
夏
決
苓
榿
皮
筍
薬

右
五
味

廿
八
日
大
雨
今
日
〈
御
諸
症
共
御
快
方
一
一
奉
レ
診
候
得
共
、
御
咽
喉

御
嚥
下
御
宜
敷
不
し
被
し
為
し
在
候
。
御
粥
其
外
召
上
り
物
御
分
量
減
少
、
御

不
食
之
方
一
一
被
し
為
し
在
候
。
御
疲
労
も
奉
レ
診
候
。

廿
九
日
曇
御
発
作
被
し
為
し
在
候
得
共
、
昼
頃
〈
最
早
御
宜
敷
被
し
為
し

入
候
。六

月
朔
日
晴
今
日
〈
幾
那
塩
五
口
六
貼
二
分
チ
、
朝
ヨ
リ
御
寝
前
迄

一
一
五
貼
、
翌
早
朝
一
貼
奉
二
調
上
一
候
・
依
し
之
今
日
〈
御
発
作
不
し
被
し
為
し
在

候
。
御
食
事
御
三
度
共
可
也
被
二
召
上
一
候
。
乍
レ
去
兎
角
御
咽
喉
御
嚥
下
御

六
ヶ
敷
、
尤
御
痛
も
不
し
被
し
為
し
在
候
。
御
自
分
様
御
心
持
一
ス
、
御
粘
疾

御
咽
喉
一
一
付
居
候
様
被
二
思
召
一
候
。
御
腫
も
不
し
被
し
為
し
在
候
得
共
、
余
物

御
咽
喉
二
固
着
、
閉
塞
可
し
被
し
為
し
在
候
様
奉
レ
診
候
。
誰
更
云
、
御
道
中
二

川
御
風
邪
後
、
御
咽
喉
兎
角
不
〉
被
〉
為
し
在
し
宜
敷
一
、
何
か
一
物
附
居
候
様
一
一

被
二
思
召
一
候
御
沙
汰
度
々
相
伺
、
御
着
後
〈
余
り
其
御
沙
汰
不
し
被
し
為
し
在

候
由
。二

Ⅱ
賭
御
機
嫌
御
宜
敷
、
朝
御
表
へ
被
し
為
し
入
候
。
今
日
か
幾
那

堀
一
通
之
丸
子
毎
朝
一
貼
被
二
召
上
一
候
。
御
薬
加
減
左
之
通
り
。

鹿
角
屑
精
麦
蒲
公
英
榿
皮
覇
王
塩

右
煎
汁
一
一
テ
左
之
方
泡
出
調
上
。

加
密
列
榿
葉
蕾
香
木
香
縮
砂

右
五
味
泡
出
調
上
。
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三
日
晴
御
同
様
。
御
脈
七
十
五
度
位
。
御
心
下
御
拘
痒
も
御
復
し
、

御
両
便
御
相
応
二
御
通
被
し
為
し
在
候
得
共
、
兎
角
御
咽
喉
御
嚥
下
不
し
被
し
為
し

在
し
御
宜
敷
一
、
御
食
事
朝
御
結
二
シ
凡
八
匁
位
、
御
二
度
も
御
同
様
、
御
三

度
ハ
御
素
麺
或
〈
御
温
純
、
御
葛
麺
等
之
品
御
一
膳
被
二
召
上
一
候
。
御
廻
り

之
品
も
御
食
量
御
少
々
被
し
為
し
入
候
。

四
日
晴
御
諸
症
御
同
様
。

五
日
晴
御
同
様
。

六
日
晴
御
同
様
。

七
日
晴
御
同
様
。

八
日
晴
御
同
様
。

九
日
雨
御
同
様
。

十
日
晴
御
同
様
。

十
一
日
晴
御
同
様
。

十
二
日
晴
御
諸
症
御
同
様
二
被
し
為
し
在
候
得
共
、
御
結
〈
日
を
少
を

シ
、
大
キ
う
致
し
奉
二
差
上
一
候
二
付
、
昨
今
之
処
一
シ
’
一
而
二
シ
之
御
分
量

二
相
成
申
候
。
今
日
ヨ
リ
御
薬
前
方
中
精
麦
ヲ
去
り
、
半
夏
ヲ
加
へ
調
上
、

別
二純

精
酒
石
健
質
亜
那
青
榿
皮
末

右
三
味
糊
丸
、
毎
朝
一
貼
宛
調
上
。

十
三
日
晴
御
諸
症
御
同
様
、
御
食
気
御
同
様
。
兎
角
御
扇
痩
御
復
し

兼
被
し
為
し
入
候
。
全
く
御
食
量
御
減
少
方
故
卜
奉
レ
存
候
。
今
日
御
二
度
後

二
御
水
瓜
被
二
召
上
一
、
至
極
御
風
味
御
宜
敷
被
し
召
上
一
、
後
御
咽
喉
御
心
持

大
一
一
御
宜
敷
、
薬
方
ハ
能
き
き
候
様
一
一
被
し
仰
候
。
此
後
日
を
御
二
度
水
瓜
被
二

（
５
）

召
上
一
候
様
二
被
二
仰
付
一
、
此
後
〈
御
滋
養
之
為
、
鰻
鱸
井
一
一
穴
子
等
召
上

リ
御
宜
敷
と
奉
二
申
上
一
候
。
尤
先
日
御
停
滞
後
、
御
自
分
様
よ
り
御
用
心
厚

（
マ
マ
）

く
、
味
之
御
品
絶
而
召
上
り
不
し
被
し
遊
候
故
、
右
之
通
奉
二
申
上
一
候
事
。

十
四
日
晴
午
後
雷
雨
。
今
日
御
二
度
召
上
り
候
節
、
御
結
御
一
口
御

（
マ
マ
）

唯
被
し
為
し
遊
御
戻
し
被
し
為
し
遊
候
。
其
御
跡
は
能
召
上
り
候
。

十
五
日
晴
御
諸
症
御
同
様
。
御
咽
喉
之
下
部
鎖
骨
之
正
中
一
一
・
発
泡
青

差
上
度
奉
二
申
上
一
候
処
、
御
許
容
不
し
被
し
為
し
在
候
。
御
咽
喉
御
通
り
少
々

〈
御
宜
敷
様
御
沙
汰
被
し
為
し
在
候
得
共
、
矢
張
御
同
様
｝
一
奉
レ
診
候
。

十
六
日
晴
御
同
様
。

十
七
日
晴
御
同
様
。

十
八
日
晴
朝
御
膳
之
節
、
御
崎
御
一
口
御
出
し
被
し
遊
候
。
御
二
度

も
御
同
様
。
是
迄
〈
御
二
度
之
節
〈
被
し
為
し
在
候
得
共
、
朝
ハ
少
も
御
瞳

不
し
被
し
為
し
在
し
候
。
併
し
今
日
絶
而
相
願
、
御
寝
前
御
咽
喉
之
部
に
コ
ロ
ト

ン
油
塗
り
奉
二
差
上
一
候
・

十
九
日
晴
午
後
陰
遠
雷
今
日
も
朝
井
一
一
御
二
度
之
節
、
御
一
口

御
曠
御
戻
被
し
為
し
遊
候
。
夕
刻
よ
り
御
咽
喉
之
部
一
門
御
小
疹
御
発
し
、
少

を
御
痒
ミ
被
し
為
し
在
候
。

廿
日
曇
御
諸
症
御
同
様
之
内
、
御
飲
食
御
嚥
下
御
宜
敷
、
朝
昼
共
一

度
も
御
喧
不
レ
被
し
為
し
入
候
．

廿
一
日
晴
今
日
も
御
嚥
下
御
宜
敷
、
一
度
も
御
崎
も
不
し
被
し
為
し
入

候
。
夕
刻
ハ
元
方
御
麺
之
類
一
一
付
、
御
唯
ハ
不
し
被
し
為
し
入
候
。
今
日
夕
刻

方
謙
更
に
御
調
薬
被
二
仰
付
一
、
謙
更
方
小
柴
胡
湯
加
黄
縮
砂
三
方
奉
二
調
上
一

候
。
拝
診
之
儀
ハ
是
迄
通
り
、
隔
日
拝
診
可
二
申
上
一
様
被
二
仰
付
一
候
。

什
二
日
晴
御
諸
症
御
同
様
、
御
嚥
下
御
宜
敷
、
御
食
量
御
同
様
、
水

瓜
日
を
御
二
度
後
二
被
一
召
上
一
候
・
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廿
三
日
曇
御
同
様
。
御
結
又
々
元
之
八
匁
位
之
大
サ
ニ
致
し
奉
二
差

上
一
、
御
四
シ
召
上
り
、
御
廻
り
之
御
品
も
少
々
被
二
召
上
一
候
。

廿
四
日
曇
御
同
様
。

廿
五
日
曇
御
同
様
。

廿
六
日
晴
御
同
様
。
御
足
之
甲
井
｜
一
御
脚
部
、
梢
御
腫
気
之
御
気
味

合
一
一
奉
二
診
上
一
候
得
共
、
至
而
御
少
分
之
儀
二
付
、
未
御
肉
付
被
レ
遊
兼
候

哉
否
、
今
日
〈
決
兼
候
。
御
気
前
至
極
御
宜
敷
、
終
日
御
話
等
被
レ
遊
候
。

安
政
四
年
六
月
二
十
七
日
静
海
謹
言

（
註
）
①
島
津
斉
興
②
渋
谷
常
盤
松
薩
藩
中
邸
③
島
津
斉
彬
④
キ

ョ
ウ
ス
イ
胸
の
疲
れ
⑤
マ
ン
レ
イ
う
な
ぎ

（
終
）

安
政
六
未
年
戸
塚
静
海
薩
州
右
依
頼

国
許
迄
出
立
被
二
仰
付
一
候
件
巨
細
書

（
１
）

安
政
六
己
未
年
十
月
七
日
朝
、
松
平
修
理
大
夫
殿
方
御
使
者
立
花
直
記
被
二
頼

入
一
候
筋
有
し
之
候
二
付
、
面
会
致
度
旨
申
入
候
間
、
即
刻
及
二
面
会
一
候
処
、
修

（
２
）

理
大
夫
祖
父
大
隈
守
於
二
国
元
一
病
気
｝
一
付
、
何
卒
其
許
様
御
招
申
、
御
療
養

御
頼
被
刻
申
度
旨
国
元
方
被
二
申
越
一
候
間
、
遠
路
御
苦
労
二
者
候
得
共
、
追

狗
病
気
御
届
方
御
医
師
願
差
出
被
し
申
候
一
一
付
、
御
承
知
被
し
下
候
様
頼
度
旨

申
入
候
間
、
承
知
致
度
存
候
得
共
、
自
分
事
天
璋
院
様
御
匙
、
又
〈
御

匙
手
代
ト
申
候
一
一
は
無
二
御
座
一
候
得
共
、
昨
年
八
月
倉
天
璋
院
様
江
御

薬
可
二
差
上
一
旨
、
被
二
仰
付
一
有
し
之
候
間
、
一
応
其
筋
へ
間
合
候
上
、
可

否
御
答
可
二
申
述
一
旨
及
二
演
舌
一
、
使
者
一
両
日
内
又
々
被
し
参
候
積
二
而
立

戻
り
申
候
。
右
一
一
付
、
其
方
半
井
通
春
院
法
印
方
江
罷
越
、
右
之
趣
逐
一

及
↓
一
相
談
一
候
処
、
御
匙
》
一
而
も
無
し
之
候
間
、
其
義
苦
敷
有
し
之
間
敷
存
候
旨

及
二
返
答
一
候
。
尤
御
小
納
戸
頭
取
江
一
応
談
示
候
上
、
可
否
決
着
可
し
然
と

（
３
）

巾
聞
候
間
、
其
方
頭
取
部
屋
江
罷
出
、
岡
村
丹
後
守
江
申
談
候
処
、
手
数
名

目
而
巳
一
一
候
得
共
、
右
承
知
之
請
薩
州
江
申
答
候
而
も
可
二
宜
敷
一
旨
申
聞

候
。
乍
レ
然
大
奥
天
璋
院
様
御
薬
差
上
候
事
一
一
付
、
一
応
奥
老
女
衆
之

内
江
間
合
候
方
、
別
而
可
レ
然
旨
申
聞
候
間
、
御
広
敷
江
罷
越
、
御
局
□
□

江
内
々
伺
候
所
、
名
目
而
巳
一
一
而
一
日
も
江
戸
離
れ
候
事
無
し
之
候
得
〈
、

御
差
支
も
無
し
之
候
間
、
不
二
苦
敷
一
旨
被
二
申
聞
一
候
・

但
シ
立
花
直
記
相
見
へ
候
節
申
聞
候
｝
一
は
、
只
々
手
数
名
目
ノ
ミ
ニ
而
御

（
マ
マ
）
（
Ａ
性
）

許
容
御
座
候
而
、
明
日
御
出
立
卜
申
早
朝
事
切
れ
最
早
御
出
被
し
下
候
一
一

不
し
及
段
使
者
参
候
由
之
内
談
有
之
候
。

右
之
次
第
一
一
付
、
尚
又
使
者
参
候
〈
、
、
承
知
之
旨
可
レ
及
二
返
答
一
存
居
候
。

同
九
日
朝
、
立
花
直
記
尚
又
相
見
へ
、
返
答
承
度
罷
出
候
義
申
込
候
間
、
即

刻
面
会
、
承
知
之
趣
及
二
返
答
一
候
処
、
難
し
有
安
心
之
由
申
候
。
重
役
共
へ

其
段
可
二
申
聞
一
、
且
又
内
々
御
頼
申
上
義
有
し
之
、
右
之
通
御
承
知
二
而
相

済
候
得
共
、
為
し
念
外
二
招
之
方
壱
人
御
頼
申
置
度
、
可
二
相
成
一
候
〈
、
其

御
許
様
御
世
話
被
レ
下
御
取
究
被
レ
下
度
旨
頼
二
付
承
知
致
候
。
明
日
中
同
僚

内
々
間
合
可
レ
及
二
返
答
一
段
申
答
候
。

同
十
日
津
軽
玄
意
へ
面
会
、
右
招
之
義
及
二
相
談
一
候
処
、
同
人
承
知
二

付
、
十
日
夜
直
記
相
見
へ
候
故
、
其
段
申
聞
候
。

（
５
）

十
一
日
夜
立
花
直
記
又
々
相
見
、
弥
十
三
日
病
気
御
届
御
月
番
様
へ
申

（
６
）

出
、
御
医
師
御
招
被
レ
申
度
願
十
四
、
五
日
之
内
松
平
薩
摩
守
方
以
二
使
者
一

御
老
中
へ
願
出
候
旨
内
話
有
し
之
候
。

十
三
日
弥
大
隈
守
病
気
御
届
差
出
候
由
申
越
候
。

十
五
日
大
隅
守
病
気
差
重
候
二
付
、
御
医
師
御
招
被
レ
申
度
願
以
二
使
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於
二
薩
摩
国
鹿
児
島
一
松
平
修
理
太
夫
祖
父

大
隅
守
病
気
二
付
、
依
レ
願
戸
塚
静
海
罷
越
候
問
、

不
し
限
二
夜
中
一
関
所
可
二
相
通
一
者
也

未
十
月
十
六
日
紀
伊
⑳

箱
根
、
今
切関

所
番
中

此
渡
シ
御
証
文
御
判
、
御
老
中
内
藤
紀
伊
守
殿
御
渡
之
若
年
寄
酒
井
右
京
亮

殿
。
右
両
家
へ
御
礼
出
之
廉
、
惣
兵
衛
江
間
合
候
処
、
急
き
出
立
之
義
二

付
、
御
礼
出
一
一
不
し
及
由
也
。

右
之
通
弐
通
御
渡
有
し
之
候
。
奥
御
右
筆
組
頭
加
藤
惣
兵
衛
差
引
被
し
呉
二
侍

座
一
被
し
致
候
。

夫
方
頭
取
へ
申
聞
、
彼
方
二
而
写
留
。
御
礼
式
之
義
無
し
之
趣
、
依
田
平
左

衛
門
申
聞
候
。
右
一
一
付
、
一
寸
御
膳
番
へ
吹
聴
、
部
屋
へ
引
取
、
留
帳
え
認

置
。同

十
六
日
昼
後
立
花
直
記
罷
越
面
会
申
入
候
間
、
即
刻
取
合
致
候
所
、
今

者
一
御
老
中
江
差
出
候
由
申
来
ル
。

（
庁
Ｉ
）

十
六
日
朝
酒
井
右
京
亮
殿
御
用
有
之
候
一
一
付
可
二
罷
出
一
旨
、
奥
御
祐
筆

加
藤
通
達
有
之
候
｜
一
付
、
即
刻
罷
出
候
処
、
於
二
土
圭
之
問
酒
井
右
京

亮
殿
御
逢
有
し
之
、
左
之
通
御
書
付
ヲ
以
被
二
仰
渡
一
候
事
。

戸
塚
肺
海

松
平
修
理
太
夫
祝
父
大
隅
守
於
二
同
元
一

病
気
一
一
付
、
依
レ
願
被
レ
遣
候
蒋

御
関
所
御
証
文
御
同
人
御
渡
有
し
之
候
左
之
通
。

関
所
証
文

右
手
扣
壱
通
相
渡
。
井
別
紙
目
録
共
受
取
申
候
。

同
夜
病
気
大
切
御
届
差
出
有
し
之
候
由
。

十
七
日
早
朝
、
今
朝
六
半
過
松
平
修
理
太
夫
方
御
使
者
、
今
日
は
御
出

立
之
旨
、
遠
路
御
苦
労
之
義
二
御
座
候
旨
口
上
有
し
之
、
面
会
、
退
散
被
し
致

候
事
。但

シ
此
使
者
表
使
番
之
者
参
候
様
子
。

無
し
程
立
花
直
記
罷
越
、
昨
日
以
来
病
気
追
々
差
重
之
次
第
御
届
上
候
所
、

只
今
国
許
右
大
隅
守
病
死
之
旨
飛
脚
到
来
仕
候
。
依
レ
之
直
一
一
御
老
中
様
江

御
届
申
上
候
心
組
二
御
座
候
旨
被
二
申
聞
一
候
。
就
而
者
別
段
御
旅
中
被
レ
下

候
二
及
不
レ
申
、
此
段
御
断
申
上
候
段
、
重
役
申
聞
候
由
申
述
候
。

昨
夕
此
度
静
海
法
眼
出
立
供
連
害
、
薩
州
へ
遣
候
。
左
之
通

徒
三
人
、
長
刀
持
二
人
（
但
手
代
共
）
、
具
足
櫃
持
二
人
（
同
断
）

侍
四
人
、
駕
篭
之
者
六
人
、
（
同
断
）
薬
箱
持
二
人
、
（
同
断
）

挾
箱
持
二
人
（
同
断
）
、
草
履
取
壱
人
、
長
柄
持
一
人
、
両
掛
持

日
御
老
中
紀
伊
守
様
方
御
沙
汰
一
一
付
罷
出
候
処
、
今
日
願
之
通
戸
塚
静
海
江

国
元
迄
出
立
之
義
被
二
仰
渡
一
有
し
之
候
。
左
様
相
心
得
候
様
被
三
甲
渡
一
候
段

申
聞
、
遠
路
御
出
立
御
苦
労
之
次
第
一
一
奉
レ
存
候
。
差
出
候
口
上
書
左
之
通

控

大
隅
守
病
気
二
付
、
国
許
江
御
招
被
レ
巾
度
段
、
願
之
通
今
日
被
二
仰

渡
一
候
二
付
而
は
、
遠
境
近
頃
御
大
儀
被
レ
存
候
。
依
レ
之
御
旅
粧
且
御
家

来
末
々
迄
支
度
料
芳
州
混
、
別
紙
覚
書
之
通
被
し
致
し
進
二
入
之
一
候
。
此
旨

同
詐
方
被
二
申
付
一
越
候
。

使
者立

花
直
記

（70） 448



右
総
計
四
十
七
人

（
マ
マ
）
（
０
Ｊ
）

十
七
日
四
時
登
城
。
加
藤
惣
兵
衛
へ
面
会
。
昨
日
松
平
修
理
太
夫
病
気

二
付
、
御
証
文
御
渡
有
し
之
、
今
日
出
立
可
し
仕
候
処
、
右
鹿
児
島
表
β
大
隅

守
病
死
仕
候
飛
脚
到
来
之
旨
達
有
し
之
、
出
立
不
し
仕
候
。
右
｝
一
付
御
証
文
返

上
仕
度
旨
申
談
候
。
無
し
程
右
京
亮
御
上
り
有
し
之
候
間
、
暫
時
相
待
候
様
申

聞
候
。
其
内
直
一
一
右
京
亮
殿
江
加
藤
惣
兵
衛
申
上
、
同
人
差
引
一
一
而
右
京
亮

殿
出
座
、
右
之
段
口
上
申
上
、
御
渡
之
宿
次
御
証
文
返
上
仕
候
。

但
此
旨
両
所
（
頭
取
、
御
膳
番
）
詰
合
之
者
（
丹
後
守
、
理
太
夫
）
江
相

（
注
解
）
①
島
津
茂
久
（
後
の
忠
義
）
②
島
津
斉
興
③
岡
村
丹
後
守

不
詳
③
こ
の
と
こ
ろ
の
意
味
不
明
⑥
月
番
老
中
老
中
は
普
通
、
四
、

五
人
い
た
が
、
そ
の
中
一
人
が
毎
日
登
城
し
て
当
直
す
る
。
こ
れ
を
月
番
老

中
と
い
う
⑥
斉
彬
の
嗣
子
茂
久
は
、
修
理
大
夫
で
薩
摩
守
の
国
号
は
な

い
。
こ
れ
は
誤
記
で
あ
ろ
う
⑦
一
ヶ
月
の
間
若
年
寄
酒
井
右
京
亮
忠
砒

⑧
老
中
内
藤
紀
伊
守
信
親
側
大
隈
守
の
誤
記
（
？
）

但
此
旨
両
所
（
頭
取
、
御
膳
番
）
詰
合
之
者
（
丹
後
守
、

届
置
申
候
。
御
広
敷
江
も
吹
聴
罷
越
、
仲
間
江
申
聞
候
事
。

二
人
、
竹
馬
持
二
人
、
合
羽
儘

○
用
役
一
人
、
若
徒
二
人
、

之
者
四
人
、
草
履
取
一
人

○
弟
子
一
人
、
若
徒
一
人
、

掛
持

二
‐
八

竹
馬
持
二
人
、
合
羽
篭
持
二
人

一
人
、
若
徒
二
人
、
鎗
持
一
人
、
挾
箱
持
一
人
、
駕
篭

一
人
、
若
徒
一
人
、
薬
箱
持
一
人
、
草
履
取
一
人
、
両

二
人
、
弟
子
馬
之
積
、
又
〈
、
駕
篭
相
用
候
哉
。
小
差
之
者
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１

（
可
ｌ
１
ｆ
、
の
。
）

エ
ル
ゥ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
。
、
ヘ
ル
ツ
が
日
本
の
医
学
の
承
な
ら
ず
、
文
化
全

般
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

。
ヘ
ル
ツ
の
業
績
に
関
し
て
は
、
日
本
側
ば
か
り
か
ら
で
は
な
く
ド
イ
ツ
側

（
４
）

に
お
い
て
も
シ
ョ
ッ
ト
レ
ン
ダ
ー
の
詳
細
な
調
査
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

今
回
著
者
は
、
ゞ
ヘ
ル
ツ
が
来
日
し
て
最
初
に
書
い
た
と
思
わ
れ
る
独
文
の

学
術
論
文
を
発
見
し
た
の
で
資
料
と
し
て
発
表
す
る
。

こ
の
論
文
は
「
ご
ｇ
９
鬮
号
ご
ｐ
こ
い
乏
四
昂
い
の
言
の
旨
③
ロ
鳥
目
閻
属
白
旬

Ｏ
脚
侭
匡
ご
と
題
し
８
。
昌
国
匡
囚
耳
昏
『
○
巨
昌
愚
旬
」
の
一
八
七
八
年
五
月

二
十
一
日
の
第
二
十
一
号
の
三
三
七
か
ら
三
三
九
頁
に
か
け
て
掲
載
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
ゞ
ヘ
ル
ツ
の
肩
書
き
は
弓
帛
呉
号
門
冨
①
島
ｏ
旨
色
目
号
同

己
巳
ぐ
ｇ
，
昌
習
弓
○
嵐
○
．
」
§
卸
昌
と
な
っ
て
い
る
。

本
論
文
は
陸
軍
軍
医
石
黒
忠
恵
が
手
術
の
縫
合
に
用
い
る
カ
ッ
ト
グ
ー
ト

の
代
用
品
と
し
て
開
発
し
た
鯨
線
に
つ
い
て
、
長
所
と
実
験
の
結
果
を
述
べ

た
も
の
で
、
↓
ヘ
ル
ツ
が
石
黒
の
需
め
に
応
じ
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

東
京
大
学
医
学
部
教
授
の
樫
村
清
徳
が
こ
れ
を
日
本
語
に
訳
し
、
東
京
医

事
新
誌
三
十
六
号
（
明
治
十
一
年
）
に
発
表
し
て
い
る
の
で
併
せ
て
掲
載
し

て
お
く
。

Ｅ
・
Ｖ
・
ベ
ル
ッ
の
来
日
最
初
の
学
術
論
文

松
木
明
知

２
（
月
挫
）

前
記
シ
ョ
ッ
ト
レ
ン
ダ
ー
の
著
書
に
よ
れ
ば
、
、
ヘ
ル
ツ
の
一
八
七
八
年
以

前
の
論
文
と
し
て
は
日
昌
胃
○
四
の
膀
辱
①
ご
厚
与
腎
冒
国
富
の
」
と
「
ご
胃
再

思
日
。
月
冨
鴨
ｏ
言
い
弓
巨
房
」
の
二
篇
の
承
が
知
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
ラ

イ
プ
チ
ッ
ヒ
大
学
で
、
ワ
グ
ナ
ー
教
授
の
下
に
勤
務
し
た
病
理
解
剖
研
究
室

の
デ
ー
タ
に
よ
っ
た
も
の
で
、
一
八
七
二
年
の
発
表
で
あ
る
。

後
者
は
一
八
七
五
年
の
発
表
に
な
る
も
の
で
、
こ
の
論
文
に
よ
り
一
八
七

六
年
初
頭
、
ゥ
ン
デ
ル
リ
ッ
ヒ
の
内
科
学
教
室
で
私
講
師
の
資
格
を
得
た
と

い
シ
フ
。従

来
の
研
究
に
拠
れ
ば
、
ベ
ル
ッ
の
第
三
番
の
学
術
論
文
さ
ら
に
来
日
初

の
論
文
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
、
一
八
七
九
年
に
有
名
な
「
ぐ
胃
冒
ミ
唖

脅
ｏ
宮
ぐ
宮
門
冒
昏
○
．
少
口
凹
８
目
の
匡
・
勺
ご
ｍ
巨
○
唱
の
」
に
発
表
さ
れ
た
「
ロ
農

満
も
四
日
吻
呂
⑦
国
房
昼
’
○
号
局
己
３
の
扇
呂
乏
⑦
日
日
巨
己
唄
汗
冨
司
〕
国
目
⑦
鳥
目
厨

目
序
言
。
固
い
‐
〆
国
ご
唇
国
匡
で
、
日
本
河
川
熱
の
論
文
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
今
回
の
新
た
に
発
見
さ
れ
た
論
文
は
ベ
ル
ッ
の
論
文
と
し
て

は
第
三
番
で
、
日
本
に
来
て
か
ら
の
最
初
の
論
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ぐ
く
酔
胃
①
ロ
Ｑ
ｇ
③
弔
乱
で
肖
貝
５
口
》
昌
①
少
昌
口
角
シ
具
す
①
葛
四
宮
・
口
ご
願
島
①

3

〔
］
①
ず
旬
烏
弓
酔
Ｑ
⑦
口
囚
冒
吻
一
三
巴
罰
、
○
ケ
い
①
昏
畳
扁
冒
昌
唖

国
風
昌
国
津
肖
○
四
詞
巨
呑

く
○
口

ご
罷
国
．
国
肖
旨

卑
具
号
司
昌
①
ｇ
ｏ
旨
四
目
号
崗
口
凰
ぐ
の
風
融
〔
弓
○
翫
○
》
］
名
目
］
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durchmassigenZugmitderPincetteentfbrnenliessen・Bei

allenwarderinnerhalbdesStichcanalsliegendeTheilresor-

birtworden・DasamiusserenEndedesStichcanalsliegende

EndederSehnenfndenwarmilchartigweichzerHossenund

zeigtesichbeidermikroskopischenUntersuchungaus.fbinstem

Detritusbestehend、mitetlichenelastischenFasern，aberwle

ichbesondershervorhebe,ohnealleweissenBIutk6rperchen.

DieWundewarohneEiterungv611iggeheilt.Nachzwei

weiterenTagenwurdedieselbegewaltsamwiederge6frnet

unddieversenktenFadenstiickeaufgesucht.Manfandkeine

Eiter,mg,abercinpaarTropfbntriibenSerumsimUnterhau-

tgewebe・DasCatgutwarnahezuunverandert，vonderber,

f℃sterConsistPTE・AnstattderbeidenSehnenfadenzeigtesich

einkleinermilchweisserzerHiesslicherKlumpen,wienekro-

tischesSehnen-oderBindegewebeaussehend,dersichunter

demMikroskopalszerlallenesoderzerfallendesfbinstfaseriges

welligesGewebemitelastischenFasernundeinerbedeutenden

AnzahlweisserBlutk6rperchenherausstellte.Danebenianden

sichzahlreichegrosserundeoderovale,anGr6ssezwischen

Eiterk6rperchenundEpithelieninderMittestehendeZellen,

namentlichandenRandernangehiiun(Plasmazelle,1?).Htittc

manmitderEr6HinungderWundenocheinpaal･TagC

gewartet,sowareallesverschwundengewesen,wasmitden

untenanzumhrendenErfahrungenHerrnlschiguro'sv611ig
，

unbequemeTransportweiseundderhohePreisdesCatgut

entschiedeneundschwerzubeseitigendeHindernisseftirseine

allgemeineVerwendungalsWundnahmaterialbilden,istvon

Herrnlschiguro,japanischemOberstabsarzt,einSto任aufge-

iUndenworden,welcheralleVortheiledesCatgutohneseine

Nachtheiledarbietet,undhatmichHerrlschiguroersucht,

diesenStoff､inDeutschlandbekanntzumachen,wasichbei

derWichtigkeitdesGegenstandesnattirlichmitgr6sstem

VergnUgenthue.EssinddiesFadenausWalfischsehnen,

welcheganznachArtgewOhnlicherSeidenffidenaufbewahrt

undangewendetwerden.SiewerdenimK6rperganzin

derselbenWeiseresorbirtwieCatgut,nurnochschnellerund

vollstandiger,wieausiblgendenVersuchenhervorgeht.

EinemHundewurdeanderRtickenhauteine4cmlange

HautwundegemachtundineineTaschedesUnterhautge-

webeslStilckCatgutvon3cm,1StiickSehnenfadenvon

derselbenStarkeundLange,undendlicheinebensolches

Stiick,welchesvortibergehendinLeberthrangelegenhatte,

eingebracht，dartiberdieHautwundemitlCatgutnaht,3

Sehnenfadennfihtenund3NalltenmitLeberthransehnen

geschlossen(aliesunterCarbolnebel).DarUbc,･einHefipHaster.

Nach70StundenwurdedasPHasterabgenommenesblieben

siimmtlicheLeberthranffidenohneallesWeiteredaranhangen,

wahrenddie3anderenSehnenfndenundderCatgutsich

（
の
ト
）
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iibereinstimmt.

AufdasEinlegenderFadeninLeberthranwarichdurch

dieUeberlegunggebrachtworden,dassderThranalsleicht

auibaugbaresundzugleiChetwaSdesin6cirendesthierischcsOel

dieResorptiontiberhaupterleichternundzugleichdieFaden

weichermachenm(isste,wassichauchvollkommenbestiitigte.
VielleichtliessesichderLeberthranauchf(irdieDarstellung
desCatgutverwenden.

DerGebrauchderSehnenfndenbeiOperationen(Geschwul-
stexstirpation,Ligatur)gabganzdasselbeResultat.-Danach

kannkeinZweifblbestehen,dasswirindiesenFadeneinen

tre田ichenErsatf(il･Catgutbesitzen,umsomel'ralserstere

auchvielweicher,geschmeidigerundselbstfbstersind,alsder

letztere.DereinzigeVorwuri;derihnenetwagemachtwerden
kOnnte,wareder,dasssieftirmancheZweckezusChnell

resorbirtwerden;dieErfahrunghatdieseFurchtalsunbe-

griindeterwiesen.EventuellliessesichdurchstarkesDrehen

etc.gewissaucheinelangereResistenzderFadenerzielen.

BisjetztkamennurWalfischsehnenzurVerwendung;esist

aberapriorinichtcinzusehen,warumsichnichtetwadie

langenSehnenanderer,demEuropaerleichterzuganglichen
SiiugerzudemselbenZweckebrauchenlassensollten.

DasolcheWalfischsehnenfridennachLeipzig,Strassburg
undStuttga'･tgeschicktwordensind,sowirdalsobaldvon

compctentcrSeitefiberihreBral,chbarkeitgcllrtheiltwerdcn
k6nnen.

ZumSchlussefblgthiernocheincUebersetzLIngdesAl･tikeIs

derjapanischenmedicinischenZeit'mg,durchwelcheHc,､r

IschigurodieEntdeckungseinenLandsleutenmitgethcilthat,
undwelcherftireuropaischeLescrnicht,minteressantsein

wirdalsProbefUrdenStilunsercrjapanischenCollegen.

CcBckanntlichhatsichdieEntdeckungdesCatgutalsein

grosserVortheilfYirdiechirurgischeBehandlunginnerer

Organcz.B.Ovarium,Darmetc.sowief､tirdieArterienli-

gatllrerwiesen,undauchicllhabeesolimitNutzenange-

wendet・Esistaberunangenehm,dassessotheuerist,in
Carbol61a,,fbewahrtwerdenmuss,Indsichnichtleichttran-

sportirenlasst.IchwarindiesemJahreinOsakal),und
habedaselbstimLaufbvonlOMonatentiber6000Verwun-

deteselbstbeobachtetundoftCatgutgebraucht.Dabcihaben

michobenangefYihrteNachtheileaufeinen･neuenGedanken

gebracht.Schonvor3JahrenhatteichbeimAnblickeines

InstrumenteszurBaumwollereinigung,aufwelchemFaden

vonWalfischsehnensaitenartigausgespanntwaren,vermuthet

dasssichsolcheFadenvielleichtanstattCatgutverwenden

liessen,hatteaberdamalsausMangelanZeitnichtnaher

daraLIfeingehenk6nncn.IndiesemJahreaberhabeich

zahll℃icheVersl,chedamitgemacht・DieseRidenbcstehen

飼
い
守
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曽
易
Ｎ
ｇ
毎
堕
①
貝
①
ゴ
ー
ご
ユ
園
易
日
日
月
ロ
鳴
牙
①
冨
目
夛
雰
扇
吻
ｏ
言
①
｝
旨
①
目
．
ロ
尉

園
９
国
日
冒
輯
胃
吻
⑦
胃
①
旨
毎
号
．
国
冒
崗
四
号
目
ぐ
○
国
骨
昌
Ｆ
酔
冒
鴨
乏
局
唱

澤
鈎
、
銅
巨
国
口
奔
問
い
、
再
鈩
や
』
○
ぬ
○
ず
唇
⑦
凶
津
閨
の
門
司
の
】
い
①
己
．
目
＆
〕
ず
画
言
の
岸
四
国
の

Ｎ
⑦
岸
園
巨
弓
匡
閂
く
①
凰
巨
ｏ
一
馬
Ｐ
自
国
ｇ
の
×
己
①
冒
日
の
昌
胃
５
二
弾
言
均
唱
ｇ
ｇ
】
四
日

し

目
①
易
呂
胃
胃
ロ
展
身
宮
司
．
国
冒
、
巳
呉
牙
言
］
の
冒
毎
骨
巨
目
①
目
⑦
葛
昌
口
号

顕
匹
①
唄
噂
乏
胃
昌
四
ｏ
医
『
弓
画
鴨
巨
名
匡
司
さ
い
く
①
恩
ｏ
ぽ
ざ
『
二
口
。
の
ロ
．
ｍ
Ｏ
ｇ
四
目
昌

彦
ｍ
す
の
計
画
日
の
胃
日
昌
い
Ｐ
員
の
国
①
昌
旦
四
日
斧
匡
員
①
号
巨
冒
旦
③
口
冒
己
、
画
回
国

Ｑ
の
易
の
ぎ
①
目
頭
員
①
口
国
司
ざ
両
す
①
○
ず
四
、
胃
２
．
己
斤
シ
巨
忌
⑦
乏
回
胃
巨
目
、
島
凰
①
門

田
陣
号
昌
再
吻
①
胃
匡
ｏ
胃
二
目
旦
昌
①
島
の
鳴
謨
甦
旨
胃
胃
Ｈ
Ｚ
群
三
澤
Ｑ
⑦
己
．

扉
彦
哩
酌
巨
す
①
Ｑ
騨
膀
ｇ
⑦
蜀
酔
号
ご
乏
命
冒
囎
房
易
い
く
○
風
胃
斤
く
○
局
：
ｇ

ｏ
画
侭
昌
ご
偶
営
蔚
の
胃
ご
匡
匡
館
雨
晨
巴
亙
ｅ
言
の
弓
３
国
苔
○
吋
国
豆
房
腎
．

ロ
命
豐
『
の
鴨
冒
目
〕
胃
胃
匡
〕
島
（
出
⑦
園
吋
罫
言
冒
三
月
ロ
（
す
】
シ
ｇ
●
別
言
ロ
三
国

に

Ｆ
鉾
ロ
Ｑ
⑦
局
ず
①
天
四
国
①
昌
当
．

樫
村
清
徳
の
邦
訳

「
カ
ッ
ト
グ
ッ
ト
」
〈
携
帯
貯
蔵
及
上
高
価
ノ
三
事
｝
一
由
テ
創
疾
治
療
ノ

用
一
一
供
ス
ル
｝
一
困
難
ナ
リ
然
ル
｜
一
日
本
帝
国
ノ
陸
軍
々
医
正
石
黒
君
ノ
発
明

セ
シ
鯨
線
〈
「
カ
ッ
ト
グ
ッ
ト
」
’
一
勝
リ
テ
少
シ
モ
劣
ル
所
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ

氏
〈
之
ヲ
独
逸
国
二
公
告
セ
ン
事
ヲ
予
｝
一
要
求
セ
ラ
レ
タ
リ
予
其
発
明
ヲ
賞

賛
シ
好
テ
需
一
一
応
ジ
タ
リ

石
黒
氏
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線
〈
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ノ
縫
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携
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ス
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亦
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ナ
リ
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ッ
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ッ
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リ
予
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「
セ
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メ
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セ
ン
チ
メ
ー
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ル
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シ
ト
ク

ツ
ト
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ト
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シ
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線
ト
ヲ
創
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一
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入
シ
更
一
一
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「
カ
ッ

ト
ク
ッ
ト
」
ニ
テ
ー
針
又
腱
線
ニ
テ
三
針
無
恥
窪
侵
シ
縫
合
シ
柘
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毒
囑

Ｆ
１訓
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絆
創
膏
ヲ
貼
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テ
創
唇
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膏
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縫
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井
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ッ
ト
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ニ
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部
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皆
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収
シ
尽
サ
レ
タ
リ
又
針
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一
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片
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少
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ヲ
交
ユ
ル
ヲ
見
タ
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然
リ
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サ
ル
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予
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大
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膿
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又
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滴
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又
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又
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胞
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膿
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ル
モ
ノ
ニ
〆
粒
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維
ノ
縁
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ズ
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ヲ
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石
黒
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二
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予
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一
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収
ヲ
ヨ
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少
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伝
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法
方
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一
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兼
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線
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一
〆
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一
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ル
ヲ
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カ
ッ
ト
ク
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モ
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肝
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ヲ
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ッ
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卜
」
ノ
欠
ヲ
補
上
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二
特
抜
シ
タ
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ハ
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二
〆
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便
ナ
ル
ナ
リ
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少
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憾
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モ
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キ
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思
考
ス
ル
モ
ノ
ハ
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収
シ
尽
サ
ル
ル
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速
ナ
ル

ナ
リ
然
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是
迄
ノ
経
験
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徴
ス
レ
蝉
〈
少
シ
モ
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慮
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ル
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ラ
サ
ル
ナ
リ
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又
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ラ
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の
労
働
衛
生
三
浦
豊
彦
労
働
科
学
五
五
（
七
）
三
五
三
’
三

七
四
一
九
七
九

横
手
社
会
衛
生
叢
書
の
な
か
の
工
・
鉱
業
衛
生
書
大
正
末
の
金
属
中
毒

三
浦
豊
彦
労
働
科
学
五
五
（
一
○
）
五
二
’
五
二
三
一
九
七

九
一
九
二
○
年
代
の
鉱
肺
（
ヨ
ロ
ヶ
病
）
、
炭
鉱
の
ワ
イ
ル
病
調
査
、
そ
し
て

社
会
医
学
研
究
会
学
生
の
ヨ
ロ
ヶ
調
査
三
浦
豊
彦
労
働
科
学

五
五
（
一
二
）
六
三
九
’
六
五
六
一
九
七
九

大
原
社
会
問
題
研
究
所
と
倉
敷
労
働
科
学
研
究
所
三
浦
豊
彦
医
学
史

研
究
（
五
二
）
四
二
一
九
七
九

保
健
衛
生
調
査
会
水
野
洋
医
学
史
研
究
（
五
二
）
四
一
一
九

七
九

職
業
病
と
し
て
の
煙
毒
塵
肺
の
歴
史
三
浦
豊
彦
日
本
医
史
学
雑
誌

二
五
（
二
）
一
二
’
三
二
一
九
七
九

解
剖
学
史

尾
鷲
に
お
け
る
解
剖
図
に
つ
い
て
茅
原
弘
日
本
医
史
学
雑
誌

二
五
（
二
）
八
二
一
九
七
九

三
重
県
と
解
剖
図
ｌ
特
に
尾
鷲
に
あ
る
解
観
大
意
に
つ
い
て
茅
原
弘

三
重
史
学
（
二
二
）
一
九
七
九

奥
田
万
里
と
そ
の
木
骨
に
つ
い
て
蒲
原
宏
日
本
医
史
学
雑
誌
二

五
（
二
）
九
三
’
九
五
一
九
七
九

「
範
提
綱
内
象
銅
版
図
」
各
種
版
本
の
分
類
園
部
昌
良
北
陸
医
史

一
（
己
一
二
一
九
七
九

中
国
に
お
け
る
解
剖
と
カ
ー
ニ
、
ハ
リ
ズ
ム
ー
中
国
医
学
ル
ー
ツ
の
一
つ
と
し

て
ｌ
吉
元
昭
治
日
本
医
史
学
雑
誌
二
五
（
己
一
四
’
一
三
一

九
七
九

学
会

国
際
小
児
科
学
会
の
歴
史
小
林
登
日
本
小
児
科
学
会
雑
誌
八
三

（
一
）
八
○
一
九
七
九

看
護
史

日
本
医
務
労
働
組
合
傘
下
の
看
護
婦
た
ち
増
岡
敏
和
民
医
連
医
療

（
八
二
）
七
二
’
七
三
一
九
七
九

外
科
史

岩
見
沢
市
に
於
け
る
昭
和
年
代
前
半
期
の
外
科
医
療
鎌
田
厳
、
鎌
田

威
岩
見
沢
市
立
総
合
病
院
医
誌
五
（
こ
八
’
二
一
九
七
九

植
皮
の
歴
史
（
七
）
口
唇
再
建
術
の
発
達
倉
田
喜
一
郎
日
本
災
害
医

学
会
会
誌
二
七
（
四
）
二
四
九
’
二
五
七
一
九
七
九

心
臓
外
科
由
来
記
榊
原
亨
日
本
外
科
学
会
誌
八
○
（
こ
九
一

’
九
二
一
九
七
九

日
本
の
心
臓
外
科
榊
原
仔
手
術
三
三
（
四
）
四
五
九
’
四
六
四

一
九
七
九

岩
見
沢
市
立
病
院
外
科
の
昭
和
二
五
年
以
降
の
外
科
手
術
の
統
計
佐
を

木
偉
夫
、
大
平
整
爾
、
阿
部
憲
司
、
久
木
田
和
丘
岩
見
沢
市
立
総
合
病

院
医
誌
五
（
一
）
一
二
’
一
九
一
九
七
九

西
欧
医
学
者
遺
聞
一
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
医
学
（
Ⅱ
）
世
界
で
初
め
て
麻

酔
薬
使
用
の
外
科
手
術
に
成
功
吉
岡
達
夫
東
洋
薬
事
報
一
一
○

（
五
）
二
三
’
二
六
一
九
七
九
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産
婦
人
科

日
本
の
帝
王
切
開
術
の
歴
史
ｌ
伊
古
田
純
道
の
事
蹟
に
関
す
る
最
初
の
知
見

松
木
明
知
日
本
医
史
学
雑
誌
一
一
五
（
一
）
一
’
一
三
一
九
七
九

日
本
の
帝
王
切
開
術
の
歴
史
ｌ
補
遺
１
松
木
明
知
日
本
医
史
学
雑
誌

二
五
（
四
）
四
八
四
’
四
八
九
一
九
七
九

歯
学
史

普
救
類
方
に
収
録
さ
れ
た
歯
科
の
療
法
小
野
尊
睦
日
本
歯
科
医
史
学

会
会
誌
六
（
三
）
四
五
’
五
二
一
九
七
九

第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
歯
科
出
品
物
第
一
報
歯
科
材
料
に
つ
い
て

大
橋
正
敬
他
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
六
（
一
）
一
’
七
一
九
七

九
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
歯
科
出
品
物
第
二
報
歯
磨
、
歯
ブ
ラ
シ
お

よ
び
楊
枝
に
つ
い
て
大
橋
正
敬
他
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
六

（
一
）
八
’
一
三
一
九
七
九

第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
歯
科
出
品
物
第
一
報
歯
科
器
材
に
つ
い
て

大
橋
正
敬
、
仁
平
真
佐
秀
、
竹
井
満
久
、
片
山
幸
太
郎
、
小
田
邦
雄
、
西

川
富
一
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
六
（
三
）
一
’
七
一
九
七
九

第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
歯
科
出
品
物
第
二
報
歯
磨
に
つ
い
て

大
橋
正
敬
、
仁
平
真
佐
秀
、
竹
井
満
久
、
片
山
幸
太
郎
、
小
田
邦
雄
、
西

川
富
一
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
六
（
三
）
八
’
二
一
九
七
九

第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
歯
科
出
品
物
第
三
報
歯
ブ
｜
フ
シ
お
よ
び
楊

枝
に
つ
い
て
大
橋
正
敬
、
仁
平
真
佐
秀
、
竹
井
満
久
、
片
山
幸
太

郎
、
小
田
邦
雄
、
西
川
富
一
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
六
（
三
）
一

二
’
一
四
一
九
七
九

第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
歯
科
出
品
物
の
審
査
結
果
第
一
報
歯
科
器
材

に
つ
い
て
大
橋
正
敬
、
長
谷
川
清
、
竹
井
満
久
、
片
山
幸
太
郎
、
西

川
富
一
、
日
高
健
二
、
菅
原
明
善
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
七
（
二
）

一
九
’
二
四
一
九
七
九

第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
歯
科
出
品
物
の
審
査
結
果
第
二
報
歯
磨
に
つ

い
て
大
橋
正
敬
、
長
谷
川
清
、
竹
井
満
久
、
片
山
幸
太
郎
、
西
川
富

一
、
日
高
健
二
、
菅
原
明
善
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
七
（
三
）
三

○
’
三
三
一
九
七
九

第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
歯
科
出
品
物
の
審
査
結
果
第
三
報
歯
ブ
ラ
シ

お
よ
び
楊
枝
に
つ
い
て
大
橋
正
敬
、
長
谷
川
清
、
竹
井
満
久
、
片
山

幸
太
郎
、
西
川
富
一
、
日
高
健
二
、
菅
原
明
善
日
本
歯
科
医
史
学
会
会

誌
七
（
三
）
三
八
’
四
一
一
九
七
九

「
歯
科
に
わ
か
る
書
籍
類
の
価
格
の
検
討
に
つ
い
て
」
（
第
一
報
）
米
価
と

の
比
較
岡
田
治
夫
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
七
（
二
）
四
一

九
七
九

大
洲
藩
医
鎌
田
玄
台
（
一
七
九
四
’
一
八
五
四
）
に
つ
い
て
嶋
村
昭
辰
、

上
潟
口
武
、
稲
井
鉄
鳴
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
七
（
二
）
五
’
六

一
九
七
九

鎌
田
玄
台
著
〃
外
科
起
廃
″
に
翠
ら
れ
る
口
腔
外
科
に
つ
い
て
嶋
村
昭

辰
、
上
潟
口
武
、
稲
井
鉄
鳴
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
七
（
二
）
六

一
九
七
九

木
床
義
歯
の
製
作
法
に
つ
い
て
新
藤
恵
久
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌

六
（
三
）
二
二
’
二
五
一
九
七
九

長
井
兵
助
に
つ
い
て
新
藤
恵
久
、
高
槻
正
男
、
遠
藤
吉
雄
日
本
歯
科
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医
史
学
会
会
誌
七
（
二
）
二
一
九
七
九

ヨ
コ
ハ
マ
渡
り
の
治
療
椅
子
中
原
爽
、
新
藤
恵
久
日
本
歯
科
医
史

学
会
会
誌
七
（
二
）
七
一
九
七
九

中
国
古
代
の
歯
科
病
名
と
疾
病
観
歯
科
病
名
歴
種
ｌ
補
遺
Ｉ
杉
本
茂
春

日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
六
（
三
）
一
五
’
一
二
一
九
七
九

妙
法
蓮
華
経
に
承
え
る
一
症
例
に
つ
い
て
杉
本
茂
春
日
本
歯
科
医
史

学
会
会
誌
七
（
二
）
二
一
九
七
九

医
学
大
辞
書
に
活
躍
す
る
佐
藤
運
雄
先
生
杉
本
茂
春
日
本
歯
科
医
史

学
会
会
誌
七
（
二
）
四
一
九
七
九

中
国
古
字
書
に
象
え
る
歯
科
病
名
ｌ
説
文
・
康
煕
字
典
に
つ
い
て
Ｉ
杉

本
茂
春
医
騨
復
刊
（
五
一
）
三
八
’
四
○
一
九
七
九

内
務
省
衛
生
局
雑
誌
と
開
業
免
状
を
下
附
さ
れ
た
医
師
人
名
に
つ
い
て

鈴
木
勝
、
新
国
俊
彦
、
谷
津
三
雄
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
七

（
二
）
二
一
九
七
九

歯
朶
が
き
の
う
ゞ
ヘ
ル
考
鈴
木
勝
、
谷
津
三
雄
日
本
医
史
学
雑
誌

二
五
（
二
）
六
七
’
六
八
一
九
七
九

「
武
威
漢
代
医
簡
」
に
於
け
る
歯
痛
の
薬
方
に
つ
い
て
戸
出
一
郎
日

本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
七
（
二
）
五
一
九
七
九

義
歯
に
お
け
る
粘
膜
負
担
思
想
の
系
譜
永
田
和
弘
日
本
歯
科
医
史
学

会
会
誌
七
（
二
）
二
一
九
七
九

フ
ロ
ィ
卜
と
口
腔
癌
ｌ
そ
し
て
顎
切
除
の
歴
史
的
展
望
Ｉ
成
田
令
博

日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
六
（
三
）
三
八
’
四
四
一
九
七
九

顎
骨
に
対
す
る
形
成
手
術
の
変
遷
ｌ
下
顎
前
突
症
に
つ
い
て
Ｉ
成
田
令

博
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
七
（
二
）
五
一
九
七
九

第
七
回
日
本
歯
科
医
史
学
会
学
術
大
会
会
長
講
演
佐
藤
運
雄
先
生
と
そ
の

著
書
に
つ
い
て
新
国
俊
彦
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
七
（
二
）

三
’
四
、
（
三
）
四
九
’
六
○
一
九
七
九

沼
田
先
生
と
パ
ノ
ラ
マ
Ｘ
線
装
置
に
つ
い
て
長
谷
川
俊
夫
日
本
歯
科

医
史
学
会
会
誌
七
（
二
）
二
一
九
七
九

縄
文
時
代
人
の
鵬
蝕
多
発
下
顎
骨
に
つ
い
て
長
谷
川
正
康
日
本
歯
科

医
史
学
会
会
誌
七
（
二
）
五
一
九
七
九

「
歯
科
医
師
二
関
ス
ル
調
査
資
料
輯
第
一
号
」
（
昭
一
八
）
岸
ら
い
て

本
間
邦
則
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
七
（
二
）
六
一
九
七
九

縄
文
時
代
人
の
齪
蝕
多
発
下
顎
骨
に
つ
い
て
長
谷
川
正
康
日
本
歯
科

医
史
学
会
会
誌
七
（
三
）
三
四
’
三
七
一
九
七
九

落
合
泰
蔵
編
「
漢
洋
病
名
対
照
録
」
（
明
一
六
）
の
歯
科
疾
患
に
つ
い
て

本
間
邦
則
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
七
（
二
）
七
一
九
七
九

束
京
医
学
散
歩

高
山
歯
科
医
学
院
と
そ
の
後
松
宮
誠
一
医
家
芸
術
（
四
）
五
○

’
五
一
一
九
七
九

歯
学
の
国
電
沿
線
散
歩
真
泉
平
治
医
家
芸
術
（
四
）
四
九
’
五

○
一
九
七
九

ク
ラ
ス
プ
を
応
用
し
た
骨
製
義
歯
な
ら
び
に
む
す
び
・
繋
ぎ
か
ら
鍼
鉄
・
鉤

応
用
へ
の
推
移
に
つ
い
て
本
山
佐
太
郎
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌

六
（
一
）
一
四
’
二
○
一
九
七
九

曲
亭
馬
琴
の
義
歯
に
つ
い
て
第
一
報
翻
刻
の
変
遷
本
山
佐
太
郎

日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
七
（
二
）
一
一
九
七
九

曲
亭
馬
琴
の
義
歯
に
つ
い
て
第
二
報
義
歯
製
作
者
叩
吉
田
某
本
山
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佐
太
郎
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
七
（
二
）
一
一
九
七
九

古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
信
仰
と
医
学
・
歯
科
医
学
（
そ
の
二
）
古
典
期
の

病
理
・
診
断
学
、
歯
科
薬
物
・
治
療
学
と
口
腔
外
科
学
に
つ
い
て
森
山

徳
長
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
六
（
一
）
二
九
’
三
九
一
九
七
九

聖
書
と
タ
ル
ム
ド
の
歯
科
医
学
ｌ
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
歯
科
医
学
の
編
集
史
的

研
究
（
そ
の
一
）
旧
約
聖
書
時
代
Ｉ
森
山
徳
長
日
本
歯
科
医
史
学
会

会
誌
六
（
三
）
二
六
’
三
七
一
九
七
九

〆
巳
’
○
ｇ
の
壷
の
美
術
史
的
・
歯
科
医
史
学
的
・
神
話
学
的
考
察
森

山
徳
長
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
七
（
二
）
一
一
九
七
九

一
八
八
○
年
代
後
半
に
お
け
る
腐
敗
歯
根
管
即
時
充
填
森
山
徳
長
日

本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
七
（
三
）
一
’
九
一
九
七
九

日
本
に
お
け
る
麻
酔
史
の
研
究
Ｉ
特
に
上
里
寿
著
、
口
腔
伝
達
麻
酔
法
の
解

題
Ｉ
谷
津
三
雄
他
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
六
（
一
）
一
二
’
二

八
一
九
七
九

崎
形
児
写
真
図
譜
に
お
け
る
口
腔
崎
形
児
の
考
証
谷
津
三
雄
他
日
本

歯
科
医
史
学
会
会
誌
六
（
一
）
四
○
’
五
○
一
九
七
九

資
料
日
本
歯
科
医
史
学
会
の
学
術
展
望
特
に
学
術
大
会
と
月
例
研
究
会

の
発
表
か
ら
谷
津
三
雄
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
六
（
三
）
五

三
’
五
五
一
九
七
九

歯
み
が
き
の
ラ
ベ
ル
考
と
引
札
・
看
板
谷
津
三
雄
日
本
歯
科
医
史
学

会
会
誌
七
（
二
）
三
一
九
七
九

わ
が
国
で
最
初
と
思
わ
れ
る
歯
科
器
械
カ
タ
ロ
グ
に
つ
い
て
谷
津
三

雄
、
大
場
重
信
、
松
本
好
正
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
七
（
二
）
六

一
九
七
九

日
本
医
史
学
会
発
足
当
時
の
規
則
と
月
例
会
に
つ
い
て
谷
津
三
雄
、
渋

谷
紘
、
大
場
重
信
、
出
地
弘
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
七
（
二
）

八
’
一
三
一
九
七
九

三
共
と
歯
科
（
第
一
報
）
谷
津
三
雄
、
今
田
謙
二
、
野
沢
隆
之
、
庵
原

正
彦
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
七
（
二
）
一
四
’
一
八
一
九
七
九

大
日
本
統
計
表
（
明
治
二
二
年
刊
）
谷
津
三
雄
、
米
長
悦
也
、
栗
山

稔
、
高
木
重
行
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
七
（
三
）
一
○
’
一
六

一
九
七
九

わ
が
国
最
初
の
歯
学
害
桐
村
克
己
著
〃
歯
の
養
生
法
″
谷
津
三
雄
、

上
村
嘉
枝
、
江
川
為
明
、
高
杉
卓
志
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
七

（
三
）
一
七
’
二
二
一
九
七
九

伊
沢
信
平
と
歯
科
医
術
’
第
二
回
日
本
医
学
会
に
お
け
る
講
演
要
旨
（
明
治

二
六
年
）
谷
津
三
雄
、
佐
藤
幸
恵
、
谷
津
徳
男
、
庵
原
正
彦
日
本

歯
科
医
史
学
会
会
誌
七
（
三
）
二
三
’
二
九
一
九
七
九

〃
育
児
の
志
を
り
″
に
承
ら
れ
る
歯
科
的
事
項
谷
津
三
雄
、
米
長
悦
也

松
本
好
正
、
栗
山
稔
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
七
（
三
）
四
二
’

四
八
一
九
七
九

史
跡
・
碑

東
京
医
学
散
歩

青
山
脳
病
院
と
斎
藤
茂
吉
先
生
青
木
義
作
医
家
芸
術
（
四
）
四

四
一
九
七
九

東
京
大
学
の
界
隈
東
竜
太
郎
医
家
芸
術
（
四
）
四
六
’
四
七

一
九
七
九

本
所
界
隈
の
こ
と
（
ご
く
一
部
に
つ
い
て
）
伊
能
秀
記
医
家
芸
術

460（82）



（
四
）
三
七
’
三
八
一
九
七
九

目
黒
寄
生
虫
館
亀
谷
了
医
家
芸
術
（
四
）
四
五
一
九
七
九

蘭
学
の
花
き
し
頃
ｌ
築
地
明
知
町
Ｉ
北
川
千
秋
医
家
芸
術
（
四
）

二
四
一
九
七
九

江
戸
の
種
痘
所
創
始
伊
東
玄
朴
先
生
の
墓
木
下
秀
一
郎
医
家
芸

術
（
四
）
三
一
一
九
七
九

盲
長
屋
北
村
包
彦
医
家
芸
術
（
四
）
四
七
一
九
七
九

新
宿
落
合
地
区
熊
倉
杏
雨
医
家
芸
術
（
四
）
三
九
’
四
○
一

九
七
九

回
向
院
と
観
臓
記
念
碑
中
山
重
男
医
家
芸
術
（
四
）
二
二
’
二

三
一
九
七
九

神
田
の
医
学
散
歩
松
沢
三
郎
医
家
芸
術
（
四
）
二
六
’
二
九

一
九
七
九

都
内
の
医
跡
を
訪
ね
て
矢
数
道
明
医
家
芸
術
（
四
）
三
四
’
三

五
一
九
七
九

明
治
・
大
正
、
昭
和
初
頭
の
駿
河
台
山
田
康
医
家
芸
術
（
四
）

二
九
’
三
○
一
九
七
九

観
潮
棲
の
跡
横
尾
安
夫
医
家
芸
術
（
四
）
四
二
一
九
七
九

上
野
・
池
の
端
界
隈
吉
岡
信
医
家
芸
術
（
四
）
三
二
一
九

七
九

「
漢
方
医
学
復
興
之
地
」
記
念
碑
建
立
和
田
正
系
医
家
芸
術

（
四
）
三
六
一
九
七
九

近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
を
探
る
保
団
連
設
立
一
○
周
年
記
念
京
都
医
学
史
め

ぐ
り
の
旅
杉
立
義
一
全
国
保
険
医
通
信
（
二
○
）
三
○
’
三
五

一
九
七
九

京
都
の
医
学
史
跡
散
歩

奥
渓
家
「
御
殿
医
下
屋
敷
趾
」
杉
立
義
一
い
ず
承
二
六
（
八
）

二
二
一
九
七
九

山
本
亡
洋
読
書
室
跡
杉
立
義
一
い
ず
承
二
六
（
九
）
二
七
一

九
七
九

「
大
村
益
次
郎
遭
難
之
碑
」
と
木
屋
町
通
杉
立
義
一
い
ず
桑
一
一

六
（
一
○
）
二
五
一
九
七
九

本
居
宣
長
修
学
之
地
綾
小
路
通
室
町
西
入
杉
立
義
一
保
事
協
ニ

ュ
ー
ス
（
二
二
六
）
七
一
九
七
九

ヶ
ン
。
ヘ
ル
と
京
都
杉
立
義
一
保
事
協
ニ
ュ
ー
ス
（
二
二
七
）
七

一
九
七
九

京
都
の
医
学
史
跡
散
歩
杉
立
義
一
京
都
医
報
（
九
○
○
）
一
○
、

（
九
○
三
）
一
四
、
（
九
○
六
）
一
○
’
二
、
（
九
○
七
）
八
、
（
九

一
○
）
二
○
、
（
九
一
三
）
一
六
’
一
七
、
（
九
一
七
）
二
八
’
二
九
、

（
九
一
九
）
一
○
、
（
九
一
三
）
一
五
、
（
九
二
三
）
一
四
、
（
九
二

五
）
一
二
一
九
七
九

断
片
医
学
史
散
歩
本
草
学
者
小
野
蘭
山
の
墓
春
田
三
佐
夫

旨
。
号
昌
昌
＆
旨
一
一
五
（
二
）
一
○
二
’
一
○
四
一
九
七
九

忍
性
の
北
山
十
八
間
戸
遺
構
調
査
と
ス
ケ
ッ
チ
木
下
秀
一
郎
日
本
医

事
新
報
（
二
八
八
五
）
六
六
’
六
七
一
九
七
九

疾
病
史

脳
性
麻
癖
の
歴
史
匡
三
。
の
講
演
の
紹
介
を
兼
ね
て
有
馬
正
高
、
桜

川
宣
男
小
児
科
言
○
○
炭
（
七
）
一
’
四
一
九
七
九
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日
本
の
糖
尿
病
大
滝
紀
雄
ロ
島
の
《
①
堕
・
吉
員
邑
昌
七
（
一
）
二
九
’

三
一
、
（
二
）
三
一
’
三
四
、
（
三
）
三
五
’
三
八
一
九
七
九

日
本
の
糖
尿
病
史
大
滝
紀
雄
日
本
医
史
学
雑
誌
二
五
（
二
）
八
六

’
八
七
一
九
七
九

疾
病
時
の
食
事
（
粥
）
の
歴
史
大
塚
恭
男
日
本
医
事
新
報
（
二
八

八
七
）
一
四
二
一
九
七
九

病
気
は
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
か
Ｉ
医
学
は
病
気
を
ど
う
克
服
し
て
き
た
か
ｌ

古
代
か
ら
近
世
ま
で
の
あ
ゆ
承
大
鳥
蘭
三
郎
看
護
学
生
一
一
七

（
四
）
六
’
八
一
九
七
九

福
井
県
に
お
け
る
結
核
の
歴
史
概
報
白
崎
昭
一
郎
北
陸
医
史
一

（
こ
こ
七
一
九
七
九

古
代
の
癩
病
を
め
ぐ
っ
て
新
村
拓
科
学
医
学
資
料
研
究
（
六
三
）

七
’
八
一
九
七
九

嘉
永
四
年
に
お
け
る
千
葉
県
の
一
地
区
の
「
破
傷
風
」
に
つ
い
て
藤
代

国
夫
日
本
医
事
新
報
（
二
八
七
一
）
六
六
’
六
七
一
九
七
九

日
本
に
お
け
る
胆
石
症
の
変
遷
松
倉
三
郎
・
ク
リ
’
一
ヵ
六
（
一
）
五

’
七
一
九
七
九

梅
毒
の
歴
史

日
本
の
梅
毒
森
優
臨
床
と
研
究
五
六
（
一
）
赤
．
ヘ
ー
ジ
ー

’
二
一
九
七
九

日
本
の
古
代
に
梅
毒
が
あ
っ
た
か
森
優
臨
床
と
研
究
五
六

（
二
）
赤
。
ヘ
ー
ジ
三
’
四
一
九
七
九

梅
毒
の
呼
び
方
森
優
臨
床
と
研
究
五
六
（
三
）
赤
。
ヘ
ー
ジ

五
’
六
一
九
七
九

中
国
の
梅
毒
の
起
原
森
優
臨
床
と
研
究
五
六
（
四
）
赤
。
ヘ

ー
ジ
七
’
八
一
九
七
九

西
ド
イ
ツ
諸
島
か
ら
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
一
行
が
梅
毒
を
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
に
伝
え

た
森
優
臨
床
と
研
究
五
六
（
五
）
赤
。
ヘ
ー
ジ
九
’
一
○

一
九
七
九

戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
癌
研
究
の
国
際
交
流
を
中
心
に
ｌ
森
山
巌
先
生

を
迎
え
て
Ｉ
森
山
巌
外
四
名
現
代
医
学
一
一
六
（
三
）
四
一
九

’
四
二
九
一
九
七
九

血
友
病
の
歴
史
吉
田
邦
男
小
児
科
臨
床
一
一
三
（
六
）
一
○
○
六
’

一
○
○
九
一
九
七
九

書
誌
学

高
野
長
英
筆
医
説
（
上
越
市
（
直
江
津
）
渡
辺
慶
一
氏
蔵
）
蒲
原
宏

新
潟
県
医
師
会
報
（
三
五
二
）
一
九
七
九

岩
崎
灌
園
著
『
本
草
図
譜
』
北
村
四
郎
同
朋
（
一
八
）
二
’
四

一
九
七
九

「
水
嶋
流
懐
婦
産
記
」
に
つ
い
て
蔵
方
宏
昌
日
本
医
史
学
雑
誌
一
一

五
（
二
）
一
○
○
’
一
○
二
一
九
七
九

デ
ー
｝
一
シ
シ
講
『
断
訟
医
学
』
の
刊
行
年
乏
胃
ロ
ミ
麗
己
画
邑
〕
２
唱
言

（
弓
①
ｘ
Ｓ
Ｏ
Ｏ
宍
昌
蜀
○
『
の
易
一
ｏ
三
斤
呂
己
旨
⑦
）
ず
旦
目
シ
ロ
ｇ
ｏ
官
５
房
｝
昂
堅
や

小
関
恒
雄
犯
罪
学
雑
誌
四
五
（
五
、
六
）
二
○
三
’
二
○
四
一
九

七
九

『
尾
藩
禁
方
集
成
』
に
つ
い
て
後
藤
志
朗
科
学
医
学
資
料
研
究

（
六
七
）
一
一
九
七
九

畔
田
翠
山
『
古
名
録
』
悲
願
杉
本
つ
と
む
科
学
医
学
資
料
研
究
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（
五
七
）
一
’
三
一
九
七
九

加
賀
藩
御
医
者
溜
の
「
拝
診
日
記
」
に
つ
い
て
津
田
進
三
日
本
医
史

学
雑
誌
二
五
（
二
）
五
七
’
五
九
一
九
七
九

文
庫
の
窓
か
ら
啓
迪
集
（
一
）
中
泉
行
信
、
中
泉
行
史
、
斉
藤
仁
男

臨
床
眼
科
三
三
（
四
）
五
五
六
’
五
五
七
、
（
五
）
七
二
四
，
く
七
二
五
、

（
六
）
八
六
八
’
八
七
○
一
九
七
九

『
続
添
鴻
宝
秘
要
抄
』
に
つ
い
て
付
「
傷
寒
」
史
考
三
木
栄
日

本
医
史
学
雑
誌
二
五
（
四
）
四
四
六
’
四
六
九
一
九
七
九

江
馬
元
恭
『
弗
吉
作
無
熱
病
全
書
』
訳
稿
に
つ
い
て
安
井
広
医
讓

復
刊
（
五
一
）
三
一
’
三
七
一
九
七
九

生
化
学
史

生
化
学
の
歩
承
生
化
学
の
勃
興
ジ
ョ
セ
フ
。
Ｓ
・
フ
ル
ー
ト
ン
、
日

野
幸
伸
訳
生
化
学
五
一
（
ご
・
一
九
’
二
三
、
（
二
）
九
二
’
九
八

一
九
七
九

整
形
外
科

整
形
外
科
研
究
所
の
ル
ー
ツ
を
訪
ね
て
加
藤
正
整
形
外
科
三
○

（
一
）
九
一
’
九
二
一
九
七
九

整
形
外
科
の
歴
史
厚
昌
〕
・
罰
巴
の
貝
旨
著
、
加
藤
正
訳
整
形
外
科

三
○
（
こ
九
三
’
九
七
、
（
二
）
二
二
九
’
二
三
四
、
（
三
）
三
四
五

’
三
五
四
、
（
四
）
四
六
七
ｊ
く
四
七
一
、
（
五
）
五
八
三
’
五
八
六
、
（
六
）

七
七
九
’
七
八
一
、
（
七
）
八
八
三
’
八
八
七
、
（
八
）
一
○
○
一
’
一

○
○
三
、
（
九
）
一
二
五
’
二
一
七
、
（
一
○
）
一
二
二
五
’
一
二

二
八
、
（
一
こ
一
三
三
七
’
一
三
三
九
、
（
一
二
）
一
八
九
三
’
一
八

九
五
一
九
七
九

精
神
医
学
史

明
治
以
前
の
精
神
医
学
史
狂
ｌ
古
典
に
よ
っ
て
Ｉ
中
西
進
社
会

精
神
医
学
二
（
二
）
四
○
三
’
四
一
四
一
九
七
九

世
界
の
医
学
切
手

９
画
目
①
犀
ｇ
ｐ
ａ
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
糸
一
○
八
（
一
）
二

九
’
三
○
一
九
七
九

シ
鳥
８
ａ
。
唖
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
桑
一
○
九
（
一
）
二
三
’
二
四

一
九
七
九

思
冨
員
８
宮
〕
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ぷ
一
○
九
（
九
）
四
九
三

’
四
九
四
一
九
七
九

検
疫
制
度
一
○
○
年
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
象
二
○
（
九
）
四

七
四
’
四
七
五
一
九
七
九

国
際
児
童
年
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
糸
二
一
（
一
）
一
八
’
一

九
一
九
七
九

ァ
ラ
ビ
ァ
の
医
学
（
Ｖ
）
少
ぐ
①
国
Ｎ
Ｃ
胃
》
シ
ぐ
①
胃
○
軒
》
忘
匡
局
古
川
明

医
学
の
あ
ゆ
承
二
一
（
三
）
中
付
一
九
七
九

メ
キ
シ
コ
国
立
心
臓
病
研
究
所
と
壁
画
「
心
臓
病
学
の
歴
史
」
古
川
明

医
学
の
あ
ゆ
承
二
一
（
五
）
三
二
六
’
三
二
七
一
九
七
九

中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
医
学
（
１
）
昌
○
員
ｏ
ｏ
Ｐ
萌
冒
○
修
道
院
と
野
．

犀
昌
ａ
目
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
み
二
一
（
七
）
中
付
一

九
七
九

天
然
痘
の
根
絶
宣
言
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
象
二
一
（
九
）
五

七
八
’
五
七
九
一
九
七
九

中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
の
医
学
（
Ⅱ
）
病
院
古
川
肌
医
学
の
あ
ゆ
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承
一
一
一
つ
一
、
一
二
）
一
九
七
九

地
方
史

医
界
風
土
記

徳
島
県
高
良
斎
と
散
瞳
薬
福
島
義
一
日
医
ニ
ュ
ー
ス
（
四
一

六
）
一
九
七
九

長
野
県
宮
下
弁
覚
文
書
に
つ
い
て
柳
沢
文
秋
口
医
一
夏
－
ス

（
四
一
七
）
一
九
七
九

香
川
県
長
尾
篤
斉
と
香
川
県
医
学
校
香
川
県
医
師
会
広
報
宣
伝
部

日
医
一
夏
１
ス
（
四
一
八
）
一
九
七
九

福
井
県
中
世
医
学
資
料
と
朝
倉
遺
跡
発
掘
竹
内
真
一
日
医
一
一
ユ

ー
ス
（
四
一
九
）
一
九
七
九

兵
庫
県
鶴
崎
平
三
郎
先
生
の
こ
と
ど
も
益
子
千
年
長
日
医
ニ
ュ

ー
ス
（
四
一
二
）
一
九
七
九

群
馬
県
戸
塚
家
三
代
の
医
史
大
河
原
磐
峯
日
医
一
三
Ｉ
ス
（
四

二
二
）
一
九
七
九

鳥
取
県
続
因
伯
の
医
師
た
ち
森
納
日
医
｝
豆
－
ス
（
四

二
三
）
一
九
七
九

岐
阜
県
や
は
り
あ
っ
た
幻
の
本
、
江
馬
蘭
斎
の
『
太
平
聖
恵
方
』

青
木
一
郎
日
医
ニ
ュ
ー
ス
（
四
二
四
）
一
九
七
九

山
梨
県
故
県
医
師
会
長
露
木
寛
先
生
の
こ
と
ど
も
志
能
孝
雄
日

医
一
一
ユ
ー
ス
（
四
二
五
）
一
九
七
九

栃
木
県
足
利
学
校
と
医
学
（
そ
の
こ
菊
地
卓
日
医
一
一
ユ
ー

ス
（
四
二
六
）
一
九
七
九

栃
木
県
足
利
学
校
と
医
学
（
そ
の
二
）
菊
地
卓
日
医
ニ
ュ
ー
ス

（
四
二
七
）
一
九
七
九

岩
手
県
盛
岡
の
蘭
医
八
角
高
遠
岩
淵
憲
次
郎
口
医
ニ
ュ
ー
ス

（
四
二
八
）
一
九
七
九

秋
田
県
秋
田
蘭
画
と
解
体
新
書
石
川
真
日
医
ニ
ュ
ー
ス

（
四
二
九
）
一
九
七
九

佐
賀
雌
佐
賀
県
医
師
会
初
代
会
長
池
田
陽
一
先
生
に
つ
い
て
鍵
山

栄
日
医
一
一
ユ
ー
ス
（
四
三
一
）
一
九
七
九

福
井
県
「
大
野
洋
学
館
」
の
蘭
文
会
読
得
点
表
「
大
野
藩
洋
学
館
跡
の

碑
」
出
来
る
岩
治
勇
一
Ｈ
医
｝
一
ユ
ー
ス
（
四
三
三
）
一
九

七
九

静
岡
県
柏
原
学
而
と
牛
痘
新
書
土
屋
重
朗
日
医
一
三
－
ス

（
四
三
四
）
一
九
七
九

新
潟
県
鵜
の
森
狂
疾
院
蒲
原
宏
日
医
一
一
ユ
ー
ス
（
四
三
五
）

一
九
七
九

石
川
県
藩
政
期
末
加
賀
藩
留
学
生
遣
聞
加
藤
豊
明
日
医
一
一
ユ
ー

ス
（
四
三
六
）
一
九
七
九

神
奈
川
県
極
楽
寺
忍
性
塔
大
滝
紀
雄
日
医
｝
一
ユ
ー
ス
（
四
三

七
）
一
九
七
九

滋
賀
県
施
薬
院
、
悲
田
院
の
再
興
に
寄
与
し
た
人
を
（
二
の
一
）
中

神
良
太
日
医
｝
一
ユ
ー
ス
（
四
三
八
）
一
九
七
九

石
徹
白
の
医
学
調
査
報
告
山
川
普
、
岩
治
勇
一
福
井
県
医
師
会
だ

よ
り
（
二
○
七
）
二
六
’
二
七
一
九
七
九

大
野
の
寺
社
の
医
療
に
つ
い
て
岩
治
勇
一
北
陸
医
史
一
（
一
）
二

三
’
二
五
一
九
七
九
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宮
崎
県
に
於
け
る
先
哲
追
薦
会
に
就
い
て
内
田
醇
日
本
医
史
学
雑

誌
二
五
（
二
）
六
四
’
六
五
一
九
七
九

芸
州
藩
に
お
け
る
医
学
起
証
文
に
つ
い
て
小
川
新
広
島
医
学
三

一
一
（
五
）
五
二
七
’
五
三
○
一
九
七
九

藩
書
調
所
の
以
前
と
以
後
の
古
河
藩
洋
学
川
島
恂
二
古
河
市
史
研
究

（
四
）
二
六
’
四
○
一
九
七
九

三
重
県
下
の
産
育
習
俗
倉
田
正
邦
近
畿
民
俗
（
七
九
）
ニ
ハ
ー
三

五
一
九
七
九

岩
国
藩
の
医
学
史
補
遺
ｌ
他
藩
医
の
招
聰
Ｉ
庄
司
忠
日
本
医
事
新

報
（
二
八
九
七
）
六
九
’
七
二
一
九
七
九

讃
岐
国
と
道
真
と
医
学
新
村
拓
科
学
医
学
資
料
研
究
（
六
ご

一
’
二
一
九
七
九

吉
南
の
医
家
田
中
助
一
山
口
県
医
学
会
誌
（
一
二
）
一
九
一
’
二

○
三
一
九
七
九

も
つ
け
え
記
最
上
医
史
の
一
考
察
田
中
直
山
形
県
医
師
会
会
報

（
三
二
九
）
一
三
一
九
七
九

福
井
県
の
医
史
紹
介
ｌ
外
科
学
の
発
達
展
開
を
中
心
と
し
て
Ｉ
竹
内
真
一

北
陸
医
史
一
（
己
二
八
一
九
七
九

富
山
県
の
医
学
の
歴
史
を
訪
ね
て
館
秀
夫
練
馬
区
医
師
会
雑
誌

「
ね
り
ま
」
（
一
五
）
一
二
四
’
一
二
八
一
九
七
九

東
京
医
学
散
歩
千
寿
名
倉
の
歴
史
名
倉
達
医
家
芸
術
（
四
）

四
一
一
九
七
九

長
崎
医
学
史
ノ
ー
ト

郷
医
岡
完
の
上
書
中
西
啓
長
崎
県
医
師
会
報
（
三
九
六
）
一

一
一
九
七
九

「
明
治
十
四
年
長
崎
県
治
統
計
表
の
こ
と
」
中
西
啓
長
崎
県
医

師
会
報
（
三
九
七
）
二
三
一
九
七
九

「
英
語
室
」
の
こ
と
中
西
啓
長
崎
県
医
師
会
報
（
四
○
○
）

二
五
（
四
○
一
）
一
九
一
九
七
九

未
完
成
の
医
療
網
ｌ
戦
前
の
飛
騨
に
お
け
る
医
療
保
健
網
計
画
Ｉ
長
沢

澄
雄
医
学
史
研
究
（
五
二
）
四
六
一
九
七
九

治
療
史

ス
コ
ダ
と
治
療
虚
無
主
義
大
塚
恭
男
治
療
学
二
（
四
）
四
九
七

一
九
七
九

化
学
療
法
研
究
の
思
い
出
清
水
喜
八
郎
医
人
薬
人
二
八
（
ご
一

’
七
一
九
七
九

日
本
の
肺
癌
治
療
二
五
年
米
山
武
志
日
本
胸
部
臨
床
三
八
（
六
）

四
一
三
’
四
二
○
一
九
七
九

伝
記
（
個
）

開
講
五
○
年
、
前
田
和
三
郎
先
生
に
聞
く
前
田
和
三
郎
、
天
児
民
和

臨
床
整
形
外
科
一
四
（
二
）
二
○
○
’
二
○
五
一
九
七
九

歴
史
の
な
か
の
医
学
豊
臣
秀
吉
に
見
る
多
指
症
荒
巻
逸
夫
大
分
県

医
師
会
会
報
（
二
八
九
）
三
五
’
三
八
一
九
七
九

徳
島
医
学
放
射
線
技
術
史
上
牧
野
利
三
郎
今
市
正
義
日
本
医
史
学

雑
誌
一
一
五
（
二
）
一
○
○
一
九
七
九

富
士
川
勝
と
性
科
学
江
川
義
雄
日
本
医
史
学
雑
誌
一
一
五
（
二
）
六

五
’
六
七
一
九
七
九

三
宅
春
齢
（
菫
庵
）
と
種
痘
を
め
ぐ
っ
て
江
川
義
雄
広
島
医
学
三
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二
（
二
）
九
二
’
九
六
一
九
七
九

小
川
清
介
の
こ
と
Ｉ
幕
末
よ
り
明
治
に
か
け
た
変
動
期
に
於
け
る
一
医
師
の

記
録
小
川
新
広
島
医
学
三
二
（
四
）
四
一
八
’
四
一
三
一

九
七
九

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
の
儀
式
の
演
出
緒
方
富
雄
け
ん
さ
八
（
三
）

一
九
’
二
二
一
九
七
九

「
医
界
之
鉄
椎
」
を
読
ぶ
て
和
田
啓
十
郎
先
生
を
欽
慕
す
る
大
塚
敬

節
漢
方
の
臨
床
二
六
（
一
）
五
六
’
五
八
一
九
七
九

Ｃ
・
Ｇ
・
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
伝
補
遺
大
鳥
蘭
三
郎
日
本
医
史
学
雑
誌

二
五
（
三
）
三
一
五
’
三
一
七
一
九
七
九

ア
ン
ブ
ロ
ァ
ズ
・
パ
レ
の
「
私
が
処
置
を
し
神
が
こ
れ
を
癒
し
給
う
」
と
い

う
言
葉
に
つ
い
て
大
村
敏
郎
日
本
医
史
学
雑
誌
二
五
（
二
）
三

九
’
四
○
一
九
七
九

金
武
良
哲
関
係
史
料
に
つ
い
て
大
森
実
、
向
井
晃
蘭
学
資
料
研

究
会
研
究
報
告
（
三
四
○
）
一
’
六
一
九
七
九

ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
我
が
子
実
験
の
史
実
に
関
す
る
研
究
加
藤
四
郎
、
石
井

道
子
日
本
医
史
学
雑
誌
一
一
五
（
二
）
四
六
’
四
七
一
九
七
九

愛
知
県
公
立
病
院
か
ら
招
か
れ
て
金
沢
医
学
校
教
師
と
な
っ
た
若
き
独
乙
人

教
師
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
レ
ッ
ッ
の
面
影
加
藤
豊
明

北
陸
医
史
一
（
一
）
一
二
’
一
四
一
九
七
九

医
史
Ｉ
野
坂
完
山
先
生
賀
茂
郡
寺
西
町
公
民
館
広
島
医
学
三
二

（
一
）
九
七
’
九
八
一
九
七
九

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
文
献
と
そ
の
周
辺
Ｉ
私
の
Ｆ
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
文
献
探

索
旅
行
Ｉ
金
井
き
よ
ぶ
綜
合
看
護
一
四
（
一
）
六
七
’
九
○

一
九
七
九

儒
医
三
浦
菜
亭
墨
蹟
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三
四
六
）

一
九
七
九

林
勝
鱗
筆
神
農
像
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三
四
八
）
一

九
七
九

英
医
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ウ
ィ
ル
ス
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三

四
九
）
一
九
七
九

フ
ラ
ン
ス
人
医
師
芳
画
回
顧
戸
一
目
ぃ
匡
号
局
⑦
ぐ
匙
昌
蒲
原
宏
新
潟

県
医
師
会
報
（
三
五
一
）
一
九
七
九

越
後
で
発
見
さ
れ
た
華
岡
青
洲
像
（
豊
実
、
伊
藤
友
倦
、
友
幹
旧
蔵
）

蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三
五
三
）
一
九
七
九

骨
腫
瘍
病
理
学
者
ル
イ
ス
・
リ
ヒ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
（
一
九
○
六
’
一
九
七
七
）

蒲
原
宏
ガ
ン
新
病
誌
一
八
（
二
）
二
七
’
二
九
一
九
七
九

医
学
を
つ
く
っ
た
人
び
と

「
近
代
外
科
学
の
偉
大
な
開
拓
者
」
Ｉ
ア
ン
ブ
ロ
ア
ス
・
バ
レ
ー
蔵

方
宏
昌
看
護
学
生
二
七
（
二
）
一
五
’
一
七
一
九
七
九

「
実
地
臨
床
医
学
の
改
革
者
」
ｌ
ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
ー

蔵
方
宏
昌
看
護
学
生
二
七
（
四
）
一
五
ｔ
一
七
一
九
七
九

「
牛
痘
接
種
法
の
発
明
者
」
ｌ
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ェ
ン
ナ
ー
Ｉ
蔵
方

宏
昌
看
護
学
生
二
七
（
五
）
一
五
’
一
七
一
九
七
九

「
産
褥
熱
予
防
法
の
発
見
者
」
ｌ
イ
グ
ナ
ッ
ッ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ゼ
ン
メ

ル
ワ
イ
ス
ー
蔵
方
宏
昌
看
護
学
生
二
七
（
六
）
一
五
’
一
七

一
九
七
九

「
防
腐
法
（
殺
菌
法
）
の
発
明
者
」
ｌ
ヨ
ゼ
フ
・
リ
ス
タ
ー
Ｉ
蔵
方
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宏
昌
看
護
学
生
二
七
（
一
○
）
一
五
’
一
七
一
九
七
九

号
冒
智
且
覺
一
八
一
四
’
六
七
に
つ
い
て
栗
本
宗
治
日
本
医
史

学
雑
誌
一
一
五
（
二
）
四
八
’
四
九
一
九
七
九

上
市
町
に
産
れ
た
黒
川
良
安
越
山
健
二
北
陸
医
史
一
（
一
）
一
九

一
九
七
九

王
堂
チ
ェ
ン
等
ハ
レ
ン
の
和
歌
と
佐
佐
木
信
綱
佐
藤
良
雄
武
蔵
野
英
米

文
学
一
二
八
一
’
八
九
一
九
七
九

医
学
偉
人
伝

エ
ル
ウ
ィ
ソ
・
ベ
ル
ッ
酒
井
シ
ヅ
螢
雪
メ
デ
ィ
カ
ル
（
一
）

一
○
四
１
一
○
七
一
九
七
九

北
里
柴
三
郎
酒
井
シ
ヅ
螢
雪
メ
デ
ィ
カ
ル
（
四
）
七
○
’
七
三

一
九
七
九

野
口
英
世
酒
井
シ
ヅ
螢
雪
メ
デ
ィ
カ
ル
（
七
）
五
○
’
五
三

一
九
七
九

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
酒
井
シ
ヅ
螢
雪
メ
デ
ィ
カ
ル
（
八
）

五
二
’
五
五
一
九
七
九

日
本
薬
学
界
の
基
礎
を
築
い
た
長
井
長
義
酒
井
シ
ヅ
螢
雪
メ
デ
ィ

カ
ル
九
五
六
’
五
九
一
九
七
九

同
愛
社
を
作
っ
た
市
井
医
師
・
高
松
凌
雲
酒
井
シ
ヅ
螢
雪
メ
デ
ィ

カ
ル
一
二
五
八
’
六
一
一
九
七
九

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ェ
ン
ナ
ー
酒
井
シ
ヅ
螢
雪
メ
デ
ィ
カ
ル
｜

（
二
）
一
九
七
九

野
口
英
世
酒
井
シ
ヅ
螢
雪
メ
デ
ィ
カ
ル
一
（
三
）
五
二
’
五
五

一
九
七
九

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
酒
井
シ
ヅ
螢
雪
メ
デ
ィ
カ
ル

’
（
七
）
五
六
’
五
九
一
九
七
九

西
洋
歯
科
導
入
に
尽
く
し
た
小
幡
英
之
助
酒
井
シ
ヅ
螢
雪
メ
デ
ィ

カ
ル
一
（
八
）
六
二
’
六
五
一
九
七
九

会
津
藩
医
馬
嶋
瑞
園
に
つ
い
て
酒
井
シ
ヅ
日
本
医
事
新
報
（
二
八

六
八
）
一
五
六
一
九
七
九

佐
賀
藩
海
外
交
渉
史
の
一
面
’
一
八
六
七
年
。
く
り
万
博
の
渡
来
資
料
に
つ
い

て
Ｉ
‐
酒
井
泰
治
、
尾
形
善
郎
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
（
三

四
○
）
七
’
二
三
一
九
七
九

橋
本
宗
吉
と
そ
の
子
孫
た
ち
阪
田
泰
正
日
本
医
事
新
報
（
二
八
七

七
）
六
四
一
九
七
九

楢
陵
伊
古
田
純
道
伝
桜
沢
一
昭
東
国
民
衆
史
（
二
）
一
’
一
九
、

（
三
）
五
’
二
二
一
九
七
九

（
評
伝
）
○
言
。
乏
胃
冒
侭
篠
原
兵
庫
生
化
学
五
一
（
三
）
一
三

九
’
一
六
○
一
九
七
九

三
浦
梅
園
の
哲
学
ｌ
極
東
儒
学
思
想
史
の
見
地
か
ら
Ｉ
島
田
度
次

東
洋
史
研
究
三
八
（
三
）
一
’
二
五
一
九
七
九

杉
田
玄
白

医
の
学
・
術
・
道
杉
靖
三
郎
健
康
医
学
（
三
○
三
）
八
○
’
八

三
一
九
七
九

教
養
人
と
し
て
の
玄
白
杉
靖
三
郎
健
康
医
学
（
三
○
四
）
八
○

’
八
二
一
九
七
九
、

憂
国
の
至
情
杉
靖
三
郎
健
康
医
学
（
三
○
五
）
八
二
’
八
五

一
九
七
九
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杉
田
玄
白
（
二
一
）
杉
靖
三
郎
健
康
医
学
（
三
○
六
）
八
一
ｊ

八
四
一
九
七
九

貝
原
益
軒

「
自
然
」
と
「
自
然
良
能
」
杉
靖
三
郎
社
会
保
険
三
○
（
一
）

一
四
ｉ
一
六
一
九
七
九

治
病
に
古
今
東
西
の
別
な
し
杉
靖
三
郎
社
会
保
険
三
○
（
二
）

一
四
’
一
六
一
九
七
九

『
養
生
訓
」
と
現
代
医
学
杉
靖
三
郎
社
会
保
険
三
○
（
六
）
一

四
’
一
六
一
九
七
九

蘭
方
医
・
木
下
熈
に
つ
い
て
杉
立
義
一
日
本
医
史
学
雑
誌
二
五

（
二
）
六
三
’
六
四
一
九
七
九

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
以
ス
の
こ
と
（
補
遺
）
園
代
逸
郎
日
本
医
史
学

雑
誌
二
五
（
二
）
四
五
’
四
六
一
九
七
九

経
験
の
医
学
１
本
居
宣
長
の
医
史
学
的
考
察
Ｉ
高
橋
正
夫
日
本
医
史

学
雑
誌
二
五
（
三
）
二
四
四
’
二
五
九
、
（
四
）
四
一
三
’
四
四
五

一
九
七
九

ト
イ
ス
ラ
ー
博
士
の
偉
業
を
偲
ぶ
聖
書
に
見
る
聖
人
ル
カ
と
ト
イ
ス
ラ
ー
博

士
の
生
涯
高
松
秀
雄
い
ず
桑
二
六
（
五
）
二
六
、
（
六
）
二
二

、
一
九
七
九

静
海
上
府
懐
日
記
（
二
）
戸
塚
武
比
古
日
本
医
史
学
雑
誌
二
五

（
一
）
六
二
１
七
一
一
九
七
九

資
料
宇
田
川
玄
随
を
焼
る
書
簡
四
通
戸
塚
武
比
古
日
本
医
史
学
雑

誌
二
五
（
三
）
三
二
七
’
三
二
八
一
九
七
九

資
料
戸
塚
家
の
文
書
か
ら
戸
塚
武
比
古
日
本
医
史
学
雑
誌
二
五

（
四
）
五
一
一
’
五
一
四
一
九
七
九

安
達
憲
忠
関
係
資
料
（
二
）
内
藤
二
郎
駒
大
経
営
研
究
一
○
（
四
）

一
二
五
’
一
五
三
一
九
七
九

松
本
寛
吾
（
海
上
随
鴎
門
人
）
に
つ
い
て
中
野
操
日
本
医
史
学
雑
誌

二
五
（
二
）
八
五
一
九
七
九

大
坂
蘭
学
史
話
中
野
操
思
文
閣
出
版
一
九
七
九

医
学
を
つ
く
っ
た
人
び
と

「
解
剖
学
の
中
興
の
祖
」
Ｉ
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ベ
サ
リ
ウ
ス
ー
中
村

禎
里
看
護
学
生
二
七
（
一
）
一
五
’
一
七
一
九
七
九

「
血
液
循
環
の
発
見
者
」
ｌ
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
中
村
禎
里

看
護
学
生
二
七
（
三
）
一
五
’
一
七
一
九
七
九

「
遺
伝
学
の
創
始
者
」
ｌ
グ
レ
ゴ
ー
ル
・
ヨ
ハ
ソ
・
メ
ン
デ
ル
ー
中

村
禎
里
看
護
学
生
二
七
（
七
）
一
五
’
一
七
一
九
七
九

「
狂
犬
病
ワ
ク
チ
ン
の
発
明
者
」
ｌ
ル
イ
．
。
〈
ス
ト
ゥ
ー
レ
ー
中
村

ノ

禎
里
看
護
学
生
二
七
（
九
）
一
五
’
一
七
一
九
七
九

シ
ロ
９
９
号
の
足
跡
中
山
沃
生
体
の
科
学
三
○
（
一
）
五
五
’

五
八
一
九
七
九

来
日
宣
教
医
ア
ダ
ム
ス
（
シ
員
冒
司
國
．
シ
８
日
“
一
八
四
七
’
七
九
）
研
究

序
説
長
門
谷
洋
治
日
本
医
史
学
雑
誌
二
五
（
二
）
四
一
’
四
三

一
九
七
九

漢
方
名
医
伝
向
井
元
升
難
波
恒
雄
東
洋
医
学
七
（
一
）
一
○
○

’
一
○
四
一
九
七
九

呉
秀
三
先
生
胸
像
除
幕
式
野
間
祐
輔
科
学
医
学
資
料
研
究
（
六
八
）

一
’
三
一
九
七
九
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偉
大
な
る
郷
土
の
先
達
呉
秀
三
先
生
に
つ
い
て
（
上
）
野
間
祐
輔

科
学
医
学
資
料
研
究
（
六
八
）
三
’
五
一
九
七
九

オ
ス
ラ
ー
博
士
の
生
涯

酸
罠
日
脚
己
記
念
講
演
（
一
九
一
三
年
）
日
野
原
重
明
旨
。
ｇ
ｏ
旨
凹

一
六
（
一
）
一
六
○
’
一
六
四
一
九
七
九

英
国
の
医
学
校
・
病
院
の
シ
ス
テ
ム
の
改
革
と
試
験
制
度
へ
の
批
判

日
野
原
重
明
冒
乱
冒
邑
四
一
六
（
二
）
三
○
六
ｔ
三
○
九
一
九

七
九

米
国
の
医
科
大
学
・
病
院
組
織
の
刷
新
へ
の
努
力
（
一
九
一
三
’
一
四

年
）
日
野
原
重
明
胃
８
首
ご
Ｐ
ヱ
ハ
（
三
）
四
六
六
’
四
六
九

一
九
七
九

第
一
次
欧
州
戦
争
勃
発
前
後
（
一
九
一
四
年
）
日
野
原
重
明

冒
旬
昌
ｏ
ざ
四
一
六
（
四
）
六
一
三
’
六
二
六
一
九
七
九

戦
時
下
の
オ
ス
ラ
ー
（
一
九
一
四
’
一
九
一
五
）
日
野
原
重
明

冒
匙
冨
昌
騨
一
六
（
五
）
七
九
六
’
七
九
九
一
九
七
九

福
知
山
藩
医
有
馬
文
仲
と
そ
の
周
辺
福
嶋
正
和
日
本
医
史
学
雑
誌

二
五
（
二
）
六
○
’
六
二
一
九
七
九

富
士
川
瀧
伝
の
資
料
二
、
三
富
士
川
英
郎
日
本
医
史
学
雑
誌
二
五

（
四
）
一
’
一
四
一
九
七
九

医
学
の
散
歩
道

華
岡
青
洲
と
館
玄
竜
に
つ
い
て
堀
江
健
也
練
馬
区
医
師
会
だ
よ
り

（
一
三
三
）
一
二
’
二
二
一
九
七
九

西
洋
医
学
教
育
の
始
め
ボ
ン
・
ヘ
を
中
心
と
し
て

区
医
師
会
だ
よ
り
（
一
四
○
）
一
七
’
一
二
、

堀
江
健
也
練
馬

（
一
四
一
）
一
六
Ｉ

一
九
一
九
七
九

日
本
に
於
け
る
近
代
麻
酔
科
学
の
先
駆
者
永
江
大
助
に
つ
い
て
松
木
明

知
日
本
医
史
学
雑
誌
二
五
（
二
）
一
○
四
一
九
七
九

桐
山
正
怡
と
「
学
本
草
随
筆
」
松
木
明
知
日
本
医
史
学
雑
誌
一
一
五

（
三
）
三
○
七
’
三
一
四
一
九
七
九

山
脇
東
洋
の
位
牌
に
つ
い
て
松
田
健
史
、
正
橋
剛
二
北
陸
医
史
一

（
一
）
二
二
一
九
七
九

浅
田
宗
伯
の
珍
し
き
著
籍
松
本
一
男
漢
方
の
臨
床
二
六
（
五
）
四

四
’
四
七
一
九
七
九

漱
石
の
苦
闘
ｌ
狂
愚
よ
り
大
愚
へ
松
本
健
次
郎
日
本
医
事
新
報

（
二
八
五
六
）
五
九
’
六
二
一
九
七
九

三
宅
春
齢
の
事
績
に
つ
い
て
三
宅
正
直
日
本
医
事
新
報
（
二
八
六

九
）
五
九
’
六
○
一
九
七
九

わ
た
し
の
医
人
伝
山
脇
東
洋
守
屋
正
ク
リ
ニ
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
（
二
三
）
一
○
四
’
一
二
一
九
七
九

和
田
正
系
先
生
の
思
い
出
矢
数
道
明
漢
方
の
臨
床
一
一
六
（
八
）
三

三
’
三
六
一
九
七
九

小
関
三
英
覚
書
山
形
敞
一
日
本
医
史
学
雑
誌
二
五
（
三
）
二
六
○

’
二
七
六
一
九
七
九

栃
木
策
馬
先
生
の
履
歴
山
川
普
、
岩
治
勇
一
福
井
県
医
師
会
だ
よ

り
（
二
○
六
）
二
三
’
二
五
一
九
七
九

西
欧
医
学
者
遺
聞

一
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
医
学
（
１
）
砦
の
軍
医
ポ
ー
モ
ン
ト
の
偉
大
な
発

（91）469



見
吉
岡
達
夫
東
洋
薬
事
報
二
○
（
四
）
三
一
丁
二
六
一
九

七
九

信
念
に
生
き
た
ロ
シ
ア
の
医
学
者
・
〈
－
。
ハ
ロ
フ
と
条
件
反
射
の
発
見

吉
岡
達
夫
東
洋
薬
事
報
二
○
（
七
）
二
三
’
二
六
一
九
七
九

ゥ
イ
リ
ァ
ム
・
ハ
ー
ヴ
ェ
ィ
そ
の
人
と
業
績
。
乏
匡
胃
段
需
科

学
の
実
験
三
○
（
三
）
二
六
○
’
二
六
八
一
九
七
九

伝
記
（
双
）

適
塾
門
弟
調
査
か
ら
「
藤
井
秀
達
」
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
医
師
の
社
会
的
地
位
の

変
遷
（
二
）
今
村
雄
一
医
学
史
研
究
（
五
二
）
四
六
一
九
七
九

田
中
大
秀
門
「
越
前
大
野
人
名
録
」
に
観
ら
れ
る
医
人
岩
治
勇
一
北

陸
医
史
一
（
一
）
五
’
二
一
九
七
九

酒
豪
福
沢
諭
吉
と
高
橋
是
清
王
丸
勇
日
本
医
事
新
報
（
二
八
九

三
）
五
九
’
六
○
一
九
七
九

東
京
医
学
散
歩

蘭
学
者
た
ち
の
医
蹟
大
鳥
蘭
三
郎
医
家
芸
術
（
四
）
二
○
’
二

二
一
九
七
九

茂
吉
・
秋
桜
子
先
生
と
昭
和
大
学
角
尾
滋
医
家
芸
術
（
四
）

五
一
一
九
七
九

鴎
外
と
漱
石
の
旧
居
跡
斎
藤
渓
医
家
芸
術
（
四
）
四
三
一

九
七
九

英
国
人
宣
教
医
弓
胃
○
冨
匡
シ
号
旨
邑
國
冒
と
そ
の
家
族
蒲
原
宏

新
潟
県
医
師
会
報
（
三
五
○
）
一
九
七
九

泉
南
の
医
家
山
田
氏
と
土
屋
鳳
洲
冠
豊
一
日
本
医
事
新
報
（
二

八
六
五
）
六
六
’
六
一
八
、
（
二
八
六
六
）
六
七
’
七
○
一
九
七
九

川
村
麟
也
先
生
の
人
と
病
理
学
小
林
忠
義
日
本
医
事
新
報
（
二
八

七
五
）
六
一
’
六
五
一
九
七
九

河
合
直
次
先
生
の
想
い
出
鈴
木
千
賀
志
日
本
医
事
新
報
（
二
八
七

二
）
六
三
’
六
五
一
九
七
九

解
体
新
書
を
さ
さ
え
た
若
狭
の
人
々
田
辺
賀
啓
北
陸
医
史
一
（
一
）

二
三
一
九
七
九

吉
井
震
太
郎
・
虎
之
助
父
子
に
つ
い
て
玉
手
英
典
日
本
医
史
学
雑
誌

二
五
（
二
）
八
三
一
九
七
九

安
達
憲
忠
と
瓜
生
岩
子
内
藤
二
郎
駒
大
経
営
研
究
一
○
（
二
、
三
）

一
三
五
’
一
四
五
一
九
七
九

歩
兵
屯
所
医
師
取
締
・
手
塚
良
斎
と
手
塚
良
仙
深
瀬
泰
日
一
日
本
医
史

学
雑
誌
二
五
（
二
）
八
○
’
八
一
、
（
三
）
二
九
○
’
三
○
六
一
九

七
九

浅
田
宗
伯
先
生
と
因
伯
・
浅
田
賀
寿
衛
先
生
の
関
連
Ａ
浅
田
宗
伯
先
生
家
系

略
譜
Ｖ
森
崎
信
夫
漢
方
の
臨
床
二
六
（
一
二
）
四
二
’
四
六

一
九
七
九

近
世
の
宮
家
・
門
跡
・
公
家
の
医
師
た
ち
山
田
重
正
医
謹
復
刊

（
五
一
）
四
一
’
五
一
一
九
七
九

伝
染
病
及
予
防
史

大
野
藩
病
院
（
種
痘
）
関
係
文
書
岩
治
勇
一
福
井
県
医
師
会
だ
よ
り

（
一
九
七
）
二
○
’
一
二
一
九
七
九

大
野
藩
種
痘
関
係
文
書
岩
治
勇
一
福
井
県
医
師
会
だ
よ
り
（
一
九

八
）
一
六
’
一
八
一
九
七
九

大
野
藩
の
「
麻
疹
並
に
麻
疹
後
心
得
」
の
触
書
岩
治
勇
一
福
井
県
医
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師
会
だ
よ
り
（
一
九
九
）
二
五
’
二
六
一
九
七
九

大
野
藩
よ
り
勝
山
藩
領
柿
ケ
島
分
苗
の
探
究
岩
治
勇
一
、
山
川
普

福
井
県
医
師
会
だ
よ
り
（
二
○
○
）
二
四
’
二
五
一
九
七
九

明
治
一
九
年
前
後
の
布
令
に
観
る
「
コ
レ
ラ
」
対
策
岩
治
勇
一
福
井

県
医
師
会
だ
よ
り
（
二
○
五
）
一
○
’
二
（
二
○
六
）
二
○
’
二

二
、
（
二
○
七
）
二
八
’
二
九
、
（
二
○
八
）
二
○
’
一
二
一
九
七
九

結
核
予
防
会
に
つ
い
て
小
松
良
夫
医
学
史
研
究
（
五
二
）
四
二

一
九
七
九

緒
方
洪
庵
の
『
虎
狼
痢
治
準
』
に
つ
い
て
宗
田
一
科
学
医
学
資
料

研
究
（
六
一
）
三
一
九
七
九

日
本
の
医
療
文
化
史
（
一
二
）
年
末
の
防
疫
行
事
宗
田
一
ｚ
の
こ
の

冒
さ
門
日
脚
（
四
四
）
二
七
’
三
三
一
九
七
九

若
越
コ
レ
ラ
禍
覚
書
竹
内
真
一
福
井
県
医
師
会
だ
よ
り
（
一
九
七
）

一
六
’
一
七
、
（
一
九
八
）
二
九
’
三
一
、
（
一
九
九
）
二
二
’
二
四
、

（
二
○
○
）
二
六
’
二
八
一
九
七
九

若
越
コ
レ
ラ
禍
覚
書
補
遺
竹
内
真
一
福
井
県
医
師
会
だ
よ
り
（
二

○
四
）
二
八
、
（
二
○
五
）
一
二
、
（
二
○
六
）
一
九
一
九
七
九

コ
レ
ラ
補
遺
（
四
）
竹
内
真
一
福
井
県
医
師
会
だ
よ
り
（
二
○
八
）

一
八
’
一
九
一
九
七
九

Ｅ
・
、
、
ヘ
ル
ツ
の
脚
気
伝
染
病
論
を
め
ぐ
っ
て
安
井
広
日
本
医
史
学

雑
誌
二
五
（
二
）
四
三
’
四
五
一
九
七
九

天
然
痘
の
絶
滅
に
想
う
ｌ
『
種
痘
活
人
十
全
弁
』
再
読
の
す
す
め
Ｉ
山

中
太
木
日
本
医
事
新
報
（
二
八
五
六
）
六
四
’
六
五
一
九
七
九

東
洋
医
学
史

『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』
と
『
素
問
』
ｌ
『
素
問
』
の
成
立
に
つ
い
て
の
一
考

察
Ｉ
赤
堀
昭
日
本
医
史
学
雑
誌
二
五
（
三
）
二
七
七
’
二
八

九
一
九
七
九

旨
の
島
邑
巨
昌
巨
ぃ
９
首
“
胃
巨
且
旨
国
四
口
目
ｏ
冒
す
ｚ
ｏ
出
胃
冒
四
‐

乏
画
口
噌
員
シ
嵐
圃
シ
百
ヶ
目
陛
丘
呂
○
騨
曾
。
臣
く
六
三
（
三
）

二
九
七
’
三
○
一
一
九
七
九

竜
門
漢
方
と
陳
蔵
器
『
本
草
拾
遺
』
赤
堀
昭
漢
方
研
究
（
八
）

三
○
八
’
三
一
二
、
（
九
）
三
四
七
’
三
五
三
一
九
七
九

日
本
狂
気
誌
（
そ
の
三
六
）
漢
方
医
学
と
狂
気
（
二
）
愚
き
も
の
と
医
学
史

小
田
晋
東
洋
薬
事
報
一
一
○
（
四
）
二
○
’
二
二
一
九
七
九

脳
と
心
ｌ
中
国
医
学
思
想
に
お
け
る
精
神
の
座
Ｉ
加
納
喜
光
日
本
医

史
学
雑
誌
一
一
五
（
三
）
三
一
九
’
二
四
三
一
九
七
九

経
穴
（
ツ
ボ
）
と
い
う
呼
称
の
由
来
多
留
淳
文
北
陸
医
史
一
（
一
）

二
○
一
九
七
九

針
灸
史
私
考
西
川
清
照
医
学
史
研
究
（
五
二
）
四
七
一
九
七
九

桐
山
正
怡
の
「
学
本
草
随
筆
」
に
つ
い
て
松
木
明
知
日
本
医
史
学
雑

誌
二
五
（
二
）
五
六
’
五
七
一
九
七
九

本
草
か
ら
見
た
五
臓
六
冊
宮
下
三
郎
漢
方
研
究
（
六
）
二
三
一
’

二
三
六
一
九
七
九

漢
方
略
史
年
表
（
昭
和
五
三
年
度
）
矢
数
道
明
漢
方
の
臨
床
二
六

（
一
）
四
六
’
五
○
一
九
七
九

古
代
中
国
に
お
け
る
医
学
の
伝
授
に
つ
い
て
山
田
慶
児
漢
方
研
究

（
一
○
）
三
六
六
’
三
七
一
、
（
二
）
四
二
○
’
四
二
八
一
九
七
九
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唐
代
に
お
け
る
医
者
の
社
会
的
地
位
に
つ
い
て
の
実
態
山
本
徳
子
日

本
医
史
学
雑
誌
二
五
（
二
）
五
五
’
五
六
一
九
七
九

内
科
史

内
科
学
会
史
に
見
る
医
学
の
進
歩
沢
井
仁
、
伊
藤
裕
日
経
メ
デ

ィ
カ
ル
八
（
三
）
四
八
’
五
八
一
九
七
九

脳
卒
中
の
病
理
学
説
の
史
的
変
遷
堀
江
健
也
日
本
医
史
学
雑
誌
二

五
（
二
）
三
’
二
○
一
九
七
九

「
人
間
ド
ッ
ク
」
前
史
考
三
輪
卓
爾
日
本
医
史
学
雑
誌
二
五
（
二
）

七
一
’
七
三
一
九
七
九

小
関
三
英
と
内
科
書
山
形
敞
一
日
本
医
史
学
雑
誌
二
五
（
二
）
八

四
’
八
五
一
九
七
九

日
本
の
医
療
史
（
一
般
）

日
本
の
医
療
史
酒
井
シ
ヅ
薬
事
新
報
（
九
九
八
）
六
一
’
六
六

（
一
○
一
四
）
四
三
一
’
四
三
六
一
九
七
九

日
本
の
医
療
文
化
史

医
療
事
始
宗
田
一
ｚ
２
⑦
旨
さ
時
日
脚
（
三
三
）
二
六
’
三
一

一
九
七
九

医
療
と
調
理
人
宗
田
一
ｚ
２
①
旨
さ
舗
目
画
（
三
四
）
二
六
’

三
一
一
九
七
九

徐
福
と
不
老
不
死
の
仙
薬
宗
田
一
ｚ
２
の
旨
さ
鄙
日
脚
（
三
五
）

二
六
’
三
一
一
九
七
九

朱
の
文
化
宗
田
一
ｚ
２
①
旨
ご
再
自
画
（
三
六
）
二
六
’
三
一

一
九
七
九

渡
来
人
と
医
療
宗
田
一
ｚ
２
①
旨
さ
礒
日
煙
（
三
七
）
二
七
Ｉ

三
三
一
九
七
九

鑑
真
和
上
宗
田
一
ｚ
２
①
旨
さ
旬
日
脚
（
三
八
）
二
八
’
三
三

一
九
七
九

正
倉
院
薬
物
宗
田
一
ｚ
２
③
冒
さ
『
日
画
（
三
九
）
二
七
’
三

三
一
九
七
九

万
葉
・
風
土
記
の
世
界
宗
田
一
Ｚ
①
匡
の
旨
さ
Ｈ
日
脚
（
四
○
）

二
七
’
三
三
一
九
七
九

不
老
長
生
・
丹
薬
の
盛
行
宗
田
一
Ｚ
①
巨
①
冒
さ
『
日
四
（
四
一
）

二
八
’
三
三
一
九
七
九

現
存
最
古
の
医
書
『
医
心
方
』
宗
田
一
Ｚ
①
匡
①
旨
き
高
日
脚

（
四
二
）
二
七
’
三
三
一
九
七
九

疫
病
と
怨
霊
思
想
宗
田
一
ｚ
２
の
冒
さ
『
自
画
（
四
三
）
二
七

’
三
三
一
九
七
九

年
末
の
防
疫
行
事
宗
田
一
Ｚ
ｎ
胃
旨
さ
、
日
脚
（
四
四
）
二
七
’

三
三
一
九
七
九

日
本
医
療
史

第
一
編
、
健
康
保
険
の
起
源
日
戸
修
一
日
本
医
事
新
報
（
二
八

五
六
）
六
六
’
六
九
、
（
二
八
五
七
）
六
七
’
七
○
一
九
七
九

第
二
編
、
三
十
年
後
成
立
し
た
健
康
保
険
法
と
そ
の
背
景
日
戸
修
一

（
二
八
七
六
）
六
四
’
六
八
、
（
二
八
七
七
）
六
五
ｊ
く
六
八
、
（
二
八

七
八
）
六
九
’
七
二
、
（
二
八
七
九
）
六
五
’
六
八
、
（
二
八
八
七
）

七
二
’
七
四
、
（
二
八
八
八
）
六
七
’
七
○
、
（
二
八
八
九
）
七
一
’

七
四
、
（
二
八
九
○
）
六
八
’
七
○
、
（
二
八
九
一
）
六
七
’
七
○
、

（
二
八
九
四
）
六
七
’
六
九
、
（
二
八
九
五
）
六
七
’
七
○
、
（
二
八
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九
六
）
七
二
’
七
四
一
九
七
九

第
三
編
、
皆
保
険
の
基
礎
・
国
民
健
康
保
険
法
生
ま
る
日
戸
修
一

日
本
医
事
新
報
（
二
九
○
二
）
六
七
’
七
○
、
（
二
九
○
三
）
六
六

’
六
九
、
（
二
九
○
四
）
六
七
’
七
○
一
九
七
九

（
古
代
）

請
来
内
典
と
医
学
新
村
拓
科
学
医
学
資
料
研
究
（
六
五
）
一
’

三
一
九
七
九

古
京
出
土
遺
物
の
医
史
学
的
研
究
樋
口
誠
太
郎
日
本
医
史
学
雑
誌

二
五
（
二
）
五
二
’
五
四
一
九
七
九

平
安
貴
族
と
医
薬
書
新
村
拓
科
学
医
学
資
料
研
究
（
六
二
）
三

’
五
一
九
七
九

医
心
方
に
見
る
王
朝
の
宮
廷
医
学
風
と
中
風
（
そ
の
己
槇
佐
知
子

国
文
学
二
四
（
一
四
）
一
九
二
’
一
九
五
、
（
一
五
）
一
六
八
’
一
七

一
一
九
七
九

博
物
館

野
間
科
学
医
学
研
究
資
料
館
緒
方
富
雄
科
学
医
学
資
料
研
究

（
五
八
）
一
’
二
一
九
七
九

東
京
医
学
散
歩

鴎
外
記
念
本
郷
図
書
館
と
祥
林
寺
見
学
玄
医
家
芸
術
（
四
）

四
二
一
九
七
九

文
学
の
川
・
隅
田
川
畔
に
建
つ
同
愛
記
念
病
院
飯
田
北
理
医
家
芸

術
（
四
）
三
八
’
三
九
一
九
七
九

種
痘
館
と
三
井
記
念
病
院
藤
田
馨
一
医
家
芸
術
（
四
）
三
○
’

三
一
一
九
七
九

資
料
館
だ
よ
り
志
柿
亨
科
学
医
学
資
料
研
究
（
六
○
）
一
’
五
、

（
六
一
）
四
’
七
、
（
六
三
）
二
’
六
、
（
六
四
）
一
’
七
、
（
六
五
）

四
’
八
、
（
六
六
）
二
’
六
、
（
六
七
）
二
’
八
、
（
六
八
）
五
’
八
、

一
九
七
九

広
島
大
学
医
学
部
資
料
館
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
西
丸
和
義
広
島
医

学
三
二
（
一
）
五
’
九
一
九
七
九

医
学
資
料
館
へ
の
い
ざ
な
い
藤
田
尚
男
広
島
医
学
三
二
（
三
）
二

九
五
’
二
九
七
一
九
七
九

病
院
史

都
立
病
院
労
働
組
合
を
中
心
に
井
上
健
医
学
史
研
究
（
五
二
）

二
六
’
二
八
一
九
七
九

全
日
赤
の
結
成
か
ら
医
療
民
主
化
協
議
会
ま
で
池
内
達
郎
医
学
史
研

究
（
五
二
）
三
八
’
三
九
一
九
七
九

作
品
で
み
る
松
沢
病
院
一
○
○
年
史
岡
田
靖
雄
日
本
医
史
学
雑
誌

二
五
（
二
）
七
四
’
七
五
一
九
七
九

国
立
病
院
労
働
組
合
の
活
動
を
中
心
に
肥
田
舜
太
郎
医
学
史
研
究

（
五
二
）
三
五
’
三
七
一
九
七
九

戦
時
下
の
都
立
駒
込
病
院
中
田
友
也
医
学
史
研
究
（
五
二
）
三
三

三
五
一
九
七
九

同
愛
記
念
病
院
の
由
来
と
歴
史
に
つ
い
て
原
桃
介
日
本
医
史
学
雑

誌
二
五
（
二
）
八
八
’
九
○
一
九
七
九

昭
和
初
期
の
ｌ
民
間
精
神
病
院
ｌ
吉
田
病
院
史
を
作
る
に
当
っ
て
松
田

方
一
医
学
史
研
究
（
五
二
）
四
五
’
四
六
一
九
七
九

明
治
末
の
大
阪
桃
山
病
院
水
原
完
日
本
医
事
新
報
（
二
八
六
七
）
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六
一
’
六
三
一
九
七
九

病
跡
学

家
康
と
政
宗
中
沢
房
吉
日
本
医
事
新
報
（
二
八
五
八
）
一
○
五

一
九
七
九

病
気
に
象
る
人
間
模
様
ｗ
・
Ａ
・
モ
ー
ッ
ァ
ル
ト
ー
そ
の
病
歴
と
死
因
ｌ

中
溝
保
三
予
防
医
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
二
一
九
）
二
六
’
二
八
一
九

七
九

病
跡
学
に
つ
い
て
松
井
好
夫
日
本
医
事
新
報
（
二
八
六
○
）
六
一

’
六
三
一
九
七
九

病
理
学
・
細
菌
学

藤
野
・
日
本
細
菌
学
史
藤
野
恒
三
郎
日
本
臨
床
三
七
（
一
）
二
○

八
’
二
一
三
、
（
二
）
四
一
五
’
四
二
九
、
（
三
）
六
○
四
’
六
一
四
、

（
四
）
八
八
三
’
八
九
三
一
九
七
九

医
学
の
散
歩
道

本
邦
最
初
の
病
理
学
書
「
病
因
精
義
」
及
び
小
森
桃
嶋
堀
江
健
也

練
馬
区
医
師
会
だ
よ
り
（
一
三
二
）
三
○
’
三
四
、
（
一
三
四
）
一

二
’
一
五
一
九
七
九

「
緒
方
洪
庵
」
と
「
病
学
通
論
」
な
ど
堀
江
健
也
練
馬
区
医
師
会

だ
よ
り
（
一
三
七
）
三
九
’
四
三
、
（
一
三
八
）
二
七
’
三
○
、
（
一

三
九
）
二
八
’
三
一
一
九
七
九

野
口
英
世
博
士
の
肝
及
び
腎
の
病
理
組
織
学
的
所
見
故
森
下
薫
、
加

藤
四
郎
、
岡
野
錦
弥
、
国
。
○
言
曽
旨
目
〉
シ
●
］
．
ロ
ロ
閼
画
昌
日
本
医
史

学
雑
誌
二
五
（
二
）
一
○
三
一
九
七
九

風
俗
史

『
岡
山
県
妊
娠
出
産
風
俗
』
田
中
良
憲
日
本
医
事
新
報
（
二
八
八

六
）
六
八
○
一
九
七
九

続
・
川
柳
医
療
風
俗
史
山
本
成
之
助
日
本
医
事
新
報
（
二
八
五
七
）

七
三
’
七
四
、
（
二
八
六
一
）
七
三
’
七
四
、
（
二
八
六
五
）
七
三
’
七

四
、
（
二
八
七
二
）
六
八
’
七
○
、
（
二
八
九
一
）
七
一
’
七
四
、
（
二

八
九
九
）
六
七
’
六
九
一
九
七
九

仏
教
医
学

悲
田
院
の
沿
革
と
終
焉
ｌ
そ
の
二
’
三
の
疑
問
久
米
幸
夫
日
本
医
史

学
雑
誌
二
五
（
一
）
三
二
’
五
二
一
九
七
九

薬
王
寺
及
び
西
悲
田
院
の
所
在
位
置
に
つ
い
て
久
米
幸
夫
日
本
医
史

学
雑
誌
二
五
（
四
）
四
○
七
’
四
一
二
一
九
七
九

弘
決
外
典
紗
と
医
学
新
村
拓
科
学
医
学
資
料
研
究
（
五
八
）
二

’
四
一
九
七
九

中
期
大
乗
『
金
光
明
景
勝
王
経
』
に
承
る
疾
病
観
関
根
正
雄
日
本
医

史
学
雑
誌
二
五
（
二
）
四
九
’
五
一
一
九
七
九

「
摩
訶
止
観
‐
一
の
医
学
望
月
学
科
学
医
学
資
料
研
究
（
五
九
）

一
’
四
、
（
六
○
）
六
’
八
、
（
六
二
）
六
’
八
一
九
七
九

法
医
学
史

歩
兵
五
連
隊
雪
中
行
軍
山
口
少
佐
の
死
因
に
つ
い
て
松
木
明
知
日
本

医
史
学
雑
誌
二
五
（
二
）
一
○
六
一
九
七
九

第
八
師
団
歩
兵
五
連
隊
の
雪
中
行
軍
遭
難
の
医
学
的
考
察
（
一
）
松
木

明
知
日
本
医
史
学
雑
誌
二
五
（
四
）
四
七
○
’
四
八
三
一
九
七
九

明
治
前
半
期
に
お
け
る
人
相
書
に
つ
い
て
小
関
恒
雄
日
本
医
史
学
雑
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誌
二
五
（
四
）
四
九
○
’
五
○
一
一
九
七
九

麻
酔

悲
惨
だ
っ
た
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
療
法
の
渡
来
中
村
善
紀
日
本
医
事
新
報

（
二
八
九
○
）
六
六
’
六
七
一
九
七
九

麻
酔
科
学
史
研
究
最
近
の
知
見
’
六
ｌ
〃
麻
酔
学
″
の
名
称
改
正
に
つ
い
て

松
木
明
知
麻
酔
二
八
（
一
○
）
一
○
九
九
’
二
○
一
一
九
七
九

薬
学
史

「
和
歌
食
物
本
草
」
（
改
刻
）
に
つ
い
て
岩
治
勇
一
福
井
県
医
師
会

だ
よ
り
（
二
○
四
）
三
○
一
九
七
九

抗
マ
ラ
リ
ア
剤
開
発
小
史
小
川
定
男
、
松
山
恵
子
医
学
史
研
究

（
五
二
）
六
’
一
二
一
九
七
九

鎌
田
家
「
家
伝
薬
」
鎌
田
慶
市
郎
漢
方
の
臨
床
二
六
（
五
）
四
二

’
四
三
一
九
七
九

長
与
専
斎
補
遺
神
谷
昭
典
日
本
医
事
新
報
（
二
九
○
五
）
四
九

一
九
七
九

新
発
田
薬
学
雑
誌
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三
四
七
）
一

九
七
九

泉
南
の
医
家
山
田
氏
と
土
屋
鳳
洲
冠
豊
一
日
本
医
事
新
報
（
二

八
六
五
）
六
六
’
六
八
、
（
二
八
六
六
）
六
七
一
九
七
九

岩
国
藩
の
医
学
史
補
遺
庄
司
忠
日
本
医
事
新
報
（
二
八
九
七
）

六
九
１
七
一
一
九
七
九

膏
薬
療
法
小
史
（
皮
層
外
用
剤
と
化
粧
品
八
特
集
Ｖ
外
用
剤
）
宗
田
一

皮
膚
科
の
臨
床
二
一
二
○
）
七
三
一
’
七
四
一
一
九
七
九

瀝
青
（
チ
ャ
ン
）
の
こ
と
宗
田
一
科
学
医
学
資
料
研
究
（
六
二
）

一
’
二
一
九
七
九

第
一
次
世
界
大
戦
と
薬
界
事
情
宗
田
一
医
学
史
研
究
（
五
二
）

四
四
一
九
七
九

日
本
の
売
薬

〔
外
伝
〕
錠
剤
概
念
の
変
遷
宗
田
一
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
五
（
一
）

二
二
’
一
二
四
一
九
七
九

コ
レ
ラ
の
施
薬
宗
田
一
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
五
（
二
）
二
八

一
’
二
八
三
一
九
七
九

売
薬
の
定
義
を
め
ぐ
っ
て
宗
田
一
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
五

（
三
）
四
三
五
’
四
三
七
一
九
七
九

弘
方
心
得
書
宗
田
一
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
五
（
四
）
五
八
九

’
五
九
一
一
九
七
九

解
毒
剤
宗
田
一
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
五
（
五
）
七
六
五
’
七

六
九
、
（
六
）
九
二
九
’
九
三
二
一
九
七
九

四
谷
怪
談
と
く
す
り
宗
田
一
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
五
（
七
）

二
一
五
’
二
一
七
一
九
七
九

蝦
夷
地
の
く
す
り
宗
田
一
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
五
（
八
）
一

三
一
六
’
一
三
一
九
一
九
七
九

目
薬
宗
田
一
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
五
（
九
）
一
四
四
三
’
一

四
四
六
一
九
七
九

精
鏑
水
宗
田
一
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
五
（
一
○
）
一
六
五
三

’
一
六
五
五
一
九
七
九

山
東
京
伝
の
売
薬
宗
田
一
医
薬
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
五
（
一
己

一
八
五
七
’
一
八
五
九
一
九
七
九
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北
里
柴
三
郎
先
生
の
こ
ろ
添
川
正
夫
日
本
医
事
新
報
（
二
八
七
三
）

六
一
’
六
二
、
（
二
八
七
四
）
六
七
’
六
八
、
（
二
八
七
五
）
六
九
’
七

○
、
（
二
八
七
六
）
六
三
’
六
四
、
（
二
八
七
八
）
七
二
’
七
三
、
（
二

八
七
九
）
六
三
、
（
二
八
九
六
）
六
三
’
六
八
、
（
二
九
○
一
）
六
四
’

六
七
一
九
七
九

薬
物
あ
れ
こ
れ
（
一
二
）
化
療
垣
の
ぞ
き
高
取
吉
太
郎
現
代
医
学

二
六
（
三
）
四
五
一
’
四
五
六
一
九
七
九

海
上
随
鴎
の
門
人
・
松
本
寛
吾
に
つ
い
て
中
野
操
日
本
医
事
新
報

（
二
八
七
九
）
五
九
’
六
一
一
九
七
九

麻
酔
科
学
史
的
に
見
た
悪
性
高
熱
症
松
木
明
知
日
本
医
史
学
雑
誌

二
五
（
二
）
一
○
五
’
一
○
六
一
九
七
九

出
雲
風
土
記
に
記
さ
れ
た
薬
草
に
つ
い
て
（
続
）
松
島
博
科
学
医

学
資
料
研
究
（
五
七
）
四
’
八
、
（
五
八
）
五
’
八
、
（
五
九
）
五
’

八
一
九
七
九

蘭
学

南
蛮
医
学
物
語
井
上
清
恒
創
健
生
活
二
一
（
五
）
八
’
一
二
一

九
七
九

出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
員
名
簿
（
一
六
九
一
’
一
七
八
九
）
岩
生
成
一

日
蘭
学
会
会
誌
三
（
一
、
二
）
ｉ
ｌ
ｗ
一
九
七
九

対
談
・
研
究
余
滴
蘭
学
事
始
・
そ
の
前
夜
の
時
代
小
川
鼎
三
く
い
筑

波
常
治
〆
○
Ｆ
国
国
Ｚ
（
二
）
三
’
八
一
九
七
九

『
蘭
学
事
始
』
片
岡
繁
男
日
本
歯
科
医
師
会
雑
誌
三
一
（
一
○
）

三
三
’
三
七
、
（
二
）
三
三
’
三
七
、
（
一
二
）
三
五
’
三
九

解
説
・
蘭
人
参
府
御
暇
之
節
検
使
心
得
方
片
桐
一
男
日
蘭
学
会
会
誌

四
（
一
）
ｉ
ｌ
ｘ
一
九
七
九

戯
作
・
本
石
町
長
崎
屋
宗
東
遊
日
本
医
事
新
報
（
二
八
六
七
）

六
四
’
六
七
、
（
二
八
六
八
）
七
六
’
七
八
、
（
二
八
六
九
）
六
六
’
六

八
、
（
二
八
七
○
）
七
二
’
七
四
、
（
二
八
七
一
）
六
八
’
七
○
、
（
二

八
七
二
）
七
一
’
七
四
一
九
七
九

適
塾
門
下
生
の
近
江
膳
所
で
の
流
れ
水
原
完
日
本
医
事
新
報

（
二
八
九
二
）
五
九
Ｉ
六
二
一
九
七
九

「
芝
蘭
堂
新
元
会
図
」
の
異
人
像
に
つ
い
て
守
屋
正
日
本
医
事
新

報
（
二
八
六
四
）
六
五
’
六
六
一
九
七
九

史
料
蘭
人
参
府
御
暇
之
節
検
使
心
得
方
日
蘭
学
会
会
誌
四
（
一
）

一
’
三
九
一
九
七
九

Ｆ
帯
５
口
§
巨
号
○
○
日
も
侭
昌
⑪
唖
昌
の
ロ
胃
ｇ
］
名
』
］
曾
邑
曾
丘
。
⑦
日
日
騨
旨

憲
冒
屋
〉
ぐ
四
口
烏
茜
『
・
ロ
岳
冒
１
国
忠
日
蘭
学
会
会
誌
三
（
一
、

二
）
一
’
一
七
五
一
九
七
九

そ
の
他

雪
と
浪
士
王
丸
勇
日
本
医
事
新
報
（
二
八
六
二
）
六
三
’
六
四

一
九
七
九

医
史
学
と
私
大
鳥
蘭
三
郎
日
本
医
史
学
雑
誌
二
五
（
二
）
三
三
’

三
八
一
九
七
九

生
命
力
の
起
源
を
求
め
て
河
本
英
夫
生
物
学
史
研
究
（
三
六
）
二
六

’
三
三
一
九
七
九

季
節
と
病
気
新
村
拓
科
学
医
学
資
料
研
究
（
六
六
）
一
’
二

一
九
七
九

わ
た
し
の
体
験
し
た
イ
ン
ド
杉
田
暉
道
日
本
医
事
新
報
（
二
八
七
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三
）
六
三
’
六
六
一
九
七
九

辞
典
の
訂
正
と
い
う
こ
と
宗
田
一
科
学
医
学
資
料
研
究
（
六
○
）

五
’
六
一
九
七
九

号
に
つ
い
て
竹
下
外
来
男
北
陸
医
史
一
（
こ
こ
六
一
九
七

九
化
粧
品
の
歴
史
（
皮
層
外
用
剤
と
化
粧
品
八
特
集
Ｖ
ｌ
化
粧
品
）
能
崎

章
輔
皮
膚
科
の
臨
床
二
一
（
一
○
）
八
三
九
’
八
四
四
一
九
七
九

維
新
外
史
あ
る
英
人
医
師
の
話
武
藤
二
郎
東
京
都
医
師
会
雑
誌

一
一
二
（
八
）
八
九
八
’
九
○
○
一
九
七
九

医
学
史
こ
ぼ
れ
話

助
高
屋
高
助
の
持
病
全
快

フ
ラ
ン
ス
駐
留
軍
大
麻
取
締
り
に
乗
り
出
す
漢
方
医
学
三
（
己

二
一
九
七
九

瀕
死
の
疫
痢
患
者
、
大
承
気
湯
で
救
わ
る

肺
炎
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
？
漢
方
医
学
三
（
二
）
二
一
九

赤
痢
の
特
効
薬

麻
疹
と
大
黄
漢
方
医
学
三
（
五
）
二
一
九
七
九

棗
は
よ
く
熟
し
た
も
の
を

ト
ル
コ
式
人
痘
法
の
威
力
証
明
さ
る
漢
方
医
学
三
（
三
）
二

九
月
九
日
の
厄
よ
け
と
呉
茱
萸

痩
瀝
患
者
聖
上
の
慈
手
に
感
泣
漢
方
医
学
三
（
四
）
二
一
九

七
九

七
九

一
九
七
九

直
腸
膀
胱
瘻
の
一
例
奇
蹟
的
に
軽
快

胆
石
症
の
剖
検
例
漢
方
医
学
三
（
六
）
二
一
九
七
九

秘
方
ｌ
催
眠
ス
ポ
ン
ジ

久
保
夫
人
、
重
症
妊
娠
中
毒
症
よ
り
お
め
で
た
漢
方
医
学
三
（
七
）

二
一
九
七
九

幕
府
漸
く
人
参
自
給
対
策
に
着
手

「
こ
れ
は
正
に
患
者
だ
／
・
」
漢
方
医
学
三
（
九
）
二
一
九
七
九

気
の
散
ら
な
い
方
法

新
生
児
の
敵
〃
謄
虫
病
″
の
新
療
法
漢
方
医
学
三
（
一
○
）
二

一
九
七
九

産
声
（
う
ぶ
ご
え
）
の
意
味
華
佗
先
生
関
羽
将
軍
の
負
傷
を
治
す

漢
方
医
学
三
（
二
）
二
一
九
七
九

医
と
は
意
な
り
漢
方
医
学
三
（
一
二
）
二
一
九
七
九

医
師
と
看
護
婦
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
オ
ス
ラ
ー
、
日
野
原
重
明
ら
訳
日
本

医
事
新
報
（
二
九
○
一
）
五
九
’
六
二
一
九
七
九
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四
月
例
会
四
月
二
十
六
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
明
治
期
の
女
医
適
否
論
争
酒
井
シ
ヅ

ニ
、
精
神
科
医
斎
藤
茂
吉
岡
田
靖
雄

五
月
例
会
五
月
二
十
四
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
成
立
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
二

深
瀬
泰
旦

二
、
一
角
纂
考
六
物
新
志
の
刊
行
事
情
宗
田

六
月
例
会
六
月
二
十
一
日
（
土
）

日
本
医
史
学
会
・
蘭
学
資
料
研
会
と
の
合
同
例
会

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

映
画
「
同
仁
会
の
中
国
に
お
け
る
医
療
活
動
」
瀬
尾
害
三

一
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
処
方
録
戸
塚
武
比
古

一
、
再
び
伊
藤
杢
之
允
関
係
文
書
に
つ
い
て

実
物
大
複
写
供
覧
緒
方
富
雄

七
月
例
会
七
月
二
十
六
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
大
正
、
昭
和
初
期
の
女
医
観
酒
井
シ
ヅ

一
、
日
本
近
代
看
護
の
夜
明
け
に
活
躍
し
た
人
為
高
橋
政
子

一

ｊ
ｌ
１
く
Ｊ
１
、
ｆ
、
■
く
ｊ
■
、
〃
、
ｆ
１
ｒ
ｌ
Ｆ
、
ノ
、
ｒ
１
ロ
ー
ノ
、
Ｊ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
，
く
Ｊ
１
１
イ
ー
イ
、
Ｊ
、
Ｊ

日
本
医
史
学
会
例
会
記
事
一

、
ｊ
、
ｌ
、
Ｊ
ｑ
ｊ
ｉ
ｐ
Ｊ
、
ロ
く
Ｊ
、
ノ
、
″
Ｉ
１
ｆ
、
ｆ
ｊ
く
Ｊ
ｆ
Ｊ
１
Ｊ
１
Ｊ
１
ｐ
ｆ
、
ｐ
４
Ｕ
ｆ
ｌ
く
Ｊ
１

と
き

と
こ
ろ １条幸⑫⑪⑩（9）（8）（7）（6）（5） (4)(3)(2)(1)

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
春
季
大
会

研
究
発
表

華
岡
青
洲
門
人
三
島
良
策
に
つ
い
て
青
木
一
郎
（
岐
阜
県
）

江
戸
後
期
に
お
け
る
入
歯
史
料
紹
介
末
中
哲
夫
〈
鐸
育
大
塞
）

金
光
明
最
勝
王
経
除
病
品
偶
に
つ
い
て
杉
本
茂
春
（
大
阪
歯
大
）

エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
「
日
本
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
居
留
民
の
病
気
に
関

す
る
ノ
ー
ト
」
に
つ
い
て
安
井
広
（
愛
知
県
）

英
国
医
史
考
’
二
○
世
紀
栗
本
宗
治
（
大
阪
医
大
）

『
砦
草
』
と
『
救
急
摘
方
』
に
つ
い
て
佐
久
間
温
巳
（
西
尾
市
）

船
越
錦
海
と
『
徽
瘡
茶
談
』
に
つ
い
て
中
野
操
（
大
阪
市
）

曲
直
瀬
亨
徳
院
の
由
緒
書
に
つ
い
て
津
田
進
三
（
静
岡
市
）

室
町
期
医
学
研
究
の
必
要
三
木
栄
（
堺
市
）

京
都
の
昔
の
写
真
供
覧
守
屋
正
（
京
都
市
）

京
都
の
医
学
史
執
筆
に
参
加
し
て
山
田
重
正
（
京
都
市
）

大
阪
市
立
市
民
病
院
（
大
阪
市
大
医
学
部
附
属
病
院
の
前
身
）
に
つ

い
て
長
門
谷
洋
治
（
日
生
病
院
）

昭
和
五
十
五
年
五
月
十
八
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り

大
阪
市
南
区
末
吉
橋
通
三
牟
田
病
院
講
堂
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明
治
十
三
年
（
一
八
八
○
）
十
一
月
、
高
木
兼
寛
は
ロ
ン
ド
ン
の
セ
ン
ト

・
ト
ー
マ
ス
病
院
医
学
校
の
留
学
を
終
え
帰
国
、
翌
十
四
年
一
月
、
京
橋
区

ヤ
リ
ヤ

鎗
屋
町
十
一
番
地
、
東
京
医
学
会
社
で
成
医
会
を
発
会
さ
せ
た
。
し
か
し
、

実
際
に
同
地
の
成
医
会
講
習
所
で
、
内
務
省
の
医
師
試
験
を
志
す
医
学
生
数

十
名
に
対
し
、
西
洋
医
学
の
講
義
を
開
始
し
た
の
は
同
年
五
月
一
日
と
さ
れ

て
い
る
。
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
で
は
、
こ
の
日
を
創
立
記
念
日
と
し
て
い

る
。
鎗
屋
町
の
成
医
会
講
習
所
は
僅
か
一
年
余
り
で
、
翌
明
治
十
五
年
八
月

私
は
京
橋
図
書
館
郷
土
史
料
室
の
古
地
図
そ
の
他
に
よ
り
、
慈
大
発
祥
の

地
が
、
現
在
東
京
都
中
央
区
銀
座
四
丁
目
四
番
一
号
銀
座
フ
ォ
ス
タ
ー

ビ
ル
、
ビ
ラ
・
ブ
レ
イ
ク
の
あ
る
所
に
間
ち
が
い
な
い
こ
と
を
確
め
た
。
た

ま
た
ま
、
昭
和
五
十
五
年
は
明
治
十
四
年
慈
大
創
立
百
年
日
に
当
る
の
で
、

慈
大
百
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
記
念
碑
建
立
が
採
り
上
げ
ら
れ
た
。

本
学
名
取
禮
二
学
長
を
中
心
に
、
久
志
本
常
孝
進
学
課
程
長
、
曽
根
田
義

雄
同
窓
会
長
、
砂
川
興
三
郎
区
教
育
委
員
長
、
岡
野
良
雄
土
木
部
長
ら
の
強

力
な
記
念
碑
建
立
推
進
の
結
果
、
碑
が
完
成
し
、
小
川
鼎
三
日
本
医
史
学
会

理
事
長
ら
出
席
の
下
に
、
去
る
五
月
一
日
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

記
念
碑
は
フ
ォ
ス
タ
ー
・
ビ
ル
前
の
歩
道
に
面
し
て
建
て
ら
れ
、
幅
六
○

セ
ン
チ
、
高
さ
七
七
セ
ン
チ
の
ス
エ
ー
デ
ン
産
黒
御
影
石
が
使
用
さ
れ
た
．

『
成
醤
會
講
習
所
跡
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
発
祥
之
地
』
の
文
字
の
下
に

る
。
鎗
屋
町
の
成
医
会
講
弱

に
は
芝
山
内
に
移
転
し
た
。

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
発
祥
の
地
に
記
念
碑
建
寸

正面の真鐡板の英文

ltwashereinl881thattheSei-i-kai

CoursewasstartedbvBaronKanehiro

TakakitoteachEnglishmedicine.

AsitwasthebeginningoftheJikei

UniversitySchoolofMedicine,thisstone

commemoratesthecentennialofthe

University1sfounding･

背面の陰刻文

明治十四年男爵高木兼寛英国医学教授ノ目

的ヲモツテコノ地二成医今講習所ヲ開設ス

コレ東京慈恵会医科大学ノ濫鰯ナリ．

創立百年ヲ記念シコノ碑ヲ建ツ．

昭和五十五年五月一日

第七代学長名取橿二
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英
文
で
由
来
を
記
し
た
銅
板
が
は
め
こ
ま
れ
て
い
る
。
背
面
す
な
わ
ち
車
道

に
面
し
た
部
分
に
は
日
本
文
で
同
様
の
記
事
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
碑
と
い
う
感
じ
が
な
く
、
あ
か
ぬ
け
し
た
セ
ン
ス
の
よ
い
も
の

で
、
私
学
発
祥
の
地
と
し
て
銀
座
の
一
名
物
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
大
滝
紀
雄
）

至新

’
一
張
刈

皇
７
，

②至
築

《
、
一
合
１
１
４

コ
ユ
ｒ
Ｌ暗 海 通 り

悸
中
央
通
り国

地
し
‐
Ｕ
や
行
０

〆

文祥蝋

記念碑建立場所
銀座フォースタービル

3階欧風料理館
ヴイラブレイク

電話564－5925

湯
本
求
眞
先
生
顕
彰
碑
建
立
趣
意
害

大
著
「
皇
漢
医
学
」
を
世
に
問
い
、
ま
さ
に
消
え
ん
と
し
て
い
た
伝
統
の

灯
を
甦
ら
せ
、
近
代
に
お
け
る
漢
方
医
学
復
興
の
父
と
た
た
え
ら
れ
る
湯
本

求
眞
先
生
は
、
ま
た
「
東
西
医
学
の
融
合
と
統
こ
を
提
唱
さ
れ
た
先
覚
者

で
も
あ
り
ま
す
。

い
ま
や
東
洋
医
学
は
永
い
熟
成
の
時
を
終
り
、
新
た
に
現
代
科
学
の
息
吹

を
受
け
て
、
二
十
一
世
紀
に
向
い
芳
醇
な
香
り
を
放
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
あ
い
計
り
、
本
年
五
月
こ
こ
北
陸
に
お
け
る
第
三
十

一
回
日
本
東
洋
医
学
会
学
術
総
会
の
開
催
を
記
念
し
て
、
先
生
御
誕
生
の
地

（
石
川
県
）
に
お
い
て
、
湯
本
求
眞
先
生
彰
碑
を
建
立
し
、
永
く
先
生
の
功

績
を
た
た
え
続
け
て
行
き
た
い
と
存
じ
、
下
記
の
事
業
を
企
図
い
た
し
ま
し

た
。

何
卒
本
趣
旨
を
諒
と
せ
ら
れ
、
本
事
業
完
遂
の
た
め
御
賛
同
、
御
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

事
業
湯
本
求
眞
先
生
顕
彰
碑
の
建
立

（
昭
和
五
十
六
年
五
月
吉
日
除
幕
式
予
定
）

顕
彰
記
念
誌
発
行

実
行
担
当
日
本
東
洋
医
学
会
北
陸
支
部

事
務
所
藤
田
東
洋
医
学
研
究
所

金
沢
市
尾
山
町
六
’
三
二

電
話
（
○
七
六
二
）
六
二
’
二
九
二
二
番

振
替
金
沢
一
九
二
七
六
番

(102） 480



横
浜
市
大
杉
田
助
教
授
か
ら
の
電
話
で
、
石
原
明
先
生
の
死
去
を
聞
い

た
時
は
、
か
ね
て
か
ら
予
期
は
し
て
い
た
が
、
一
瞬
悟
然
と
し
た
。
去
る

七
月
三
十
一
日
夜
、
肝
硬
変
の
食
道
静
脈
瘤
破
裂
に
よ
る
急
死
で
、
五
十

六
歳
を
一
期
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
先
生
は

大
正
十
三
年
山
梨
県
甲
府
市
に
生
ま
れ
た
。

昭
和
二
十
年
日
大
専
門
部
医
学
科
卒
業

石
原
明
先
生
を
悼
む

大
滝
紀
雄

二
十
三
年
横
浜
市
立
医
専
医
務
嘱
託
（
外
科
）

日
本
医
史
学
会
幹
事

二
十
五
年
日
大
医
学
部
生
理
学
教
室
助
手

二
十
六
年
横
浜
市
大
助
手
へ
医
史
学
）

二
十
七
年
日
大
で
医
博
の
学
位
授
与

横
浜
市
大
医
学
部
で
は
講
師
か
ら
助
教
授
に
な
ら
れ
、
三
十
年
間
終
始

変
わ
ら
ず
医
史
学
を
担
当
さ
れ
た
。
市
大
の
ほ
か
、
東
京
医
科
歯
科
大

学
、
慈
恵
医
大
、
東
京
女
子
医
大
、
横
浜
市
大
付
属
看
護
学
校
な
ど
で
も

医
学
史
、
看
護
学
史
を
永
年
講
義
さ
れ
た
。

さ
ら
に
医
史
学
の
原
点
に
立
っ
て
、
古
代
医
学
を
実
証
す
る
と
い
う
観

点
か
ら
東
洋
医
学
の
分
野
に
す
す
象
、
漢
方
、
鍼
灸
な
ど
そ
の
研
究
範
囲

は
き
わ
め
て
広
く
か
つ
深
か
っ
た
。
右
以
外
の
役
職
を
み
て
も
、
日
本
医

史
学
会
常
任
理
事
、
日
本
東
洋
医
学
会
理
事
、
中
国
国
医
学
院
董
事
（
客

員
教
授
）
、
東
亜
医
学
協
会
評
議
員
．
経
絡
学
会
夏
期
大
学
学
長
、
蘭
学

資
料
研
究
会
幹
事
、
東
洋
鍼
灸
専
門
学
校
講
師
等
を
務
め
て
お
ら
れ
た
。

著
書
と
し
て
は
、
「
看
護
史
」
「
医
史
学
概
説
」
「
日
本
の
医
学
」
「
漢

方
‐
｜
「
現
代
漢
方
」
等
十
五
冊
に
及
び
、
「
明
治
前
日
本
医
学
史
」
第
二
巻

に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
「
日
本
生
理
学
、
病
理
学
前
史
」
や
「
京
都
清
涼

寺
国
宝
釈
迦
像
体
内
の
内
臓
模
型
に
関
す
る
研
究
」
な
ど
、
き
わ
め
て
価

値
の
高
い
論
文
も
数
多
い
。

日
本
医
史
学
会
と
の
関
係
は
と
く
に
深
く
、
昭
和
二
十
九
年
日
本
医
史

学
会
雑
誌
が
復
刊
し
て
か
ら
約
十
年
間
、
内
山
孝
一
理
事
長
の
下
で
、
学

会
誌
の
編
集
を
一
身
に
引
き
受
け
ら
れ
た
功
績
は
大
き
い
。
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彼
の
蔵
書
も
定
評
の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
夫
人
が
書
店
朝
倉
屋
さ
ん
か
ら

嫁
が
れ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
横
浜
市
立
医
専
が
大
学
に
昇
格
す
る
時
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
有
名
で
あ
る
。

私
事
で
恐
縮
だ
が
私
と
石
原
さ
ん
ｌ
敢
て
こ
う
呼
ば
せ
て
頂
く
ｌ

と
の
交
友
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
私
は
昭
和
二
十
三
年
か
ら
約
七
年
間
横

浜
市
大
の
田
宮
内
科
に
在
籍
し
て
い
た
。
石
原
さ
ん
は
同
じ
頃
か
ら
同
大

秋
谷
外
科
に
勤
務
し
て
い
た
の
で
、
彼
と
の
付
き
合
い
は
三
十
年
以
上
に

な
る
。
と
く
に
私
が
開
業
後
医
史
学
に
興
味
を
持
ち
始
め
て
か
ら
、
石
原

さ
ん
と
の
交
友
は
急
速
に
深
ま
っ
て
い
っ
た
。

彼
は
医
史
学
に
関
し
て
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
広
い
物
知
り
で
あ
っ
た
の

で
、
私
は
何
か
と
彼
に
相
談
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
多
忙
な
石
原
さ
ん
を
教

室
に
訪
ね
て
も
、
電
話
を
か
け
て
も
容
易
に
つ
か
ま
ら
な
い
。
一
番
い
い

方
法
は
ゥ
イ
ー
ク
デ
ー
の
朝
七
時
に
自
宅
に
電
話
を
か
け
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
彼
は
必
ず
自
分
で
電
話
口
に
出
て
こ
ら
れ
た
。
私
が
医
学
先
哲
の
軸

や
書
を
新
し
く
入
手
す
る
と
、
い
つ
も
彼
に
鑑
定
し
て
頂
い
た
。
石
原
さ

ん
は
私
の
家
へ
来
る
の
を
楽
し
承
に
し
て
、
本
物
か
に
せ
物
か
を
立
所
に

鑑
定
し
、
読
承
に
く
い
字
を
さ
り
気
な
く
読
ん
で
く
れ
た
。

昭
和
四
十
四
年
の
オ
ラ
ン
ダ
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
さ
い
、

私
は
彼
と
二
人
で
ロ
ン
ド
ン
の
セ
ン
ト
ト
ー
マ
ス
病
院
を
訪
れ
た
。
ま

た
、
．
〈
リ
で
の
数
夜
を
生
貝
を
食
べ
に
、
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
ー
の
や
す
料
理

店
に
連
れ
だ
っ
て
い
っ
た
思
い
出
が
あ
る
。
彼
は
世
界
中
ど
こ
で
も
ズ
ッ

ク
靴
を
は
き
、
手
提
鞄
を
さ
げ
て
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
で
あ
っ
た
。
他
の
人
な

ら
い
ざ
知
ら
ず
、
そ
う
し
た
石
原
さ
ん
の
い
で
た
ち
は
、
少
し
の
て
ら
い

も
な
く
、
ご
く
自
然
な
の
が
不
思
議
な
位
で
あ
っ
た
。

神
奈
川
県
医
師
会
史
を
編
集
す
る
こ
と
に
な
り
、
彼
に
前
史
を
お
願
い

し
た
が
、
な
か
な
か
書
い
て
貰
え
な
い
。
そ
れ
が
北
里
へ
入
院
す
る
様
に

な
っ
て
か
ら
少
し
の
暇
を
象
て
書
い
て
頂
い
た
。
文
献
も
殆
ど
無
い
の
に

考
古
学
的
見
地
か
ら
考
え
だ
し
た
と
い
う
、
彼
一
流
の
立
派
な
著
述
で
あ

る
。
校
正
な
ど
を
す
る
時
の
彼
の
眼
の
鋭
さ
、
全
精
神
を
一
事
に
集
中
し

て
い
る
様
子
を
見
て
、
私
は
思
わ
ず
息
を
の
染
こ
ん
で
感
心
し
た
。

亡
く
な
る
十
日
ほ
ど
前
に
好
き
な
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
の
が
崇
っ
た
の

か
、
ひ
ど
い
黄
疸
が
出
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
そ
の
後
病
を
お
し
て
三

日
間
熱
海
へ
講
演
に
行
か
れ
た
。
死
の
直
前
ま
で
仕
事
の
鬼
だ
っ
た
と
い

え
よ
う
。
横
浜
市
大
勤
続
三
十
年
に
わ
ず
か
数
時
間
足
ら
ず
で
他
界
さ
れ

た
こ
と
が
、
ま
こ
と
に
残
念
で
な
ら
な
い
。

千
鶴
子
未
亡
人
の
話
に
よ
る
と
、
彼
の
手
帳
の
隅
に
書
か
れ
て
い
た
自

分
の
戒
名
が
、
死
後
偶
然
発
見
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

青
雲
院
明
誉
耆
哲
居
士
ｌ
こ
ん
な
こ
と
を
さ
れ
て
は
困
る
と
あ
と
で

坊
さ
ん
が
ぼ
や
い
た
と
か
。

彼
の
遺
体
は
横
浜
市
大
に
献
体
さ
れ
、
来
年
度
の
医
進
課
程
学
生
の
教

材
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
常
人
の
真
似
の
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
。

本
当
に
惜
し
い
人
を
亡
く
し
た
。

御
遺
族
は
未
亡
人
の
ほ
か
、
長
男
武
君
が
北
里
研
究
所
付
属
東
洋
医
学

研
究
所
鍼
灸
治
療
室
で
研
修
中
、
次
男
昇
君
が
横
浜
市
立
大
学
商
学
部
大

学
院
在
学
中
。

石
原
明
先
生
の
御
冥
福
を
祈
る
。
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第
一
条
こ
の
会
は
、
日
本
医
史
学
会
Ｑ
画
冨
旨
普
：
ご
巳
昌
①
島
８
－

用
白
碗
８
吋
冠
）
と
い
戸
フ
。

第
二
条
こ
の
会
は
、
事
務
所
を
〒
叩
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
’
一
ｌ
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内
に
お
く
。

第
三
条
こ
の
会
は
、
医
史
を
究
研
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
を
目
的
と
す

》
（
》
◎

第
四
条
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

仙
学
術
集
会
、
そ
の
他
講
演
会
、
学
術
展
観
の
開
催
等

②
機
関
紙
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
「
日
本
医
史
学
会
会
報
」
お
よ
び
関

係
図
書
等
の
刊
行
。

③
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
、
内
外
の
関
連
学
術
団
体
等
と
の
連

携
④
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
五
条
こ
の
会
の
会
員
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

仙
正
会
員

こ
の
会
の
目
的
に
賛
同
し
会
費
年
額
五
、
○
○
○
円
を
納
め
る
者

た
だ
し
、
外
国
居
住
者
は
年
額
鋤
ド
ル
と
す
る
。

②
名
誉
会
貝

こ
の
会
に
対
し
功
績
顕
著
で
あ
っ
た
者
で
評
議
員
会
の
議
決
な
ら
び
に

総
会
の
承
認
を
得
た
者
。

③
賛
助
会
員

こ
の
会
の
目
的
事
業
に
賛
助
し
会
費
年
額
一
○
、
○
○
○
円
以
上
を
納

日
本
医
史
学
会
会
則
抄

め
る
者
、
ま
た
は
団
体
。

第
六
条
正
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
は
評
議
員
の
紹
介
に
よ
り
、
理
事

長
の
承
認
を
得
て
入
会
金
二
、
○
○
○
円
お
よ
び
そ
の
年
度
の
会
費
を
添

え
て
所
定
の
入
会
申
込
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
名
誉
会
員
は
次
の
各
号
の
何
れ
か
に
該
当
し
理
事
会
、
評
議
員
会

が
功
績
顕
著
と
認
め
た
者
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。

①
三
十
年
以
上
の
在
籍
正
会
員
で
あ
っ
て
七
十
歳
に
達
し
た
者
。

③
前
理
事
長
。

⑥
正
会
員
ま
た
は
外
国
人
で
功
績
顕
著
な
者
。

名
誉
会
員
は
終
身
と
し
て
会
費
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
賛
助
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
も
第
六
条
に
準
ず
る
。

第
九
条
第
六
条
及
び
第
八
条
の
会
員
の
資
格
取
得
は
会
費
納
入
日
よ
り
始

ま
る
。

第
十
条
会
員
に
は
次
の
権
利
が
あ
る
。

⑩
こ
の
会
の
発
行
す
る
機
関
誌
の
無
償
配
布
を
う
け
る
こ
と
。

⑨
機
関
誌
に
投
稿
す
る
こ
と
。

③
総
会
、
学
術
大
会
、
学
術
集
会
そ
の
他
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
。

第
十
一
条
会
員
は
、
会
費
を
前
納
し
総
会
の
議
決
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
十
二
条
会
員
は
次
の
事
由
に
よ
っ
て
そ
の
資
格
を
失
う
。

①
退
会

②
会
費
の
滞
納
が
一
年
以
上
を
経
過
し
た
と
き
。

③
禁
治
産
、
準
禁
治
産
ま
た
は
破
産
の
宣
告
。

④
死
亡
、
失
院
宣
告
ま
た
は
会
員
で
あ
る
団
体
の
解
散
。
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文
部
省
科
学
研
究
費
学
術
定
期
刊
行
物
補
助
金
を
受
け
る

本
誌
は
昨
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
文
部
省
の
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
刊
行
し
て
い
る
。

第
十
三
条
こ
（

一
名
お
く
。

１
こ
の
会
は
学
術
大
会
を
毎
年
一
回
開
催
し
、
学
術
集
会
は
随
時
開
催

す
る
。

２
会
長
は
、
理
事
会
の
推
薦
に
よ
り
、
通
常
総
会
毎
に
理
事
長
が
委
嘱

す
る
。

３
会
長
の
主
宰
す
る
学
術
大
会
は
、
こ
の
会
の
通
常
総
会
と
同
時
点
で

開
催
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
や
む
を
得
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は

評
議
員
会
ま
た
は
総
会
の
承
認
を
得
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
会
長
の
任
期
は
、
学
術
大
会
を
議
決
し
た
通
常
総
会
の
翌
日
か
ら
次

の
学
術
大
会
を
終
了
す
る
と
き
ま
で
と
す
る
。

５
会
長
は
必
要
に
応
じ
理
事
会
に
出
席
し
こ
れ
と
密
接
な
連
絡
の
も
の

と
に
計
上
予
算
を
勘
案
し
て
企
画
運
営
す
る
。

６
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
、
ま
た
は
欠
け
た
と
き
は
新
に
会
長
を
委
嘱

す
る
ま
で
理
事
長
が
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

７
会
長
は
、
学
術
大
会
関
係
事
務
を
委
嘱
す
る
た
め
に
、
会
員
の
う
ち

か
ら
学
会
委
員
若
干
名
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
学
術
集
会
は
、
随
事
理
事
長
主
宰
の
も
と
に
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
第
十
四
条
に
よ
る
除
名
処
分
。

十
三
条
こ
の
会
に
は
、
年
一
回
学
術
大
会
を
主
宰
す
る
た
め
に
会
長
を

発
行
期
日
年
四
回
（
一
月
、
四
月
、
七
月
、
十
月
）
末
日
と
す
る
。

投
稿
資
格
原
則
と
し
て
本
会
会
員
に
限
る
。

原
稿
形
式
原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表
題
、
著

者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、
ロ
ー
マ
字
著
者
名
を
記
し
、
本
文
の
終
り
に

欧
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き
の
こ
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
の
決
定
は
編
集
委
員
が
行
な
う
。
ま
た
編

集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
こ
と
も
あ
る
。

著
者
負
担
表
題
、
著
者
名
、
本
文
（
表
、
図
等
を
除
く
）
で
五
印
刷
．
ヘ
ー

ジ
（
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
ま
で
）
は
無
料
と
し
、
そ
れ
を
超
え

た
分
は
実
費
を
著
者
の
負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は
三
印

刷
．
ヘ
ー
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
製
版
代
は
実
費
を
徴
収
す
る
。

校
正
原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後
は
編
集

委
員
会
に
て
行
な
う
。

別
刷
別
刷
希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
費
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
の
一
、
順
天
堂
大
学
医
学
部

医
史
学
研
究
室
内
日
本
医
史
学
会

編
集
委
員
大
鳥
蘭
三
郎
、
大
塚
恭
男
、
蔵
方
宏
昌
、
酒
井
シ
ヅ
、
樋
口
誠

太
郎
、
三
輪
卓
爾
、
室
賀
昭
三
、
矢
数
圭
堂
、
矢
部
一
郎

編
集
顧
問
小
川
鼎
三
、
Ａ
・
Ｗ
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン

事
務
担
当
鈴
木
滋
子

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定
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日
本
医
史
学
会
役
員
氏
名
（
五
十
音
順
）

理
事
長
小
川
鼎
三

会
長
高
山
坦
三

常
任
理
事
大
鳥
蘭
三
郎
大
塚
恭
男

宗
田
一

会
計
監
事
関
根
正
雄
堀
江
健
也

理
事石

原
力
大
滝
紀
雄
大
塚
恭
男

大
鳥
蘭
三
郎
緒
方
富
雄
小
川
鼎
三

蒲
原
宏
酒
井
シ
ヅ
酒
井
恒

杉
田
暉
道
鈴
木
勝
宗
田
一

中
野
操
長
門
谷
洋
治
富
士
川
英
郎

藤
野
恒
三
郎
古
川
明
三
木
栄

矢
数
道
明
谷
津
三
雄
矢
部
一
郎

山
形
敞
一

幹
事蔵

方
宏
昌
酒
井
シ
ヅ
杉
田
暉
道

谷
津
三
雄
矢
部
一
郎

評
議
員青

木
一
郎
青
木
允
夫
赤
堀
昭

安
芸
基
雄
今
市
正
義
岩
治
勇
一

内
田
醇
江
川
義
雄
岡
田
博

奥
村
武
片
桐
一
男
川
島
恂
二

久
志
本
常
孝
蔵
方
宏
昌
榊
原
悠
紀
田
郎

末
中
哲
夫
杉
立
義
一
鈴
木
正
夫

鈴
木
宜
民
関
根
正
雄
瀬
戸
俊
一

高
木
圭
二
郎
高
瀬
武
平
高
山
坦
三

田
代
逸
郎
田
中
助
一
津
田
進
三

名
誉
会
員

阿
知
波
五
郎

大
矢
全
節

杉
靖
三
郎

今
年
の
夏
は
ア
メ
リ
カ
中
西
部
、
中
国
大
陸
で

は
異
常
高
温
が
続
き
、
農
作
物
の
被
害
が
発
生

し
、
日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
で
は
異
常
低
温
が
続

き
、
同
様
に
農
作
物
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
と

い
わ
れ
ま
す
。
先
日
聞
い
た
話
で
は
、
今
年
は

気
管
支
喘
息
の
人
の
病
状
が
悪
化
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
こ
の
よ
う
な
世
界
的
な
異
常
気
象
は
昔
か

ら
何
年
に
一
回
か
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
昔

の
人
は
こ
の
よ
う
な
天
変
地
異
に
出
会
っ
た
時
に

筒
井

中
沢

服
部

堀
江

松
木

室
賀

山
下

山
中

編
集
後
記

正
弘修

敏
良

健
也

明
知

昭
三

喜
明

太
木

土
屋
重
朗
中
川
米
造

中
西
啓
中
山
沃

樋
口
誠
太
郎
福
島
義
一

本
間
邦
則
丸
山
博

三
浦
豊
彦
三
輪
卓
爾

守
屋
正
矢
数
圭
堂

山
田
光
胤
安
井
広

米
田
正
治
渡
辺
左
武
郎

（
理
事
の
名
は
省
略
）

赤
松

王
丸

三
廼

俊金
一勇芳

石
川

佐
藤

吉
岡

博美光
人 実 昭

ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
来
た

の
だ
ろ
う
か
な
ど
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

（
室
賀
昭
三
）

昭
和
五
十
五
年
十
月
二
十
五
日
印
刷

昭
和
五
十
五
年
十
月
三
十
日
発
行

日
本
医
史
学
雑
誌

第
二
十
六
巻
第
四
号

編
集
者
代
表
大
鳥
蘭
三
郎

発
行
者
日
峠
葬
史
樟
栫
鼎
三

〒
一
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
〒
一
‐
一

順
天
堂
大
学
医
学
部

医
史
学
研
究
室
内

振
替
東
京
不
一
三
一
吾
番

製
作
協
力
者
金
原
出
版
株
式
会
社

日
本
医
学
文
化
保
存
会

〒
一
三
東
京
都
文
京
区

湯
島
一
工
二
，
西

印
刷
所
三
報
社
印
刷
株
式
会
社

〒
一
美
東
京
都
江
東
区
亀
戸’
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(財）日本医学文化保存会版限定豪華復刻版

ル
ｗ
識
権
ナ
蝉
雛
購
溌
辮
溌
罰
李
泌
術

シ
語
の
原
著
第
二
版
の
蘭
訳
本
で
あ
る
。

へ
Ｔ
ｒ
嬬
識
州
こ
蔬
瞬
坪
岬
轆
綱
評
釧
燕
睡
趣
軸
群
詐
鍛
罐
喫

一
一
蝋
》
距
職
湖
赴
鮴
垂
撫
猟
洲
聯

ム
付
・
別
巻

瞬
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
、
送
料
四
五
○
円

し
解
体
新
寶
縮
写
版
）

Ｊ

限
定
五
○
○
部

ク
ー
価
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thetreatment.Thisbringsustowonderwhethertheaccommodation

ofourpsychotherapistJo缶ceswiththedesk,couch,armchair,and

thediplomasfixedonthewall,mightnotbepartandparcelofa
ritualwhich,unknowntous,wouldplayanessentialroleinthe

psychotherapeuticprocess.

Toconcludeitcouldbesaidthatinthepresentstateofour

knowledgethepsychotherapeuticprocessseemstobeeflbctedby

meansofcomplexmutualadjustmentbetweenmultiplefactorswhich

areconnectedwiththekindofillness,thepersonalityofthepatient,

thepersonalityofthetherapist,themethodutilized,environment

circumstances,andprobablyotherparameterswhichescapepresent-

timeknowledge.Ifonecommondenominatortoallpsychotherapies

couldbesingledout,itwouldperhapsbeMelittaSchmideberg's

definition:{@thejudicioususeoftheinHuenCewhichastronger
personalityexertsuponadependentpersonalitywhoisinneedof

help''.

Beasitmayawidefieldofinvestigationisnowopenbefbreus,

withthepromiseofunexpecteddiscoveriestowhichthisFirst

InternationalSymposiumwillcertainlygiveasignificantmomentum.
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Thestoryofthemiraclewasrumored,patientsflockedfiaomevery-
where,andB6ziathimselfcametobelievehimselftobeamiracle-

workerandheexploitedhissupposedhealinggift.Igertcontended

thatnothinginB6ziatcouldaccountfbrhisextraordinarysuccess,no
moretheninotherhealersofhiskind.&GTheirmindisweak,their

personalityremainsunscrutable….Oneadoredasuperman,onefinds

amerepuppet…．Itisthecrowditselfthatwroughttheinstrument

ofthelonged-fbrmiracle''.Unfbrtunatelythewritingsofthose

healersdonotclearupthemystery.Evenanintelligentmansllch

astheltalianhealerRacanelli,whotookhismedicalcourseandgot

theM.D.diplomainordertoescapeprosecutions,givesinhisbooks

onlyvagueexplanationsdevoidofanyscientificvalue72).

4)"'""qfq"cie"""c加ｵﾉi""".ThereiSsuchthingasan

archeologyofthetherapiesaPpliedinaremotepast.Inspiteof

numerousandwidegapsinourknowledge,itshouldbringa

substantialcontributiontocomparativePsychotherapy.Wedonot

knowmuchaboutthehealingsamongtheancientpeoplesofthe

classicalMiddleEast,andsomeofthefbwdatawehaveabout

healingsinthetemplesofAesculapiusarepuzzling,fbrinstancethe

accountsof;$therapeuticdreams'',whichbroughtaboutbythemselves

thepatient'srecovery.

5）万α"“"""γαJP"c"""(orEthno-Psychiatry)isaprecious

sourceofinfbrmation.Extensiveresearchhasbeenconductedinthe

lasttwodecadesaboutthehealingsperfbrmedbymedicine-men,

shamansandotherkindsofhealersamongtheso-calledprimitive

populations.Herewefindanumberofhealingmethodsthatare
moreorlesssimilartothoseutilizedintheWesternworld,whereas

someotherprocedureshavenosimilaritywhateverwiththem.These

datawillnodoubtcontributetotheelaborationofanewscience:

comparativepsychotherapy.Inadditionitmaybeassumedthatthis

newsciencewillhelpustobetterunderstandcertainfbaturesofour

ownpractice.Researchershavestartedtoidentifythefbatureswhich

arecommontoprimitivepsychotherapyandmodernWesternpsycho-

therapy・Attentionhasbeendrawnontheriteswhichgothroughout
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devisedinordertomoreclearlyidentifythefbaturesofthesuccessfi'll

andoftheiatrogenictherapists.」

PSYCHOTHERAPYINTHEFUTURE

Itstrikesusthatpresent-dayresearchinsofaraswereviewed

it,isalmostexclusivelyfbcusseduponthecurrenttherapeuticmethods

usedbythemedicalandpsychologicalpracticeintheWestern
world.Thisisanalltoonarrowfi･ameofrefbrencewhichisnow

graduallydepartedfiom,whnenewareasareopenfbrreseal℃hin
thefi'ture.

1)"ci"""j増α"0"qf"r"C"/o"sル′α"'聰s.Shortlybefbrehisdeath,

CharCOt69)reportedthathchadseenseverelyillpatients,considered

inCurable(mostlya田ictedwithparalyses),comingbackhealedfi､om

Lourdes.Charcotsurmisedthatpsychotherapeuticagentshadbeen

atworkwhosenatureescapesusandoughttobeinvestigated.It

wouldbefittinglorecallheretheextraordinaryhealingwitnessedby

youngAlexisCarrel70)whileescortingagroupofpatientsfi､om

LyonstoLourdes,andhowthisunexpectedeventchangedthecourse
ofhislifb.Unfbrtunatelynotmuchresearchhasbeendoneinthat
field.

2)"ci""""gα"0〃ヅル‘α""gJ､ectJ､.Thesamecouldbesaidabout

theallegedlymiraculouscuresperfbrmedwithincertainsectssuchas
ChristianScience.

3)Inregardlo妙ﾙ"んγsα""9""kJ､,physiciansintheWestel､n

worldhavebeenmoreconcernedinhavingthemprosecutedthanin

investigatingthemechanismsoftheirhealings.Howeverafew

studicshavebeendonc,butareratherpuzzling.SuchistheM.D.

dissertationoflgert71)aboutaoncefamousFrenchhealer,Jean

B6ziat.Thisman'scallingissaidtohaveoccurredbysheerchance.
Anunknownmanbroughthimhisdaughterwhohadfallenill

(apparentlyanacutepsychosis),sayingthathehaddreamedthat

B6ziatwouldcureher.B6ziatrefilsed,butasthemaninsisted,he

madethefbwgesturesthatwereexpectedfi､omhim・Tohisutmost

surpriseB6ziatlearnedthatthepatienthadrecoveredsoonafterwards.
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behaviourpatterns,acertainamountofsuggestionandpersuasion,

identificationwiththetherapist,repeatedoccurencesofrealitytesting,

andlastbutnotleast，theemotionalsupportfi､omthetherapist.

6)A"""$qf伽〃電α油‘ん‘加灯z""c"cfzzJseｵﾙ‘ん""r‘ぴ伽か""7ze"#.

StatisticsgatheredbyBerginonaboutlOOOcasesshowthatapproxi-

materly5%ofthepatientsweredefinitelymadeworsebypsycho-

therapy65).

Amongthenegativefactors､severalpertaintothemethod.

Hypnosisproducesnoxiouseffbctswhenonefbrgetstowakethepatient

properly;aprolongedhypnotictreatmentcanresultinastateof

iniantiledependencyofthesubjecttowardthehypnotist.Similar

conditionsofinfantiledependencycanoccurinthecourseofa

prolongedor"interminalbe''psychoanalysis,andMelittaSchmideberg66)

publishedextraordinaryexamplesofpsychoanalyticiatrogeny.Schu-

ltz'sautogenoustrainingcanalsobecomeharmfillwhennotproperly

conducted.Thosemethodswhichconfifontapatientabruptlywith

hisownwordsbymeansoftaperecordingorofhisownpictureon

thevideophonecanbetraumaticandreinibrcethesubiect'sresistance.

Astothe!Gencountergroups''T-groups,marathongroups,theycan

beverydangerous,inviewofthemanyacutepsychosesthatwere

reportedinconnectionwiththesepractices.

Othernegativefactorsareofmoregeneralnature.Schipko-

wensky67)holdsthatatherapistcanactuponhispatientinonlytwo

ways:eitherinapositivewayinfiFeeinghimfifompathogenicsitua-

tions,fbars,anxieties,andobsessiveselfobservation,orinanegative

wayinbringingaboutiatrogeny.Schipkowenskygivesadetailed

descriptionofhowthe$Giatrogenicphysician''arousefbarsand

obsessionsinhispatientthroughupsettingquestions,anominoustone

ofvoice,aconcernedexpression,thetechnicalterminologywhich

thepatientinterpretswrongly,thediagnosiswhichsoundstothe

patientasasentenceofincurability,andsoon.

Othernegativeftlctorsdependonthetherapist'spersonality.

Matarazzoemphasizedthe"deterioratingeHbct''createdbycertain

typeoftherapists68).Anumberofcurrentresearcheshavebeen
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therapistwouldlackclearsightedness.Intherealitytherapies,a

certainauthoritariancoldnessisnotalwaysoutofplace.

Inabookwithasignificanttitle"汐α"哩Z~hγ0zJghE"cO""虎γ,Hans

Trtib57)cotendedthatthedrivingpowerofanysuccessfillpsycho-

therapyconsistedinthe"encounter''(intheexistentialistsense).The

patient6ndshimselfincontactwithasuperiorpersonalitywhose

verypresencebringshimtochangehisvisionoftheworld.

AccordingtoAinslieMeares59),thecommondenominatorofall

succcssfnlpsychotherapiesis$6atavisticregression",thatisaprocess

throughwhichthemindstopsfilnctioningonaleveloflogiCal

critiqueandtemporarilygoesbacktoabiological,moreprimitive

modeoffimctioning.

JeromeFrank60)contendsthattheessentialagentofpsychiccures

ishope.Thiswouldaccountfbrtherecoveryofthepatientswho

weresetonthewaitinglist.

SamuelNovey61)ascribesaparamountimportancetotherecon-

structionofthepatient'slifbhistoryperfbrmedbyhimselfthroughout

thetreatmentwiththecooperationofthetherapist.1tbringsthe

patienttoacquireanewinsightintohimselfandhisownabilities.

Thetheoryofviciouscirclesinpsychiatryasingeneralpathology

whichhadbeenpopularacenturyagowasrecentlyrediscoveredby

PaulH.Wenderinamodernizedfbrm62).Thesuppressionofvicious

circleswouldplayamajorroleinthepsychotherapeuticprocess.

Onemaynoteacertainsimilaritybetweenthistheoryandthatof

Watzlawick63)accordingtowhomrecoveryo丘enoccurswhenan

unexpcctedsolutionisfbundatahigherlevelofchangewhichallows

thepatientoutofadeadlock.

Severalauthorsassumethattherearenotjustone,butseveral

therapeuticfactorsandthatonefindsthemineverymethod,though

indiHbrentproportion.AccordingtoJuddMarmor64),thecommon

denominatorsofeverysuccessfUlpsychotherapyareeight:agood

workingrelationshipbetweenthepatientandthetherapist,the

releaseoftensionthankstothehopeofbeinghelped,thegainingof

insight,anoperantreconditioningleadingtowardmoreadaptive
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severeone,recoverSpontaneouslyinanunexplainedway.Several

authorshaveattemptedtoelucidatethehiddendynamismofthese
recoverIes．

W.EdgarGregory54)statesthat{6lifbistherapeutic''.Hepointed

outtoseveralfbaturessharedincommonbvneuroticswhorecovered
′

spontaneously．Lifbeventsputtheseindividualsinanewsituation

whichbroughtthemsomeconsiderationoftheirenvironment.

Wolberg55)insimilarcasesstatesthatthepatientexperienceda

certainamountofgratificationfifomhisenvironment、hencean

enhancementofhisselfesteem.IanStevenson56)concludedliFoma

similarresearchthat40to60%oftheneuroticsspontaneouslyrecover

inaspaceofafbwyears.Amongthefactorsoftheserecoverieshe

notedthelearningofnewbehavioralpattem,variousfbrtuitous

eventswhichbroughttothesubjectaffbction,respectandagrati6-

cationoffi､ustratedwishes.Atthispointitisappropriatetomention

theconceptofK""57)goingbacktotheancientGreeksand

reintroducedintopsychiatrybyArthurKielholzinSwitzerland

andHaroldKelmanninAmerica.Thisiswhenacllronicpatient,

convincedthathecannotdoanythingmoretorecoverbuthasnot

givenupallhopefindshimselfinanauspiciousmomentwherea

timelyandstraightfbrwardpsychotherapeuticinterventioncanbring
aboutarapidandlastingrecovery.

5)A"α"$isqfl"i""'jizctors""Ch"eco加加0〃iOj〃‘”"0"J〃"‘ﾙ"ﾙ‘γ‐

”β""cm"加伽.Sincepatientsa田ictedwiththesameneurosescan

recoverwiththemostvariouspsychotherapeuticmethods,itmustbe
assumedthatallthesemethodsshareincommononeo,、sevcral

fbatureswhichwouldconstitutethecommondenominatorofany
psychotherapy.

Afi､equentlygivenexplanationrefbrstothebondwhichiscreatcd

betweenthepatientandthetherapist,abondoftolerant,warm

acceptancewhichsetsthepatientateaseandmakeshimconfident.

Thecreationofsuchabonddependsmuchonacertainpredisposition

inthepatientandstillmoreonthepersonalityofthetherapist.

Howeveritisnoteworthythatgoodwillwouldnotbeenoughifthe
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Sloaneandhiscollaborators52).Ninetv-fburneuroticsweredistributed
〃

intothreegroupsofaboutthirtyeach.Thefirstgroupwastreated

withbehaviouraltherapy,thesecondwithpsychoanalyticallyinspired

psychotherapy,andthethirdwaskeptonawaitinglist.Thepatients

ofthefirsttwogroupsweretreatedduringfburmonthswithan

averageofl4sessionsperindividual.Athoroughpsychiatricand

psychologicalevaluationwasperibrmedonallthepatientsofthe

threegroupsatthestart,afterthefburmonthsandoneyearlater.

Recoveriesandimprovementswereevidencedamongthethreegroups,

butinthetwogroupswhohadreceivedtherapythepercentageof

theimprovementswassignificantlyhigherthaninthecontrol-group.

Ontheotherhandnodiffbrencewasfbundbetweenthepercentages

ofimprovementinthegrouptreatedwithbehaviourtherapyand

thegrouptreatedwithpsychoanalytictherapy・Amongthesetwo

groupstheimprovementsremainedafteroneyear.Ascomparative

researchbetweenpsychoanalysisandbehaviouraltherapyweredevel-

oped,anevolutionappearedintheattitudesoftherepresentatives

ofthesetwoschools.Thepolemicswerereplacedbyattemptsto

interpretbehaviourtherapyinpsychoanalytictermsandpsycho-

analysisintermsofbehaviourtherapy.Evenmore,therewere

attemptstoassociatethesetwomethodsinthetreatmentofthe

samepatients,eithersuccessively,orsimultaneously.

Anotherresearchmightbequotedatthispoint,althoughits

interestismainlytheoretical:C.A.Loew,H.GrysonandGH.

Loew53)selectedthreeclinicalcases:anobsessionalneurotic,aschizoid>

andafi､igidwoman.Foreachoneofthesepatientstheyresorted

totherepresentativesofthreeschools:psychoanalysis,behaviour

therapy,gestalttherapy.Eachoneofthethreetherapistsgavea

detailedexplanationofhowheunderstoodthecasesandhowhe

wouldconduCtthetreatment.Acomparisonwasmadeofthe

similaritiesanddiffbrencesbetweenthesemethodsfiFomthetheoretical

andpracticalviewpoint.

4）”‘耽り“増α"0"qf"o"tα"'0zJsrecozjg7iej,.Itisacurrentobser-

vationthatcertainindividualsafflictedwithneurosis)evenwitha
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toapsychotherapeutictreatmentandthepercentageofspontaneous

curesinthecontrolgroup,withthesoleexceptionsfbrpatientswith

behaviouraltherapy.

Eysenck'scontentionsgaverisetonumerousresearchprqjects.In

1969JulianMeltzoH,49)wasabletogiveasurveyofmorethanlOO

ofsuchresearchprqjectsandconcludedthatthee伍cacyofpsycho-

therapywaswellestablished.Atthesametimethepitfallsofthis

kindofresearchappearedmoreclearly.AsidefiFomthediscrepancies

betweenthecriteriaofasuccessfilltherapy,thereareinthepatienty

conditionallkindsofchangesthataredifficulttoappraise.No

statisticismeaningfillifonefbrgetsthatspontaneouscuresfi､equently

occurandifthereisnocontrol-group.

Amongthemanyresearchprqjectsthathavebeenpublishedone

shouldbementionedasamodelofscientificrigour,thatofthe

MenningerFoundationinTopeka50),Kansas.Thegroupinvestigated

consistedin42adultsa田ictedwithneurosis,borderlinestate，latent
F

psychosis,behaviouraldisorder・Thepatientsweretreatedwith

variousmethods,fi､omthesupportivetherapytotheclassicalpsycho-

analyticcure.Thepersonalityofthepatients,thequalitiesofthe

therapist,theevolutionofthetreatment,theenvironmentofthe

patientweretheobiectofathoroughinvestigation・Theseappraisals

weremadethreetimes:atthebeginningofthetreatment，atthe

termination,andtwoyearslater.Thefindingsweretheobjectof

qualitativeandquantitativeevaluations.Numerouscorrelationswere

evidencedbetweenvariousfactorssuchasthepatient'segostrength

befbrethetreatment,thetherapist'sskillfi,lness,thetypeoftherapy

andtheeventswhichoccurredinthepatient'senvironmentduring
thecourseofthetreatment.Itwasshownfbrinstance、thatthose

〃

patientswhosuffbredacertainstressfi､omoutsidewerelessamenable

totherapy51).

3)Cb"αγα"U2γ"e"ch6ejzfﾉ"〃#ZU00γm078加鈍h0(fF.FollowingEys-

enck'scontentions,acontroversyarosebetweenpsychoanalystsand

behaviouraltherapists.Severalresearchprqjectswereconductedto

comparetheresultsofthesetwomethods.Letusmentionthatof
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amountofresearchisnowdirectedalongthisline・Forlackoftime

wewilllimitourselvestoashortsurveyofafbwsignificantrecent

researches.

1)R"e"cルab0zJtthecγ"e""qf"S"c'""J"'""'"j.Itisgenerally

assumedthatapatientiscuredwhenfburcriteriaaremet:a)the

patientfbels,subjectively,thatheisnolonJrill;b)thetherapistis
convincedthatthetreatmenthasbeensuccessfilll;c)thefamilyand

environmentofthepatientsharethisopinion;d)psychologicaltests

confirmthisassumptiononthebasisofthediffbrencesinthefindings
befbreandafterthetreatment.Howeverithappensthatthesefbw

criteriaareindisagreementwitheachother;fbrinstancethepatient

believestohavefi,llyrecoveredwhereasthetherapist,orthefamily,

ortheclinicalpsychologist,believethecontraryorviceversa.

Sometimesthepatient,afterrecoveryisconvincedthatthehealing

agenthasbeensomethingquitediffbrentfi､omwhatthetherapist
intendedtodo.ProfManfi､edBleuler47)madeafbllow-upstudyof

severalhundredpatientswhohadbeentreatedintheBurghO1zli

MentalHospitalinZurich.InBleuler'swords::6Mostofthepatients
whohadrecoveredafteradepressionwereimmenselygratefillfbr

someveryunsophisticatedandseeminglysuperficialkindofpsycho-

therapy",andBleuleradds:$GItisparadoxicaltoseehowveryfbw
amongthepatientswhoaredischargedfifomthehospitalaftera

depressionappreciatethesemethodsofwhichwearesoproud,and
howtheyaregratefi,lonretrospectfbranykindofcareandattention

wewouldhardlycallpsychotherapeutic''.Someofthepatientswho
hadreceivedelectricshocktherapyweregratefilltothedoctor<6because

hehadperfbrmedwhathebelievedtobehisduty'',butthepatients
didnotatallbelievethatelectricchochadbeenthetruetherapeutic

agent.

2)R""7cﾉi"60zJ#ｵﾙ‘かα〃ヅカリc〃"h‘γ“""ge""fzJ.HansEysenck

aroseasensationinl952whenhecontendedthatpsychotherapywas

completelydevoidofanyefficacy.Inl965,hepublishedanew

report,confirminghisnegativeopinion48)．Therewas,Eysenck

asserted,nodiffもrencebetweenthepercentageofthecuresattributed
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severalprimitivepeoplestherewere(Gmedicinesocieties'',thatis,

societieSoffbrmerpatientswhogatheredinordertoparticipatein
healingceremonies.Asimilarideainspiredthefbundationof

AIcoholicsAnoymous42)andlaterofSynanon43),intheUnitedStates;

theseareassociationsofalcoholicsordrugaddictsfbrmutualtrea-

tmentandencouragement,aswellashealingofpatientsofthesame
1<ind.

5）α"α"-”βγqt)j.Thismethod,fbundedbyFrederickS.PerlsM),
combinesseveralelements.ItstheoreticfbundationisbasedonKurt

Goldstein'sGestalt-Psychology,onexistentialphilosophy,onFreud's

psychoanalysis,andmoreupontheconceptsofhisdissidentdisciples
Reich,RankandHorney.Thetherapeuticmethoditselfincorporates
elementsborrowedfifomthepsychodrama,relaxationtechniquesand
grouptherapy.Gestalt-Therapytodaymeetswithgreatsuccessin
theUnitedStates.Itemphasizesthepresentsituation,emotional

catharsis,andthecontinuousstreamoftheconsciouspsyche.Itis
notmuchconcernedwiththeunconsciousandinterpretations.

6)"ezfﾉ27･M@Motff45).Inordertobecomplete,oneshouldmention

atthispointavarietyofnewmethodssuchastheTrainingGroups,
Bio-EnerJtics,Marathon,NudeTherapy(akindofgrouptherapy
whoseparticipantsa,､enaked).Thesemethodsoftenexerttraumatic

effbctsontheirparticipants,evenacutepsychoticbreakdowns46)．We

arehereontheborderlinebetweenpsychotherapyandiatrogenics.

11．THESEARCHFORTHEREALPSYCHOTHERAPEUTIC

PROCESSES

Thereishardlyanypsychotherapistwhodidnothavethe

surprisetoseeoneofhispatientsbeingcuredrapidlyandunexpe-

ctedly,sometimesevenwhenhestillwasonthewaitinglist.

Unfbrtunatelyitalsohappensthatapatientobstinatelyremainssick

althoughtheoreticallyheoughttorecover.Thiscurrentobservation

broughtPierreJanet,andmanyothersafterhim,towonderwhether

asuccessfhltherapydoesnotresultfi･omhealingagentswhoare

quitediffbrentfifomthosethathadbeenintended.Agrowing
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rangeofvarietiesofgrouptherapieshavearisen.

2)P""0〃α加α.Thetrueancestorofpsychodramawasthespecific
kindof@@reconstructionoftheCrime"usedincertaincasesbyjudicial

authorities.Itisallegedthatthecriminalwassometimessostruck
thathewouldthereuponconfbsshiscrime.TherapeuticPsychodrama

wasdevisedbyMoreno39).Thepatientmustplayseveralrolesin
successiononastage:fbrinstancetheroleofhimselfatanearlier

age,orofpeopleofhisenvironment,whereashisownroleisplayed
byanauxiliaryego・Thespectators,byparticipatinginthediscussion,
contributeto.thetreatment.Thepsychotherapeuticprocessisthus

acomplexone:catharsis,comingintoawareness,grouptherapy.

3)lizJj加加"αJT7i"")).Initswidestsense,InstitutionalTherapy

meansthesumtotalofthetherapeuticefIbctsexertedbyapsychiatric

institutionuponthepatientswhoarecommittedandtreatedthere.

Esquirol,longago,proclaimedthat､Ganasylumisatherapeutic
instrumentandthemostpowerMweaponwepossessfbrthetreatment
ofmentaldisease''40).Tothateffbct,itwasnecessaryto"classify"

theinmates,thatistodistributetheminthevariouswardsand
〃

roomssoastheseparatethepatientswhoexertedanoxiousinHuence

uponeachother,andgrouptoJtherthosewhoexertedamutually
favorableinHuence.Inaddition,onehadtoorganizeagoodwork

therapyandoccupationaltherapy.ThenegativeefRctsofastay
(especiallyalengthyone)intheasylum,wereunderstoodand
describedlongago.Recently:Gantipsychiatry''tookthemasatarget
ibrsCathingattacks，ibrgettingthatthetraditionalmentalhospital

systemhadalsoitspositivesides.

MaxwellJones'"TherapeuticCommunity"41)aimsatthemaximal

utilizationofthetherapeuticpotentialwhicheverypatientpossesses

andmightexertonhisibllow-patients,inordertoeliminatethe

negativeeffbctsoftheinstitutionsubcultureandreplaceitwithathe-

rapeuticsubculture.Severalmethodsderived丘omMaxwellJones'
originalmethodhavebeendevised,butoneisstillintheexperimental

ｰ

stage･

4)Socie""qf力α"e"Z.J・Weknow丘omethnologiststhatamong
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Weir-Mitchell,Dubois,DCierine.Thepatientwasputtobedand

keptinastateofabsoluteisolationandpassivity,duringseveral

weeksormonths.Thenhewasallowedtotakegraduallynew

occupationsinawell-regulatedway. Itwasacombinationof

training,directiveandrealitytherapy.

WewonderwhetherMorita'stherapy36),ofwhichnotmuchis

knownintheOccidentalworlddoesnotshowacertainaHinitvwith
l

thesemethods.

9)WtzriozJsotheγ'"鈍加ffF.TheGermanshavegiventhenameof

Bi"咋J､"ich-乃βγ""(6lhyphen-therapy")toavarietyofmethodswhich

resultfromthejoiningofthewordt/ie,･a〃toallpossiblekindsof

activities:Art-Therapy,Music-Therapy,Dance-Therapy,andsoon,

andparticularlyWork-TherapyandOccupational-Therapy.

D・SocialPsychotherapies

Inthisfburthgroupwewillfindanarrayof""""zﾉef加伽伽and

g70"""""s.Theyarefbundedonthenotionthatwheneverseveral

individualsaretogether,theyexertupononeanother,consciously

ornot,variousbeneficientornoxiouspsychologicaleffbcts.Thisis

truefbrnaturalgroupssuchasthefamily,orfbrfbrtuitousgroups

suchastheinmatesofhospital.Thepsychiatrist'staskwillbeto

checkthenoxiousinHuencesandstirupanddevelopthebeneficial

onesandutilizethemfbrtherapeuticpurposes.

1)Gr0""βγ吻/.Severalphysiciansofthepasthadtheideaof

gatheringthepatientsintheirinstitutionsandgivethemacourseof

lecturesaboutmentalhealthanddisease:PrattintheUnitedStates,

Bircher-BennerinSwitzerland.Theselectures,andaboveallthe

discussionswhichfbllowed,mightbeconsideredthemostelementary

fbrmofgrouptherapy.Actually,thebeginningofmodernGroup

Therapygoesbacktotheconceptsofgroupdynamics>devisedby

Slavson37),Moreno38)andtheirfbllowers.Inthestandardfbrm

prevailingtoday,agroupconsistsofanaverageof8tolOparticipants,

plustwotherapistsormonitors,meetingtwiceaweekusuallyin

sessionsofoneandhalfhour.AfterSlavsonandMoreno,awhole
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ofcertainmuscles,thetemperatureoftheskin.Thesubiectlearns

howtomodifjrthesecurves,thusacquiringthecontrolofcertainof

hisneuro-vegetativeorcerebralfimctions.Excellenttherapeutic

resultshavebeenobtainedinthetreatmentofmigraines.

7)Be""io"γ”"q"hastakenduringthelasttwodecadesan

unexpectedandsometimesspectaculardevelopment32).Actuallyitis

agroupofmethodsfbundeduponthetenetsofPavlov'srespondent

conditioningandofSkinner'soperantconditionin9.
3

Methodsof"J’8”嫁α"0"areparticularlysuccessfUlinanxious

statesandphobias33).Withextremelysensitivepatientsthetherapist

startswithshowingpicturesofwhattheyibarmost,buttherealways

comesatimewhenthepatienthastofacedirectlythisrealobjects

ofhisphobias.

Methodsof"βγJ､jo"strivetocreateanegativeconditionedreHexes

towardcertaindrivesoractions.Thebest-knownamongthesemethods

isprobablythetreatmentofalcoholismbycreatingavomitingreflex

afterthetakingofalcohol．Homosexualshavebeentreatedbymeans

ofsmallbutunpleasantelectricdischargesassociatedwiththeshowing

oferotichomosexualpictures.

Thej700",l9(ori"qP/"jo")isamethodwhichsetsthepatientin

thedirectorprolongedpresenceoftheobjectofhisphobia34).

AJ､J､e7"0"therapyisawayteachingthepatienthowtoassert
hirnselfatiirstexercises，theninrealitvsituations.

〃

Inmo"β"伽gjheγ咳γ,oneshowsthepatientthroughexamplehow

hecanmanaJtoovercomeagivensituation.(Forinstanceanalco-

holicisshownhowhecangettoattendacocktailpartywithout

acceptingtotakeanalcoholicbeverage).

Pαγα伽xicaji"彫""0"25):onebringsthepatienttoplaytheroleof

anindividualwhowouldbeoverwhelmedbyhisgreatestfbar.For

instance,apatienta田ictedwiththeobsessivefbarofdyingsuddenly,

playsoverandover,inpresenceofthetherapist,thesceneofhis
suddendeath.

8)Methodsofr"(IzJcα伽〃α"‘"6がγ"jOγα"0"wereHourishingin

EuropeandNorthAmericaaboutacenturyago,suchasthoseof
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C.TrainingPsychotherapies

ThesemethodsaimathelPingthesubjecttotakeanddevelop

hiscontrolofhisconsciouspsyche,sometimesalsoofhisneuro-

vegetativefimctions,bymeansofsetsofgraduatedexercises.

1)Re/[zxα加刀isthemostelementaryfbrn,ofthesemethods.The

therapistseekstoobtainit,eitherdirectly,orthoughexercisesof

alternatecontractionanddecontraction,asinJacobson'smethod26).

2)MM""α"0"isanotherbasicexerciseofpsychictraining.There

wereandarenumeroussystemsofmeditation,asexemplifiedinthe

historyofreligionsandphilosophicalsystems.IntheWesternworld,

onemethodcalledrｹα"J"""""/M蹴加"0"27)hasrecentlyacquireda

greatdevelopment.

3）厩"0,g;'3M汐ｵﾙod28)consistsinasetofgraduatedexerciseswhich

aredevisedtogivethesubjecttheawareness,firstofhisbody,then

ofhisperceptions,thentomakehimconcentrateuponaninterior

pictureendowedwithasymbolicmeaning(e.9.thesignofthe

infinite,theromannumerall),andlateruponanidea(e､g.the

conceptofcontrol).Inafi'rtherstepthesubjectlearnshowto

eliminatefi､omhismindallundesirablerepresentations,andthus

acquirefUllcontrolofhisvolitionsandactions.

4)MethodsofP""α/""""""dん"""i$'"S'IM""01ishave

alsobeendeveloped.Amongthemweshouldsingleouttherecently

devisedmethodsfbrpainlessbirth.

5)Sc""尾'4"t09e720zJsT舵γ吻）combinesrelaxationwithagradual

control-takingofthevegetativesystem29).Thisisthe$:firstcycle''

which，abouttwoVearslater，isfbllowedbva&4secondcvcle''in
64

‘ ′ ′

whichthesubiectengagesinadialoguewithhisunconsciousand

recallsfbrgottenoccurrencesofthepast30).Thismethodmustbe

learnedunderthedirectionofanexpert;itsinadequateutilization

mighthaveseriousconsequences.

6)Biq/bedbαcA31),isarecentlydevelopedmethod;itconsistsinthe

utilizationoftechnicalprocedureswhichenableanindividualto

obtainavisualorresoundingrepresentationofcertainunconscious

processes,suchasthealphawavesofhisEEG,thecurveoftension

（11 ）504



themethodsoffiFeeassociations;interpretationofdreams，fantasms

andparapraxias;andtheanalysisofresistancesandtransfbrences.

Transfbrenceisviewedasaspecificmodeofunconsciousreviviscence

ofpastsituations,chieHytheoedipalsituationwhichthesubject

livedinhisearlychildhood.Atransfbrenceneurosisdevelops,tobe

analyzedandresolved.Thiswillinfavorablecasesbringaboutthe

cureoftheneurosisinalapseoftimewhichwillseldomlastless

thanthreeVears.
ヴ

AsidefiFomthisgreatclassicalcure,fi､equentuseismadeofa

'り‘加α"αり"‘or""”カリCh0ﾒｶ"")'whichalsoworksbymeansoffiFee

associations,analysisofresistencesandtrans企rence,butdoeswithout

certainproceduresoftheclassicalcure:thesubiectdoesnotlieona

couch,thetherapistgivesmoreinterpretations>thelengthofthe

treatmentisusuallymuchshorter.Thereexistsalsospecificpsycho-

analysisinspiredtherapiesfbrchildrenandpsychoticpatients.

Oneshouldalsotakeintoaccountmethodsinwhichpsycho-

analytictenetsareJj"Z"/i"(Stekel),""Z"/f"(MelanieKlein,Lacan),

瓶0""(Sullivan,Horney),ori"col"or"e[fintoawidersystemcom-

biningpsychoanalysiswithgenetics(Szondi)or,withexistential

analysis(Binswanger).

CarlGustavJung's4"α""cZ~7i'r!WisalSoextremelyCOmplex25).

Thoughitalsoworksthroughthemeansofunconsciousfbrces,it

radicallydiHbrsfomFreud'spsychoanalysis.Jun9'spsychological

modeliscenteredontheconceptofindividuation,thatis，ofthe

slow,gradual,naturalprocesswhichleadsanindividualtotheunity

ofhispersonality(consciousandunconscious).Neurosesareviewed

ascausedbyslowingdownorblockingsofindividuation;therapy

aimsateHbctinginthepatientaregressionwhichwillallowthe

individuationprocesstoresumeitsnaturalcourse.Thetherapeutic

methodsincludetheinterpretationofspontaneousdrawingsorpain-

tings,offantasms,dreams,archetypalfigures,withconstantconcern

tointegrateintorealitythethusuncoveredunconsciousmaterial.
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choicehemadeofhis"prQject",evenifthisrepetitivebehavioural

patternhadbeenfbrceduponhimbyhisenvironnment.

Thedetectionofrepetitivebehaviouralpatternswasastarting

pointfbrEricBerne's”α"sαc"｡"αJA"@"'is.Inhisfirstbook，Gα加“

Peq此〃⑳2'),hedescribedthe:(games''whichresultfi,omthe

interactionofthelifb-stylesoftwoindividuals.Inhislaterbooks,

Berneexpoundedhistheoryofthe"script'',thatis,akindoflifb

planwhiChiscreatedinearlychildhoodunderthevoluntaryor

involuntarypressureoftheparents22)．This@Cscript''shapesthewhole

lifboftheindividualandcanbetransmittedfi､omgenerationto

generation.Thetreatmentconsistsindecipheringthe$6script'',in

ordertoenabletheindividualtoovercometheimprintleitbyhis

childhoodandhisparentsandleadareallyadultlifb.

6)Z~hee"lom"0〃げjIM"t""",unconsciousandsemi-conscious,is

theleadingprincipleofvariousmethods.Onecallsibrththepatient's

fantasms,eitherthroughspontaneousdrawingandpainting,or

throughibrcedimagination.Theimagesandimaginaryselfrepresen-

tationswhichIoomedupoutofthedepthsoftheunconsciousare

interpretedwiththepatient.

TothiscategorybelongsthemethodofDi"cMJDりめβα"zsof

RobertDesoille23):thepatientrecliningonacouchwouldimagine,

fbrinstace,thatheisrisingintheairandencountersmonsters;the

therapisthelpshimtoftlcehisfantasmstointerpretandintegrate
theminhisconsciousmind.

7)Z~he77zqﾉor〃"αmicカリc加伽γ"i".Theseareverycomplex

methodsthatcouldbecalledthe:Gdeepdepth''psychotherapies.

Theyincludesomeofthealreadydescribedtechniquesandincorporate

theminanoverallsystemwhichexertsaswayupontheunconscious

psyche.SuchareFreud's殴りﾉ‘ん0α"α""$andJun9's』"αI)'"cP"ChojogJ'.

Thesemethodsaimtowardnothinglessthanarestructuratinofthe

personalitybymeansofalengthyprocesswhichcallsfbrththe

unconsciouspsychicfbrces.

The"""0"αハォα"ぬrdpり‘加α"α"cc"'issowell-knownthatwe

hardlyneedtodescribeithere24).Letusjustremindthatitutilizes
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positivewayontheinnerrepresentationofavitalsituation.Aside

fifomthisindividualtraining,thereisalsoatechniquefbrdynamic

trainingingroups,andaprogrammedsophrologicalrelaxationin

groups.

4)SzI99"#わ〃j"zfﾉα〃"9""e.Suggestiontherapiesaretheopposite

ofthemethodsofcounselling,andconsciousfacingofreality.On

thecontrarythesesuggestiontherapiesseektofindashort-cutbetween

arepresentationandanact・AsshownbyPierreJanet'6),suggestion

consistsintheactivationofatendency"withoutthistendencybeing

completedbythecollaborationoftherestofthepersonality''・In

otherwords,;<suggestionisaimedatstirringupanimpulserather

thanadeliberateperfbrmance''.Thesemethodsmetwithgreat

successatthetimeofCharcotandBernheimbetweenl880andl900.

Afteralonginterruption，theyhavebeenrevivedinamodernized

fbrmbytheBulgarianpsychiatrist,GeorgeLozanovl7).Suggestion

shouldnotbeconfUsedwithhypnotism.Hypnotismenablestorein-

fbrcesuggestion,buthasawiderrangeofeffbCts.

Today,themostwidespreadkindofsuggestionisprobablythe

placeboeffbctl8).

5）”‘”‘‘"0〃ヅル‘んα〃io"γαj′α"‘'郷isthebasicprocessinseveral

methods.Itaimsatdetectingandidentifyingtheunconsciousor

semi-consciousrepetitivebehaviouralpatternswhichshapethelifbof

anindividualanddrivehimintofailureorneurosis.

Alfi､edAdler'stherapyconsistsinbringinganindividualtothe

awarenessofhis<<lifb-style'',thatis,akindofvitaltacticproperto

eachpersonandrelatedtohisunconscious"ficticiousgoal'',his"per-

spective'',andhis$4lifb-plan''19)．AccordingtoAdler，thesebehavioural

patternsarebuiltduringthefirstfiveorsixyearsoflifbunderthe

impactofthechild'senvironment…Oncethesubjecthasgained

awareness,itisuptohimtoadoptconsciouslyandvoluntarilya

newvitalattitudemoreconsistentwiththenormsofwhatAdler

calledthe@:communityfbeling''・AsomewhatsimilarsystemisJean-

PaulSartre's@Cexistentialpsychoanalysif20).Butincontrastwith

Adler,Sartrecontendsthattheindividualisfilllyresponsiblefbrthe
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relevantevents.Butthiswasnotalwaysnecessary,andemotional

abreactionoftensufficedtoresultinatherapeuticsuccess・Independ-

entlyofFrank,theBulgarianpsychiatristKrestnikoffl2)deviseda
similarmethod.

RecentlvnewcatharticmethodshavearisenintheUnited
”

States.Thebestkn()wnisthePγ加aJCtyofArthurJanovl3)．During

afirstperiodofthreeweeksthepatientisisolatedandlefttohis

fantasms.Thisisolationisbrokenonlyfbrprivatesessionswithhis

therapist.Repressedemotionsofhispastareabreactedwithviolent

andloudemotionaldischarJs.Inasecondperiodlastingseveral

monthsthesessionstakeplaceingroups・Thepatientisconsidered

curedwhenhehasabreactedallhisrepressedemotions,including

thoseofthefbrgottenyearsofhisinfancy.

2)IW"0"s"zwasconsideredduringthewholenineteenthcentury

astheroyalroadfbrtheexplorationoftheunconsciousandasthe

oneleadingpsychotherapeuticmethod'4).Inspiteofthegreat

amountofresearchthathasbeendevotedtohypnosisitremainsa

mysteriousphenomenon.Asatherapeuticagentithasbeenusedin

severalways:eithertoinduceastateofblissfi'lrelaxation,eitheribr

thedetectionandcatharsisofrepressedtraumas,eitherfbrautoritarian

suggestion>orfbrakindofbargainingbetweenthehypnotizerand

thesubiect(asitwasintheperiodofearlyMesmerism).Aswe

shallseelatertherealsoexistmethodsofgraduatedandprogressive

hypnosisandselfhypnotism.

3)SqPh70/0g"15).Thismethod,createdinl960byAlfbnsoCaycedo,

showsacertainsimilaritvwithVittoz,methodandSchultz,Auto-
’

genicTherapy・AccordingtoCaycedotherearethreelevelsof

consciousness:normal,infbriorpathological,andsuperior,.i.e.the

sophroniclevel,towhichsophrologyisintendedtoleadthesubject.

Underthedirectionofanexperiencedmonitor,thesubjectiscaused

torelaxinaconditionwhichisintermediatebetweensleepand

wakingstate.Heisbroughttoawarenessofthevariouspartsofhis

bodyandoftheirweight,theirwarmth,ofhisheartbeatings,his

breathing,andsoon．Atalaterstage,hehastoconcentrateona
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thealphaandomegaofanypsychotherapy"5)．Inpresentpractice

thisisbroughtaboutmainlybysocialworkandcasework.

Recentlynewdirectivetherapieshavebeendeveloppedinthe

UnitedStates:AIbertEllis'R""o""/Them"6)jWilliamGlasser'sR8α"〃

Zheγ吻ﾉ7),HaroldGreenwald'sD"i.Jio"Z泥γα〃8).Thesemethodsdelib-

eratelyignorethepatient'spast.Theyfbcusonpresentrealityand

thewayoffacingit.Onebringsthepatienttounderstandallwhat

isirrationalinhislifbinordertohelphimoutofthemessinwhiCh

hefindshimselfHemusthenCefbrthtakeintohisownhandsthe

directionofhislifb,makethevitaldecisions,implementthem,and

filllyassumehisresponsibilities.

8)EE"fW""αJP"cho伽γ"i".Thistermcoversvariousmethods.

AmongthebestknownisViktorFrank1'sLOgo""(Z"9),particularly
suitablefbrexistentialneurosis.Theseareakindofneurosisinwhich

theindividualsuffbrsbecausehecannotfindameaninginlifb,

especiallyhisown.

B.DynamicPsychotherapies

Thesemethodsarebasedontheprinciplethatunconscious

psychicfbrcesexertadisturbingactionupontheconsciouspsyche.

Thetherapistwillseektoexploretheunconsciousandactonitby

variousmeans・Wemaynoteatthispointthatmostofthehealings

effbctedbytheshamans,medicinemen,andexorcistsbelonJdto

thisgroup.

1）“肋αγ"c加"ん伽aimtodetectrepressedtraumas,bringinsthem

backtofilllconsciousnessandabreactthemlo).Undertheirsimplest

fbrmtheyareutilizedinwarpsychiatry,mostlywithnarcoanalysis,
fbrthetreatmentofcombatneurosis.

Moreelaboratemethodsandofmorelengthydurationhavebeen

devised・InZurich,atthebeginningofthecentury,LudwigFrank'')

hadhispatientliedownonacouchandconcentrateonthefbelings

whicharoseinthem・Thepatientactuallyexperiencedemotions

ofthepast,sometimesrelatedtofbrgottenepisodesofhislifb.These

outburstsoffbelingswereoftenfbllowedbythereminiscenceof
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filtility・Othertherapistsrecordonvideophonetheattitudesand

gesturesoftheindividuals,fbrinstancethoseofthealcoholicsin

stateofintoxication,orthepsychopathsduringtheirdailyquarrels.

Theconfrontationol､theindividualwithsuchrecordingscanexert

powerflleH､ectsbutthismethodmustbeusedwithcautionbecause

itmightotherwisebetraumatic3).

4）庇灯0"α/α"αm""i',oralorwritten.C.G.Junghademphasized

thatthetakingofagoodsincereandcompletelifbhistoryexertsby

itselfafavourableeffbctbybringingthepatienttounderstandhow

eventswerelinkedtoJtherinhislifb,andcertainaspectsofhis

personality.Thismethodcanbeperfbctedbyconfiontingthe

subiectiveanamnesisgivenbythepatientwithadocumentaryanamnesis

basedonobjectiveenquiries.

5)Roge7J'7zOル〃γ""zﾉβオルeγα妙isbasedonaspecifiCtheoryof
l

humanpersonality.RoJrs4)endeavourstoreHecttothe"client''as

inamirrorhisideasandfbelingsinordertoleadhimtobecome

filllyawareofhistrueselfincontrastwiththedistortedimagehe

constructedofhimselfundertheinfluenceofhisfbllow-men・OnCe

hehasbecomeawareofhistruepersonality,thepatientwillbeable

todirecthimselfadequatelyandactualizehispotentialities.

6)"""iesオルγ0"ghcoz"zJe"i7Zg.Manypeoplearewillingandcapable

tomaketherightdecisionsbutdonothaveaclearinsightinto

theirsituation.Herethevariouskindsofcounsellingcanacquirea

therapeuticmeaning:occupationalcounsellingaswellasmarital,

sexologic,educationalcounselling.Sometimestheproblemsareof

suchspecificnaturethatrequirethehelpofalawyerorofareligious
p○

rnlnlster、

7)D"""Ije"mPi".Manypatientsneedbothcounsellingand

advice;theyneitherunderstandtheirsituationnoraretheycapable

ofmakingdecisions.Janethaswelldescribedhowthetherapistmust

keepaclosecontactwiththepatient'sfamily.Inemergencycases

hemightinsistthatthefamilytakethenecessaryaction.Sometimes

thediseaseisperpetuatedthroughunresolvedconHicts.Kretschmer

contendedthat"theclarificationandeliminationoftheconHictsis

／戸、

kOノ 510



fburgreatcategories:rationaltherapies,dynamictherapies,training

therapies,andsocialtherapies.

A・RationalPsychotherapies

Thesetherapiesareconducteddeliberatelyontheconsciouslevel.

TheyassumethatmanisendowedwithreasonandfiPeewill,though

beingsubjecttoerrorandfailing.Thetherapeuticprocessaimsat

bringingthepatienttoawarenessandusingpersuasion.

1)Z7iecα〃〃γ"""isprobablythemostelementaryofall

psychotherapeuticprocesses.Herebelongamongothersreassurance

fbrtheanxious,encouragementfbrtheapprehensive,consolationfbr

thedepressed;admonishmentsfbrmenofweakwill,andsoon.

Muchofwhatiscalledsupportivetherapybelongshere.

2）”‘'”"”ﾉ"0zqghe妙γ"sio〃α"coWi'Zg.Manypeoplearesick

becausetheydonotknowtowhomtheycancon6detheirfbars,

theirworries,theirconHiCts,theirsecretloves,theirhiddenhatreds,

theirdisappointedambitions,theirfiFustratedwishes.Heretherole

ofthetherapististolistensympathetically.Sometimesthisisenough

toreachanunexpectedlygoodresult,howeveritoftenmustbe

supplementedwithcounsellinganddirectivemethods・Wheneverit

isamatterofapathogenicsecret,thepatientmustbesurethat

thetherapistwillkeepabsoluteprofbssionalsecret:itis，asitwere,a

therapy"ofthesecretbythesecret''.

3)B""gi哩加加α”αγg""J､.Itisthetreatmentof:6unawareness
フフ

(nottobeconfUsedwith"unconsciousness")、Manyindividuals,even

veryintelligentones,havebutaconfUsedperceptionofthewaythey

reallybehaveandareseenbytheothers.Thetherapisthereacts

asakindofMentorwhocorrectstheerroneousperceptionofhis

patientanddrawshisattentiontohisfaultyinsightsandattitudes.

Recentlythisoldmethodhasbeengreatlyperfbctedthroughthe

utilizationofthetaperecordsandvideophone．D.EwenCameron2)

devisedamethodhecalled&:drive-in''.Herecordedonamagnetic

tapethecomplaintsofhispatientsandthenhehadthemlistento

therecordingoverandoveruntiltheyweredisgustedthroughtheir
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tohelphimrestorehispeaceofmind・SeveraloftheseCb"so/α"0郷

becameliteraryclassics.Weevenhaveexamplesofmenwhowrote

Cb""/α伽".ftothemselves,asakindofselftherapy.

TheadventofChristianityandthepracticeofconfbssionbrought

themoraltheologianstorecognizethatconfbssionhadoftenathera-

peuticeffbct,especiallywhenthediseasewascausedby(Cpathogenic

secret''・Byandby,thisconceptspreadtothelayworldandwas

laterincorporatedintomoderndynamicpsychiatry.

Bytheendofthel8thcentury,athoroughlynewapproachwas

initiatedbyFranzAntonMesmer,thefbunderofawould-bescientific

theorywhichhecalledAnimalMagnetism.Thephysicalassumptions

whichlayatthebasisofthatmethodprovedtobeerroneous,but

Mesmer'sfbllowersdevelopedthetherapeuticpracticeofhypnosis,a

methodwhichprevailedduringthewholel9thcenturyandbecame

oneofthemainsourcesofpsychoanalysisandmoderndynamic

therapies.Thisbringsustothesecondpartofourtopic,thatisto

presenttimehealingprocesses.

PSYCHOTHERAPYINTHEPRESENTTIME

Presenttimedevelopmentsshowustheexistenceofatwofbld

InoveInent・Ontheonehand,thereisafloweringofnewtherapeutic

methods,eachonebasedonspecifictheoreticalassumptions,onthe

otherhandthereisagrowingawarenessthatthesameresultscan

beobtainedthroughverydiffbrentmethods,hencetheideathatthe

realtherapeuticprocessesarestillunknownandshouldbesearched
fbr.

Speakingofpresentdaypsychotherapy,wewillthushavetogive

firstapanoramaoftheexistingmethodswiththeirunderlyingprin-

ciples,andsecond,anoverviewofthesearchfbrtherealhealing

processes･

1．PANORAMAOFPRESENTDAYPSYCHOTHERAPEUTIC

METHODS

WeshallbrieHyreviewtheexistingWesternpsychotherapies,

classifyingthemaccordingtotheirtheoreticalintent.Wewillconsider
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aroundl890,butpsychotherapyitselfexistedfifomtimeimmemorial.

AsPierreJanetpointedout,attheoriginofpsychotherapylay

thesearchofhealingthroughamiracle.Thismiraclecouldbe

eHbctedthroughcertainrites,atacertainplace,throughtheaction

ofahealinggodorhisrepresentative;thepatientcouldalsoresort

toacharismatichealer，thatisamedicine-man，ashaman，oranv
ダ ダ ′

suchspecialpersonendowedwithaspecifichealinggiftl).

Amongsomepopulations,itwasbelievedthatthepatient'ssoul

hadlefthisbodyorhadbeenstolen・Theshamanputhimselfin

trance,wenttothelandofthespiritsinordertorecapturethesoul

andbringitbacktoitspossessor.

Amongotherpopulations,thediseasewasbelievedtobeCaused

bvadisease-bodv、sometimessentbvasorcerer.Theshamansucked
‘ ‘ジ グ

outthedisease-bodyandshowedittothepatientandthepeople

aroundinthefbrmofasmallpieceofwood,acaterpillar,fbr
■

1nstance．

Awidespreadbeliefwasthatdiseasewascausedbypossession

byanevilspiritandthatcurecouldbeobtainedthroughthepro-
cedureofexorcism.

Inotherplaces,illnesswasattributedtotheinfifingementofa

taboo，Ifthepatientwasawareoftheinfringement,hehadto

confbssit,otherwiseitwasthetaskofthedivinertofindoutwhich

taboohadbeenbroken・Veryoften,thehealingwasperfbrmed

throughawellstructuredceremonyinordertoreconcilethepatient

withthesocialgroup,hisancestors,andthegods.

Althoughinthesecases,therewasarationallinkbetweenthe

diseasetheory,thehealingprocess,andthepersonalityofthehealer>

thetheoryofthediseaseitselfwashighlyirrational.Amorerational

approachoccurredwiththeadventofphilosophicalschoolsamong

theancientGreek.LainEntralgopointedouttotheimportanceof

thehealingwordamongtheancientGreek.Thewordwasusedin

ordertobringaboutacathartic,adialectic,orarhetoricaleffbct.

OneparticularhealingpractiCewastheco7zJo/fz"0,thatisaspeech,

aletter,orsometimesapoemsenttoana田lictedPersoninorder
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EVOLUTIONOFTHEIDEASABOUT

THENATUREOFTHEPSYCHOTHER-

APEUTICPROCESSINTHE

WESTERNWORLD*

H.F.Ellenberger**

Mr.President,LadiesandGentlemen,dearColleaguesand

Friends,Iwishtoexpressfirstofallwhatagreathonourand

pleasureitisfbrmetospeakhere,inthisassembly,inyourbeautifi'l

country.Weareallawareoftheimportanceofthissymposium

whichbringsauniqueopportunityofcomparingtherapeuticsEast

andWestandtheirunderlyingphilosophy.Iamconfidentthatthe

Westernparticipantswilllearnagreatdealfi､omthisconfi､ontation.

Onebfthemainfbaturesoftherecentculturalhistorvisthe
′

Howeringofagreatmanyofpsychotherapeuticsystems.Wearefacing

whathasbeencalled$Gthetherapeuticexplosion''.Duringthelastdecade

newmethodsofpsychotherapyhaveariseninsuchnumberand

varietythatitisgettingmoreandmoredi伍culttofindone'swayinthis

maze.Thebestwaywouldbe,perhapstofbllowthechronological

developmenttogetherwiththecomparativeapproach.

Inthefbllowing,weshalltrytosketchtheevolutionoftheideas

aboutthepsychotherapeuticprocessintheWesternworldinthepast,

thepresent,andthefilture.

PSYCHOTHERAPYINTHEPAST

ThetermpsychotherapybecamecommonlyusedinEurope

*PaperpresentedatthefburthInternationalSymposiumontheComparative

HistoryofMedicine-EastandWest,FUjilnstituteofEducationandTraining,

Japan.OCtoberl979.

**Facult6desArtsetdesSciences,Universit6deMontr6al,Montr6al,Canada.
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に
お
け
る
明
治
期
の
帝
王
切
開
に

つ
い
て
…
…
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
：
…
・
松
木
明
知
…
一
言
’
一
頁

６
、
渋
江
抽
斎
編
『
直
舎
伝
記
抄
』
に
つ
い

鈴
木
勝
：
睾
査
１
１
二
天

古
川
明

周
大
成

伊
藤
和
洋

一
三
壱
１
ｌ
一
三
九

二
六
つ
ｊ
ｌ
一
一
六
二

二
琴
一
丁
く
二
六
四

て
ｌ
と
く
に
桐
山
正
哲
に
関
し
て
！
：
・
・
・
松
木
明
知
…
一
頁
’
二
ｓ

７
、
森
井
恕
仙
と
そ
の
医
学
〃
。
：
．
：
：
：
。
：
・
・
・
・
山
形
敞
一
：
二
合
’
一
六
一

８
、
来
日
宣
教
医
乏
匙
旨
３
弓
画
二
。
『
（
一

八
三
五
’
一
九
二
三
）
に
つ
い
て
…
…
．
：
長
門
谷
洋
治
・
・
・
一
六
一
’
二
全

９
、
中
国
伝
統
医
学
（
古
代
）
と
道
教
…
…
吉
元
昭
治
：
・
二
全
’
一
盃

、
、
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
歯
科
出
品

物
第
一
報
、
歯
科
器
材
に
つ
い
て

…
…
・
・
…
…
・
…
：
…
…
…
・
大
橋
正
敬
・
仁
平
真
佐
秀
…
二
全
’
二
余

ｕ
、
何
故
Ｗ
・
ウ
ィ
リ
ス
医
師
は
江
戸
で
高

い
俸
給
を
の
ぞ
ん
だ
か
？
．
．
…
：
…
．
．
…
…
原
口
忠
男
…
二
余
’
二
公

哩
、
『
雛
氏
内
科
学
』
に
つ
い
て
…
：
。
…
；
・
安
井
広
：
・
一
冤
’
一
吾

哩
、
昔
の
Ｘ
線
界
の
周
辺
・
・
・
…
．
．
：
・
・
・
・
…
・
：
・
沼
田
久
次
・
・
・
二
召
’
一
五
一

皿
、
痘
瘡
お
よ
び
麻
疹
史
資
料
へ
の
疑
義
．
：
三
井
駿
一
．
：
重
一
丁
二
奎

巧
、
明
治
当
初
の
死
亡
届
…
：
；
・
内
田
醇
、
田
代
逸
郎
…
一
蚕
’
一
葵

蝿
、
仏
典
に
み
え
る
健
康
観
と
特
異
な
症
候

群
…
：
．
…
：
…
：
…
：
。
…
・
…
…
…
：
…
・
杉
本
茂
春
：
睾
朶
’
一
英

灯
、
金
沢
に
お
け
る
明
治
初
期
の
体
温
表
：
寺
畑
喜
朔
：
睾
究
上
一
言

焔
、
ア
テ
ナ
イ
の
疫
病
…
…
…
：
．
：
…
・
・
…
：
羽
田
同
…
二
一
’
一
三
一
一

四
、
江
戸
今
世
医
家
人
名
録
初
編
の
異
本
に

つ
い
て
：
…
・
…
…
・
・
…
…
…
・
…
…
・
・
・
・
・
…
・
中
野
操
…
三
一
丁
三
五

加
、
「
清
水
氏
講
義
録
」
ｌ
東
京
大
学
初
代
産

科
婦
人
科
教
授
清
水
郁
太
郎
の
講
義
録
…
松
永
勝
・
・
菫
三
上
一
三

皿
、
大
庭
政
世
の
事
績
（
Ⅱ
）
ｌ
島
根
県
に
お

け
る
医
療
組
合
事
業
の
展
開
と
産
青
連
の

rワ、
L竺ノ



運
動
…
…
．
．
…
…
・
…
…
…
・
…
…
：
。
…
…
：
中
尾
鉱
…
き
く
’
三
つ

配
、
日
本
史
に
お
け
る
価
値
観
の
変
化
に
伴

っ
た
各
種
学
校
・
課
程
制
大
学
・
学
科
制

大
学
・
講
座
制
大
学
の
動
き
（
医
療
関
係

を
中
心
と
し
て
）
：
：
：
。
：
：
：
．
・
・
・
…
：
．
…
・
柴
田
幸
雄
・
・
三
己
’
一
二
一

妬
、
岡
谷
蚕
糸
博
物
館
所
蔵
質
料
に
承
る
製

糸
工
女
の
医
療
費
負
担
に
つ
い
て

（
第
一
報
、
明
治
二
十
・
三
十
年
代
）
…
清
水
勝
嘉
・
：
一
三
一
’
二
四

型
、
岡
谷
蚕
糸
博
物
館
所
蔵
資
料
に
承
る
製

糸
工
女
の
医
療
費
負
担
に
つ
い
て

（
第
二
報
、
明
治
四
十
年
代
）
・
・
：
：
：
・
・
清
水
勝
嘉
…
三
四
’
一
二
五

妬
、
古
代
イ
ン
ド
の
公
衆
術
生
・
・
…
・
…
…
…
杉
田
暉
道
…
三
六
’
三
〈

配
、
産
業
医
と
し
て
の
先
覚
者
佐
藤
英
太

郎
…
：
…
…
：
：
：
…
…
。
：
…
…
・
…
．
：
．
：
…
三
浦
豊
彦
…
ニ
ハ
ー
三
己

”
、
房
楊
枝
に
つ
い
て
．
．
…
…
・
：
・
中
原
泉
・
本
間
邦
則
…
一
三

羽
、
明
治
期
の
英
文
「
成
医
会
月
報
」
に
投

稿
し
て
い
る
外
国
人
医
師
た
ち
・
…
：
…
…
蒲
原
宏
…
一
三
一
’
三
三

羽
、
平
次
郎
解
剖
に
つ
い
て
、
そ
の
場
所
と

住
民
感
情
…
…
…
：
…
…
…
…
．
：
…
・
・
：
…
杉
立
義
一
…
三
西
’
三
宍

鋤
、
晴
、
唐
時
代
の
歴
史
書
に
承
ら
れ
る
疾

病
・
…
…
・
・
・
…
…
・
…
…
：
．
…
：
…
…
・
…
…
山
本
徳
子
：
三
宍
’
二
〈

瓢
、
中
国
伝
統
医
学
に
お
け
る
季
節
の
問
題

．
…
…
…
…
・
…
…
…
・
・
・
・
：
…
。
：
…
…
…
…
・
丸
山
敏
秋
…
三
禿
’
二
壱

認
、
曲
亭
馬
琴
の
義
歯
に
つ
い
て

第
三
報
予
後
：
。
…
・
・
・
…
：
…
…
…
・
・
・
・
・
・
・
本
山
佐
太
郎
：
三
三
’
三
一

認
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
プ
ラ
バ
ー
ズ
と
そ
の
皮

下
注
射
器
に
つ
い
て
．
…
：
・
・
…
…
…
…
・
…
大
村
敏
郎
。
：
三
一
’
二
西

誕
、
「
松
阪
の
入
目
・
入
歯
師
」
と
「
明
治

期
医
学
生
の
写
本
」
に
つ
い
て
．
：
：
…
…
・
柘
植
三
郎
：
二
三

弱
、
横
浜
外
人
墓
地
に
眠
る
医
人
・
薬
人
…
大
滝
紀
雄
・
・
・
二
宗
’
二
六

鏥
、
明
治
初
期
に
於
け
る
入
歯
細
工
師
の
引

札
…
：
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
・
竹
内
孝
一
…
二
六
上
一
宮

訂
、
肢
体
不
自
由
児
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
先
駆
者
と
し
て
の
高
木
憲
次
博
士
：
…
・
福
嶋
正
和
：
三
ｇ
ｌ
－
酋
一

調
、
戦
前
の
精
神
科
病
院
に
お
け
る
脚
気
の

発
生
状
況
ｌ
巣
鴨
病
院
ｌ
松
沢
病
院
の
統

計
を
中
心
に
！
：
…
．
：
・
・
…
。
：
．
：
…
・
…
…
岡
田
靖
雄
・
三
里
上
一
冨

調
、
比
較
語
学
的
方
法
に
よ
る
身
体
意
識
史

検
討
の
試
象
（
五
）
成
長
・
増
殖
…
…
…
三
輪
卓
爾
…
三
豊
上
一
惠

柵
、
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
の
来
日
と
そ
の
意
義

。
…
：
：
。
…
：
…
…
・
…
：
．
…
：
…
・
高
橋
文
・
川
瀬
清
・
・
圭
署
上
一
勇

虹
、
明
治
時
代
発
刊
の
医
学
書
に
見
ら
れ
る

歯
科
に
か
か
わ
る
医
学
用
語
に
つ
い
て
．
：
岡
田
治
夫
：
三
男
’
一
三

蛇
、
仙
台
領
の
隠
れ
た
本
草
書
〃
賢
親
本

草
″
…
…
：
：
…
：
：
：
：
：
・
・
：
…
；
…
・
ヒ
キ
ノ
ヒ
ロ
シ
…
臺
一
上
一
臺

蝿
、
カ
ス
パ
ル
の
江
戸
で
の
伝
習
動
向
に
つ

い
て
ｌ
「
阿
蘭
陀
外
科
医
方
秘
伝
」
の
紹

介
１
．
．
．
：
…
・
…
…
．
：
．
：
…
。
：
…
・
…
・
…
・
…
宗
田
一
：
三
二
上
一
言

（3）



例
会
記
事

ウ
エ
ル
カ
ム
医
史
学
博
物
館
二
、

学
研
究
室
に
つ
い
て
：
・
・
：
…
．

“
、
胃
口
乏
冨
咬
合
器
の
史
的
考
察
：
…
…
・
永
田
和
弘
…
一
一
臺
上
一
冥

妬
、
緒
方
洪
庵
の
薬
箱
に
つ
い
て
…
・
・
…
・
…
青
木
允
夫
…
一
三
《
ｌ
壹
〈

妬
、
山
田
顕
義
と
公
衆
術
生
：
。
…
：
。
：
…
：
：
西
川
槇
八
…
臺
〈
上
一
言

灯
、
歩
兵
屯
所
医
師
取
締
手
塚
良
仙
知
見
補

遺
・
・
…
…
。
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
・
：
深
瀬
泰
旦
…
一
言
ｌ
臺
一

蛤
、
「
臨
躰
歯
科
」
の
歴
史
に
つ
い
て
：
．
…
長
谷
川
俊
夫
。
：
美
一
丁
昊
四

⑲
、
歯
固
の
変
遷
に
つ
い
て
（
第
一
報
）
…
長
谷
川
正
康
：
昊
四
ｌ
昊
五

印
、
伊
沢
信
平
閲
「
小
児
歯
牙
衞
生
論
」
に

つ
い
て
・
・
…
．
：
…
…
：
．
．
：
…
・
…
本
間
邦
則
・
佐
藤
泰
彦
：
・
一
室
’
三
突

風
、
本
邦
に
お
け
る
医
学
放
射
線
技
術
文
化

の
開
発
者
・
…
．
：
…
…
・
…
・
・
…
。
：
…
・
…
…
今
市
正
義
・
・
一
垂
〈
ｌ
昊
七

銘
、
現
代
史
に
お
け
る
日
記
の
文
献
的
利
用

性
の
事
例
研
究
…
・
…
：
・
・
・
…
…
沢
井
清
・
清
水
勝
嘉
・
三
夫

弱
、
木
床
義
歯
の
製
作
法
に
つ
い
て
…
：
．
…
新
藤
恵
久
：
三
究

弘
、
佐
藤
運
雄
著
「
歯
科
診
断
学
」
の
推
移

に
つ
い
て
：
．
：
…
：
・
・
：
。
…
…
：
・
新
国
俊
彦
・
工
藤
逸
郎
：
室
究
’
二
一

弱
、
中
国
で
口
歯
の
医
療
に
用
い
ら
れ
た
塩

に
つ
い
て
…
…
…
：
…
…
…
．
：
…
・
・
：
…
…
戸
出
一
郎
：
・
一
言
一
’
一
三
一

錨
、
一
九
世
紀
前
・
中
葉
に
お
け
る
リ
ゾ
ド

ン
ト
リ
ピ
ー
の
書
誌
学
的
研
究
：
…
．
：
…
・
森
山
徳
長
・
・
菫
菖

三
の
医
史

ゞ
・
…
・
・
・
：
・
・
酒
井
シ
ヅ
．
．
．
全

ガ
プ
リ
エ
ル
プ
ラ
バ
ズ
の
町
・
・
…
…
…
・
…
…
大
村
敏
郎
・
・
．
全

●
ヘ
ル
ガ
モ
ン
の
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ン
…
・
…
…
：
大
滝
紀
雄
：
．
全

ラ
イ
デ
ン
大
学
四
○
○
年
の
歴
史
：
…
：
：
。
：
古
川
明
…
全

蘭
学
資
料
研
究
二
十
五
年
の
回
顧
・
…
…
…
・
会
員
一
同
：
全

目
で
見
る
日
本
精
神
科
医
療
史
：
：
：
：
．
…
…
岡
田
靖
雄
…
全

司
馬
凌
海
に
つ
い
て
．
…
…
…
…
・
…
…
：
…
：
堀
江
健
也
：
．
全

腸
腺
（
カ
ッ
ト
グ
ッ
ト
）
の
日
本
へ
の
導
入

に
つ
い
て
：
…
…
…
…
…
…
・
・
・
…
…
…
・
…
蔵
方
宏
昌
…
三
〈

ロ
ー
ヤ
ル
・
タ
ッ
チ
に
つ
い
て
（
ス
ラ
イ
ド

供
覧
）
…
…
：
：
…
…
．
．
…
：
…
・
…
…
…
…
立
川
昭
二
：
．
一
三
〈

長
谷
寺
験
記
に
承
る
治
病
利
生
に
つ
い
て
…
関
根
正
雄
…
一
三
〈

島
津
斉
興
に
関
す
る
戸
塚
家
文
書
二
点
：
。
…
戸
塚
武
比
古
・
・
・
二
六

（4）



一

日本人の高血圧の治療あるいは予防には､食生活の改善とくに食塩の制限が重要です。

しかし、厳しい食塩制限は長期降圧療法の実際にそわないといわれています。

塩類排泄作用をもつバイカロンの投与により、食塩制限を無理なく

指導することができ、しかも優れた降圧効果を維持できます。

塩類排泄性一降圧利尿剤

回己錠
〈メフルシド〉

【■応劃恵血拝曜(本態性腎性IC下記の慢性浮画における¥,,尿/心性浮屋.凹性浮瞳肝性浮■下痢.口内炎口渇算0函犬があらわれることがある.5)･呼吸刑罰剛上台物(ヒドロクロロチアジド)で問
I用法.用■,ﾒﾌﾙｼドとして,通常成人旧25~印Ⅵg(,~2副を餌,回投与するか．をたは鍬貫性前炎,肺水■〃あらわれることが蝿告されている.6>その他ときに麗力感,眩畳･起立姓低血圧･頭
昼の2回に分けて経口投与する.なお．年齢･症状により適宜力廿減する.ただし．悪性寡巾I羊に月いる唱合盤悪再の掴犬鯲あらわhることがある．(5妊掛およ【躍利■への投与妊媛中の投与による胎児薇生児に
には,通常.他の降圧剤と併用すること.【使用上の注庖，(,)一般的注竃，)本陣肋叩,,尿効果は急激にあ対する安全性および授乳中の投与による乳児に対する蚕封斐は確立していないので‘低ｳ8または妊慨してい
らわれることがあるので，電鯛質失汎脱水に十分注愈し,少日から投与を開始して,徐々 に端■すること.る可N誰のある婦人および授'晩には治療上の有益性が危険性を上まわる喝合のみ投与すること･(6組互作
2)連用する埋合.醒賃失唄があらわれることがあるので定聯句Iこ検査を行うこと.12吹の息者には投与し用,)バﾙピﾂｰﾙ…体,あへんｱﾙｶﾛｲド系唾との併用,または飲過により起立性…が錨
ないこと,)急性w不全の恩者2)体液中のﾅﾄﾘｳﾑ･ｶﾘｳﾑか明らかに流少している患者3)既往にされることがあるので注息すること.2)他9唾剤の投与をうけている患者に本則を併用した喝合には唾
ﾁｱジド系纂剤又はその罰似化合物に対する過敏症を起こした患者4)肝性彊撞の患者(3次の皇者には慣作用を堀苔するおそれがあるので・嘩剤の用■贋節等Iこ注愈すること・3)ジキﾀﾘｽの心盈に対する作用
■に投与すること，)肝硬変の息智または強心匪箇体の治療を受けている恩者〈連用により低ｶﾘｳﾑ血症を増強Tるおそれがあるので,併用する墹合に'よ慣宣に投与すること.4)穂質日間皮頁ﾎﾙﾓﾝ廊反はAC
算の電鯛貿失隅があらわれることがあるので,このような嶋合には十分なカリウム楠姶を行うなどの処直をTHとの併用により,理11のｶﾘｳﾑ放出を起こすおそれがあるので，併用する咀合には愉重に投与するこ
行うこと）2)心疾患のある渦齢暫,Exな冠硬ｲI症又は臆勧脈擾{虚のある患者(急激な#,陳があらわれたと．17その他夜間の休息がとくに必要な患者には.夜間の排尿を避けるため,昼問に投与することが翌ま
埋合,“な血策.減少,,､,海.塔をきたし.血投塞,f症を侭発するおそれがある)3)且■な腎躍害のあるしい､I取扱い上の錘寧日I（貯法]室劉跡【包装1パｲｶﾛﾝ性(おY1g):'唾×'0．1唖x1m1m陵
底者4)肝疾思．肝榎＃謹害のある息者〈肝握函害を悪化させることがある)5)本人又は両兇兄弗にく■麺用)
黛風醒寓のある息者6)下田，鯉のある忠者7)商カルシウム血促副甲状腫鯉兀唾の思智8）

轄買8幅皮旨ホルモン剤又はACTHの投与を受け．fいる感者9)乳児(乳児は酢買バランスが<すれやす

（瓶}圭一株式い）(4)副作用11肝厘ときに肝機能障害があらわれることか'あるので,このような岨合には波丑または

製薬会社
投与を中止すること.21心具常低カリウム血唾低ｸﾛﾙ性ｱﾙｶﾛー ジｽ等の電鯖質失旧〃あらわれ

られた岨合には麺または休要陣の週切な唾を行うこと.3,狸睡発疹等の狸鹸協同RまたIﾕ耀過鋤耐？，、－／pEヨ
ることがある.また,癖院巾席寡命蝕憲があらわれることがあるので.癖を十分に行い.風常が埋め

ヨヨト三〒541大阪市東区平野町3丁目35番地があらわれた咀合には投与を中止すること．4)淵鴎ときに悪心,睡胃翻裡,食欲不擾,便秘

BA-⑬･2<(5)1鵠0年10月作成
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